


　N
H
K
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ち
ゅ
ら
さ
ん
」
で

脚
光
を
浴
び
た
「
小
浜
島
」
が
、
今
ま
た
別
の
意
味
で

世
界
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。
話
題
の
的
は
「
K
B
G

84
（
ケ
イ
ビ
ー
ジ
ー
・
エ
イ
テ
ィ
ー
フ
ォ
ー
）」
と
言
う

名
の
ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト
で
あ
る
。
普
通
で
な
い
の
は

そ
の
メ
ン
バ
ー
構
成
だ
。
平
均
年
齢
84
歳
、
最
高
齢
は

97
歳
、
1
9
9
3
年
か
ら
島
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
う
ふ
た
き
会
」
が
サ
ポ

ー
ト
す
る
、
ご
長
寿
ア
イ
ド
ル
「
小
浜
島
ば
あ
ち
ゃ
ん

合
唱
団
（K

oham
ajim

a B
aachan G

asshoudan

）」

こ
そ
が
、
そ
の
話
題
の
主
役
で
あ
る
。

「
天
国
に
一
番
近
い
ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト
！
」
と
い
う

ド
キ
ッ
す
る
様
な
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
笑
顔
で
掲
げ
、

2
0
1
5
年
10
月
に
は
遂
に
C
D
デ
ビ
ュ
ー
も
果
た
し
、

島
で
撮
影
さ
れ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
が
ネ
ッ
ト
で

紹
介
さ
れ
る
や
瞬
く
間
に
世
界
の
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
を

中
心
に
ホ
ッ
ト
な
ニ
ュ
ー
ス
が
駆
け
巡
っ
た
。
イ
ギ
リ

ス
の
B
B
C
が
わ
ざ
わ
ざ
周
囲
16
キ
ロ
、
人
口
6
0
0

名
足
ら
ず
の
日
本
最
南
端
の
離
島
を
取
材
に
訪
れ
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
は
国
内
最
大
級
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
に

招
聘
さ
れ
、
そ
の
一
部
始
終
が
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
番
組
と

し
て
N
H
K
B
S
1
で
放
映
さ
れ
る
な
ど
、
話
題
性
に

事
欠
か
な
い
か
ら
本
気
で
凄
い
。
彼
女
達
の
最
大
の
夢

で
あ
る
「
紅
白
歌
合
戦
」
初
出
場
も
い
よ
い
よ
見
え
て

来
た
！ 

… 

と
周
辺
も
鼻
息
荒
く
な
っ
て
し
ま
う
の
も
無

理
は
な
い
。
た
だ
し
こ
の
事
案
、
少
々
急
が
ね
ば
な
ら

な
い
。
ご
高
齢
ア
イ
ド
ル
に
と
っ
て
1
年
1
年
は
生
死

に
関
わ
る
案
件
だ
か
ら
で
あ
る
。
悠
長
に
「
来
年
こ
そ

持続可能な取組に
不可欠な

『笑顔』の理由

沖縄文化芸術振興アドバイザー
南島詩人

平田大一

巻 頭 言

は
！
」
等
と
語
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　そ
も
そ
も
、
こ
の
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
合
唱
団
」
今
か

ら
20
数
年
前
、
小
浜
島
が
実
家
の
私
の
も
と
に
訪
れ
た

「
う
ふ
た
き
会
」
リ
ー
ダ
ー
の
花
城
キ
ミ
さ
ん
（
同
時

70
歳
）
か
ら
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
6
缶
で
口
説
か
れ
て
結

成
し
た
も
の
で
呆
け
防
止
の
リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね
た
「
う

た
あ
し
び
ー（
歌
遊
び
）」が
始
ま
り
だ
っ
た
。
1
9
9
9

年
に
私
が
演
出
家
と
し
て
本
格
的
な
活
動
開
始
す
る
に

あ
た
り
島
を
離
れ
る
も
合
唱
団
の
取
り
組
み
は
そ
の
後

も
脈
々
と
続
き
、
結
成
か
ら
2
0
年
に
あ
た
る

2
0
1
3
年
9
月
地
域
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
た
団
体

な
ど
に
贈
ら
れ
る
「
サ
ン
ト
リ
ー
地
域
文
化
賞
」
の
受

賞
を
機
に
一
気
に
全
国
的
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
州
の
保
健
省
上
級
国
務
大
臣
エ
イ
ミ

ー
・
コ
ー
ル
さ
ん
は
こ
う
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。「
長
寿

社
会
に
直
面
し
て
い
る
我
が
国
に
と
っ
て
、
豊
か
に
老

い
る
こ
と
は
最
大
の
関
心
事
で
あ
り
課
題
で
も
あ
り
ま

す
。
K
B
G
84
の
皆
さ
ん
の
美
し
く
老
い
る
姿
は
我
々

の
理
想
な
の
で
す
」

　夫
に
先
立
た
れ
、
中
に
は
息
子
を
も
グ
ソ
ー
（
後
生

＝
あ
の
世
）
に
見
送
る
な
ど
、
様
々
な
艱
難
辛
苦
を
乗

り
越
え
て
今
が
あ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
の
底
抜
け
な
明

る
さ
は
、
世
代
も
地
域
を
も
包
み
込
む
母
性
愛
の
塊
で

あ
る
。
国
や
文
化
の
違
い
も
超
え
た
ま
さ
に
「
ち
ゅ
ら

さ
ん
の
オ
バ
ー
」
の
笑
顔
が
地
域
観
光
の
文
化
資
源
と

し
て
、
新
た
な
交
流
文
化
の
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
る
の
で
あ
る
。

企
画
に
あ
た
り
、

持
続
可
能
な
観
光
の
定
義
や
概
念
、

そ
の
背
景
を
め
ぐ
る
理
論
の
応
酬
は
避
け
よ
う
と
思
っ
た
。

定
義
や
経
緯
が
無
意
味
な
の
で
は
な
く
、

議
論
の
場
を
机
上
よ
り
現
場
に
置
き
た
か
っ
た
。

具
体
の
出
来
事
を
伝
え
ら
れ
れ
ば
、

持
続
可
能
と
い
う
表
現
の
意
味
合
い
や
重
要
性
は

誰
も
が
直
感
的
に
理
解
し
得
る
だ
ろ
う
。
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持続型観光（サステイナブル・ツーリズム）の代表ともいえるエコツーリズムの
置かれた状況を真正面から見据え、エコツーリズムの課題と本来目指すべき
ものを描きだす。数あるエコツーリズム関連本の中で出色の一冊。

『エコツーリズムと持続可能な開発 楽園はだれのもの?』
Ecotourism and sustanable development Who owns paradise? Second Edition

観光における‘サステイナブル’の新たな概念の必要性を考察し、またそれを
コミュニティや民間事業者・保護地区担当者に応用するにあたり再考すべき
枠組みに目を向けた一冊。実用的応用がなされた事例も効果的に取り上げ
られている。

『Reframing Sustainable Tourism』
Reframing Sustainable Tourism Dordrecht

本書はサステイナブル・ツーリズムの実践とマネジメントに光をあて、様々な
実例を取り上げながら、観光の多様な分野や世界各地のサステイナブル・ツ
ーリズムの幅広い定義を紹介している。環境保全に留まらず、経済・社会的側
面から観光が’サステイナブル’である方法を探求。

『Sustainable Tourism Managemant』
Sustainable Tourism Management. Oxfordshire

観光研究の重要な分野における知識と議論に貢献した主要論文を通し、観
光と開発について例示した4巻のうちの一巻。本書では観光と開発の関係性
について知ることを軸に、「サステイナブルな開発」という概念の理解を基に

「サステイナブルな観光開発」を探る。

『TOURISM AND DEVELOPMENT』
Tourism and Development. Los Angeles

観光促進による旅行者の増加は、様々な地域環境の悪化を引き起こす。観
光地の交通計画、ごみ・トイレ対策、水環境保全、景観整備など、旅行者
の快適な観光と、地域住民の生活環境の向上につながるインフラ整備の技
術的知識をわかりやすく解説。

『観光まちづくりのエンジニアリング』観光振興と環境保全の両立

自然そのものを観光のメインとする保護区などでは、持続的に自然の価値を
守ることこそが、観光や地域の発展につながる。IUCN(国際自然保護連合)が
すすめる実践的「ガイドライン」。海外各地の先進的な事例が満載。

『自然保護とサステイナブル・ツーリズム』実践的ガイドライン

温泉まちづくり研究会は、まちづくりに熱心に取り組む温泉地が集まり、温泉地共通の課題について解決方法を探り、全国
に情報発信することを目的に2008年に発足しました。この「総括レポート」は2016年に開催した3回の研究会の内容を取
りまとめたものです。第1回（7月）は、黒川、湯布院、道後の各温泉の、熊本地震発生後の状況についてお話を伺うとともに、
研究会で今後考えていくべきテーマについて議論を深めました。第2回（10月）は、5月のＧ7伊勢志摩サミット開催地となっ
た鳥羽温泉郷を会場に、今後の温泉地での国際MICE開催に際しての知見として、サミット開催地に求められた対応、課題

とその対応策、開催効果、開催後の展開などについて議論や情報共有を行いました。第3回（1月）は、「温泉地の観光推進組織（ＤＭO）を
考える」と題して、ＤＭＯの基本的な役割や海外の現況、会員温泉地での取り組み状況、今後の取り組み推進に向けた課題や対応策など
について討議しました。 Ａ4判、９４ページ、本体価格1500円+税

『温泉まちづくり 2016年度 温泉まちづくり研究会 総括レポート』（発行：2017年3月）

講義録としては3冊目となる本書では、我が国の観光地の基本的かつ長年の課題である「滞在化」に焦点を当てています。
「滞在化」は地域特性によって多様な形態があり、地域側に求められる対応策もさまざま。本書では、全国各地の多様な課
題認識に応えられるよう、スキーリゾート（倶知安町）、高原リゾート（軽井沢町）、温泉地（別府市）、まちなかの空き家の活
用（尾道市）という４つの事例を取り上げ、現場での実践者と学識研究者の双方を講師にお招きし、解説していただいてい
ます。 A4判74ページ/本体価格1,000円+税

『平成28年度 観光地経営講座 講義録』（発行：2017年3月）

訪日外国人市場の成熟化やLCCなどの登場で今後はFITが進展し、地方への訪問頻度が増えることが予想される中、外国
人観光客の消費を地域経済活性化に結び付けるという視点が重要となります。本特集ではこうした視点に立ち、インバウ
ンド先進観光地の中長期的な動向と施策の変遷（特集２）や、観光地での消費活動別に先進的な事例（特集３）を整理し
ました。また、「ジャパンガイド」の編集長であるシャウエッカー氏へのインタビューを行い、「着地」と「発地」の両面から考察
を行いました。A4判64ページ/本体価格1,000円+税。

233号（2017年4月発行） 特集：外国人観光客の消費を地域経済活性化につなげるに

DMOはデスティネーション・マネジメント(Destination Management)およびデスティネーション・マーケティング(Destination 
Marketing)を担う組織とされ、観光による地域振興の司令塔として期待されている。もともと、マネジメントもマーケティング
も企業経営用語であるが、地域を企業に置き換えれば解るようにマネジメント(経営・管理)あってのマーケティングである。
しかしながら、デスティネーション・マネジメントの概念の誕生や変遷については、必ずしも共通の理解となっていない。そこ
で、本概念の定義や実態について、学術面、実践面の両面から整理を行い、わが国における展開と方向について検討して

みる。 A4判58ページ/本体価格1,000円+税

234号（2017年7月発行） 特集：デスティネーション・マネジメントの潮流
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　N
H
K
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ち
ゅ
ら
さ
ん
」
で

脚
光
を
浴
び
た
「
小
浜
島
」
が
、
今
ま
た
別
の
意
味
で

世
界
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。
話
題
の
的
は
「
K
B
G

84
（
ケ
イ
ビ
ー
ジ
ー
・
エ
イ
テ
ィ
ー
フ
ォ
ー
）」
と
言
う

名
の
ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト
で
あ
る
。
普
通
で
な
い
の
は

そ
の
メ
ン
バ
ー
構
成
だ
。
平
均
年
齢
84
歳
、
最
高
齢
は

97
歳
、
1
9
9
3
年
か
ら
島
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
う
ふ
た
き
会
」
が
サ
ポ

ー
ト
す
る
、
ご
長
寿
ア
イ
ド
ル
「
小
浜
島
ば
あ
ち
ゃ
ん

合
唱
団
（K

oham
ajim

a B
aachan G

asshoudan

）」

こ
そ
が
、
そ
の
話
題
の
主
役
で
あ
る
。

「
天
国
に
一
番
近
い
ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト
！
」
と
い
う

ド
キ
ッ
す
る
様
な
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
笑
顔
で
掲
げ
、

2
0
1
5
年
10
月
に
は
遂
に
C
D
デ
ビ
ュ
ー
も
果
た
し
、

島
で
撮
影
さ
れ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
が
ネ
ッ
ト
で

紹
介
さ
れ
る
や
瞬
く
間
に
世
界
の
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
を

中
心
に
ホ
ッ
ト
な
ニ
ュ
ー
ス
が
駆
け
巡
っ
た
。
イ
ギ
リ

ス
の
B
B
C
が
わ
ざ
わ
ざ
周
囲
16
キ
ロ
、
人
口
6
0
0

名
足
ら
ず
の
日
本
最
南
端
の
離
島
を
取
材
に
訪
れ
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
は
国
内
最
大
級
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音
楽
イ
ベ
ン
ト
に

招
聘
さ
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、
そ
の
一
部
始
終
が
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
番
組
と

し
て
N
H
K
B
S
1
で
放
映
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る
な
ど
、
話
題
性
に

事
欠
か
な
い
か
ら
本
気
で
凄
い
。
彼
女
達
の
最
大
の
夢

で
あ
る
「
紅
白
歌
合
戦
」
初
出
場
も
い
よ
い
よ
見
え
て

来
た
！ 

… 

と
周
辺
も
鼻
息
荒
く
な
っ
て
し
ま
う
の
も
無

理
は
な
い
。
た
だ
し
こ
の
事
案
、
少
々
急
が
ね
ば
な
ら

な
い
。
ご
高
齢
ア
イ
ド
ル
に
と
っ
て
1
年
1
年
は
生
死

に
関
わ
る
案
件
だ
か
ら
で
あ
る
。
悠
長
に
「
来
年
こ
そ

持続可能な取組に
不可欠な

『笑顔』の理由

沖縄文化芸術振興アドバイザー
南島詩人

平田大一

巻 頭 言

は
！
」
等
と
語
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　そ
も
そ
も
、
こ
の
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
合
唱
団
」
今
か

ら
20
数
年
前
、
小
浜
島
が
実
家
の
私
の
も
と
に
訪
れ
た

「
う
ふ
た
き
会
」
リ
ー
ダ
ー
の
花
城
キ
ミ
さ
ん
（
同
時

70
歳
）
か
ら
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
6
缶
で
口
説
か
れ
て
結

成
し
た
も
の
で
呆
け
防
止
の
リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね
た
「
う

た
あ
し
び
ー（
歌
遊
び
）」が
始
ま
り
だ
っ
た
。
1
9
9
9

年
に
私
が
演
出
家
と
し
て
本
格
的
な
活
動
開
始
す
る
に

あ
た
り
島
を
離
れ
る
も
合
唱
団
の
取
り
組
み
は
そ
の
後

も
脈
々
と
続
き
、
結
成
か
ら
2
0
年
に
あ
た
る

2
0
1
3
年
9
月
地
域
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
た
団
体

な
ど
に
贈
ら
れ
る
「
サ
ン
ト
リ
ー
地
域
文
化
賞
」
の
受

賞
を
機
に
一
気
に
全
国
的
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
州
の
保
健
省
上
級
国
務
大
臣
エ
イ
ミ

ー
・
コ
ー
ル
さ
ん
は
こ
う
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。「
長
寿

社
会
に
直
面
し
て
い
る
我
が
国
に
と
っ
て
、
豊
か
に
老

い
る
こ
と
は
最
大
の
関
心
事
で
あ
り
課
題
で
も
あ
り
ま

す
。
K
B
G
84
の
皆
さ
ん
の
美
し
く
老
い
る
姿
は
我
々

の
理
想
な
の
で
す
」

　夫
に
先
立
た
れ
、
中
に
は
息
子
を
も
グ
ソ
ー
（
後
生

＝
あ
の
世
）
に
見
送
る
な
ど
、
様
々
な
艱
難
辛
苦
を
乗

り
越
え
て
今
が
あ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
の
底
抜
け
な
明

る
さ
は
、
世
代
も
地
域
を
も
包
み
込
む
母
性
愛
の
塊
で

あ
る
。
国
や
文
化
の
違
い
も
超
え
た
ま
さ
に
「
ち
ゅ
ら

さ
ん
の
オ
バ
ー
」
の
笑
顔
が
地
域
観
光
の
文
化
資
源
と

し
て
、
新
た
な
交
流
文
化
の
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
る
の
で
あ
る
。

企
画
に
あ
た
り
、

持
続
可
能
な
観
光
の
定
義
や
概
念
、

そ
の
背
景
を
め
ぐ
る
理
論
の
応
酬
は
避
け
よ
う
と
思
っ
た
。

定
義
や
経
緯
が
無
意
味
な
の
で
は
な
く
、

議
論
の
場
を
机
上
よ
り
現
場
に
置
き
た
か
っ
た
。

具
体
の
出
来
事
を
伝
え
ら
れ
れ
ば
、

持
続
可
能
と
い
う
表
現
の
意
味
合
い
や
重
要
性
は

誰
も
が
直
感
的
に
理
解
し
得
る
だ
ろ
う
。
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特
集持

続
可
能
な
観
光

巻
頭
言

持
続
可
能
な
取
組
に
不
可
欠
な

『
笑
顔
』の
理
由

1

座
談
会

旅
と
持
続
可
能
性

旅
を
す
る
立
場
か
ら
観
光
の
持
続
可
能
性
を
考
え
る
と
、今
、ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

そ
れ
に
対
し
て
旅
行
者
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
、受
入
れ
る
側
が
す
べ
き
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
か
。

３
人
の
旅
の
達
人
に
問
う
。

2

世
界
の
潮
流

持
続
可
能
な
観
光
国
際
年
に
お
け
る
各
地
の
取
り
組
み

国
際
年
に
あ
た
り
、各
国
政
府
・
業
界
に
お
い
て
持
続
可
能
な
観
光
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

同
動
向
を
国
連
の
取
り
組
み
と
合
わ
せ
て
整
理
す
る
。

3

事
例
報
告

現
場
に
学
ぶ
解
決
力

国
内
各
地
か
ら
、資
源（
自
然
・
文
化
）、社
会（
住
民
・
観
光
客
）、経
済（
産
業
・
雇
用
）の
視
点
か
ら

持
続
可
能
な
観
光
に
取
り
組
む
ケ
ー
ス
を
取
り
上
げ
、具
体
的
な
課
題
、解
決
の
手
法
、成
果
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

4

視
座

「
持
続
可
能
」を
考
え
る

我
が
国
の
観
光
の
現
場
で
起
き
て
い
る
本
誌
記
載
の「
持
続
可
能
性
を
拒
む
行
為
や
現
象（
イ
ン
パ
ク
ト
）」を
、

「
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
る
客
体
」と「
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
要
因
」を
併
せ
て
積
み
上
げ
る
作
業
を
通
し
て

「
持
続
可
能
な
観
光
」を
考
察
す
る
。

国
連
は
当
年
を「
持
続
可
能
な
国
際
観
光
年
」と
定
め
、

観
光
の
視
点
か
ら
持
続
可
能
性
を
高
め
る
呼
び
か
け
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

ま
た
当
財
団
で
も
自
主
・
受
託
事
業
を
通
じ
て
同
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

し
か
し
、こ
れ
ま
で
は
理
論
・
概
念
か
ら
の
整
理
が
主
で
、現
場
の
視
点
か
ら
の
整
理
・
分
析
が
不
足
し
て
い
る
。

そ
こ
で
本
特
集
で
は
、具
体
的
な
事
例
を
中
心
に
持
続
可
能
な
観
光
を
分
析
し
、

持
続
可
能
な
観
光
の「
現
場
」で
の「
実
践
」に
向
け
た
提
言
を
お
こ
な
う
。

ケ
ー
ス

1

ケ
ー
ス

2

ケ
ー
ス

3

ケ
ー
ス

4

ケ
ー
ス

5

ケ
ー
ス

6

ケ
ー
ス

7

ケ
ー
ス

8
知
床 

自
然
保
護
地
域
に
お
け
る
持
続
可
能
な
観
光

奥
入
瀬 

通
過
型
観
光
か
ら
滞
在
型
観
光
への
転
換

海
女
文
化 

伝
統
産
業
と
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
〜
海
女
文
化
か
ら
学
ぶ
環
境
伝
承
知
〜

綾
町 

地
域
の
産
業
・
人
々
の
生
活
文
化
そ
の
も
の
が
観
光
資
源

南
城
市 

地
元
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
資
源
の
活
用
と
保
全

座
間
味
村 

島
の
健
康
診
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト―

沖
縄
県
座
間
味
村
を
例
に

恩
納
村 

「
世
界
一
サ
ン
ご
に
や
さ
し
い
村
」を
目
指
す
恩
納
村

真
喜
屋 

真
喜
屋
の
滝
の
保
全
と
利
用

観
光
研
究
レ
ビ
ュ
ー

第
23
回 

Ａ
Ｐ
Ｔ
Ａ
年
次
国
際
会
議
参
加
報
告

活
動
報
告

第
9
回 

た
び
と
し
ょ
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
を
開
催
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー…

ア
ー
ト
ディレ
ク
タ
ー
、デ
ザ
イ
ナ
ー 

市
角
壮
玄
氏 

【
連
載
】私
の
研
究
と
観
光
・
第
10
回

「
モ
ノ
か
ら
コ
ト
」の
時
代
の
、旅
と
観
光

【
連
載
】わ
た
し
の
１
冊
・
第
10
回

『
風
景
学
入
門
』

旅
の
図
書
館
だ
よ
り
・
第
2
回

リ
ニュ
ー
ア
ル
開
館
１
周
年
を
迎
え
て

特
集
テ
ー
マ
関
連
図
書
紹
介

❶ 熊野古道・紀伊路（和歌山県）　❷ 四国八十八か所
❸ サンチアゴ巡礼路の巡礼者用の宿、アルベルゲ　❹ 知床（北海道斜里町）
❺ カミーノ・デ・サンチアゴの道標　❻ 奥入瀬渓流（青森県十和田市）
❼ 真喜屋の滝（沖縄県名護市）　❽ セイファーウタキ（沖縄県南城市）
❾ フボーウタキ（沖縄県南城市久高島）　� 熊野古道・紀伊路（和歌山県）
� サンチアゴ巡礼路の道順を示すサイン　� 知床五湖の高架木道（北海道斜里町）

表４写真…真喜屋（沖縄県・名護市）

表紙写真…

機関誌

目次

理
事
・
観
光
地
域
研
究
部
長

寺
崎 

竜
雄

主
任
研
究
員

大
隅
一
志

公
益
財
団
法
人 

知
床
財
団

秋
葉
圭
太

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
奥
入
瀬
自
然
観
光
資
源
研
究
会 

代
表

河
井
大
輔

和
歌
山
大
学 

観
光
学
部 

教
授

加
藤
久
美

宮
崎
県
綾
町 

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室

曽
我 

傑

南
城
市 

企
画
部 

観
光
商
工
課

喜
瀬
斗
志
也

観
光
地
域
研
究
部

中
島 

泰

株
式
会
社
サ
ス
チ
ュ
ア 

代
表
取
締
役

山
岸 

豊

が
じ
ゅ
ま
る
自
然
学
校 

代
表

小
林
政
文

南
島
詩
人

平
田 

大
一

観
光
地
域
研
究
部

主
任
研
究
員

中
島 

泰

観
光
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー 

旅
の
図
書
館
長

企
画
室
長 

主
任
研
究
員

福
永
香
織

観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

主
任
研
究
員

福
永
香
織

早
稲
田
大
学

商
学
学
術
院
教
授
／
教
授

守
口 

剛

跡
見
学
園
女
子
大

観
光
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
部
／
教
授

安
島
博
幸
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長
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特
集持

続
可
能
な
観
光

巻
頭
言

持
続
可
能
な
取
組
に
不
可
欠
な

『
笑
顔
』の
理
由

1

座
談
会

旅
と
持
続
可
能
性

旅
を
す
る
立
場
か
ら
観
光
の
持
続
可
能
性
を
考
え
る
と
、今
、ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

そ
れ
に
対
し
て
旅
行
者
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
、受
入
れ
る
側
が
す
べ
き
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
か
。

３
人
の
旅
の
達
人
に
問
う
。

2

世
界
の
潮
流

持
続
可
能
な
観
光
国
際
年
に
お
け
る
各
地
の
取
り
組
み

国
際
年
に
あ
た
り
、各
国
政
府
・
業
界
に
お
い
て
持
続
可
能
な
観
光
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

同
動
向
を
国
連
の
取
り
組
み
と
合
わ
せ
て
整
理
す
る
。

3

事
例
報
告

現
場
に
学
ぶ
解
決
力

国
内
各
地
か
ら
、資
源（
自
然
・
文
化
）、社
会（
住
民
・
観
光
客
）、経
済（
産
業
・
雇
用
）の
視
点
か
ら

持
続
可
能
な
観
光
に
取
り
組
む
ケ
ー
ス
を
取
り
上
げ
、具
体
的
な
課
題
、解
決
の
手
法
、成
果
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

4

視
座

「
持
続
可
能
」を
考
え
る

我
が
国
の
観
光
の
現
場
で
起
き
て
い
る
本
誌
記
載
の「
持
続
可
能
性
を
拒
む
行
為
や
現
象（
イ
ン
パ
ク
ト
）」を
、

「
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
る
客
体
」と「
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
要
因
」を
併
せ
て
積
み
上
げ
る
作
業
を
通
し
て

「
持
続
可
能
な
観
光
」を
考
察
す
る
。

国
連
は
当
年
を「
持
続
可
能
な
国
際
観
光
年
」と
定
め
、

観
光
の
視
点
か
ら
持
続
可
能
性
を
高
め
る
呼
び
か
け
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

ま
た
当
財
団
で
も
自
主
・
受
託
事
業
を
通
じ
て
同
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

し
か
し
、こ
れ
ま
で
は
理
論
・
概
念
か
ら
の
整
理
が
主
で
、現
場
の
視
点
か
ら
の
整
理
・
分
析
が
不
足
し
て
い
る
。

そ
こ
で
本
特
集
で
は
、具
体
的
な
事
例
を
中
心
に
持
続
可
能
な
観
光
を
分
析
し
、

持
続
可
能
な
観
光
の「
現
場
」で
の「
実
践
」に
向
け
た
提
言
を
お
こ
な
う
。

ケ
ー
ス

1

ケ
ー
ス

2

ケ
ー
ス

3

ケ
ー
ス

4

ケ
ー
ス

5

ケ
ー
ス

6

ケ
ー
ス

7

ケ
ー
ス

8
知
床 

自
然
保
護
地
域
に
お
け
る
持
続
可
能
な
観
光

奥
入
瀬 

通
過
型
観
光
か
ら
滞
在
型
観
光
への
転
換

海
女
文
化 

伝
統
産
業
と
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
〜
海
女
文
化
か
ら
学
ぶ
環
境
伝
承
知
〜

綾
町 

地
域
の
産
業
・
人
々
の
生
活
文
化
そ
の
も
の
が
観
光
資
源

南
城
市 

地
元
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
資
源
の
活
用
と
保
全

座
間
味
村 

島
の
健
康
診
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト―

沖
縄
県
座
間
味
村
を
例
に

恩
納
村 

「
世
界
一
サ
ン
ご
に
や
さ
し
い
村
」を
目
指
す
恩
納
村

真
喜
屋 

真
喜
屋
の
滝
の
保
全
と
利
用

観
光
研
究
レ
ビ
ュ
ー

第
23
回 

Ａ
Ｐ
Ｔ
Ａ
年
次
国
際
会
議
参
加
報
告

活
動
報
告

第
9
回 

た
び
と
し
ょ
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
を
開
催
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー…

ア
ー
ト
ディレ
ク
タ
ー
、デ
ザ
イ
ナ
ー 

市
角
壮
玄
氏 

【
連
載
】私
の
研
究
と
観
光
・
第
10
回

「
モ
ノ
か
ら
コ
ト
」の
時
代
の
、旅
と
観
光

【
連
載
】わ
た
し
の
１
冊
・
第
10
回

『
風
景
学
入
門
』

旅
の
図
書
館
だ
よ
り
・
第
2
回

リ
ニュ
ー
ア
ル
開
館
１
周
年
を
迎
え
て

特
集
テ
ー
マ
関
連
図
書
紹
介

❶ 熊野古道・紀伊路（和歌山県）　❷ 四国八十八か所
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「
旅
」と
の
関
わ
り

―
―
今
日
は
こ
れ
ま
で
の
旅
の
経
験
を
も

と
に
し
て
「
旅
と
持
続
可
能
性
」
を
テ
ー
マ

に
お
話
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

ず
は
ご
自
身
の
旅
と
の
出
会
い
や
関
わ
り
に

つ
い
て
、お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

青
山　

私
の
旅
の
始
ま
り
は
１
９
９
０
年
代

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
旅
番
組
を
担
当
し
た
こ
と
で
す
。

当
時
の
日
本
で
は
ま
だ
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡

る
旅
が
主
流
で
し
た
が
、
そ
の
番
組
は
観
光

地
と
し
て
は
全
く
無
名
の
町
や
村
を
訪
ね
、

道
す
が
ら
出
会
っ
た
人
た
ち
と
会
話
し
な
が

ら
、
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
暮
ら
し
ぶ
り
や

宝
物
を
紹
介
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
楽
し
む
旅
、
癒
や
さ
れ
る
旅
も

い
い
で
す
が
、
私
は
そ
の
番
組
を
通
じ
て
旅

本
来
の
面
白
さ
と
は
自
分
な
ら
で
は
の
発

見
や
出
会
い
、
気
づ
き
が
あ
る
こ
と
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
観
光
の
語
源
に
あ
る
よ
う
に
、

「
旅
と
は
そ
の
土
地
の
『
光
』
を
観
て
歩
く
こ

と
」
だ
と
講
演
会
な
ど
で
は
お
話
し
し
て
き

ま
し
た
。

　

当
時
は
、
人
と
の
出
会
い
や
気
づ
き
を
目

的
に
観
光
地
で
は
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
に

行
く
旅
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
ら
な
い
と
観
光

産
業
か
ら
は
相
手
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。一
方
で
、
中
山
間
地
で
は
都
会
の
人
と
の

北海道博物館　館長　石森 秀三
フリーアナウンサー　青山 佳世
紀行作家　シェルパ斉藤

［進行］
理事・観光地域研究部長　寺崎 竜雄

「
旅
と
持
続
可
能
性
」

 
座
談
会

観光の持続可能性を、旅をする立場から考えると、今、どのような課
題があるのだろうか？
それに対して旅行者にできることは何か、受け入れる側がすべきこと
はどんなことか。３人の旅の達人に問う。

1
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特集
持続可能な観光
　座談会「旅と持続可能性」1

第235号 October 2017

交
流
が
重
視
さ
れ
始
め
た
頃
で
し
た
が
、「
観

光
」
と
い
う
言
葉
に
地
域
の
人
た
ち
は
す
ご

く
拒
否
反
応
を
示
し
て
い
ま
し
た
。「
自
分
の

と
こ
ろ
は
観
光
地
で
は
な
い
か
ら
、
来
ら
れ

て
も
困
る
」
と
い
う
反
応
が
多
か
っ
た
で
す
。

　

し
か
し
２
０
０
０
年
代
に
入
る
と
、
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
産
業
観
光
な
ど
の
新

し
い
観
光
が
生
ま
れ
、
今
で
は
地
域
の
人
と

出
会
う
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
の
旅
を

多
く
の
人
た
ち
が
楽
し
む
よ
う
に
な
り
、
大

変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

石
森　

私
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
た
１
９
６
４
年
（
昭
和
39
年
）
に
大
学
に

入
学
し
ま
し
た
。
日
本
が
世
界
に
門
戸
を
開

い
た
頃
で
す
。
私
も
外
国
に
憧
れ
を
持
ち
、

大
学
２
年
の
時
に
文
明
学
者
の
梅
棹
忠
夫
先

生
と
出
会
っ
た
こ
と
か
ら
、
文
化
人
類
学
を

志
し
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
は
１
９
６
９
年
に
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
に
留
学
し
て
先
住
民
族
の
マ
オ

リ
に
つ
い
て
研
究
。
そ
の
後
、
研
究
対
象
を

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
移
し
、
32
歳
の
時
に
電
気

も
水
道
も
な
い
サ
タ
ワ
ル
島
に
１
年
間
滞
在

し
て
、
ふ
ん
ど
し
一
本
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
し
ま
し
た
。
島
の
人
々
の
心
豊
か
な
生
き

方
を
知
っ
て
、
近
代
文
明
の
至
ら
な
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

　

１
９
８
０
年
代
に
南
太
平
洋
の
島
々
を
訪

れ
る
機
会
が
あ
り
、
観
光
の
イ
ン
パ
ク
ト
を

実
感
し
ま
し
た
。
観
光
は
様
々
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
生
み
だ
し
ま
す
が
、「
負
の
イ
ン
パ
ク

ト
」
を
生
み
だ
し
が
ち
で
す
。「
負
の
イ
ン
パ

ク
ト
」
を
最
小
限
に
し
て
、
観
光
が
本
来
有

し
て
い
る
良
い
面
を
活
か
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
観
光
は
本
来
ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト
の
双
方

を
幸
せ
に
し
て
地
域
活
性
化
に
貢
献
で
き
る

営
み
で
す
。
そ
う
い
う
現
実
を
目
に
し
て
、

こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
危
機
感
を
覚
え

た
の
が
、
観
光
研
究
者
に
シ
フ
ト
し
た
き
っ

か
け
で
す
。
私
は
い
ま
「
観
光
創
造
学
」
の

推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

斉
藤　

僕
は
大
学
卒
業
後
に
何
を
し
た
ら
い

い
か
分
か
ら
ず
、「
悠
久
な
る
大
河
を
下
れ
ば

何
か
見
え
る
か
も
」
と
思
い
、
在
学
中
に
揚

子
江
を
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
下
る
旅
を
し
た
ん
で

す
。
お
金
が
な
か
っ
た
の
で
メ
ー
カ
ー
に
ゴ

ム
ボ
ー
ト
の
提
供
を
頼
み
に
行
っ
た
ら
、「
宣

伝
の
た
め
に
旅
行
記
事
を
雑
誌
に
書
い
て
く

れ
」
と
言
わ
れ
、
書
い
た
記
事
が
ア
ウ
ト
ド

ア
雑
誌
『
Ｂ
Ｅ
︱

Ｐ
Ａ
Ｌ
（
ビ
ー
パ
ル
） 』
に
掲

載
さ
れ
た
ら
好
評
で
、
卒
業
後
は
就
職
せ
ず

に
そ
の
ま
ま
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
ラ
イ
タ
ー
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
忙
し
く
な
っ
て
自
由
な
時
間
が

な
く
な
っ
た
の
で
、
仕
事
を
リ
セ
ッ
ト
し
、
も

う
一
度
好
き
な
よ
う
に
旅
を
し
よ
う
と
自
転

車
で
ア
ジ
ア
を
巡
り
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ふ
も
と

も
歩
き
回
り
ま
し
た
。
そ
し
て
帰
国
し
た
ら
、

『
Ｂ
Ｅ
︱

Ｐ
Ａ
L
』
か
ら
今
度
は
「
東
海
自
然

歩
道
を
全
部
一
人
で
歩
い
て
連
載
を
し
な
い

か
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
東
京
か
ら
大
阪
ま
で
を
結
ぶ
全
長

１
６
９
７
㎞
の
自
然
歩
道
で
、
今
で
い
う
ロ
ン

グ
ト
レ
イ
ル
で
す
。
毎
月
書
く
ネ
タ
が
あ
る

の
か
不
安
で
し
た
が
、
歩
い
て
み
る
と
次
か

ら
次
へ
と
い
ろ
ん
な
出
会
い
が
あ
り
、
書
く

こ
と
に
は
困
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
。

　

そ
れ
ま
で
は
、
遠
く
に
行
く
ほ
ど
素
晴
ら

し
い
感
動
が
待
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
の
で

す
が
、「
遠
く
に
行
か
な
く
て
も
、
発
見
っ
て

身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
ん
だ
」
と
気
づ
い
て
、

そ
れ
か
ら
歩
く
旅
が
面
白
く
な
り
ま
し
た
。

　

東
海
自
然
歩
道
を
全
部
歩
き
終
わ
っ
た
後

も
、
歩
く
旅
の
連
載
は
28
年
く
ら
い
続
い
て

い
ま
す
。
こ
こ
に
行
け
ば
こ
う
い
う
こ
と
が
あ

る
、
で
は
な
く
て
何
が
起
き
る
か
分
か
ら
な

い
の
が
楽
し
く
て
飽
き
な
い
ん
で
す
。
僕
は

「
歩
く
旅
は
特
別
の
装
備
も
要
ら
ず
、
誰
で
も

楽
し
め
て
、
そ
の
人
に
し
か
で
き
な
い
体
験

が
で
き
る
」
と
一
貫
し
て
言
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
急
増
の「
影
」

―
―
近
年
、
観
光
は
地
方
創
生
の
手
段
と
し

青山佳世（あおやま  かよ）

フリーアナウンサー。愛知県生まれ。商社勤務からフ
リーアナウンサー。1989年からNHKの生活情報番組
や報道番組を担当し、おはよう日本「季節の旅」では5
年間、226カ所を旅する。これまで国土交通省交通政
策審議会委員、観光立国懇談会委員、林野庁林政審議
会委員、現在は人事院国家公務員倫理審査会委員、企
業の社外取締役、団体理事などを歴任。著書に『旅で
見つけた宝物』
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斉
藤　

僕
は
毎
月
１
回
、
山
に
登
っ
て
い
ま

す
が
、
石
森
先
生
が
言
わ
れ
た
状
況
は
日
本

の
山
で
も
起
き
つ
つ
あ
っ
て
、
北
ア
ル
プ
ス

で
も
い
ろ
い
ろ
な
山
に
ア
ジ
ア
の
方
た
ち
が

ど
ん
ど
ん
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
問
題
だ
な

あ
と
思
う
一
例
は
、
彼
ら
が
山
小
屋
で
話
す

声
が
大
き
い
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
は
マ
ナ
ー
の
問
題
で
は
な
く
常
識
や

生
活
習
慣
の
違
い
だ
と
思
い
ま
す
が
、
日
本

人
は
静
か
な
環
境
を
求
め
て
山
に
来
て
い
る

の
に
、
そ
こ
に
外
国
人
の
団
体
が
ど
っ
と
来

て
大
き
な
声
で
話
し
て
い
た
ら
、「
も
う
行

き
た
く
な
い
」
と
思
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

な
い
。
異
文
化
を
持
つ
人
た
ち
が
た
く
さ
ん

入
っ
て
く
る
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
こ
と
だ
、

と
受
け
入
れ
る
側
も
、
も
う
少
し
意
識
す
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
さ
ら
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
増
や

す
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で

は
自
然
保
護
の
観
点
か
ら
も
、
前
も
っ
て
対

策
と
方
向
性
を
し
っ
か
り
考
え
て
お
く
べ
き

で
、
た
だ
誘
致
す
る
だ
け
で
は
い
ろ
い
ろ
弊

害
が
出
て
き
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

青
山　

か
つ
て
は
自
治
体
が
お
金
を
出
し
て

外
国
の
方
を
日
本
に
呼
ん
で
い
ま
し
た
が
、

今
は
そ
う
い
う
こ
と
を
し
な
く
て
も
口
コ
ミ

で
広
が
り
、
大
勢
の
方
が
来
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
い
い
こ
と
で
す
が
、
と
に
か

く
何
で
も
い
い
か
ら
来
て
く
れ
と
い
う
時
代

は
も
う
終
わ
っ
て
い
て
、
日
本
の
生
活
習
慣

や
ル
ー
ル
を
伝
え
た
上
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
と
言
う
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

石
森　

山
も
収
容
人
数
の
容
量
が
限
ら
れ
て

い
ま
す
し
、
北
海
道
で
も
公
共
交
通
機
関
や

宿
泊
施
設
の
容
量
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
い

ま
は
、世
界
的
に「
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」や「
グ

ロ
ー
バ
ル
疲
れ
」
の
よ
う
な
現
象
が
見
ら
れ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
行
き
過
ぎ
た
観
光
振
興
に

対
し
て
デ
モ
が
行
わ
れ
る
な
ど
、「
反
観
光
」

の
動
き
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
そ
こ
ま
で
過
激
な
反
応
は
生

じ
て
い
ま
せ
ん
が
、
静
か
な
山
を
楽
し
め
な

い
な
ら
登
山
は
や
め
て
お
こ
う
と
か
、
わ
ず

ら
わ
し
い
旅
行
は
し
た
く
な
い
な
ど
、
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
反
応
が
出
て
く
る
こ
と
は
考
え
ら

れ
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
日
本

は
こ
の
5
年
で
急
激
に
変
化
し
た
の
で
、
変

化
に
社
会
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
の
だ
と
思

い
ま
す
。

―
―
無
計
画
な
観
光
客
の
増
大
は
、
地
域
の

文
化
や
自
然
資
源
な
ど
に
好
ま
ざ
る
変
容

を
も
た
ら
す
こ
と
、
資
源
を
疲
弊
さ
せ
る
ほ

ど
に
観
光
客
が
増
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
地
元
へ
の
経
済
効
果
が
発
揮
し
き
れ
て
い

う
外
国
人
も
多
く
な
り
、
地
価
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。
ニ
セ
コ
町
役
場
は
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ（
注
）

を
使
っ
て
本
当
に
「
観
光
で
稼
げ
て
い
る
の

か
」
と
い
う
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
本
当
に

稼
げ
て
い
れ
ば
町
の
財
政
力
指
数
も
上
が

り
、
町
民
所
得
や
町
内
企
業
の
収
入
も
上
が

る
は
ず
で
す
。
し
か
し
調
査
の
結
果
、
明
ら

か
に
な
っ
た
の
は
「
観
光
で
稼
げ
て
い
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
数
多
く
の
観
光
客
は

来
て
い
る
け
れ
ど
も
、
現
実
に
訪
れ
る
人
を

も
て
な
し
て
い
る
の
は
ロ
ー
カ
ル
コ
ン
テ
ン

ツ
よ
り
も
、
町
外
の
食
材
や
商
材
が
持
ち
こ

ま
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
し
た
が
っ
て
お
金

が
落
ち
て
も
外
部
に
流
出
す
る
の
で
、
結
果

と
し
て
ニ
セ
コ
町
の
財
政
力
は
上
が
ら
ず
、

町
の
企
業
や
町
民
所
得
も
上
が
っ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

―
―
旅
人
目
線
か
ら
観
光
の
持
続
可
能
性

を
捉
え
る
と
ど
う
で
し
ょ
う
。

石
森　

僕
が
個
人
的
に
今
感
じ
て
い
る
の

は
、
旅
行
す
る
の
が
だ
ん
だ
ん
煩
わ
し
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
Ｊ
Ｒ
の
特

急
や
飛
行
機
、
ホ
テ
ル
も
含
め
ど
こ
も
外
国

人
で
い
っ
ぱ
い
で
予
約
も
取
り
に
く
く
な
っ

て
い
る
ん
で
す
ね
。
こ
う
い
う
状
態
が
続
く

と
、
北
海
道
の
人
た
ち
が
旅
行
し
な
く
な
る

の
で
は
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
が

持
続
可
能
な
観
光
に
何
ら
か
の
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
持
続
可
能

な
観
光
」
の
概
念
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
旅

人
目
線
か
ら
持
続
可
能
性
を
捉
え
た
場
合
、

今
は
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
と
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。

青
山　

地
域
を
訪
れ
る
人
が
増
え
、
店
が
増

え
た
り
、
町
並
み
の
保
存
に
投
資
が
行
わ
れ

た
り
、
町
が
活
性
化
さ
れ
て
よ
く
な
っ
た
町

が
あ
る
一
方
、
急
増
し
た
観
光
客
の
数
を
維

持
す
る
た
め
に
、
町
に
と
っ
て
必
然
性
の
な

い
施
設
を
誘
致
す
る
な
ど
し
て
本
来
の
魅
力

を
失
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
目

先
の
入
れ
込
み
客
数
の
増
減
に
躍
起
に
な
る

だ
け
で
は
な
く
て
、
時
間
を
か
け
て
そ
の
土

地
の
魅
力
を
持
続
的
に
磨
く
こ
と
も
忘
れ
な

い
で
ほ
し
い
で
す
ね
。
訪
れ
た
人
が
満
足
で

き
る
よ
う
、
バ
ス
な
ど
の
交
通
、
宿
泊
、
お
も

て
な
し
な
ど
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
る
こ
と

に
も
っ
と
目
を
向
け
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
特

に
こ
の
数
年
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
急
激
に
増

え
た
こ
と
で
、
壊
れ
つ
つ
あ
る
地
域
も
か
な

り
あ
る
の
で
は
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

石
森　

私
は
北
海
道
に
住
ん
で
お
り
、
昨
年

は
２
３
０
万
人
の
外
国
人
が
北
海
道
を
訪
れ

ま
し
た
。
中
で
も
ニ
セ
コ
を
訪
れ
る
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
客
数
は
大
幅
に
増
え
、
不
動
産
を
買
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な
い
こ
と
、
旅
行
者
の
満
足
度
を
阻
害
す
る

こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

（
注
）地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
（
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
） 

産
業
構

造
や
人
口
動
態
、
人
の
流
れ
な
ど
の
官
民
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
を
集
約
し
可
視
化
す
る
シ
ス
テ
ム
。
経
済
産

業
省
と
内
閣
官
房
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部

事
務
局
が
提
供
。

地
元
の
人
た
ち
の
関
与
が

個
性
を
守
る

斉
藤　

地
域
の
人
た
ち
と
観
光
客
の
関
係
が

う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
僕
が
思
う
の
は
、
熊

野
古
道
で
す
。
最
近
、
外
国
人
を
連
れ
て
高

野
山
か
ら
那
智
大
社
ま
で
５
日
間
歩
い
た
の

で
す
が
、
彼
ら
も
神
聖
な
場
所
で
あ
る
と
理

解
し
、
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
自
分
か
ら
進
ん
で

学
び
た
が
る
ん
で
す
ね
。

　

今
は
も
う
違
う
と
思
い
ま
す
が
、
東
海
自

然
歩
道
は
25
年
前
に
歩
い
た
時
、
正
直
あ
ま

り
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
れ
は
地
元
の
人
が
東
海
自
然
歩
道
の
存

在
を
知
ら
な
い
と
い
う
の
が
一
番
大
き
く
て
、

道
を
聞
い
て
も
、「
そ
ん
な
の
が
あ
る
の
か
、

知
ら
な
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
、
白
け
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

熊
野
古
道
で
地
域
と
観
光
客
と
の
関
係
が

う
ま
く
い
っ
て
い
る
の
は
、「
お
ら
が
ま
ち
に

は
こ
う
い
う
も
の
が
あ
る
」

と
地
域
の
人
た
ち
が
ち
ゃ

ん
と
知
っ
て
い
て
、
誇
り
を

持
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

青
山　

あ
る
時
、
旅
番
組

を
ご
覧
に
な
っ
た
方
か
ら
、

「
素
敵
な
村
だ
と
思
っ
て

行
っ
て
み
た
け
ど
、
話
し
か

け
て
も
素
っ
気
な
く
て
、
全

く
い
い
印
象
が
な
か
っ
た
。
テ
レ
ビ
の
前
だ

か
ら
愛
想
が
よ
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
訪
れ
る
の
は
個
人
の
農
家
の

方
や
、
お
店
、
工
場
な
ど
生
活
の
場
で
も
あ

り
ま
す
。
忙
し
い
時
や
、
果
物
畑
に
入
っ
て

記
念
写
真
を
と
っ
た
り
、
い
き
な
り
庭
先
へ

ず
か
ず
か
入
っ
て
こ
ら
れ
て
も
、
い
い
顔
で

き
ま
せ
ん
ね
。
お
互
い
に
様
子
を
感
じ
と
り

な
が
ら
、
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
く
、、
と
い

う
お
互
い
の
気
遣
い
の
中
で
、
良
い
出
会
い

や
発
見
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
迎

え
る
地
域
の
側
も
、
信
念
や
ポ
リ
シ
ー
も
っ

て
お
迎
え
い
た
だ
き
、
旅
人
に
も
さ
り
げ
な

く
伝
え
て
ほ
し
い
ん
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
敬

意
を
も
っ
て
「
地
域
流
」
を
学
び
な
が
ら
、
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
地
域
の
流

儀
を
観
る
こ
と
も
旅
の
醍
醐
味
で
す
か
ら

ね
。よ
く「
ご
み
が
落
ち
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
、

石森秀三（いしもり  しゅうぞう）

北海道博物館長。国立民族学博物館教授を経て、
2006年に北海道大学観光学高等研究センター長に就
任（2007年から大学院観光創造専攻長）。小泉内閣の
観光立国懇談会委員として日本の観光立国政策を理
論的に支える。観光革命、観光ビッグバン、自律的観光、
文明の磁力など新しい概念を提唱し、日本における総
合的観光研究をリード。2013年からは北海道開拓記念
館長（2015年より北海道博物館）。

熊野古道

み
ん
な
が
ご
み
を
落
と
す
」
と
い
い
ま
す
が
、

ポ
リ
シ
ー
が
な
い
ま
ま
、
急
に
た
く
さ
ん
の

観
光
客
を
受
け
入
れ
て
し
ま
う
と
、
荒
ら
さ

れ
や
す
い
と
い
う
面
も
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

斉
藤　

フ
ラ
ン
ス
と
ス
ペ
イ
ン
を
結
ぶ
カ
ミ

ノ
・
デ
・
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
の
巡
礼
路
や
、
お

遍
路
巡
り
の
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
な
ど
の

巡
礼
系
の
道
は
、
地
域
に
根
差
し
て
い
る
と

同
時
に
、
地
域
の
方
た
ち
が
よ
そ
か
ら
訪
れ

た
人
を
快
く
受
け
入
れ
、
さ
り
げ
な
く
も
て

な
し
て
く
れ
ま
す
よ
ね
。

　

訪
れ
た
人
は
地
域
の
人
か
ら
気
持
ち
よ

く
受
け
入
れ
ら
れ
、
い
い
気
持
ち
に
な
っ
て

ま
た
行
こ
う
と
思
う
し
、
受
け
入
れ
る
地
域

の
人
た
ち
は
気
持
ち
よ
く
来
て
く
れ
る
人

が
い
る
か
ら
、
次
に
来
た
人
た
ち
に
も
よ
り

親
切
に
す
る
。
持
続
可
能
性
と
い
う
こ
と
で
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―
―
自
分
の
行
動
や
判
断
に
責
任
を
持
つ

こ
と
は
か
っ
こ
い
い
こ
と
だ
と
感
じ
、
そ

の
き
っ
か
け
が
旅
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。

青
山　

仕
事
と
は
い
え
、
人
間
と
し
て
大
切

な
気
付
き
を
得
る
機
会
を
も
て
た
こ
と
は

幸
せ
で
し
た
。
た
だ
、
最
近
は
親
御
さ
ん
の

世
代
で
も
旅
慣
れ
し
て
い
な
い
人
が
多
く

な
り
、
子
ど
も
を
旅
行
に
う
ま
く
連
れ
て
い

け
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で

す
ね
。

斉
藤　

も
う
10
年
ほ
ど
前
で
す
が
、
あ
る
親

子
に「
た
き
火
を
し
て
い
い
よ
」と
言
っ
た
ら
、

お
父
さ
ん
が
ラ
イ
タ
ー
で
ま
き
に
直
接
火
を

つ
け
て
「
つ
か
な
い
ね
」
と
（
笑
）。
親
が
た

き
火
を
し
た
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
子
ど
も
が

で
き
る
わ
け
が
な
い
ん
で
す
。
旅
も
同
じ
で
、

親
が
経
験
し
て
い
な
け
れ
ば
、
子
ど
も
に
は

伝
わ
ら
な
い
で
す
よ
ね
。

石
森　

日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
考
え

る
と
、
私
が
非
常
に
危
機
感
を
覚
え
る
の
が
、

７
人
に
１
人
が
直
面
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る

子
ど
も
の
貧
困
で
す
。
貧
困
状
態
に
な
る
と
、

旅
に
出
る
機
会
が
当
然
少
な
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
子
ど
も
に
と
っ
て
旅
は
非
常
に
大

切
な
経
験
な
の
で
、「
食
育
」
が
確
立
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、「
旅
育
推
進
法
（
仮
称
）」
を
制

定
し
て
、「
旅
育
」
推
進
を
国
民
的
運
動
に
し

し
て
も
ら
え
れ
ば
よ
い
と
い
う
考
え
で
し
ょ

う
ね
。
日
本
で
は
そ
う
い
う
考
え
の
ホ
テ
ル

は
な
か
な
か
な
い
で
す
が
、
あ
っ
た
ら
す
ご

く
嬉
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

石
森　

今
、
若
い
人
に
対
す
る
ハ
ー
ド
ル
を

下
げ
る
と
い
う
話
が
出
ま
し
た
が
、
自
分
自

身
の
こ
と
を
考
え
て
も
幼
い
頃
の
旅
の
思
い

出
は
結
構
残
っ
て
い
ま
す
。
旅
で
未
知
な
る

も
の
と
出
会
う
こ
と
で
学
ぶ
こ
と
は
多
い
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
旅
す
る
経
験
は
と

て
も
大
切
だ
と
感
じ
ま
す
。
シ
ェ
ル
パ
さ
ん

の
話
は
ぜ
ひ
子
ど
も
た
ち
に
聞
か
せ
た
い
で

す
ね
。

斉
藤　

子
ど
も
た
ち
に
向
け
て
講
演
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
僕
が
旅
を
続
け
て
い

る
の
は
、
旅
は
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
か
ら

で
、
そ
れ
は
人
生
も
同
じ
な
ん
だ
よ
。
だ
か

ら
旅
は
行
く
価
値
が
あ
る
と
い
つ
も
言
っ
て

い
ま
す
。

　

先
日
、
19
歳
の
息
子
と
北
海
道
を
オ
ー
ト

バ
イ
で
回
り
、
最
後
に
彼
は
一
人
で
旅
を
し

た
の
で
す
が
、
何
が
面
白
か
っ
た
か
と
聞
い

た
ら
、「
自
分
で
決
め
た
結
果
が
全
部
自
分
に

返
っ
て
く
る
こ
と
」
だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

「
自
分
が
成
長
し
て
、
か
っ
こ
い
い
と
い
う
気

持
ち
に
な
れ
た
」
と
。
旅
を
通
じ
て
、
そ
う
い

う
感
覚
を
持
つ
こ
と
は
す
ご
く
大
事
だ
と
思

い
ま
し
た
。

む
道
が
各
国
に
あ
り
ま
す
。
お
金
持
ち
の

旅
行
者
も
貧
乏
な
若
者
の
旅
行
者
も
歩
い

て
い
る
の
で
す
が
、
ス
イ
ス
の
オ
ー
ト
ル
ー

ト
を
歩
い
た
と
き
、
道
沿
い
に
バ
ッ
ク
パ
ッ

カ
ー
向
け
の
ホ
テ
ル
が
あ
る
と
聞
い
て
言
っ

て
み
た
ら
、
外
観
は
か
な
り
立
派
な
ホ
テ
ル

で
し
た
。

　
「
え
？
」
と
思
い
つ
つ
入
っ
て
み
た
ら
、
屋

根
裏
部
屋
を
１
泊
５
ユ
ー
ロ
く
ら
い
で
泊
ま

れ
る
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
用
の
相
部
屋
に
し
て

い
る
ん
で
す
ね
。
他
の
階
は
１
０
０
ユ
ー
ロ

く
ら
い
の
部
屋
で
、
１
軒
の
ホ
テ
ル
の
中
に

安
く
泊
ま
れ
る
部
屋
と
、
そ
れ
な
り
の
お
金

を
払
う
人
の
た
め
の
部
屋
が
両
方
あ
る
わ
け

で
す
。

　

お
金
が
な
い
若
い
人
の
ハ
ー
ド
ル
を
で
き

る
だ
け
低
く
し
て
受
け
入
れ
、
年
を
取
っ
て

か
ら
ま
た
来
て
も
ら
っ
て
い
い
部
屋
を
利
用

言
え
ば
、巡
礼
系
の
道
で
は
そ
の
循
環
が「
持

続
」
し
、
う
ま
く
い
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

―
―
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
、
ア
パ

ラ
チ
ア
ト
レ
イ
ル
に
も
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に

ハ
イ
カ
ー
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ト
レ
イ
ル

エ
ン
ジ
ェ
ル
と
い
う
人
た
ち
が
い
る
と
聞
き

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
人
と
訪
れ
る
人
の

つ
な
が
り
が
し
っ
か
り
作
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
持
続
可
能
性
に
重
要
な
視
点
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

持
続
可
能
性
は

「
よ
き
旅
人
」の
育
成
か
ら

斉
藤　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
、
歩
く
旅
を
楽
し

四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
の
巡
礼
路
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て
い
く
べ
き
で
す
。

―
―
皆
さ
ん
の
お
話
を
う
か
が
っ
て
い
て
、

受
け
入
れ
側
の
問
題
だ
け
で
な
く
、「
よ
き

旅
人
」
を
育
て
る
こ
と
も
観
光
の
持
続
可
能

性
に
と
っ
て
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
さ
て
、

長
期
的
な
視
点
か
ら
持
続
可
能
な
観
光
を

考
え
た
時
、
今
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

必
要
で
し
ょ
う
か
。

斉
藤　

僕
は
マ
ス
で
は
な
く
ミ
ニ
マ
ム
が
重

要
で
、
た
く
さ
ん
の
人
に
来
て
も
ら
う
の
で

は
な
く
、
来
て
く
れ
た
一
人
の
方
を
満
足
さ

せ
る
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。
来
た
方
の
満
足
度
が
高
け
れ
ば
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
お
か
げ
で
、そ
の
土
地
の
良
さ
が
広
が
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
か
ら
。
そ
れ
に
は
地
域

の
人
が
自
分
の
暮
ら
す
場
所
に
誇
り
を
持

ち
、
他
に
は
な
い
も
の
を
見
せ
る
こ
と
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。

青
山　

私
は
サ
ー
ビ
ス
や
食
な
ど
に
つ
い

て
、
訪
れ
る
人
に
地
域
が
迎
合
し
す
ぎ
る
と

つ
ま
ら
な
い
と
感
じ
ま
す
。
独
り
善
が
り
で

は
旅
人
も
共
感
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
こ
だ
わ
り
な
ど
、

普
段
見
ら
れ
な
い
も
の
に
魅
力
を
感
じ
る
と

敬
意
を
払
い
ま
す
し
、
自
然
に
そ
の
土
地
の

ル
ー
ル
を
守
れ
る
気
が
し
ま
す
。

　

さ
っ
き
ス
イ
ス
の
話
が
出
ま
し
た
が
、
ス

シェルパ斉藤（しぇるぱ  さいとう）

紀行作家。1990年に雑誌『BE-PAL』に東海自然歩
道を踏破する紀行文を連載。以降、アウトドア雑誌を
中心にさまざまな紀行文を発表。講演やラジオ、テレビ
出演などを通じてトレイルを旅する魅力を発信している。
1995年に八ヶ岳に移住。「シェルパ斉藤の行きあたり
ばっ旅」「犬連れバックパッカー」など著作多数。

イ
ス
に
は
い
ろ
い
ろ
な
国
か
ら
多
く
の
観
光

客
が
来
て
い
ま
す
よ
ね
。
で
も
、
お
も
て
な

し
の
「
根
っ
こ
」
が
し
っ
か
り
あ
っ
て
、
自
分

た
ち
の
ル
ー
ル
や
山
の
自
然
、
生
活
を
ち
ゃ

ん
と
守
っ
た
上
で
観
光
客
を
受
け
入
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

今
は
、
日
本
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
も
数

か
ら
質
へ
と
シ
フ
ト
し
ま
し
た
。
た
だ
富
裕

層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

日
本
の
文
化
や
良
さ
を
理
解
し
て
く
れ
る
日

本
の
フ
ァ
ン
を
き
ち
ん
と
お
迎
え
す
る
と
い

う
原
点
に
今
一
度
立
ち
返
り
、
地
に
足
を
つ

け
た
取
り
組
み
が
日
本
の
持
続
的
な
観
光
立

国
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

石
森　

私
は
人
育
て
に
尽
き
る
と
思
い
ま

す
。
北
海
道
で
も
観
光
分
野
で
頑
張
り
た
い

と
い
う
若
い
人
は
少
な
く
な
い
の
で
す
が
、

そ
う
い
う
人
を
育
て
る
シ
ス
テ
ム
が
十
分
に

機
能
し
て
い
ま
せ
ん
。
北
海
道
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
が
増
え
る
一
方
で
、
観
光
の
専
門
的
な

人
材
は
十
分
に
育
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は

早
急
に
手
を
打
た
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

そ
の
点
、
北
海
道
の
野
口
観
光
は
来
年
4

月
に
「
野
口
観
光
ホ
テ
ル
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
学
院
」
を
開
設
し
ま
す
。
こ
れ
は
2
年

制
の
職
業
訓
練
校
で
年
間
に
30
名
を
育
て
ま

す
。
素
晴
ら
し
い
試
み
な
の
で
、
ぜ
ひ
と
も

寺
崎
竜
雄

成
功
し
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

―
―
今
日
は
「
旅
と
持
続
可
能
性
」
と
い
う

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
旅
と
の
向
き
合
い
方
を

軸
に
し
て
、
有
意
義
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
と
か
く
持
続
可
能
性
の
概
念

を
地
域
資
源
管
理
の
中
の
み
に
見
出
そ
う

と
す
る
私
に
と
っ
て
、
気
づ
き
の
多
い
場
と

な
り
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

編
集
協
力
：
井
上
理
江

170929_235特集1.indd   9 2017/09/29   20:32



10

 
世
界
の
潮
流

「
持
続
可
能
な
観
光
国
際
年
に
お
け
る
各
地
の
取
り
組
み
」2

観
光
地
域
研
究
部
　
主
任
研
究
員
　

中
島 

泰

　

２
０
１
７
年
は
、
国
連
が
定
め
る
「
持

続
可
能
な
観
光
国
際
年
（International 

Y
e
a
r

o
f S

u
sta

in
a
b
le

 T
o
u
rism

 

for D
evelopm

ent

：IY
2017

）
に
当

た

る
。
国
連
が
観
光
に
関
す
る
国
際
年
を
定

め
る
の
は
、
１
９
６
７
年
の
「
国
際
観
光

年
（In

tern
ation

a
l Tou

rist Y
ea

r
on

 

Tourism

‐Passport
to P

eace

）」
と
、

２
０
０
２
年
の
「
国
際
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
年

（International Year
of E

cotourism

）」

に
次
い
で
３
回
目
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

近
年
急
増
す
る
国
際
観
光
客
数
を
踏
ま
え

て
の
こ
と
で
、
国
連
世
界
観
光
機
関
（
Ｕ
Ｎ

Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
で
は
、
観
光
が
脆
弱
な
生
態
系
や

文
化
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
２
０
１
７

年
を
契
機
に
、
短
期
的
な
経
済
的
利
益
を
得

る
た
め
の
環
境
利
用
を
抑
制
し
、
地
域
固
有

の
生
態
系
や
文
化
の
保
全
を
通
じ
て
長
期
的

な
経
済
的
利
益
に
つ
な
げ
て
い
く
よ
う
提
唱

し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
呼
び
か
け
を
踏
ま
え
て
、
今
年

は
世
界
各
地
で
持
続
可
能
な
観
光
に
係
る

取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
Ｉ
Ｙ

２
０
１
７
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://

w
w

w
.to

u
rism

4
d
evelo

p
m

en
t2

017.

org
/

）
に
登
録
さ
れ
た
１
１
３
カ
国
５
３
８

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
実
施
主
体
、
取
り

組
み
内
容
、
取
り
組
み
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
観

点
か
ら
、
地
域
別
の
傾
向
な
ど
を
紹
介
、
整

理
す
る
。

　

ま
ず
、
国
連
に
お
い
て
Ｉ
Ｙ
２
０
１
７
が

設
定
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
振
り
返

る
。
２
０
０
０
年
９
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

開
催
さ
れ
た
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
サ
ミ
ッ
ト

に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
「
国

連
ミ
レ
ニ
ア
ム
宣
言
」
と
、

１
９
９
０
年
代
に
開
催
さ
れ

た
主
要
な
国
際
会
議
な
ど
で

採
択
さ
れ
た
国
際
開
発
目

標
が
統
合
さ
れ
、
２
０
０
１

年
に
「
国
連
総
会
に
お
け
る

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
が
開
発
分
野
に

お
け
る
国
際
社
会
共
通
の
目
標
と
し
て
ま

と
め
ら
れ
た
。
同
目
標
で
は
、
８
つ
の
目
標

と
21
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
60
の
指
標
が
設
定
さ

れ
、
極
度
の
貧
困
と
飢
餓
の
撲
滅
、
乳
幼
児

死
亡
率
の
削
減
な
ど
を
中
心
に
各
種
取
り
組

み
が
実
行
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が

２
０
１
５
年
に
達
成
期
限
を
迎
え
、
後
継
と

し
て
新
た
に
２
０
１
５
年
９
月
の
国
連
持
続

可
能
な
開
発
サ
ミ
ッ
ト
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
開

催
）
で
策
定
さ
れ
た
の
が
、「
持
続
可
能
な
開

発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で

は
貧
困
や
飢
餓
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
気
候
変
動
、

平
和
と
公
正
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
17
の
目
標

と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
新
た
に
設
定
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
目
標
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の

達
成
を
目
指
す
中
で
も
、
観
光
分
野
の
果
た

す
役
割
は
大
き
い
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
、

２
０
１
５
年
12
月
の
第
70
回
国
連
総
会
に
お

い
て
２
０
１
７
年
を
Ｉ
Ｙ
２
０
１
７
と
定
め

る
こ
と
が
決
定
、
観
光
分
野
か
ら
の
持
続
可

図1   IY2017ロゴ

1
Ｉ
Ｙ
２
０
１
７
の
概
要
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能
な
世
界
、
社
会
へ
の
貢
献
度
合
い
を
強
め

て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

Ｉ
Ｙ
２
０
１
７
に
お
け
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
は
、
観
光
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
、
世
界

を
全
て
の
人
に
と
っ
て
恵
ま
れ
た
幸
福
の
場

に
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
最
大
で
急
速
に
成

長
し
て
い
る
社
会
経
済
分
野
と
し
て
経
済
成

長
を
促
し
、
適
切
な
雇
用
と
事
業
機
会
を
創

出
す
る
こ
と
、
ま
た
、
貧
困
の
撲
滅
と
生
活

改
善
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
、
生
態
系
お
よ

び
生
物
多
様
性
の
保
全
、
自
然
・
文
化
資
源

の
保
護
な
ど
、
世
界
が
直
面
し
て
い
る
多
く

の
課
題
に
対
し
て
解
決
策
を
提
示
し
て
い
く

こ
と
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
各
国
政
府
、

国
連
に
お
け
る
各
組
織
、
そ
の
他
の
国
際
機

関
、
地
域
に
お
け
る
各
組
織
、
そ
の
他
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｙ
２
０
１
７
の
目
標
は
、
こ
う
し
た
持

続
可
能
な
観
光
開
発
に
よ
る
貢
献
に
つ
い
て

の
政
策
決
定
者
お
よ
び
一
般
の
意
識
を
高
め

る
こ
と
に
あ
り
、
貢
献
内
容
は
５
つ
の
主
要

分
野
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
①
包

括
的
で
持
続
可
能
な
経
済
成
長
、
②
社
会
的

包
括
性
、
雇
用
創
出
と
貧
困
削
減
、
③
資
源

効
率
性
、
環
境
保
全
と
気
候
変
動
へ
の
対
処
、

④
文
化
的
価
値
、
多
様
性
と
伝
統
へ
の
配
慮
、

⑤
相
互
理
解
、
平
和
と
安
全
保
障
、
で
あ
る
。

2
Ｉ
Ｙ
２
０
１
７
に
お
け
る

　

取
り
組
み

　

前
述
の
分
野
に
お
け
る
観
光
の
役
割
を
促

進
、
強
化
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｙ
２
０
１
７
内
で

行
わ
れ
る
取
り
組
み
は
、
以
下
の
枠
組
み
に

基
づ
い
て
実
施
、
そ
の
内
容
、
成
果
を
Ｕ
Ｎ

Ｗ
Ｔ
Ｏ
へ
報
告
す
る
よ
う
推
奨
さ
れ
て
い
る

（
表
１
）。

　

Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
は
、
本
枠
組
み
を
通
じ

て
実
施
さ
れ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｙ

２
０
１
７
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
じ
て
、

実
施
者
自
身
に
よ
る
登
録
を
呼
び
か
け
て
お

り
、
登
録
内
容
は
誰
も
が
閲
覧
可
能
と
な
っ

て
お
り
、
地
図
上
お
よ
び
カ
レ
ン
ダ
ー
上
で

の
検
索
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
（
図
２
お
よ

び
図
３
）。

　

な
お
、
２
０
１
７
年
９
月
11
日
現
在
、

１
１
３
カ
国
か
ら
５
３
８
の
取
り
組
み
内
容

が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
日
本
か
ら
の
登
録
は

９
件
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
登
録
内
容

は
、
２
０
１
７
年
終
了
後
に
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に

よ
っ
て
最
終
報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら

れ
、
国
連
へ
提
出
さ
れ
る
。

　

以
下
に
お
い
て
、Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
、世
界
各
地
、

日
本
国
内
の
取
り
組
み
に
分
け
て
、
そ
の
内

容
を
紹
介
、
整
理
す
る
。

図2   マップ上に登録された取り組み

図3   カレンダー上に登録された取り組み
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取り組みの柱 取り組み内容

実施主体

UNWTOへの報告推奨事項政
府

民
間
組
織

学
術
研
究

機
関

国
際
機
関

Ｎ
Ｇ
Ｏ

1. 政策提言と意識の向上
・持続可能な観光を開発ツール

として促進し、世界、国および
地域単位の開発目標を統合、
経済と持続可能な開発のため
の触媒機能を強調する

・ 2030アジェンダとSDGsに対す
る観光の貢献についての世界
的議論を促進する

・観光客を含む全てのステーク
ホルダーに対して、旅行や観
光が及ぼす社会および環境へ
の影響と責任ある旅行が持続
可能な開発に貢献し得る可能
性についての意識を高める

国際的、国家的、地域的、風土レベルにおける政策提言のため
の特別な委員会の設立、あるいはテーマの指定 ● ● ● 取り組みの説明（委員会の構

成や役割など）

国および地域のイベントの実行 ● イベントの説明／参加者数

その他のイベント、会議、ミーティングの開催 ● ● ● ● ●
各イベントの説明／イベント数
／各イベントの参加者数／イベ
ントの成果（レポート、宣言など）

報道、インタビュー、プレスリリース、記事、ブロガー活動な
どを含む、メディアおよびSNSに係る活動 ● ● ● ● ● メディア活動の説明／メディア

活動の数／推定される拡がり

革新的な調査もしくは発展的な取り組みに対する持続可能
な観光のための地域的、国家的、風土レベルの賞の授与 ● ● ● ● ● 賞の説明／参加者および受賞

者数／推定される拡がり

UNWTOの展示・活動の適用、コンペ・展示の実施（例えば、
写真、エッセイ、調査、メディア、SNSなど） ● ● ● ● ● コンペ、展示会の数／参加者

数／想定される広がり

テーマに応じた切手、コインの生産 ● 取り組みの説明／広がり

年間を通じた全ての協会用コミュニケーション資料におけ
る国際年のロゴの使用 ● ● ● ● ● ロゴ使用

消費者、従業員、供給者を巻き込んでの意識向上活動 ● 活動数／参加者数

責任ある旅行者になるための観光客を対象とした意識向上
キャンペーンの実施、普及 ● ● ● ● ● 活動の説明／想定される広が

り

IY2017に関連したUNWTOのさまざまな主要活動のための
基金のスポンサー ● ● ● ● ● 貢献内容の説明

2. ノウハウ開発と普及
・どのように持続可能な観光が

後 進 国と先 進 国両方におい
て、5つのエリアに貢献するの
かを理解、改善する

・観光の影響の測定と監視のた
めのメカニズムとツールの作
成

持続可能な観光開発と17のSDGsに関する研究を行い、観
光関係者のための実践的ガイドラインと勧告を詳述する ● ● ● ● ●

研 究 活 動の説 明 ／研 究、勧
告、ガイドラインの数／推定
される拡がり

その他のプレゼンテーションツールと出版物を通してのベ
ストプラクティスとケーススタディを認証、拡散する ● ● ● ● ● 活動の説明／出版、発表の数

／推定される拡がり

持続可能な観光の測定を容易にするようなツールとアプ
ローチの開発と使用（例えば、持続可能な観光の観測、旅
行・観光サテライト勘定、環境指標、平和指標など）

● ● ● ● ●

取り組み。ツールの説明（方
法論など）／想定される影響
の範囲（取り組み、ツールの
性質に応じて）

観光と関連分野（例えば、農業、環境、文化など）の連携を
強化し、共同活動を促進するための学際的プラットフォー
ムを確立する

● ● ● ● ● 取り組みの説明／活動数

3. 政策立案
・持続可能な開発のための観光

の貢献の最大化と推進に関す
るグッドプラクティスの交換
と、根拠に基づいた政策の促
進

・ SDGsと2030アジェンダへと貢
献したような、国際的でさまざ
まな分野が携わる観光政策を
通しての観光開発。そしてその
開発への全体論的で統合され
たアプローチの奨励

・公的、また民間分野の法人、
そして 観 光 開 発 の 柱となる
CSRを促進する

協議会のような観光の内的な管理プラットフォームと、国際
的、財政的な組織を含んでいる内部機関的なプラットフォー
ム（世界銀行や国連など）の設立

● ● 取り組みの説明

政策、戦略、計画、法律、または持続可能な観光に関連した、
国際的で持続可能なレベル上でのSDGsへの観光部門の貢
献と開発のための具体的なプログラムの定義

● 取り組みの説明（期待される
成果と影響を含む）

政策・戦略と女性と若者と恵まれない人々を支えるための
プログラム ● ● ● ● ● 取り組みの説明／想定される

受益者の数

新しく、そして革新的な公的・民間的なパートナーシップの作成 ● ● ● ● ● パートナーシップの説明

国家的なセキュリティ計画内に観光を取り込む ● 取り組みの説明

消費者の信頼感を狙いとした取り組みへの従事（調査、ケー
ススタディ、意識向上活動） ● ● 取り組みの説明

安全とシームレスな旅行の推進：例えば、visaポリシー、乗
客情報プログラム、安全とシームレスな旅行のための地域
的な協力の強化など

● ● 取り組みの説明

旅行運用の一部として、CSRの加入と世界観光倫理規範へ
の民間部門の固守の促進 ● ● ● ● 取り組みの説明／GCETに従

う事業者数

認識された持続可能性認定計画への旅行運用の固守の奨励 ● ● 認定事業者の増加数

4. 能力構築と教育
・開発への持続可能な観光を促

進するための教育に関する政
策立案と公式化を支援する

・ SDGsと2030年アジェンダに即
したカリキュラム開発を強化
する

・知識の積み上げとスキル開発
を通して女性と若者に力を与
える

持続可能な観光に関する能力開発のトレーニング／ワーク
ショップの運営 ● ● ● ● ● 訓練内容の説明（期待される

成果を含む）参加者数

地域的、国際交流プログラムの奨学金設立 ● ● ● ● ● 奨学金、プログラム交換の説
明／受益者の数

世界観光倫理規範を含む持続可能な観光における発展的
な履修課程の開発 ● ● コースの説明／生徒数

持続可能な観光における現存の教育プログラムの推進と促進 ● ● 生徒数

特に女性と若者、恵まれない人々のためのトレーニングプロ
グラムの設立 ● ● ● ● ● プログラムの説明／生徒数

表1   IY2017内での実施が推奨される取り組み

資料：A roadmap for celebrating together（IY2017公式ウェブサイト）よりJTBF作成
http://www.tourism4development2017.org/wp-content/uploads/2017/04/iy_roadmap_en_web.pdf
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特集
持続可能な観光
　世界の潮流「持続可能な観光国際年における各地の取り組み」2

第235号 October 2017

１
．Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
取
り
組
み

　

Ｉ
Ｙ
２
０
１
７
を
設
定
し
た
２
０
１
５
年

の
国
連
総
会
で
は
、「
決
議
内
容
か
ら
生
じ
る

あ
ら
ゆ
る
活
動
は
、
現
状
の
活
動
範
囲
を
超

え
た
、
主
導
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
自
主
的

な
貢
献
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
べ
き
」
と
、
Ｕ

表2   UNWTOが実施する取り組み（2016年ロードマップ時に策定した暫定的な内容）

表3   IY2017公式イベント

資料：A roadmap for celebrating together（IY2017公式ウェブサイト）よりJTBF作成
http://www.tourism4development2017.org/wp-content/uploads/2017/04/iy_roadmap_en_web.pdf

資料：A roadmap for celebrating together（IY2017公式ウェブサイト）よりJTBF作成
http://www.tourism4development2017.org/wp-content/uploads/2017/04/iy_roadmap_en_web.pdf

マドリードでの展示 （資料はどんな場所にも再現できるように利用可能）

国際年のコミュニケーションキット（ロゴ、SNSキット、ビデオなどを含んだコミュニケーション資料）の制作

旅行者の責任ある旅行の促進と、効果的な「変化」を作るという役割に焦点を当てた、「旅行、楽しみ、尊敬」のテー
マのもとのコミュニケーションキャンペーン（テレビ、プリントされた広告、社会メディア戦略）の推進

コミュニケーションキャンペーン、世界中のイベント、研究内容、グッド・プラクティスなど、観光分野における関
連情報を掲載するためのIY2017公式ウェブサイトの制作

ブロガーのコンペの開催

観光と開発に係る最重要刊行物の制作

2030年に向けたロードマップ作成（観光と持続可能な開発の目標）

国際年のための大使館特別プログラムの開発

国際および特別なメディアに対するパートナーシップ提携

10年計画の持続可能な観光プログラムと観光開発プログラムのもとでのイニシアチブ、例えば観光を通しての女
性と若者の雇用を奨励するような、UNWTOとそのパートナーの主要なイニシアチブのための支援と、支援の受容
のための国際年の使用

2030アジェンダのターゲットとゴールの把握のための指南のフレームワークに関しての国連統計委員会の推薦と
一致しているような、持続可能な観光上の新しい指南の一通りのトレーニングと意識向上

2018年の国連総会のためのIY2017の実行に関するレポート作成

国際年と、国際会議やサミット、出来事やイニシアチブの副産的な影響とのリンク設定

イベント 開催日時 開催場所

オープニングセレモニー 1月18日 スペイン・マドリード

UNWTO地域委員会

4月19日 エチオピア・アジスアベバ

4月24日 アラブ首長国連邦・ドバイ

5月15～17日 バングラデシュ・ダッカ

6月1日 ホンジュラス・ロアタン

6月6日 モルドバ・キシナウ

UNWTO理事会を活用した持続可能な都市観光に関す
る円卓会議 5月10日 スペイン・マドリード

観光統計に関する国際会議：持続可能な観光の計測 6月21～24日 フィリピン・マニラ

UNWTO総会を活用したイベント 9月4日～9日 中国・成都

持続可能な観光開発と平和に関する国際会議 9月18～19日 カナダ・モントリオール

世界観光DAY：開発の１ツールとしての持続可能な観光
－公式祝賀会 9月27日 カタール・ドーハ

UNWTO、ジャマイカ政府、世界銀行グループ共催
持続可能な観光を通じた雇用と包括的成長のための
パートナーシップに関する国際会議

11月27～29日 ジャマイカ・モンテゴベイ

UNWTO、UNESCO共催
観光と文化に関する世界会議：持続可能な開発の強化 12月11～12日 オマーン・マスカット

クロージングセレモニー 12月（日付未定） スイス・ジェノバ

Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
強
調
し
て

い
る
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ

で
は
２
０
１
７
年
に
以
下
の
取
り
組
み
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
（
表
２
）。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｙ
２
０
１
７
に
つ
い
て
の
周
知

お
よ
び
情
報
交
換
の
機
会
と
し
て
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ

Ｔ
Ｏ
が
主
催
し
、
以
下
の
Ｉ
Ｙ
２
０
１
７
公

式
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
（
表
３
）。

２
．世
界
各
地
の
取
り
組
み

　

Ｉ
Ｙ
２
０
１
７
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
登

録
さ
れ
た
内
容
を
も
と
に
、
世
界
各
地
で
実

施
も
し
く
は
実
施
予
定
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
情
報
を
把
握
、
整
理
し
た
。
な
お
、
各
実

施
主
体
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
登
録
す
る

内
容
は
、

①	

実
施
主
体

②	

実
施
主
体
の
タ
イ
プ
（
国
際
機
関
／
政
府

／
民
間
組
織
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
そ
の
他
）

③	

取
り
組
み
名
称

④	

エ
リ
ア
（
ア
フ
リ
カ
／
南
北
ア
メ
リ
カ
／

東
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
／
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
／ 

中
東
・
南
ア
ジ
ア
／
世
界
規
模
）
お
よ
び

国
名

⑤	

実
施
期
間
（
開
始
日
、
終
了
日
）

⑥	

貢
献
分
野
（
包
括
的
で
持
続
可
能
な
経
済

成
長
／
社
会
的
包
括
性
、
雇
用
創
出
と
貧

困
削
減
／
資
源
効
率
性
、
環
境
保
護
と
気

候
変
動
へ
の
対
処
／
文
化
的
価
値
、
多
様

性
と
伝
統
へ
の
配
慮
／
相
互
理
解
、
平
和

と
安
全
保
障
）

⑦	

取
り
組
み
の
柱
（
政
策
提
言
と
意
識
の
向

上
／
ノ
ウ
ハ
ウ
開
発
と
普
及
／
政
策
立
案

／
能
力
構
築
と
教
育
）

⑧	

取
り
組
み
内
容（
報
道
、オ
ン
ラ
イ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
、
政
策
提
言
に
つ
な
が
る
活
動

／
賞
お
よ
び
コ
ン
ペ
／
イ
ベ
ン
ト
、
会
議

／
能
力
構
築
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
訓
練
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
／
観
光
統
計
ツ
ー
ル

の
開
発
／
出
版
、
研
究
、
論
文
・
記
事
／
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観
光
分
野
に
お
け
る
関
係
者
間
の
連
携
構

築
／
政
策
・
戦
略
・
施
策
の
開
発
、
調
整
）

⑨	

取
り
組
み
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
成
果

⑩	

取
り
組
み
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
（
一
般
市
民
／

特
定
グ
ル
ー
プ
／
民
間
部
門
／
政
府
機

関
／
国
際
機
関
／
学
術
研
究
機
関
）

⑪	

取
り
組
み
の
説
明

⑫	

そ
の
他
（
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
／

関
連
映
像
／
イ
メ
ー
ジ
画
像 

な
ど
）

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
取
り
組
み
エ
リ
ア
を
見
て
み
る
と
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
最
も
多
く
２
５
２
の
取
り
組

み
が
実
施
、
も
し
く
は
実
施
予
定
と
な
っ
て

お
り
、
次
い
で
南
北
ア
メ
リ
カ
（
取
り
組
み

数
１
２
８
）、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
（
取
り
組
み

数
１
０
０
）、
ア
フ
リ
カ
（
取
り
組
み
数
46
）

と
な
っ
て
い
る
（
図
４
）。
ま
た
、エ
リ
ア
を
国

別
に
見
て
み
る
と
、
ス
ペ
イ
ン
が
最
も
多
く

取
り
組
み
数
66
、
次
い
で
イ
タ
リ
ア
（
取
り

組
み
数
54
）、メ
キ
シ
コ（
取
り
組
み
数
30
）
と

な
っ
て
い
る
（
図
５
）。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
が

や
や
多
く
目
立
つ
が
、
国
別
に
見
る
と
南
北

ア
メ
リ
カ
か
ら
メ
キ
シ
コ
や
米
国
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
、
チ
リ
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
か
ら
イ

ン
ド
も
上
位
に
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、

取
り
組
み
は
世
界
中
に
広
が
っ
て
い
る
が
、

Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
本
部
も
あ
る
ス
ペ
イ
ン
お
よ
び

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
取
り
組
み
が
多
い
傾
向
に

あ
り
、
そ
れ
以
外
の
エ
リ
ア
で
も
国
に
よ
っ

て
取
り
組
み
状
況
が
違
う
こ
と
が
分
か
る
。

　

次
に
、
実
施
主
体
の
タ
イ
プ
を
見
て
み

る
と
、
民
間
組
織
が
最
も
多
く
全
体
の
30
・

０
％
、
次
い
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
27
・
６
％
、
政
府
21
・

０
％
、
国
際
機
関
13
・
２
％
と
な
っ
て
い
る

（
図
６
）。
Ｉ
Ｙ
２
０
１
７
に
お
け
る
取
り
組

み
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
主
導
し
、
各
国
政
府

な
ど
を
通
じ
て
周
知
が
行
わ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
結
果
か
ら
広
く
民
間

組
織
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
も
取
り
組
み
の
範
囲
が

広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
実

施
主
体
の
タ
イ
プ
を
エ
リ
ア
別
に
見
て
み
る

と
、
ア
フ
リ
カ
で
は
民
間
組
織
の
取
り
組
み

（
45
・
７
％
）、
南
北
ア
メ
リ
カ
で
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
取
り
組
み
（
34
・
４
％
）、
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
で
は
国
際
機
関
の
取
り
組
み
（
16
・
０
％
）

割
合
が
や
や
高
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
（
図
７
）。

　

取
り
組
み
に
よ
る
貢
献
分
野（
複
数
選
択
）

を
見
て
み
る
と
、
い
ず
れ
の
分
野
に
も
広
く

取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
が
、
や
や
「
資
源
効
率
性
、
環
境
保
護
と
気

候
変
動
へ
の
対
処
」（
取
り
組
み
数
３
４
７
）

と
「
文
化
的
価
値
、
多
様
性
と
伝
統
へ
の
配

慮
」（
取
り
組
み
数
３
４
３
）が
多
く
、次
い
で

「
包
括
的
で
持
続
可
能
な
経
済
成
長
」（
取
り

組
み
数
３
２
０
）と
な
っ
て
い
る
（
図
８
）。
こ

れ
ら
を
エ
リ
ア
別
に
見
て
み
る
と
、
あ
ま
り

エ
リ
ア
に
よ
る
傾
向
に
違
い
は
は
っ
き
り
見

ら
れ
な
い
（
図
９
）。
こ
れ
ら
か
ら
、
持
続
的

な
観
光
の
推
進
に
よ
る
貢
献
分
野
は
広
く
多

方
面
を
向
い
て
お
り
、
世
界
各
地
に
お
い
て 

も
特
定
分
野
に
偏
る
こ
と
な
く
全
方
位
的
に

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

取
り
組
み
の
４
つ
の
柱
（
複
数
選
択
）
を

見
て
み
る
と
、「
ノ
ウ
ハ
ウ
開
発
と
普
及
」
お

よ
び
「
政
策
提
言
と
意
識
の
向
上
」
が
多
く
、

そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
み
数
が
２
２
２
、２
２
１

と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
対
し
て
「
政
策
立

案
」
お
よ
び
「
能
力
構
築
と
教
育
」
は
取
り

組
み
数
と
し
て
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
（
図

10
）。
こ
れ
ら
を
エ
リ
ア
別
に
見
て
み
る
と
、

ア
フ
リ
カ
で
は
「
政
策
提
言
と
意
識
の
向

上
」
の
取
り
組
み
割
合
が
多
い
傾
向
に
あ
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
「
ノ
ウ
ハ
ウ
開
発
と
普
及
」

の
取
り
組
み
割
合
が
多
い
。
南
北
ア
メ
リ
カ

お
よ
び
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
は
そ
の
中
間
で
あ

り
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
で
は
「
政
策
立
案
」
の

取
り
組
み
割
合
が
や
や
高
い
（
図
11
）。
持
続

可
能
な
観
光
の
推
進
に
お
い
て
、
よ
り
先
行

し
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
意
識
啓
発
の
次

の
段
階
で
あ
る
具
体
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
・
ツ
ー

ル
開
発
を
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
を
見
て
み
る

と
、圧
倒
的
に
多
い
の
が
「
イ
ベ
ン
ト
、
会
議
」

で
あ
る
（
取
り
組
み
数
３
４
６
）。
次
い
で
、

「
能
力
構
築
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
訓
練
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
」（
取
り
組
み
数
68
）、「
報

道
、
オ
ン
ラ
イ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」（
取
り

組
み
数
38
）
と
な
っ
て
い
る
（
図
12
）。
Ｉ
Ｙ

２
０
１
７
を
通
じ
た
取
り
組
み
と
し
て
は
、

イ
ベ
ン
ト
や
会
議
開
催
が
多
く
、
具
体
的
な

取
り
組
み
や
継
続
的
な
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、

関
係
者
の
意
識
向
上
や
意
識
合
わ
せ
を
行
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
を
エ
リ
ア
別
に
見
て
み
る
と
、
ア
フ

リ
カ
で
や
や
「
報
道
、
オ
ン
ラ
イ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、
政
策
提
言
に
つ
な
が
る
活
動
」
の
取

り
組
み
割
合
が
高
く
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
で

「
能
力
構
築
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
訓
練
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
」
の
取
り
組
み
割
合
が
高

い
傾
向
に
あ
る
（
図
13
）。

　

最
後
に
取
り
組
み
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
（
複
数

回
答
）
を
見
て
み
る
と
、一
般
市
民
を
対
象
に

し
た
取
り
組
み
が
最
も
多
く
３
１
４
、
次
い

で
民
間
部
門
向
け
が
１
５
３
、
政
府
機
関
向

け
が
１
１
５
と
な
っ
て
い
る
（
図
14
）。
こ
れ

ら
を
エ
リ
ア
別
に
見
て
み
る
と
、
南
北
ア
メ

リ
カ
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
一
般
市
民
向

け
の
取
り
組
み
割
合
が
や
や
高
く
、
ア
フ
リ

カ
お
よ
び
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
で
は
政
府
機
関
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図4   取り組みエリア 図5   取り組みエリア（上位10カ国）

図6   実施主体のタイプ 図7   実施主体タイプの割合（エリア別）

図8   貢献分野 図9   貢献分野の割合（エリア別）

図10   取り組みの柱 図11   取り組みの柱の割合（エリア別）
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向
け
の
取
り
組
み
割
合
が
や
や
高
く
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
南
北
ア
メ
リ
カ
で
は
学
術
研

究
機
関
向
け
の
取
り
組
み
割
合
も
や
や
高
く

な
っ
て
お
り
、
各
エ
リ
ア
に
よ
っ
て
取
り
組

み
の
関
心
の
向
き
先
が
や
や
異
な
る
こ
と
が

示
唆
さ
れ
る
（
図
15
）。

３
．日
本
国
内
の
動
き

　

日
本
国
内
か
ら
は
同
サ
イ
ト
へ
９
つ
の
取

り
組
み
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
内
訳
は
、
Ｕ

Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
セ
ン
タ
ー
）
１

件
、
観
光
庁
１
件
、
地
方
自
治
体
１
件
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
２
件
、大
学
１
件
、民
間
組
織
３
件
と
な
っ

て
い
る
。

　

Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
実
施
し
た
の
は
、「
国
連

世
界
観
光
機
関
駐
日
事
務
所 

東
京
事
務
所

開
設
記
念
講
演
会

－

持
続
可
能
な
観
光
国

際
年

－

」
で
、
自
由
民
主
党
幹
事
長 

二
階
俊

博
氏
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
事
務
局
長 

タ
レ
ブ
・
リ

フ
ァ
イ
氏
、（
株
）
小
西
美
術
工
藝
社
代
表
取

締
役
社
長 

デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
氏

を
講
演
者
に
招
い
た
講
演
会
を
２
０
１
７
年

３
月
に
東
京
の
国
連
大
学
本
部
ビ
ル
に
て
開

催
し
た
。ま
た
、観
光
庁
に
よ
る
も
の
は
、「『
持

続
可
能
な
観
光
国
際
年
』
記
念 

国
際
観
光

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
、
岡
山
県
お
よ
び
三
重

県
で
２
０
１
７
年
10
月
に
開
催
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

　

そ
の
他
、
民
間
組
織
に
よ
る
展
示
会
に
お

け
る
テ
ー
マ
展
示
、
あ
る
い
は
空
港
で
の
サ

イ
ネ
ー
ジ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
地
方
自
治
体
と

連
携
し
た
持
続
可
能
な
観
光
の
推
進
に
向

け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
と
実
行
宣
言

な
ど
の
登
録
が
行
わ
れ
て
い
る
。
登
録
数
の

み
を
見
る
と
取
り
組
み
が
少
な
い
よ
う
に
感

じ
る
が
、
実
際
に
は
こ
れ
ら
登
録
さ
れ
た
取

り
組
み
以
外
に
も
２
０
１
７
年
は
持
続
可
能

な
観
光
の
推
進
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
特
に
大
学
で
の

持
続
可
能
な
観
光
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
多
く
開
催
さ
れ
て
お
り
、
９
月
に

も
東
洋
大
学
に
お
い
て
持
続
可
能
な
観
光
国

際
年
特
別
大
使 

マ
イ
ケ
ル
・
フ
レ
ン
ゼ
ル

氏
な
ど
を
招
い
た
特
別
講
演
会
が
開
催
さ
れ

た
。
そ
し
て
２
０
１
６
年
で
は
あ
る
が
、
ツ
ー

リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
６
で
は
、

「
ア
ジ
ア
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
ー
ダ
ー
ズ
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、
そ
の
中
で
持
続

可
能
な
観
光
を
今
後
の
重
要
な
政
策
と
し
て

位
置
づ
け
、
ア
ジ
ア
お
よ
び
日
本
が
同
分
野

を
強
力
に
リ
ー
ド
し
て
い
く
内
容
を
含
ん
だ

「
東
京
宣
言
２
０
１
６
」
を
発
表
す
る
な
ど
、

Ｉ
Ｙ
２
０
１
７
を
契
機
に
各
分
野
で
の
取
り

組
み
が
進
ん
で
い
る
。（

な
か
じ
ま　

ゆ
た
か
）

図12   取り組み内容 図13   取り組み内容の割合（エリア別）

図14   取り組みのターゲット 図15   取り組みのターゲットの割合（エリア別）
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事例報告
現場に学ぶ解決力 3
ここでは、持続可能な観光に対する、具体的な課題とその要因、解決の手法、
そして成果について、8つの事例を紹介する。

自然保護地域における
持続可能な観光

公益財団法人  知床財団  秋葉 圭太

通過型観光から
滞在型観光への転換

ＮＰＯ法人奥入瀬自然観光資源研究会  代表  河井 大輔

伝統産業とサステナブルツーリズム
～海女文化から学ぶ環境伝統知

和歌山大学観光学部  教授  加藤 久美

地域の産業・人 の々生活文化
そのものが観光資源

綾町  ユネスコエコパーク推進室  曽我 傑

地元住民が主体となった
資源の活用と保全

南城市  企画部  観光商工課  喜瀬 斗志也

島の健康診断プロジェクト
 ―沖縄県座間味村を例に

観光地域研究部 主任研究員 中島 泰

「世界一サンゴにやさしい村」を
 目指す恩納村

株式会社サスチュア  代表取締役  山岸 豊

真喜屋の滝の保全と利用
がじゅまる自然学校  代表  小林 政文

ケース1
［知床］

●P.18

ケース2
［奥入瀬渓流］

●P.21

ケース3
［海女文化］

●P.23

ケース4
［綾町］

●P.25

ケース5
［南城市］

●P.27

ケース6
［座間味村］

●P.29

ケース7
［恩納村］

●P.32

ケース8
［真喜屋］

●P.34
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国
立
公
園
や
世
界
自
然
遺
産
に
代
表
さ

れ
る
自
然
保
護
地
域
は
、
自
然
景
観
や
生
物

多
様
性
、
そ
れ
ら
の
相
互
作
用
を
含
む
生
態

系
が
そ
の
価
値
の
中
心
で
あ
り
、
観
光
利
用

に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
価
値
を
毀
損
す
る

こ
と
な
く
活
か
す
態
度
な
り
方
法
な
り
が
常

に
求
め
ら
れ
る
。
い
わ
ば
、
自
然
保
護
地
域

は
持
続
可
能
な
観
光
が
宿
命
づ
け
ら
れ
た
場

所
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
方

で
、
自
然
や
景
観
を
資
源
化
し
、
観
光
利
用

が
拡
大
す
る
過
程
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

発
生
す
る
。
利
用
の
集
中
に
よ
る
混
雑
や
渋

滞
、
野
生
動
物
と
の
軋
轢
、
山
岳
地
域
の
し

尿
問
題
、
脆
弱
な
高
山
帯
や
湿
地
等
に
お
け

る
植
生
の
破
壊
等
、
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
と
呼
ば

れ
る
現
象
が
代
表
的
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う

し
た
課
題
に
は
、
発
生
の
過
程
や
大
小
の
地

域
差
は
あ
る
が
、一
定
の
共
通
性
も
認
め
ら

れ
る
。
本
稿
で
は
、
自
然
保
護
地
域
に
お
け

る
持
続
可
能
な
観
光
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

知
床
地
域
の
取
り
組
み
を
論
じ
て
み
た
い
。

登
録
か
ら
の
10
年
と
観
光

　
「
遺
産
登
録
を
契
機
に
観
光
客
が
増
え
て

い
ろ
い
ろ
と
大
変
で
し
ょ
う
」。
世
界
遺
産
登

録
か
ら
10
年
を
経
て
も
な
お
、
取
材
や
視
察

の
み
な
ら
ず
、一
般
の
来
訪
者
か
ら
も
こ
の

よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
く
こ
と
が
多
い
が
、

事
実
と
は
異
な
る
。
知
床
の
観
光
拠
点
で
あ

る
斜
里
町
の
観
光
入
り
込
み
は
、
１
９
９
８

年
に
１
８
８
万
人
を
記
録
し
た
後
、
減
少
に

転
じ
、
直
近
の
２
０
１
６
年
に
は
１
２
０
万

人
弱
と
ピ
ー
ク
時
の
64
％
程
度
の
水
準
と

な
っ
て
い
る
。
２
０
０
５
年
の
遺
産
登
録
と

そ
の
前
年
に
は
急
増
し
た
も
の
の
、一
時
的

な
現
象
に
留
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
背
景
は
、

遺
産
登
録
を
契
機
に
資
源
開
発
が
進
ん
だ
他

の
地
域
と
は
異
な
る
。
逆
に
言
え
ば
、
観
光

利
用
に
伴
う
諸
課
題
は
遺
産
登
録
前
か
ら
す

で
に
出
そ
ろ
っ
て
い
た
と
も
い
え
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
遺
産
登
録
が
観
光
利
用
に
無

関
係
だ
っ
た
わ
け
で
は
当
然
な
い
。
過
剰
利

用
を
管
理
し
つ
つ
、
観
光
の
経
済
効
果
を
高

め
、
地
域
ト
ー
タ
ル
の
価
値
を
高
め
る
た
め

の
仕
組
み
作
り
は
確
実
に
進
ん
だ
。
い
わ
ば
、

世
界
遺
産
の
戦
略
的
な
活
用
の
中
で
、
観
光

の
質
的
な
転
換
を
図
る
取
り
組
み
が
成
果
を

上
げ
つ
つ
あ
る
。

知
床
五
湖
利
用
調
整
地
区
制
度

　

遺
産
登
録
後
に
大
き
く
変
化
し
た
の
が
知

床
五
湖
で
あ
る
。
知
床
最
大
の
観
光
地
で
あ

り
、
ピ
ー
ク
時
に
は
年
間
約
50
万
人
が
訪
れ

て
い
た
知
床
五
湖
は
、
同
時
に
ヒ
グ
マ
の
高

密
度
生
息
地
で
も
あ
り
、
１
９
９
５
年
頃
か

ら
遊
歩
道
で
の
利
用
者
と
ヒ
グ
マ
と
の
遭
遇

が
急
増
し
、
人
身
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
な

い
よ
う
な
危
険
な
事
例
が
た
び
た
び
発
生
し

て
き
た
。
ま
た
、
多
数
の
利
用
者
に
よ
る
混

雑
や
植
生
の
踏
み
荒
ら
し
と
い
っ
た
、
典
型

的
な
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
が
課
題
と
な
っ
て
い

た
。
同
地
区
で
は
２
０
１
１
年
よ
り
「
２
つ
の

五
湖
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
ヒ
グ
マ
と
利
用
者

を
完
全
に
隔
離
し
た
高
架
木
道
の
整
備
と
併

せ
、
従
来
の
遊
歩
道
に
お
い
て
は
立
入
り
に

一
定
の
ル
ー
ル
を
課
す
利
用
調
整
地
区
制
度

が
導
入
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
１
日
の
立

入
人
数
の
上
限
が
定
め
ら
れ
、
事
前
の
レ
ク

チ
ャ
ー
の
受
講
や
ヒ
グ
マ
の
活
動
期
に
お
い

て
は
専
門
の
引
率
者
に
よ
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

へ
の
参
加
が
義
務
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

制
度
開
始
か
ら
６
年
が
経
過
し
た
が
、
ヒ

グ
マ
に
よ
る
人
身
事
故
は
発
生
し
て
お
ら

ず
、
遊
歩
道
の
閉
鎖
等
の
利
用
制
限
は
大
幅

に
減
少
し
た
。
ま
た
、
引
率
者
に
よ
る
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
な
ど
高
付
加
価
値
型
の
利
用
は
、

外
国
人
観
光
客
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
、
継
続

的
に
伸
び
続
け
て
お
り
、
ツ
ア
ー
参
加
者
の

満
足
度
も
非
常
に
高
い
。

現
場
運
用
の
実
際

　

こ
の
取
り
組
み
に
お
い
て
、
筆
者
の
所
属

す
る
知
床
財
団
は
、
現
地
で
利
用
者
の
立
入

認
定
事
務
を
行
う
指
定
認
定
機
関
と
し
て

制
度
運
用
を
担
っ
て
い
る
ほ
か
、
ル
ー
ル
を

伝
え
る
レ
ク
チ
ャ
ー
等
を
一
体
的
に
行
っ
て

い
る
。
日
々
の
認
定
手
続
き
や
レ
ク
チ
ャ
ー

公
益
財
団
法
人  

知
床
財
団　

秋
葉 

圭
太

自
然
保
護
地
域
に
お
け
る
持
続
可
能
な
観
光

知 

床

ケ
ー
ス

1
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を
通
じ
て
向
き
合
う
利
用
者
数
は
年
間
で

７
万
人
を
超
え
る
年
も
あ
る
。
野
生
動
物
の

保
護
管
理
を
担
う
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
ヒ
グ

マ
目
撃
時
の
緊
急
対
応
や
パ
ト
ロ
ー
ル
に
加

え
、
ヒ
グ
マ
の
動
態
の
基
礎
調
査
を
行
う
ほ

か
、
登
録
引
率
者
の
養
成
や
試
験
に
関
わ
っ

て
い
る
。
ま
た
、
制
度
の
設
計
や
運
用
に
つ
い

て
行
政
や
引
率
者
、
観
光
事
業
者
等
の
地
域

関
係
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
議

論
す
る
機
会
も
非
常
に
多
い
。
こ
う
し
た
現

場
で
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
感
じ
た
自
然
保

護
地
域
に
お
け
る
持
続
可
能
な
観
光
の
要
件

と
課
題
を
ま
と
め
て
み
た
い
。

１
．ル
ー
ル
と
制
度
の
視
点

　

優
れ
た
自
然
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
利
用
の
ル
ー
ル
と
そ

れ
を
機
能
さ
せ
る
仕
組
み
が
必
要
だ
。
た
だ

し
、
こ
れ
ら
は
公
平
で
根
拠
が
あ
り
、
利
用

者
と
利
害
関
係
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と

が
前
提
で
あ
る
。
知
床
五
湖

に
お
い
て
も
制
度
の
設
計

時
に
は
、「
人
数
制
限
」「
有

料
化
」
と
い
っ
た
規
制
的
な

側
面
が
注
目
さ
れ
が
ち
で

あ
り
、
観
光
関
係
者
か
ら

不
安
の
声
が
大
き
か
っ
た
。

運
用
当
初
に
は
、
手
続
き
の

手
間
や
費
用
負
担
に
つ
い

て
利
用
者
か
ら
の
苦
情
も

多
数
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
ル
ー
ル
が
優
れ
た

自
然
を
守
る
た
め
の
も
の

で
あ
り
、
利
用
の
機
会
を
拡

大
し
、
体
験
の
質
を
向
上
さ

せ
る
た
め
の
仕
組
み
と
し

て
機
能
す
る
こ
と
で
自
然

と
受
け
入
れ
ら
れ
つ
つ
あ

る
よ
う
に
感
じ
る
。
ま
た
、

民
間
ガ
イ
ド
が
中
心
的
な

役
割
を
果
た
す
引
率
制
度

に
お
い
て
は
、
制
度
の
浸
透

と
ツ
ア
ー
の
評
価
が
参
加

者
を
増
加
さ
せ
る
好
循
環

と
な
り
「
ヒ
グ
マ
の
住
処
に

お
じ
ゃ
ま
す
る
」
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
は
知
床
の
看
板
商
品

に
な
っ
た
感
が
あ
る
。
重
要

な
こ
と
は
、
守
る
べ
き
ル
ー

ル
が
楽
し
み
方
と
セ
ッ
ト
に

な
り
提
供
さ
れ
る
こ
と
で

あ
る
。
手
間
や
費
用
と
い
っ

た
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
を
上

回
る
満
足
や
体
験
が
提
供

さ
れ
る
こ
と
で
は
じ
め
て

制
度
は
躍
動
的
に
活
用
さ

れ
る
も
の
だ
。

２
．資
源
管
理
の
視
点

　

自
然
そ
の
も
の
が
損
傷

し
た
り
、
消
費
さ
れ
る
観
光

利
用
は
持
続
的
と
言
い
難

い
。
し
か
し
、
自
然
環
境
の

変
化
は
短
期
的
に
把
握
で

き
な
い
場
合
も
多
く
、
長
期

的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
そ

知床五湖での事前レクチャーの様子

知床五湖はエコツアーの発信基地になりつつある ヒグマと利用者とを物理的に隔離する高架木道
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し
た
。
ま
た
、
利
用
者
の
意
識
調
査
も
制

度
開
始
前
の
２
０
０
８
年
か
ら
継
続
的
に

実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
サ
ン
プ
ル
数
は

５
０
０
０
件
を
超
す
。
こ
れ
ら
は
、
制
度

運
用
の
通
信
簿
で
あ
り
、
よ
り
よ
い
あ
り

方
へ
の
指
針
と
な
る
。

③
協
働
的
な
管
理
‐
制
度
の
運
用
は
関
係

者
と
の
協
働
が
必
須
で
あ
る
。
長
時
間
の

議
論
の
末
に
合
意
さ
れ
た
共
通
の
ル
ー
ル

に
行
政
、
観
光
関
係
団
体
、
ガ
イ
ド
事
業

者
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
住
民
団
体
が
従
い
、
そ
れ
ぞ

れ
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
時
に
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
利
害
の
み

な
ら
ず
、
各
々
の
自
然
観
や
安
全
倫
理
が

対
立
す
る
。
し
か
し
、
利
用
者
の
安
全
や

資
源
価
値
の
維
持
は
、
こ
れ
ら
を
飲
み
込

む
地
域
共
通
の
利
益
で
あ
り
、
そ
の
一
致

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
席
を
離
れ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
あ
る
人
は
、
こ
れ
を
「
同
じ

船
に
乗
っ
た
」
と
表
現
し
た
。
呉
越
同
舟

が
協
働
の
肝
か
も
し
れ
な
い
。

３
．地
域
主
体
の
視
点

　

利
用
調
整
地
区
は
法
に
基
づ
く
制
度
で
あ

り
、行
政
、特
に
環
境
省
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
予
算
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
成
立
し

た
。
た
だ
し
、
制
度
が
外
来
的
に
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
で
導
入
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
知
床

五
湖
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
住
民
レ
ベ
ル
で
の

議
論
は
、
制
度
開
始
10
年
前
の
２
０
０
１
年

か
ら
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。
明
確
な
予
算

措
置
や
制
度
的
な
裏
付
け
の
な
い
状
況
で
あ

り
な
が
ら
、
切
実
な
問
題
意
識
を
背
景
に
、

粘
り
強
く
知
恵
を
出
し
、
提
案
を
続
け
た
地

域
の
主
体
的
な
取
り
組
み
が
制
度
を
受
け

入
れ
る
基
盤
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
は
、
突
然
、
特
定
の
団
体
や
人
物
に
よ
っ

て
始
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
知
床
に
お
い
て

は
、
１
９
７
７
年
に
始
ま
っ
た
「
し
れ
と
こ

１
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
運
動
」
に
代
表
さ
れ

る
、
地
域
の
自
然
を
主
体
的
に
保
全
・
管
理

す
る
取
り
組
み
の
蓄
積
が
あ
り
、
保
護
・
保

全
を
基
盤
と
す
る
地
域
づ
く
り
の
合
意
形
成

が
な
さ
れ
て
き
た
。

　

制
度
の
運
用
や
資
源
管
理
の
た
め
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
な
ど
に
お
い
て
も
、
そ
の
現
場
の

多
く
を
担
う
の
は
地
域
の
団
体
と
住
民
で
あ

る
。
経
済
的
な
豊
か
さ
の
み
な
ら
ず
、
住
民

の
自
然
観
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
度
、い
わ

ば
総
合
的
な
地
域
力
が
持
続
可
能
な
観
光

を
支
え
る
根
幹
で
あ
ろ
う
。

の
評
価
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
利
用
者
の

動
態
や
社
会
環
境
も
当
然
変
化
し
続
け
る
。

ル
ー
ル
や
仕
組
み
も
い
っ
た
ん
導
入
し
た
ら

そ
れ
で
完
成
す
る
も
の
で
は
な
い
。
自
然
と

社
会
の
継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
資
源
管

理
の
発
想
に
基
づ
く
柔
軟
な
運
用
が
求
め
ら

れ
る
。
知
床
五
湖
利
用
調
整
地
区
に
お
い
て

は
、
制
度
運
用
の
ポ
リ
シ
ー
と
し
て
以
下
の

３
点
を
抽
出
で
き
る
。

①
順
応
的
管
理
‐
自
然
や
社
会
は
不
確
実

で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
継
続
的
な
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
に
基
づ
き
、
軌
道
修
正
を
行
う

こ
と
。
実
際
、
利
用
調
整
地
区
の
基
本
計

画
で
あ
る
利
用
適
正
化
計
画
は
制
度
開

始
３
年
目
に
変
更
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は

さ
ら
な
る
改
定
に
向
け
た
実
証
実
験
を
実

施
し
て
い
る
。
法
制
度
は
難
し
く
、
硬
直

的
に
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
制
度
は
変

わ
る
こ
と
、
変
え
ら
れ
る
こ
と
を
実
証
し

て
ゆ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

②
科
学
的
な
態
度
‐
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
法

や
考
え
方
は
科
学
的
な
デ
ー
タ
を
基
礎

と
し
、
時
に
は
専
門
家
か
ら
の
助
言
を
受

け
る
。
制
度
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
20
年

以
上
に
お
よ
ぶ
ヒ
グ
マ
の
生
態
学
的
な
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
が
重
要
な
役
割
を
果
た

秋葉圭太（あきば  けいた）

公益財団法人知床財団 公園事業係
長。2005年立命館大学大学院修了
後、山梨県庁に勤務。2009年より知
床財団に勤務。大型野生動物の保
護管理業務、知床五湖利用調整地
区の現場業務を経て、2014年より現
職。1981年北海道夕張市生まれ。
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十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
の
特
別
保
護

地
区
で
あ
り
、
国
の
特
別
名
勝
お
よ
び
天
然

記
念
物
で
も
あ
る
奥
入
瀬
渓
流
に
は
、
年
間

約
２
０
０
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。
原
生

的
な
環
境
を
有
し
な
が
ら
も
渓
流
沿
い
に
国

道
と
遊
歩
道
が
併
走
し
、
歩
道
の
勾
配
が
き

わ
め
て
緩
や
か
な
た
め
体
力
的
負
荷
を
ほ
と

ん
ど
気
に
せ
ず
散
策
に
興
ず
る
こ
と
が
で
き

る
奥
入
瀬
は
、
登
山
に
代
表
さ
れ
る
タ
イ
プ

の
ア
ウ
ト
ド
ア
を
敬
遠
す
る
人
に
と
っ
て
も

無
理
な
く
楽
し
め
る
、
ま
さ
に
「
天
然
の
野

外
博
物
館
」（
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）

と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
そ
の
「
歩
き
や
す
さ
」
ゆ
え
に
、
多

く
の
ビ
ジ
タ
ー
は
記
念
写
真
を
撮
り
な
が
ら

た
だ
足
早
に
過
ぎ
て
い
く
だ
け
で
、
歩
道
沿

い
に
「
展
示
」
さ
れ
て
い
る
あ
ま
た
の
自
然
の

造
形
物
と
じ
っ
く
り
向
き
あ
っ
て
く
れ
る
人

は
案
外
と
少
な
い
。

 
地
域
の
本
質
を
楽
し
む

ビ
ジ
タ
ー
を
増
や
そ
う

　

青
森
県
で
は
、
平
成
20
年
よ
り
「
観
光
客

や
青
森
県
民
に
自
然
環
境
保
全
の
理
解
浸

透
・
啓
発
を
図
り
、
永
続
的
な
保
全
に
努
め

る
こ
と
」「
自
然
環
境
を
活
か
し
た
当
該
地

域
の
地
域
振
興
・
観
光
振
興
を
図
る
こ
と
」

「
奥
入
瀬
渓
流
の
自
然
価
値
の
向
上
と
、
本

来
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
契
機
と
す
る

こ
と
」
を
目
的
に
、
産
業
観
光
・
自
然
環
境
・

行
政
の
各
機
関
で
組
織
す
る
「
奥
入
瀬
渓
流

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員

会
」
を
設
置
、
秋
の
マ
イ
カ
ー
交
通
規
制
な

ど
を
行
う
『
奥
入
瀬
渓
流
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
は

現
在
着
工
中
の
奥
入
瀬
バ
イ
パ
ス
完
成
後
の

展
開
を
視
座
に
入
れ
た
、
当
地
に
お
け
る
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
環
境
向
上
の
た
め
の
取
り
組

み
で
あ
り
、
奥
入
瀬
が
今
後
ど
う
い
う
観
光

地
で
あ
る
べ
き
か
の
理
念
と
方
向
性
が
こ
こ

に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
現
状
で
は
物
見
遊
山
的
な
景
観

周
遊
と
、「
学
び
の
旅
」
で
あ
る
は
ず
の
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
が
意
識
的
に
差
異
化
さ
れ
て

い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
単
に
「
奥
入
瀬
を
歩

こ
う
」
と
い
う
呼
び
か
け
だ
け
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
の
が
実
情
で
、
従
来
の
観
光
誘
致
の

方
向
性
と
そ
の
質
を
異
に
す
る
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
風
光
明
媚
な
景
勝
地
と
し

て
、
た
だ
景
色
を
眺
め
に
来
る
だ
け
の
旅
行

者
を
増
や
す
だ
け
で
は
何
が
い
け
な
い
の
か

と
い
う
異
論
も
あ
る
が
、
優
れ
た
自
然
そ
の

も
の
が
観
光
資
源
で
あ
る
奥
入
瀬
の
よ
う
な

地
域
で
の
「
持
続
可
能
な
観
光
」
と
は
、
資

源
の
保
全
と
利
用
者
数
の
適
切
な
管
理
を

い
か
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
維
持
で
き
る
か
に
か

か
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、一
過
性
の
ビ

ジ
タ
ー
を
ど
れ
だ
け
数
多
く
誘
致
で
き
る
か

で
は
な
く
、
地
域
の
本
質
を
継
続
的
に
楽
し

ん
で
く
れ
る
タ
イ
プ
の
ビ
ジ
タ
ー
を
い
か
に

増
や
し
て
い
く
か
、
と
い
う
点
に
こ
そ
主
眼

を
置
く
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

バ
イ
パ
ス
完
成
後
に
は
、
渓
流
沿
い
国
道

の
車
両
規
制
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
奥
入

瀬
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い

フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
あ
る
こ
と
を

全
国
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
絶
好
の
機
会
で
あ

る
。
入
れ
込
み
客
数
を
競
う
だ
け
の
旧
態
依

然
と
し
た
誘
致
様
式
で
は
な
く
、「
こ
ん
な

楽
し
み
方
は
い
か
が
」「
あ
な
た
な
ら
も
っ
と

楽
し
め
る
」
と
い
っ
た
、
テ
ー
マ
と
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
絞
り
込
ん
だ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施

が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
奥
入
瀬
と
は
「
歩
く
」

だ
け
の
観
光
地
な
の
で
は
な
く
、
自
然
と
い

う
こ
の
土
地
の「
光
」を「
観
る
」に
ふ
さ
わ
し

い
場
所
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
ビ
ジ
タ
ー

に
で
き
る
だ
け
強
く
印
象
づ
け
る
た
め
の
効

果
的
な
情
報
提
供
が
必
要
と
な
る
。

受
入
れ
側
は
、「
学
び
の
旅
」
に

応
え
る
情
報
の
提
供
を

　

と
こ
ろ
が
奥
入
瀬
を
訪
れ
よ
う
と
す
る
エ

コ
ツ
ー
リ
ス
ト
が
、
こ
の
地
の
自
然
に
つ
い
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
奥
入
瀬
自
然
観
光
資
源
研
究
会  

代
表　

河
井 

大
輔

通
過
型
観
光
か
ら
滞
在
型
観
光
へ
の
転
換

奥
入
瀬
渓
流

ケ
ー
ス

2

奥入瀬渓流（青森県十和田市）
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一
般
観
光
案
内
以
上
の
情
報
や
知
見
を
得
た

い
と
望
ん
で
も
、
た
と
え
ば
樹
木
は
何
種
生

育
し
て
い
る
の
か
、
各
種
の
花
は
い
つ
咲
く

の
か
（
昨
年
は
ど
う
だ
っ
た
か
、
今
年
は
ど

う
な
の
か
）
と
い
っ
た
程
度
の
こ
と
す
ら
わ

か
ら
な
い
。
自
然
情
報
を
集
積
・
整
理
し
、

そ
れ
を
活
用
・
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
こ
の
状
況
に

問
題
意
識
を
抱
く
人
が
地
元
の
ガ
イ
ド
や
観

光
関
係
者
に
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
い
う
こ
と

も
、
奥
入
瀬
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
進
展
し

な
い
原
因
の
ひ
と
つ
だ
ろ
う
。

　

か
か
る
課
題
に
対
し
、
奥
入
瀬
の
本
質
的

な
魅
力
と
価
値
の
普
及
を
目
的
に
設
立
し

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
奥
入
瀬
自
然
観
光
資
源
研

究
会
で
は
、
ま
ず
青
森
県
か
ら
の
委
託
事

業
と
し
て
遊
歩
道
沿
い
の
自
然
観
光
資
源

調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
く
情
報

発
信
の
一
環
と
し
て
奥
入
瀬
の
自
然
の
特
徴

を
総
合
的
に
解
説
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
奥
入
瀬
自
然
誌
博
物
館
』

（
２
０
１
６
）
お
よ
び
各
種
自
然
の
「
展
示
物
」

の
位
置
情
報
を
詳
細
に
紹
介
し
た
『
奥
入
瀬

フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』

（
２
０
１
７
）
の
制
作
を
行
い
、
博
物
館
や
美

術
館
で
「
作
品
鑑
賞
」
す
る
よ
う
に
自
然
を

楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
奥
入
瀬
な
ら
で
は
の

特
徴
を
最
大
限
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
今

後
も
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継
続
し
、
得
ら
れ
た

情
報
や
知
見
を
各
分
野
の
自
然
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
制
作
に
反
映
さ
せ
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

　

そ
れ
と
併
行
し
、
奥
入
瀬
の
景
観
美
の

「
基
盤
」
と
な
っ
て
い
る
蘚
苔
類
（
コ
ケ
植
物
）

や
シ
ダ
類
、
地
衣
類
、
菌
類
な
ど
の
「
隠
花

植
物
」
に
着
目
し
た
ネ
イ
チ
ャ
ー
ツ
ア
ー
を

「
立
ち
ど
ま
る
か
ら
、
見
え
て
く
る
」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
で
企
画
・
催
行
し
て
い

る
。
小
さ
な
存
在
で
あ
る
コ
ケ
植
物
は
、
い

ち
ど
観
察
を
始
め
る
と
な
か
な
か
そ
の
場
か

ら
動
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
立
ち
ど
ま
ら
な

け
れ
ば
、
決
し
て
見
え
こ
な
い
世
界
で
あ
る
。

こ
の
一
種
独
特
の
自
然
観
賞
ス
タ
イ
ル
は
、

と
も
す
れ
ば
す
ぐ
に
移
動
し
よ
う
と
す
る

ビ
ジ
タ
ー
の
足
を
確
実
に
引
き
と
め
る
。
傍

目
に
は
、
歩
道
の
隅
に
う
ず
く
ま
っ
た
ま
ま
、

た
だ
何
か
を
じ
っ
と
凝
視
し
て
い
る
だ
け
の
、

い
た
っ
て
地
味
（
あ
る
い
は
あ
や
し
い
、
も
し

く
は
滑
稽
な
）
姿
に
す
ぎ
な
い
の
だ
が
、
常

に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
さ
を
要
求
さ
れ
る
現
代
人

に
と
っ
て
、
そ
れ
は
い
た
っ
て
ス
ロ
ー
な
非
日

常
体
験
で
あ
る
。
そ
の
ま
な
ざ
し
は
や
が
て

コ
ケ
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ま
で
気
づ
か
な

か
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
見
せ
て
く
れ
る

よ
う
に
な
る
。

　

奥
入
瀬
に
隠
花
植
物
が
豊
か
な
理
由
は
、

太
平
洋
か
ら
の
ヤ
マ
セ
（
海
霧
）、
日
本
海
か

ら
の
積
雪
、
ブ
ナ
林
か
ら
供
給
さ
れ
る
水
流
、

巨
木
群
の
存
在
な
ど
諸
条
件
が
関
連
し
あ

う
こ
と
で
、
深
い
U
字
型
の
渓
谷
内
に
高
い

空
中
湿
度
が
保
た
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
十
和

田
湖
の
天
然
ダ
ム
機
能
が
渓
流
の
水
量
を
安

定
さ
せ
、
着
生
植
物
群
落
の
剥
離
を
防
い
で

い
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
こ
の
地
域
の
自
然
の
特
色
で
も
あ

る
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
そ
の
土
地
の
自

然
の
あ
り
さ
ま
を
ビ
ジ
タ
ー
に
紹
介
し
、
つ

ぶ
さ
に
観
て
も
ら
う
こ
と
だ
。
小
さ
な
自
然

の
こ
ま
や
か
な
多
様
性
、
火
山
噴
火
と
カ
ル

デ
ラ
決
壊
に
よ
っ
て
生
じ
た
渓
谷
が
「
緑
の

谷
」
に
な
る
ま
で
の
ス
ト
ー
リ
ー
。
ゆ
っ
た
り

と
自
然
に
向
き
あ
う
時
間
の
な
か
で
、
森
の

な
り
た
ち
や
し
く
み
を
ひ
も
と
い
て
い
く
。

そ
れ
は
や
が
て
「
観
る
人
」
の
自
発
的
な
発

見
や
感
動
の
喚
起
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

一
過
性
の
通
過
型
観
光
か
ら
滞
在
型
観
光

ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換
こ
そ
、
奥
入
瀬
観
光
に

お
け
る
究
極
の
目
標
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な

タ
イ
プ
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ス
ト
た
ち
が
渓
流
遊

歩
道
の
あ
ち
こ
ち
で
、
そ
れ
ぞ
れ
思
う
ま
ま

に
豊
か
な
時
間
を
味
わ
っ
て
い
る
。「
持
続
可

能
な
観
光
」
地
の
あ
る
べ
き
姿
と
は
、
き
っ
と

そ
う
い
う
も
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

河井大輔（かわい  だいすけ）

NPO法人奥入瀬自然観光資源研究
会代表。ネイチャーガイド＆ライター。
大阪生まれ・東京育ち。1984年札
幌に移住。自然雑誌の制作および動
植物調査に従事。2007年奥入瀬の
自然に魅せられ十和田に移住。著書
に「奥入瀬自然誌博物館」「奥入瀬
渓流コケハンドブック」（NPO法人
奥入瀬自然観光資源研究会）「北海
道の森と湿原をあるく」（寿郎社）、共
著に「北海道野鳥図鑑」（亜璃西社）
など。

『奥入瀬フィールドミュージアム
ガイドブック』（224p／2017）中

隠花植物鑑賞ツアーの様子。ほとんどその場から
移動しない
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近
年
「
北
限
の
海
女
さ
ん
」
や
「
伊
勢
志

摩
サ
ミ
ッ
ト
」
で
の
報
道
に
よ
り
「
海
女
」
が

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
主
に
サ
ザ
エ

や
ア
ワ
ビ
を
収
穫
す
る
素
潜
り
業
の
「
あ
ま
」

は
、
地
域
に
よ
り
「
海
士
」（
男
性
）が
従
事

す
る
こ
と
も
あ
る
が
、一
般
的
に
女
性
を
指

し
、
韓
国
済
州
島
地
域
な
ど
で
もH

aenyeo

（
海
女
）
と
呼
ば
れ
る
。
２
０
１
１
年
調
査
で

は
２
１
７
４
人
、
１
９
３
１
年
と
比
べ
る
と

６
分
の
１
程
に
な
っ
て
お
り 

（
東
洋
水
産
科

学
協
会
、
２
０
１
１
）、
現
在
も
約
２
０
０
０

人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
全
体
的
に
高
齢
化

が
進
み
、
後
継
者
と
し
て
の
地
域
協
力
隊
募

集
や
観
光
施
設
で
の
若
手
採
用
が
話
題
に
な

る
こ
と
も
あ
る
。

　

筆
者
は
２
０
０
５
年
よ
り
、
三
重
県
鳥
羽

市
、
徳
島
県
美
波
町
、
長
崎
県
壱
岐
、
岩
手

県
久
慈
、
千
葉
県
千
倉
な
ど
を
中
心
に
海
洋

環
境
と
海
女
文
化
、
ま
た
観
光
開
発
に
つ
い

て
調
査
し
て
き
た
。
２
０
０
７
年
に
は
、
鳥

羽
で
の
調
査
を
基
に
ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
を
制
作
し
た
が
、
そ
こ
で
は
「
海
女
の

磯
笛
」（
浮
上
し
た
と
き
の
息
継
ぎ
の
音
）
を

テ
ー
マ
と
し
た
（K

ato, 2007

）。
磯
笛
の

音
を
象
徴
と
し
て
、
素
潜
り
と
い
う
、
何
の

器
具
も
使
用
し
な
い
漁
法
が
自
主
規
制
そ
の

も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
海
女
従
事
者
達
の
知

識
、
技
術
、
言
い
伝
え
、
信
仰
な
ど
を
通
じ
て

表
現
し
た
。
調
査
は
主
に
菅
島
、
相
差
、
石

鏡
、
国
崎
地
域
で
行
い
、
多
く
の
海
女
さ
ん

た
ち
か
ら
話
を
聞
い
た
。
相
差
で
は
、
当
時

使
わ
れ
て
い
た
海
女
小
屋
で
、
３
人
の
海
女

さ
ん
が
伝
統
の
イ
ソ
ギ
を
着
け
、
海
女
の
生

活
、
文
化
、
信
仰
、
海
の
環
境
変
化
な
ど
に
つ

い
て
話
し
て
く
れ
た
。
そ
の
一
人
、
野
村
禮
子

さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
「
は
ち
ま
ん
か
ま
ど
」

を
始
め
、
現
在
、
海
女
料
理
、
語
り
、
文
化
体

験
な
ど
の
観
光
活
動
が
、
家
族
連
れ
、
海
外

か
ら
の
学
生
グ
ル
ー
プ
、
女
性
グ
ル
ー
プ
な

ど
に
も
人
気
を
呼
ん
で
い
る
（
写
真
１
）。
こ

の
よ
う
な
「
か
ま
ど
」
は
他
に
も
数
軒
あ
る

が
、
そ
の
拠
点
と
な
る
「
海
女
小
屋
」
は
伝

統
的
に
は
、
海
女
業
の
間
の
休
憩
所
で
あ
り
、

冷
え
た
体
を
温
め
、
食
事
を
と
り
な
が
ら
の

語
り
や
情
報
交
換
の
場
で
あ
っ
た
。
小
屋
は
、

船
か
ら
、
ま
た
は
陸
か
ら
歩
い
て
海
に
出
る

海
女
業
の
形
態
に
よ
り
有
無
が
あ
り
、
ま
た

近
年
は
他
の
作
業
の
合
間
に
バ
イ
ク
や
車
で

駆
け
つ
け
る
人
が
多
い
の
で
、
小
屋
文
化
も

な
く
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
。こ
の「
か
ま
ど
」

を
拠
点
と
す
る
海
女
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
海
女
が

詣
る
「
女
性
の
願
い
を
叶
え
て
く
れ
る
」
神

社
の
お
守
り
、
海
女
の
身
を
守
る
セ
ー
マ
ン
、

ド
ー
マ
ン
と
い
う
印
字
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
お

守
り
や
手
ぬ
ぐ
い
、ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
も
「
海

女
グ
ッ
ズ
」
と
し
て
資
料
館
や
博
物
館
で
販

売
さ
れ
て
い
る
。
60
代
、
70
代
が
多
い
か
ら

こ
そ
の
豊
か
な
知
識
と
経
験
談
、
元
気
な
笑

顔
な
ど
、
海
女
さ
ん
た
ち
が
提
供
す
る
観
光

活
動
に
は
独
特
な
魅
力
が
あ
る
。
活
力
溢
れ

る
女
性
に
よ
る
観
光
活
動
で
あ
る
こ
と
以
上

に
、
海
を
ま
さ
に
肌
で
感
じ
て
い
る
人
々
の

語
り
に
は
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
示
唆
す
る

も
の
が
多
い
。

環
境
伝
統
知
と
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

　

海
女
業
の
よ
う
な
地
域
の
自
然
資
源
利

用
型
の
伝
統
産
業
を
基
盤
と
す
る
観
光
は
、

従
事
者
が
生
業
活
動
の
一
部
、
ま
た
は
そ
こ

か
ら
得
た
知
識
や
技
術
を
参
加
型
、
体
験
型

の
観
光
活
動
と
し
て
行
っ
て
お
り
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ベ
ー
ス
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
Ｃ
Ｂ
Ｔ
）
や

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
。

マ
タ
ギ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ガ
イ
ド
（
白
神
マ
タ

ギ
舎
）、
漁
師
さ
ん
の
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
（
高
知
県
黒
潮
町
な
ど
）
な
ど
も
そ
の
範

疇
に
あ
る
。
自
然
利
用
型
の
観
光
は
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
同
様
、
そ
れ
だ
け
で
「
持
続

可
能
」
と
見
な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
必
ず

し
も
そ
う
で
は
な
く
、
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
が
、

観
光
資
源
で
あ
る
生
態
系
そ
の
も
の
を
変
え

て
し
ま
っ
た
例
も
多
い
。
伝
統
生
業
が
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
な
り
得
る
の
は
、

「
生
業
活
動
の
基
盤
と
な
る
環
境
保
全
へ
の

知
恵
、
技
術
、
倫
理
観
な
ど
が
生
き
続
け
て

い
る
こ
と
」
が
一
つ
の
条
件
と
考
え
ら
れ
る
。

共
生
の
知
識
や
技
術
は
、
そ
れ
を
表
す
関
連

文
化
（
ス
ト
ー
リ
ー
、
生
活
文
化
、
食
、
歌
、

神
事
、
祭
事
な
ど
）
も
含
む
が
、
生
業
と
観

光
が
、
保
全
と
開
発
と
い
う
対
立
に
な
ら
な

い
、
観
光
を
通
し
て
伝
統
知
が
伝
え
ら
れ
る
、

和
歌
山
大
学
観
光
学
部　

教
授　

加
藤 

久
美

伝
統
産
業
と
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

〜
海
女
文
化
か
ら
学
ぶ
環
境
伝
統
知

海
女
文
化

ケ
ー
ス

3
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ま
た
観
光
が
生
業
の
維
持
・
継
承
に
役
立
つ
、

な
ど
が
、
伝
統
産
業
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
な
り
う
る
条
件
と
考
え
ら
れ
る
。

　

伝
統
産
業
に
内
在
す
る
、知
恵
や
技
術
は
、

環
境
学
の
分
野
で
も
環
境
倫
理
の
基
盤
と
な

る
「
伝
統
的
生
態
学
的
知
識
（
Ｔ
Ｅ
Ｋ
）」、
環

境
伝
統
知
、
な
ど
と
し
て
価
値
付
け
さ
れ
て

い
る
。
特
に
、
自
然
と
向
き
合
う
が
た
め
の

危
険
が
伴
う
産
業
に
お
い
て
、
共
生
の
知
恵

は
安
全
確
保
の
重
要
な
ワ
ザ
で
も
あ
り
、
収

穫
や
大
漁
へ
の
感
謝
は
す
な
わ
ち
自
己
の
安

全
へ
の
感
謝
で
も
あ
る
。
共
生
の
知
識
、
自

然
環
境
へ
の
畏
怖
、
敬
い
な
ど
は
環
境
倫
理

の
基
礎
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
基
盤
と
い

え
る
。
そ
の
意
義
を
伝
え
て
い
く
こ
と
は
、

今
日
の
観
光
の
重
要
な
役
割
の
一
つ
と
考
え

ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

海
女
文
化
が
伝
え
る
環
境
伝
統
知

　

海
女
業
の
よ
う
に
素
潜
り
だ
け
で
行
う
漁

が
「
取
り
過
ぎ
」
や
「
乱
獲
」
に
つ
な
が
る
可

能
性
は
事
実
上
低
い
が
、
ど
の
地
域
で
も
共

通
し
て
、「
取
り
過
ぎ
」防
止
の
規
制
が
あ
る
。

海
女
さ
ん
た
ち
が
話
す
さ
ま
ざ
ま
な
言
い
伝

え
、
信
仰
、
タ
ブ
ー
な
ど
は
、
安
全
確
保
で
あ

り
「
来
年
も
来
ら
れ
る
よ
う
に
」
と
い
う
仕

組
み
で
も
あ
る
。一
方
、
近
年
の
海
環
境
の
変

化
、
獲
物
の
減
少
も
指
摘
さ
れ
、
そ
の
原
因

と
し
て
は
、
気
候
変
動
、
開
発
（
砂
防
、
道
路
、

橋
、
ま
た
川
沿
い
の
開
発
）、
排
水
に
よ
る
汚

染
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
た
。「（
ア
ワ
ビ
は
）
少

な
く
な
っ
た
、
小
さ
く
な
っ
た
」
と
皆
口
を
揃

え
て
言
う
が
、
様
々
な
規
制
を
変
え
る
こ
と

は
な
い
。
特
に
、
明
治
後
半
か
ら
の
潜
水
用

メ
ガ
ネ
、ま
た
１
９
６
０
年
代
か
ら
の
ウ
ェ
ッ

ト
ス
ー
ツ
の
導
入
に
つ
い
て
は
ど
の
地
域
で

も
様
々
な
議
論
が
も
た
れ
た
。
現
在
メ
ガ
ネ

を
規
制
し
て
い
る
地
域
は
な
い
が
、
ウ
ェ
ッ

ト
ス
ー
ツ
に
関
し
て
は
、
導
入
と
と

も
に
時
間
規
制
や
輪
採
な
ど
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
始
ま
っ
て
い
る
。
一

家
に
一
着
の
み
、
上
、
下
、
ま
た
は

フ
ー
ド
の
み
、
な
ど
様
々
な
ル
ー
ル

を
決
定
し
て
い
く
過
程
は
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
リ
ミ
ッ
ト
の
基
準
設
定
と

し
て
興
味
深
い
。
ち
な
み
に
長
崎
県

壱
岐
市
芦
辺
町
八
幡
は
、
日
本
で
も

珍
し
く
「
ウ
ェ
ッ
ト
ス
ー
ツ
を
着
な

い
」地
域
で
（
フ
ー
ド
の
み
可
）、「
レ

オ
タ
ー
ド
海
女
さ
ん
」
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
（
写
真
２
）。
こ
こ
で
は
時

間
制
限
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。

　

壱
岐
の
海
女
さ
ん
達
は
、
帰
港
す

る
際
、
港
の
神
社
に
向
っ
て
手
を
合

わ
せ
る
。
鳥
羽
の
海
女
さ
ん
た
ち
は

海
か
ら
見
え
る
青
峰
山
を
敬
う
。
他
の
「
伝

統
知
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で
も
大
方
の
漁
師
さ
ん

も
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
出
る
と
き
に
も
神
棚
に

手
を
合
わ
せ
る
。
ま
た
、
マ
タ
ギ
ツ
ア
ー
の

最
後
、
ガ
イ
ド
の
マ
タ
ギ
さ
ん
は
木
の
葉
を

と
り
、「
身
だ
し
な
み
を
整
え
て
山
の
神
様

に
挨
拶
し
て
か
ら
下
山
す
る
」、
と
教
え
て

く
れ
た
。「
開
発
の
た
め
の
持
続
可
能
な
観

光
の
国
際
年
」
の
今
年
、
ど
の
よ
う
な
観
光

形
態
も
、
よ
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
オ
プ
シ
ョ

ン
が
常
に
あ
る
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
、

よ
り
よ
い
技
術
開
発
を
し
つ
つ
も
、
自
然
環

境
へ
の
感
謝
や
畏
怖
と
い
う
精
神
性
を
維
持

す
る
こ
と
が
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

の
一
つ
の
カ
ギ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

［
謝
辞
］

こ
の
調
査
で
は
、
徳
島
県
美
波
町（
伊
座
利
、
阿
部
）、
三

重
県
鳥
羽
市
相
差
、
長
崎
県
壱
岐
市
八
幡
の
海
女
・
海

士
さ
ん
、
大
方
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
皆
様
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
作
者
に
よ
る
ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ーW

aiting 
for the tide

（
２
０
０
７
年
、
豪
州
Ａ
Ｂ
Ｃ
放
送
）
は
Ｈ

Ｐ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。（http://w

w
w

.abc.net.au/
radionational/program

s/radioeye/w
aiting-for-the-

tide/3249880

）

写真1　相差 写真2　壱岐
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東海水産科学協会（2011）「日本列島海女存在確認調査報告書」海の博物館
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宮
崎
県
綾
町
は
、
県
庁
所
在
地
の
宮
崎

市
の
北
西
約
20
㎞
に
位
置
す
る
、
人
口
約

７
２
０
０
人
の
小
さ
な
中
山
間
地
域
の
町
で

す
。
市
街
地
の
あ
る
低
地
平
野
部
の
北
部
か

ら
西
部
～
南
部
に
か
け
て
は
九
州
山
地
の
山

裾
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
面
積
の
約
８
割
が
森

林
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

綾
町
に
は
日
本
最
大
級
の
照
葉
樹
自
然

林
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
（
約
２
５
０
０
ha
）。

国
定
公
園
の
指
定
や
平
成
17
年
よ
り
始
ま
っ

た
照
葉
樹
林
の
保
護
・
復
元
を
目
指
す
官
民

協
働
の
１
０
０
年
か
け
た
森
づ
く
り
（
綾
の

照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の
取
り
組
み
に

加
え
、
照
葉
樹
林
の
恵
み
を
活
か
し
た
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
綾
町
の

基
幹
産
業
は
農
業
で
、
そ
の
ほ
か
に
は
醸
造

関
係
や
工
芸
、
照
葉
大
吊
橋
（
写
真
１
）
に

代
表
さ
れ
る
観
光
が
主
な
産
業
と
な
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
産
業
は
照
葉
樹
林
の
恵
み
を

享
受
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
綾
町
は
照
葉
樹
林
を
守
る

だ
け
で
な
く
、
活
用
し
て
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
に
結
び
付
け
て
き
た
点
が
、
自
然
と

共
生
し
た
持
続
可
能
な
経
済
活
動
に
繋
が
っ

て
い
る
と
評
価
さ
れ
、
平
成
24
年
に
国
際
連

合
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
か
ら

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
（
生
物
圏
保
存
地
域
）

と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
脚

光
を
浴
び
た
り
、
移
住
者
が
多
く
、
小
学
校

の
児
童
数
が
増
え
る
な
ど
話
題
を
呼
ん
で
い

ま
す
。

急
激
な
人
口
減
少
の
時
代
を
経
て
…

　

綾
町
の
社
会
経
済
は
、戦
後
復
興
を
経
て
、

１
９
５
０
年
代
に
ダ
ム
建
設
（
綾
川
総
合
開

発
事
業
）
で
活
況
を
呈
し
、
人
口
も
１
万
人

を
超
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
事
業
の

終
了
後
、
急
激
な
人
口
流
出
等
に
よ
る
壊
滅

的
な
打
撃
を
被
り
「
夜
逃
げ
の
町
」
と
呼
ば

れ
た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
危
機
的
な

状
況
を
打
破
す
る
べ
く
「
自
然
と
の
共
生
」

と
い
う
地
域
づ
く
り
の
大
方
針
を
定
め
る
際

に
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
た
の
が
「
照

葉
樹
林
」
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
綾
町
に
さ
ら
な
る
受
難
が
待
ち
受

け
て
い
ま
し
た
。
昭
和
42
年
に
、
現
在
の
照

葉
大
吊
橋
の
対
岸
の
国
有
林
約
３
３
０
ha
の

伐
採
通
知
が
届
い
た
の
で
す
。
当
時
の
郷
田

町
長
は
、
町
を
あ
げ
て
国
会
議
員
や
当
時
の

農
林
大
臣
に
「
伐
採
阻
止
」
を
直
訴
し
た
結

果
、
伐
採
計
画
の
中
断
を
勝
ち
取
る
こ
と
が

で
き
、
昭
和
57
年
に
は
国
定
公
園
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
照
葉
樹
林
は
平
成
18

～
20
年
に
か
け
て
「
て
る
は
郷
土
の
森
」
や

「
綾
森
林
生
態
系
保
護
地
域
」
に
指
定
さ
れ
、

保
護
の
保
障
が
担
保
さ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
し

く
、「
人
が
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
」
残
さ
れ

て
き
た
自
然
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

以
来
、
綾
町
で
は
地
域
づ
く
り
の
中
心
に

「
自
然
（
照
葉
樹
林
）
生
態
系
」
を
据
え
、
そ

れ
を
守
り
な
が
ら
、
か
つ
活
か
し
な
が
ら
さ

ま
ざ
ま
な
政
策
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
地
域
の
産
業
・
人
々
の
生
活

文
化
そ
の
も
の
が
観
光
資
源
に
な
る
「
産
業

観
光
」
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、「
手
づ
く

り
工
芸
」
や
「
自
然
生
態
系
農
業
」
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。「
自
然
生
態
系
農
業
」
は
、

「
健
康
は
食
か
ら
」
と
う
た
い
、
自
ら
食
べ
る

野
菜
は
自
分
で
生
産
す
る
「
一
坪
菜
園
運
動
」

か
ら
始
ま
り
、
自
然
生
態
系
の
仕
組
み
を
活

か
し
、
化
学
肥
料
や
農
薬
を
極
力
使
用
し
な

い
環
境
に
配
慮
し
た
有
機
農
業
へ
と
発
展

し
、
昭
和
63
年
に
は
「
自
然
生
態
系
農
業
の

推
進
に
関
す
る
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
農
産

物
の
認
証
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
元
年

に
開
設
さ
れ
た
「
綾
手
づ
く
り
ほ
ん
も
の
セ

ン
タ
ー
」
に
は
、
自
然
生
態
系
農
業
で
栽
培

さ
れ
た
新
鮮
か
つ
安
心
安
全
な
農
産
物
な
ど

が
並
び
、
観
光
客
だ
け
で
な
く
、
県
都
で
あ

綾
町　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室　

曽
我 

傑

地
域
の
産
業
・
人
々
の
生
活
文
化
そ
の
も
の
が
観
光
資
源

綾 

町

ケ
ー
ス

4

写真1　照葉大吊橋
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り
大
消
費
地
で
あ
る
宮
崎
市
か
ら
多
く
の
消

費
者
が
訪
れ
、
１
日
平
均
約
１
０
０
万
円
と

驚
異
の
売
り
上
げ
を
誇
り
ま
す
。

　

ま
た
、
照
葉
樹
林
文
化
で
あ
る
木
工
か
ら

派
生
し
た
「
手
づ
く
り
工
芸
」
も
綾
町
の
地

域
づ
く
り
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
す
。
昭
和
48

年
に
作
成
さ
れ
た
「
ひ
む
か
邑
」
構
想
に
よ

る
工
芸
の
普
及
活
動
や
町
に
よ
る
地
場
産
業

の
推
進
が
工
芸
の
地
域
づ
く
り
に
繋
が
り
、

昭
和
56
年
に
は
「
工
芸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
年
に
は
、
各
工
房
の
成
果
や
工
芸
の
ま

ち
と
し
て
綾
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
展
示
即

売
を
メ
イ
ン
と
す
る
「
綾
工
芸
ま
つ
り
」
が

始
ま
り
ま
し
た
。昭
和
61
年
に
完
成
し
た「
綾

国
際
ク
ラ
フ
ト
の
城
」（
写
真
２
）
で
は
、
工

芸
品
の
展
示
・
販
売
が
常
時
行
わ
れ
て
い
る

ほ
か
、“
機
織
り
”
や
“
陶
芸
”
を
体
験
で
き

る
工
房
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
雇
用
の
場
を
確
保
す
る

た
め
の
企
業
誘
致
に
お
い
て
も
環
境
と
の
調

和
の
配
慮
に
努
め
て
い
ま
す
。
照
葉
樹
林
か

ら
育
ま
れ
る
綾
の
水
の
素
晴
ら
し
さ
に
着
目

し
た
「
雲
海
酒
造
」
な
ど
が
そ
の
例
で
、
焼

酎
等
の
製
造
工
程
を
見
学
で
き
る
「
酒
泉
の

杜
」
を
平
成
元
年
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。

「
綾
照
葉
樹
林
マ
ラ
ソ
ン
」
と
い
っ
た
自
然
の

中
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
に
も
力
を
入
れ
、
綾
町

へ
の
来
訪
者
を
増
や
す
取
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
観
光

　

登
録
さ
れ
て
５
年
を
経
過
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
５
年
間
の
観
光
客
数
の
推
移
を
見

て
み
る
と
、
約
92
万
人
（
平
成
24
年
）
か
ら
約

１
０
３
万
人
（
平
成
28
年
）
と
約
３
割
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
は
、
平
成
21
年

に
約
１
２
６
万
人
で
あ
っ
た
観
光
客
数
が
、

宮
崎
県
で
の
口
蹄
疫
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

新
燃
岳
噴
火
等
の
災
害
発
生
に
よ
っ
て
平
成

22
年
に
は
約
81
万
人
に
激
減
し
た
経
緯
が
あ

り
、
そ
こ
か
ら
の
回
復
途
上
に
あ
る
と
い
う

特
殊
事
情
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
登
録
に
よ
る
増
加
と
は
推
定
し
難

い
状
況
で
す
。

　

前
述
の
通
り
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に

登
録
さ
れ
る
こ
と
で
、
観
光
客
等
が
急
激
に

増
加
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

登
録
さ
れ
た
こ
と
で
、
人
間
社
会
と
自
然
と

の
共
生
を
目
指
す
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
世
界

か
ら
注
目
さ
れ
、
学
者
や
研
究
者
、
政
府
関

係
者
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
形
成
し
て

い
く
人
材
が
国
内
外
か
ら
多
く
訪
れ
、
彼
ら

が
自
分
の
暮
ら
す
地
域
で
綾
町
の
「
守
ら
れ

て
き
た
自
然
（
照
葉
樹
林
）
と
自
然
に
育
ま

れ
た
地
域
づ
く
り
」
に
な
ら
っ
て
実
践
を
重

ね
、
そ
の
成
果
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
綾
町

の
認
知
度
が
高
ま
り
、
遠
い
将
来
訪
れ
る
人

が
増
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

実
際
に
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
関
連
す

る
視
察
が
、
登
録
さ
れ
た
平
成
24
年
度
に
は

26
件
で
あ
っ
た
の
が
、
平
成
28
年
度
に
は
37

件
と
増
え
て
お
り
、
海
外
か
ら
の
視
察
も
６

件（
平
成
24
年
度
）か
ら
13
件（
平
成
28
年
度
）

と
少
し
ず
つ
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
は
「
生
物
多
様

性
の
保
全
」
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、「
学
術
的
研

究
支
援
」「
経
済
と
社
会
の
発
展
」
と
い
う
３

つ
の
機
能
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
機
能
に
即
し

た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、

科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
き
10
年
毎
に
ユ
ネ

ス
コ
か
ら
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
結
果
が
伴
わ
な
け
れ
ば
「
登
録
取
り
消

し
」
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
３
つ
の
機
能
を
強
化
さ
せ
な
が

ら
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
登
録
が
継
続
さ

れ
る
こ
と
、つ
ま
り
、
綾
町
が
こ
れ
ま
で
取
り

組
ん
で
き
た
、
照
葉
樹
林
を
ベ
ー
ス
と
し
た

地
域
づ
く
り
の
理
念
や
方
向
性
が
今
後
も
発

展
的
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
観

光
資
源
と
し
て
の
「
綾
町
の
産
業
や
人
々
の

生
活
文
化
」
を
輝
か
せ
る
こ
と
に
な
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

写真2　綾国際クラフトの城

曽我  傑（そが  すぐる）

昭和58年宮崎県生まれ。特別支援
学校（高等部）・中学校の社会科教
員を経て、平成27年より綾町ユネスコ
エコパーク推進室で地域おこし協力
隊として勤務。ユネスコエコパークの
啓発活動や小中学校の環境学習の
支援等を行っている。人々の生活文
化そのものである、地域の地理・歴史
を知ることに楽しさを感じている。
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沖
縄
を
訪
れ
る
観
光
客
の
７
割
程
度
が
リ

ピ
ー
タ
ー
だ
と
言
わ
れ
る
状
況
下
、
沖
縄
の

文
化
を
よ
り
深
く
知
る
た
め
に
住
民
の
生
活

空
間
の
中
に
も
観
光
客
が
入
り
込
ん
で
く
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
時
、
な
ぜ
静
か
な
暮

ら
し
の
中
に
ま
で
観
光
客
を
受
け
入
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
声
と
、
少
し
で

も
地
域
に
お
金
が
落
ち
る
よ
う
な
仕
組
み
を

築
け
な
い
も
の
か
と
い
う
二
極
化
し
た
考
え

が
で
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
葛
藤
へ
の
対
応

は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
折
り

合
い
を
つ
け
る
の
か
を
地
域
の
中
で
意
思
決

定
し
て
い
く
し
か
な
い
。

　

自
分
た
ち
の
地
域
に
は
こ
う
い
う
資
源
が

あ
り
、
こ
れ
を
こ
う
守
り
た
い
か
ら
、
こ
こ
に

は
入
っ
て
は
い
け
な
い
。
こ
こ
は
あ
る
程
度

ま
で
は
い
い
だ
ろ
う
。
と
い
う
よ
う
な
ル
ー

ル
を
地
元
主
体
で
決
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
。
文
化
観
光
憲
章
の
よ
う
な
も
の
を

住
民
協
働
に
よ
り
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
い
く

作
業
が
大
切
だ
ろ
う
。

世
界
文
化
遺
産 

斎
場
御
嶽
（
セ

イ
フ
ァ
ー
ウ
タ
キ
）の
場
合

　

斎
場
御
嶽
（
セ
イ
フ
ァ
ー
ウ
タ
キ
）
は

平
成
12
年
（
２
０
０
０
年
）
に
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
そ
し
て
平
成
17
年

（
２
０
０
５
年
）
頃
に
お
き
た
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
ブ
ー
ム
の
文
脈
で
た
び
た
び
メ
デ
ィ
ア
に

取
り
上
げ
ら
れ
た
。
地
元
主
導
と
い
う
よ
り

外
部
の
し
か
け
に
よ
っ
て
斎
場
御
嶽
は
観
光

資
源
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
来
訪
客
数
は
激
増
し
た
。
平
成
18
年
の

市
町
村
合
併
（
そ
れ
ま
で
は
知
念
村
）
を
機

に
政
策
面
で
も
斎
場
御
嶽
は
誘
客
の
中
心
に

据
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
も
来
場
者
数
は
増
え

続
け
、
今
で
は
年
間
40
万
人
の
入
り
込
み
が

あ
る
。
外
国
人
客
も
多
く
、
シ
ェ
ア
は
30
％

か
ら
40
％
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
レ
ン
タ
カ
ー

で
の
来
訪
者
も
多
い
。

　

観
光
客
の
踏
圧
に
よ
り
石
畳
の
磨
耗
が
激

し
く
な
っ
た
。
理
解
不
足
の
た
め
、
香
炉
の

上
に
乗
っ
て
し
ま
う
人
も
い
る
。
我
々
の
心

を
打
つ
行
為
だ
。
入
場
前
に
解
説
映
像
を
見

て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
起
き
て
い

る
。
ま
た
、
入
場
口
前
に
駐
車
場
を
整
備
し

て
い
た
が
、国
道
か
ら
そ
こ
に
至
る
ア
プ
ロ
ー

チ
道
路
が
渋
滞
し
、
近
隣
住
民
に
迷
惑
が
か

か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
ア

プ
ロ
ー
チ
道
路
の
入
り
口
近
く
に
あ
る
南
城

市
体
験
滞
在
交
流
セ
ン
タ
ー
の
横
に
地
域

物
産
館
を
作
り
、
こ
の
一
帯
の
駐
車
場
を
斎

場
御
嶽
の
駐
車
場
と
し
て
位
置
付
け
、
ア
プ

ロ
ー
チ
道
路
へ
の
観
光
車
両
の
進
入
を
禁
止

し
た
。
近
隣
の
老
人
ホ
ー
ム
に
出
入
り
す
る

緊
急
車
両
を
ス
ム
ー
ズ
に
通
す
こ
と
に
加
え

て
物
産
館
の
利
用
促
進
も
狙
っ
た
。
併
せ
て
、

満
車
時
に
は
物
産
館
近
く
に
あ
る
知
念
岬
公

園
の
駐
車
場
の
利
用
も
促
し
て
い
る
。
駐
車

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
だ
け
で
は
な
く
、
周
辺
を

含
め
た
一
体
的
な
活
用
と
、
滞
在
時
間
の
拡

大
を
目
指
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
は
行
政
が
発
案

し
、
観
光
協
会
と
調
整
の
上
で
実
施
し
て
い

る
。
平
成
21
年
頃
か
ら
増
え
は
じ
め
た
ア
プ

ロ
ー
チ
道
路
沿
い
の
商
店
経
営
者
か
ら
は
、

立
ち
寄
り
客
が
増
え
た
と
好
評
で
あ
る
。
住

民
の
な
か
に
は
、
い
ち
い
ち
入
り
口
で
止
め

ら
れ
る
の
で
面
白
く
な
い
と
言
う
人
も
い

る
。
将
来
的
に
は
こ
の
道
路
沿
い
を
無
電
柱

化
す
る
計
画
が
あ
る
。
沖
縄
の
御う

嶽た
き

に
は
参

道
は
発
達
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
参
道

と
い
う
言
葉
は
対
外
的
に
使
い
に
く
い
が
、

参
道
と
し
て
の
景
観
整
備
と
に
ぎ
わ
い
創
出

を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

斎
場
御
嶽
の
価
値
を
守
り
、
伝
え
て
い
く

た
め
に
は
、
地
域
住
民
が
こ
の
場
所
で
生
活

で
き
る
条
件
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
資
源

を
守
る
義
務
を
住
民
に
一
方
的
に
押
し
つ
け

る
の
で
は
な
く
、
生
活
で
き
る
環
境
、つ
ま
り

生
業
を
提
供
す
る
こ
と
が
行
政
の
役
割
だ
と

考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
生
業
を
担
保
す
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
容
認
で
あ
る
。
伝
統
に

こ
だ
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
や
現
代
的
デ
ザ
イ
ン
も
必
要
だ
。
理
想
の

実
現
に
は
時
間
が
か
か
る
。
ま
ず
は
容
認
し

て
、
そ
の
な
か
で
時
間
を
か
け
て
考
え
て
い

け
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

　

か
つ
て
斎
場
御
嶽
は
久
手
堅
区
が
管
理
し

て
い
た
が
、
現
在
は
観
光
協
会
が
管
理
し
て

い
る
。
久
手
堅
区
の
住
民
は
“
斎
場
は
も
う

南
城
市  

企
画
部  

観
光
商
工
課　

喜
瀬 

斗
志
也

地
元
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
資
源
の
活
用
と
保
全

南
城
市

ケ
ー
ス

5

斎場御嶽（セイファーウタキ）
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観
光
協
会
の
も
の
で
し
ょ
う
”
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
斎
場
御
嶽
は
市
と
い
う
マ
ク
ロ
な

も
の
が
管
理
し
て
い
る
の
で
、
多
様
な
考
え

に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ど
う
し
て
も

漠
然
と
し
て
し
ま
う
。
斎
場
御
嶽
は
久
手
堅

区
と
の
関
係
を
再
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

地
域
住
民
と
距
離
が
あ
る
ま
ま
で
は
、
ネ
イ

テ
ィ
ブ
な
ル
ー
ル
は
築
き
に
く
い
。

聖
地 

久
高
島
の
場
合

　

一
方
で
、
久
高
島
は
区
と
い
う
最
小
単
位

の
自
治
力
で
管
理
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
、

久
高
島
は
理
想
的
だ
。
久
高
島
に
は
年
間

５
万
５
０
０
０
人
の
訪
問
客
が
あ
る
。
市
は

い
わ
ゆ
る
観
光
地
と
し
て
は
位
置
付
け
て
お

ら
ず
、
久
高
島
は
あ
く
ま
で
も
聖
地
で
あ
る
。

久
高
島
は
独
自
の
祭
祀
儀
礼
を
持
つ
島
で
あ

り
、
本
島
側
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
島
の
総
合
計
画
は
市
か
ら
少
し

の
補
助
金
を
だ
し
た
が
島
で
作
っ
た
。
市
の

役
割
は
、
島
の
自
治
力
を
鍛
え
て
い
く
こ
と

だ
と
考
え
て
い
る
。
島
民
が
考
え
た
こ
と
を

市
が
認
め
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。

　

久
高
島
に
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
久
高
島
振
興

会
」
と
い
う
組
織
が
あ
り
、
こ
こ
が
中
心
と

な
っ
て
来
島
者
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
振

興
会
の
理
事
に
久
高
区
長
が
入
る
こ
と
に

よ
っ
て
住
民
生
活
と
振
興
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

保
っ
て
い
る
。
島
の
土
地
は
共
有
地
。
す
な
わ

ち
区
が
所
有
し
、
土
地
管
理
組
合
が
管
理
し

て
い
る
。
神
女
は
季
節
ご
と
の
祭
祀
を
し
き

り
、
執
り
行
う
の
が
役
目
。
小
さ
な
島
な
の

で
、
何
か
物
事
を
決
め
る
際
に
は
、
い
ろ
い
ろ

な
人
に
意
見
を
聞
い
て
回
る
必
要
が
あ
る
。

合
意
形
成
は
、
収
入
に
関
す
る
こ
と
は
振
興

会
、
生
活
に
関
す
る
こ
と
は
自
治
会
、
土
地

利
用
や
企
業
進
出
に
関
す
る
こ
と
は
土
地
管

理
組
合
で
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
は
、

基
本
的
に
メ
ン
バ
ー
の
重
複
は
な
い
。

　

観
光
客
の
増
加
に
対
し
て
は
、
島
の
中
で

も
立
場
に
よ
っ
て
様
々
な
課
題
意
識
が
あ

る
。
久
高
島
振
興
会
は
い
か
に
し
て
経
済
活

性
化
に
結
び
つ
け
る
か
を
考
え
て
い
る
。
神

女
た
ち
は
基
本
的
に
好
意
的
だ
が
、
御
嶽
な

ど
に
ズ
カ
ズ
カ
入
る
の
は
困
る
と
い
う
反
応

だ
。
文
化
財
に
指
定
し
た
御
嶽
は
市
が
管
理

し
て
い
る
。
来
島
者
の
立
ち
入
り
が
問
題
と

な
っ
た
フ
ボ
ー
御
嶽
に
は
南
城
市
文
化
財
保

護
条
例
に
基
づ
き
市
が
看
板
を
立
て
た
。
た

だ
し
、
こ
れ
は
島
の
意
向
を
う
け
た
も
の
だ
。

　

文
化
的
な
目
的
で
来
て
い
る
人
は
良
い

が
、
ビ
ー
チ
目
的
で
来
る
人
の
中
に
は
タ

ト
ゥ
ー
を
入
れ
て
い
た
り
、
水
着
の
ま
ま
島

内
を
歩
き
ま
わ
っ
た
り
す
る
人
も
お
り
、
風

紀
上
も
よ
く
な
い
。
対
策
と
し
て
「
久
高
島

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
を
お
い
て
、
船
を
降
り
た

と
き
に
島
の
ル
ー
ル
（
立
入
禁
止
エ
リ
ア
等
）

を
聞
か
せ
る
よ
う
に
し
た
ら
良
い
と
考
え
て

い
る
。
ル
ー
ル
の
周
知
だ
け
で
は
な
く
、
観
光

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
も
行
い
た
い
。
現
在
、
久

高
島
振
興
会
と
一
緒
に
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

平
成
22
年
度
、
南
城
市
文
化
課
で
は
『
歴

史
文
化
基
本
構
想
・
保
存
活
用
計
画
』
を
策

定
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
保
存
一
辺
倒
か
ら
、
保

存
と
活
用
の
両
立
と
い
う
方
向
に
変
化
し

た
。
市
内
に
13
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
設
定
し
、

ス
ト
ー
リ
ー
ご
と
に
計
画
を
ま
と
め
た
。
さ

ら
に
13
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
自
治
区
ベ
ー
ス
に

再
分
割
し
た
り
、
新
た
な
拠
点
を
加
え
た
り

し
て
、
27
ヶ
所
の
自
治
区
を
サ
テ
ラ
イ
ト
と

し
て
再
構
築
し
た
。
現
在
、
那
覇
空
港
第
２

滑
走
路
の
増
設
や
南
部
東
道
路
の
建
設
、
大

型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
の
整
備
等
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
観
光
イ
ン
フ
ラ
の
変
化
期
だ
と
捉
え

て
い
る
。
市
と
し
て
も
観
光
コ
ア
施
設
の
建

設
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
を
好
機
と
捉
え
て
、

こ
れ
ま
で
の
“
通
り
す
が
り
観
光
”
か
ら

“
滞
在
型
観
光
”
へ
の
転
換
を
目
指
し
、
27

の
サ
テ
ラ
イ
ト
を
楽
し
め
る
よ
う
な
仕
掛
け

作
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

も
は
や
観
光
と
生
活
が
分
断
で
き
な
く

な
っ
た
。
地
域
の
単
位
で
あ
る
自
治
区
等
が

母
体
と
な
っ
て
資
源
の
活
用
と
保
全
を
考

え
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。
地
域

の
事
業
者
が
地
域
の
資
源
を
活
用
で
き
る
よ

う
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
、
明
日
か
ら

す
ぐ
に
実
行
で
き
る
レ
ベ
ル
の
計
画
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。

　

明
治
以
降
に
沖
縄
は
急
激
に
発
展
し
た

が
、
そ
の
こ
と
が
本
質
的
な
こ
と
を
見
え
に

く
く
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
し
た
本
質
が
見

え
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
う
み
だ

し
て
い
き
た
い
。（
談
）文

・
写
真
：
寺
崎
竜
雄

フボー御嶽

喜瀬  斗志也（きせ  としや）

昭和54年生まれ。平成16年に旧玉
城村役場入場。平成18年に町村合
併で南城市職員となった後は文化振
興や文化財を担当し、平成27年度よ
り観光振興の職務についている。
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ヒ
ト
は
健
康
に
長
生
き
を
す
る
た
め
に
、

定
期
的
な
健
康
診
断
を
通
し
て
血
液
検
査
や

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
な
ど
を
実
施
し
、
身
体
に

不
具
合
が
出
て
い
な
い
か
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行

う
。
こ
れ
が
ヒ
ト
で
は
な
く
、
ク
ル
マ
な
ら
車

検
、船
舶
で
あ
れ
ば
ド
ッ
ク
、そ
し
て
建
物
に

お
い
て
も
定
期
的
な
検
査
は
行
わ
れ
る
。
こ

う
し
た
検
査
・
チ
ェ
ッ
ク
を
地
域
単
位
で
も

行
う
べ
き
だ
と
す
る
考
え
方
が
近
年
広
ま
っ

て
お
り
、
そ
の
際
の
診
断
項
目
を
「
持
続
可

能
性
指
標
（Ind

icators of
S
u
stainable 

D
evelopm

ent for Tou
rism

：ST
I

）」
と

呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
Ｓ
Ｔ
Ｉ
は
、
観
光
地

の
持
続
性
確
保
に
お
け
る
有
効
な
ツ
ー
ル
と

し
て
、
海
外
を
中
心
に
様
々
な
国
や
地
域
に

お
い
て
利
活
用
が
図
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、

国
内
で
の
本
格
的
な
導
入
・
実
践
事
例
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
沖
縄
県
座
間
味
村
で
は
平

成
27
年
よ
り
Ｓ
Ｔ
Ｉ
を
用
い
た
健
康
診
断
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
み
始
め
て
い
る
。
そ

の
背
景
に
は
、
収
入
に
恵
ま
れ
て
い
て
も
不

健
康
な
ヒ
ト
が
い
る
よ
う
に
、観
光
地
に
と
っ

て
も
、
今
ま
で
通
り
観
光
客
の
「
数
」
だ
け
を

追
い
求
め
る
施
策
を
続
け
て
い
て
は
、
将
来

世
代
に
美
し
い
地
域
の
姿
を
残
し
て
い
く
こ

と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
し
た
島

民
の
思
い
が
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、「
健
康
で

あ
る
こ
と
」
＝
「
持
続
可
能
」
と
読
み
替
え
た

上
で
、
島
嶼
型
観
光
地
に
お
け
る
Ｓ
Ｔ
Ｉ
活

用
の
可
能
性
と
課
題
に
つ
い
て
整
理
を
行
い

た
い
。

沖
縄
県 
座
間
味
村

　

沖
縄
県
座
間
味
村
は
、
沖
縄
本
島
那
覇
市

の
西
方
40
㎞
に
位
置
す
る
小
規
模
島
嶼
群

か
ら
な
る
離
島
村
で
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
や
海
水

浴
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
目
的

に
年
間
を
通
じ
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
る
。
ま
た
近
年
は
、
平
成
26
年
３
月
の
国

立
公
園
へ
の
指
定
、
沖
縄
県
観
光
の
堅
調
な

伸
び
、
そ
し
て
国
内
全
体
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

ブ
ー
ム
も
受
け
る
形
で
、
さ
ら
に
観
光
客
数

を
伸
ば
し
て
い
る
（
図
１
）。
同
村
の
よ
う
な

小
規
模
の
観
光
地
は
、
市
場
側
の
需
要
が
高

ま
る
と
急
速
に
観
光
客
の
増
加
「
比
率
」
が

高
ま
り
や
す
い
。
実
際
、
平
成
23
年
度
か
ら

平
成
27
年
度
に
か
け
て
の
５
年
間
の
観
光
客

の
増
加
「
数
」
は
３
万
人
弱
だ
が
、
そ
の
増
加

「
比
率
」
は
約
４
割
で
あ
る
。
仮
に
、
過
去
５

年
（
平
成
23
～
27
年
度
）
の
同
村
お
よ
び
沖

縄
県
の
観
光
客
数
の
伸
び
が
、
同
村
観
光
に

お
い
て
今
後
も
続
い
た
場
合
の
平
成
32
年
度

に
お
け
る
観
光
客
数
の
推
計
結
果
を
図
２
お

よ
び
図
３
で
示
す
。
そ
れ
ぞ
れ
平
成
23
年
度

の
観
光
客
数
の
２
・
０
倍
、
２
・
３
倍
と
な
っ

て
お
り
、
現
実
と
な
っ
た
際
に
は
、
島
の
様
相

が
一
変
す
る
こ
と
が
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。

図1  座間味における観光客数の推移

座間味村統計をもとに（公財）日本交通公社が推計および作成
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区
域
」
を
設
定
し
て
い
る
他
、
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

に
お
け
る
「
時
間
の
制
限
」
や
、
そ
の
他
、
海

中
か
ら
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
行
わ
な
い
等
の

自
主
ル
ー
ル
を
設
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
座

間
味
ダ
イ
ビ
ン
グ
協
会
で
は
、
ダ
イ
ビ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
の
利
用
方
法
と
し
て
、
漁
業
組
合

の
協
力
の
下
、
ブ
イ
設
置
や
休
息
期
間
を
設

け
る
等
の
ル
ー
ル
を
設
定
し
、
協
会
員
は
協

力
し
て
オ
ニ
ヒ
ト
デ
の
駆
除
お
よ
び
ウ
ミ
ガ

メ
の
産
卵
地
と
な
っ
て
い
る
海
岸
の
清
掃
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
観
光
事
業
者

や
漁
業
者
な
ど
立
場
の
異
な
る
関
係
者
が
、

座
間
味
村
の
海
域
資
源
の
保
全
と
い
っ
た
共

通
の
目
的
の
た
め
に
継
続
的
な
話
し
合
い
を

行
い
、
具
体
的
な
ル
ー
ル
の
設
定
と
継
続
的

な
運
用
に
成
功
し
た
好
例
と
い
え
る
。

Ｓ
Ｔ
Ｉ
適
地
と
し
て
の
可
能
性

　

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ

Ｆ
）
で
は
、
観
光
地
に
お
い
て
Ｓ
Ｔ
Ｉ
を
活
用

す
る
こ
と
の
有
効
性
を
認
識
し
、
平
成
20
年

よ
り
Ｓ
Ｔ
Ｉ
に
関
す
る
研
究
を
開
始
、
国
内

観
光
地
に
お
け
る
導
入
・
実
践
へ
の
道
を
模

索
し
て
き
た
。

　

通
常
、
Ｓ
Ｔ
Ｉ
の
導
入
・
実
践
は
大
き
く
、

フ
ェ
ー
ズ
１
：	

話
し
合
い
の
体
制
づ
く
り

フ
ェ
ー
ズ
２
：	

指
標
候
補
の
抽
出
（
デ
ー

タ
収
集
・
整
理
）

フ
ェ
ー
ズ
３
：	

指
標
項
目
の
設
定
（
項
目

の
絞
り
込
み
）

フ
ェ
ー
ズ
４
：	

指
標
項
目
ご
と
の
望
ま
し

い
水
準
の
設
定

フ
ェ
ー
ズ
５
：	

継
続
的
な
運
用
・
改
善

　

に
分
け
ら
れ
る
が
、
フ
ェ
ー
ズ
１
の
体
制

づ
く
り
で
は
、
地
域
の
各
立
場
を
代
表
で
き

る
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
「
持
続
可
能
な
観
光
地
づ

く
り
」
と
い
っ
た
共
通
の
目
的
で
集
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
、
最
初
の
大
き
な
ハ
ー
ド
ル

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
で
、
座
間
味
村
は

島
内
関
係
者
が
一
定
程
度
、
島
の
持
続
可
能

性
に
対
し
て
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
た
こ
と

（
多
く
の
観
光
地
よ
り
も
保
全
寄
り
の
ス
タ

ン
ス
で
一
致
し
て
い
た
こ
と
）、
そ
し
て
島
民

同
士
の
顔
が
見
え
て
い
る
関
係
性
の
中
で
お

互
い
の
立
場
を
理
解
し
や
す
い
こ
と
な
ど
、

Ｓ
Ｔ
Ｉ
に
関
す
る
議
論
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
や

す
い
環
境
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
島
嶼
は
エ
リ
ア

範
囲
が
明
確
で
あ
り
、
ヒ
ト
や
モ
ノ
の
出
入

り
も
把
握
し
や
す
い
た
め
、
指
標
に
関
す
る

デ
ー
タ
を
取
得
し
や
す
い
と
い
っ
た
優
位
性

が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
沖

縄
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
同
村
の
観
光
関
係
者
を
集
め
た

地
域
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
、
Ｓ
Ｔ
Ｉ
の
概
念
お

よ
び
同
村
に
お
け
る
活
用
の
意
義
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
島
嶼
部
に
お
け
る
活
用
事
例

な
ど
の
紹
介
を
行
っ
た
上
で
、
Ｓ
Ｔ
Ｉ
活
用

の
可
能
性
に
つ
い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
同
村
に
お
け
る
Ｓ
Ｔ
Ｉ

の
導
入
・
実
践
に
対
し
て
多
く
の
前
向
き
な

意
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
同
時

に
村
長
へ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
い
、
持
続
可

能
な
観
光
地
づ
く
り
を
同
村
で
進
め
て
い
く

こ
と
に
つ
い
て
同
意
を
得
て
、
そ
の
後
の
Ｓ

Ｔ
Ｉ
に
係
る
取
り
組
み
に
対
し
て
強
い
後
押

し
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。

座間味村統計をもとに（公財）日本交通公社が推計および作成

図2   座間味村における観光客数の将来推計Ⅰ（座間味村実績ベース）
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そ
う
し
た
背
景
も
あ
り
、
観
光
事
業
者
も

含
め
て
同
村
の
関
係
者
は
、
無
秩
序
な
観
光

客
数
の
増
加
に
対
し
て
は
、一
貫
し
て
慎
重

な
姿
勢
を
取
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
具
体
的
な

形
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
お
よ
び
ダ
イ
ビ
ン
グ
に
お
け
る
利
用

ル
ー
ル
の
設
定
で
あ
る
。
一
般
社
団
法
人
座

間
味
村
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
で
は
、

鯨
類
の
行
動
を
妨
げ
な
い
と
と
も
に
ザ
ト
ウ

ク
ジ
ラ
の
繁
殖
海
域
を
保
護
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
対
象
と
な
る

鯨
を
中
心
に
「
減
速
区
域
」
お
よ
び
「
制
限

座間味村統計および沖縄県統計をもとに（公財）日本交通公社が推計および作成

図3   座間味村における観光客数の将来推計Ⅱ（沖縄県実績ベース）
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現
在
の
取
り
組
み
と
今
後
の
展
望

　

Ｓ
Ｔ
Ｉ
の
項
目
は
基
本
的
に
、「
利
用
面
」

「
居
住
面
」「
経
済
面
」「
環
境
面
」の
４
つ（
図

４
）
に
分
類
さ
れ
、

・
観
光
客
に
愛
さ
れ
続
け
る
観
光
地
に
な
っ

て
い
る
か

・
地
域
住
民
に
と
っ
て
観
光
が
ウ
ェ
ル
カ
ム

な
も
の
に
な
っ
て
い
る
か

・
地
域
へ
適
正
な
経
済
効
果
が
生
ま
れ
て
い

る
か

・
観
光
地
の
自
然
・
文
化
資
源
が
高
い
質
の

ま
ま
守
ら
れ
て
い
る
か

　

と
い
っ
た
こ
と
を
評
価
（
測
定
）
す
る
た

め
の
複
数
の
診
断
項
目
が
設
定
さ
れ
、
各
項

目
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
を
収
集
（
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
）
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
座
間
味
村
で
は
、「
観

光
客
ア
ン
ケ
ー
ト
」「
島
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」

「
観
光
資
源
調
査
」
の
３
種
の
調
査
を
通
じ
て

収
集
し
て
い
る
。

　

観
光
客
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
モ
バ
イ
ル
端

末
を
活
用
し
た
新
た
な
ア
ン
ケ
ー
ト
シ
ス
テ

ム
を
開
発
し
、
観
光
客
に
自
身
の
モ
バ
イ
ル

端
末
（
ス
マ
ホ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
）
を
使
っ
て

回
答
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
す
る
こ
と
を
可

能
と
し
て
い
る
。
こ
の
手
法
は
、
調
査
員
や
紙

調
査
票
か
ら
の
デ
ー
タ
入
力
が
必
要
な
い
こ

と
で
、
従
来
よ
り
も
格
段
に
コ
ス
ト
を
下
げ

る
こ
と
に
成
功
し
て
お
り
、
予
算
規
模
の
小

さ
な
同
村
に
お
い
て
も
「
持
続
可
能
に
」
継

続
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
点
が
特

徴
で
あ
る
。
現
在
で
は
年
間
に
約
２
０
０
０

人
の
回
答
が
あ
り
、
こ
の
座
間
味
方
式
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
他
観
光
地
で
も
取
り
入
れ
る

ケ
ー
ス
が
出
て
き
て
い
る
。

　

次
に
島
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
原
則
、
訪
問

に
よ
る
全
戸
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
て
い

る
。
全
戸
訪
問
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
島
民
か

ら
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
、
人
数
規
模
の
小

さ
な
島
の
中
で
「
意
見
を
聞
か
れ
た
／
聞
か

れ
て
い
な
い
」
な
ど
の
機
会
の
差
を
生
ま
な

い
よ
う
に
す
る
配
慮
で
あ
る
。
年
に
よ
っ
て

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
集
落
を
選
定
し
、
数
年

を
か
け
て
村
内
全
体
の
意
見
を
聴
取
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
観
光
資
源
調
査
は
、
観
光
施
設

／
園
地
・
展
望
台
／
海
岸
／
史
跡
・
名
所
／

集
落 

等
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
、
計
51
の
観
光

資
源
を
抽
出
し
、
現
地
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　

現
在
は
こ
れ
ら
の
調
査
を
継
続
し
て
実

施
し
つ
つ
、
フ
ェ
ー
ズ
３
に
お
け
る
、
収
集
し

た
デ
ー
タ
を
元
に
島
内
関
係
者
で
の
議
論
と

指
標
の
絞
り
込
み
を
行
う
準
備
を
進
め
て
い

る
。
Ｓ
Ｔ
Ｉ
を
形
だ
け
取
り
入
れ
て
も
、
そ

図４   観光地が健康であるための4側面

れ
は
地
域
の
持
続
可
能
な
姿
に
は
つ
な
が
ら

ず
、
観
光
地
づ
く
り
の
主
体
と
な
る
地
域
の

関
係
者
が
主
体
的
に
健
康
診
断
を
行
い
、
自

分
た
ち
の
地
域
の
長
所
・
短
所
を
見
つ
け
出

す
。
そ
の
上
で
目
指
す
観
光
地
に
向
け
て
具

体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
。
座
間
味
村
が
健
康
診
断
を
元
に
、

具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
ま
で
つ
な
げ
ら
れ
る

か
ど
う
か
、
ま
だ
確
た
る
こ
と
は
言
え
な
い

が
、
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
を
テ
ー
マ

に
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
と
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
双
方

が
機
能
し
て
い
る
今
、
物
事
が
う
ま
く
進
む

可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
感
じ
て
い
る
。
こ

こ
で
の
成
否
が
島
嶼
型
観
光
地
で
の
Ｓ
Ｔ
Ｉ

活
用
の
試
金
石
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
今
後
の

展
開
に
注
目
し
た
い
。（

な
か
じ
ま　

ゆ
た
か
）観光資源調査の様子

村内ワークショップの様子
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「
持
続
可
能
な
観
光
と
は
？
」
と
の
問
い
に

「
村
の
子
ど
も
た
ち
が
観
光
客
に
あ
り
が
と
う

と
思
え
る
状
態
。
そ
の
た
め
に
サ
ン
ゴ
を
守

り
続
け
る
。」
恩
納
村
漁
協
組
合
長
で
あ
る
山

城
正
已
氏
の
言
葉
に
迷
い
は
無
く
、
強
く
明

確
で
あ
っ
た
。

　

国
内
有
数
の
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
る
恩
納
村

は
、
沖
縄
本
島
の
ほ
ぼ
中
央
部
の
西
海
岸
に

位
置
す
る
人
口
約
１
万
１
０
０
０
人
の
村
で

あ
る
。
全
長
40
キ
ロ
に
も
及
ぶ
海
岸
線
は
全

域
が
沖
縄
海
岸
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、風
光
明
媚
な
自
然
景
観
、美
し
い
ビ
ー
チ
、

青
い
海
を
求
め
る
同
村
へ
の
来
訪
者
（
村
内

宿
泊
者
）
は
年
間
２
５
０
万
人
を
越
え
る
。
沖

縄
国
際
海
洋
博
覧
会
（
１
９
７
５
）
を
契
機

と
し
て
始
ま
っ
た
リ
ゾ
ー
ト
開
発
は
、
堅
調

に
推
移
す
る
沖
縄
観
光
の
後
押
し
を
受
け
、

今
も
な
お
ホ
テ
ル
の
新
増
築
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
等
、
意
欲
的
な
投
資
を
呼
び
込
ん
で
い
る
。

さ
ら
な
る
観
光
経
済
へ
の
期
待
が
高
ま
る
一

方
で
、
自
然
資
源
や
地
域
住
民
の
暮
ら
し
へ

の
影
響
を
懸
念
す
る
声
も
少
な
く
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
同
村
で
は
、
リ
ゾ
ー
ト
の

黎
明
期
か
ら
最
重
要
資
源
と
も
言
え
る
「
海

域
」
の
利
用
調
整
ル
ー
ル
の
策
定
に
行
政
を

は
じ
め
と
し
た
関
係
者
が
尽
力
し
、
観
光
に

よ
る
経
済
を
地
域
内
に
循
環
さ
せ
る
仕
組
み

を
つ
く
り
上
げ
て
き
た
。
ホ
テ
ル
、
観
光
関
連

事
業
者
、
漁
協
、
行
政
と
い
っ
た
多
様
な
関
係

者
が
テ
ー
ブ
ル
に
付
い
て
協
議
を
重
ね
、
村

全
体
で
観
光
に
取
り
組
ん
で
き
た
か
ら
こ
そ
、

国
内
で
も
指
折
り
の
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の

ブ
ラ
ン
ド
を
獲
得
し
維
持
で
き
て
き
た
と
言

え
よ
う
。
本
レ
ポ
ー
ト
で
は
こ
の
利
用
調
整

ル
ー
ル
の
現
状
に
加
え
、
持
続
可
能
な
観
光

の
実
現
に
向
け
た
同
村
漁
協
に
よ
る
具
体
的

な
取
り
組
み
事
例
（
サ
ン
ゴ
養
殖
の
観
光
活

用
）、
さ
ら
に
は
「
世
界
一
サ
ン
ゴ
に
や
さ
し
い

村
」
宣
言
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

沿
岸
域
の
利
用
調
整
ル
ー
ル

　

恩
納
村
沿
岸
域
の
利
用
調
整
ル
ー
ル
は
、

１
９
８
６
年
に
行
政
、
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
、
漁

協
等
の
利
害
関
係
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た

恩
納
村
海
面
利
用
調
整
協
議
会
に
よ
っ
て
検

討
・
合
意
さ
れ
た
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
で
あ
る
。

そ
の
後
、
利
用
形
態
や
環
境
の
変
化
に
応
じ

て
柔
軟
に
調
整
さ
れ
、
現
在
は
観
光
協
会
、
ダ

イ
ビ
ン
グ
協
会
、エ
コ
ツ
ア
ー
・
体
験
活
動
事

業
者
等
の
関
係
者
も
含
め
て
遵
守
、
運
用
さ

れ
て
い
る
。策
定
さ
れ
た
当
初
は
ま
さ
に
利
害

関
係
を
調
整
す
る
こ
と
を
目
的
と
さ
れ
た
が
、

陸
域
の
開
発
に
よ
る
赤
土
流
出
や
１
９
９
８

年
に
起
き
た
サ
ン
ゴ
の
大
規
模
白
化
と
い
っ

た
環
境
問
題
が
深
刻
化
す
る
に
従
い
、
関
係

者
の
意
識
は
重
要
な
観
光
資
源
で
あ
る
海
域

の
保
全
に
向
け
ら
れ
、
環
境
問
題
と
い
う
共

通
課
題
を
協
議
す
る
場
と
し
て
も
機
能
し
て

い
っ
た
。

　

利
用
調
整
ル
ー
ル
は
、
お
も
に
①
地
域
振

興
、
②
用
船
、
③
自
由
利
用
と
い
っ
た
３
要
素

か
ら
成
る
。
地
域
振
興
ル
ー
ル
と
は
、
リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
が
「
漁
業
振
興
金
」
を
「
恩
納
村
漁

業
振
興
基
金
」
に
拠
出
す
る
も
の
で
あ
る
。
基

金
は
決
し
て
漁
業
者
個
人
へ
の
迷
惑
料
な
ど

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
漁
業
・
地
域
振
興

の
た
め
の
人
材
育
成
、
各
種
養
殖
業
の
技
術

開
発
・
研
究
、
海
域
の
保
全
活
動
に
充
て
ら

れ
て
い
る
。
次
項
で
紹
介
す
る
サ
ン
ゴ
の
養

殖
は
、
ま
さ
に
こ
の
基
金
に
よ
る
継
続
的
な

資
金
援
助
が
高
度
な
養
殖
技
術
の
開
発
に
寄

与
し
た
と
言
え
よ
う
。
用
船
ル
ー
ル
は
、
ダ
イ

ビ
ン
グ
事
業
者
に
漁
業
者
の
用
船
を
義
務
付

け
た
も
の
で
あ
る
。同
村
に
訪
れ
る
ダ
イ
バ
ー

は
年
間
約
20
万
人
で
あ
り
、
用
船
契
約
を
し

て
い
る
漁
業
者
に
と
っ
て
重
要
な
収
入
源
と

な
っ
て
い
る
。
自
由
利
用
ル
ー
ル
は
、
漁
業
権

区
域
内
に
お
け
る
ダ
イ
ビ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
の

自
由
設
定
や
、
各
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
に
前
浜

の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ビ
ー
チ
的
な
利
用
を
認
め

た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
漁
業
者

が
船
長
を
務
め
る
た
め
に
、
漁
業
者
の
不
利

益
に
な
る
よ
う
な
利
用
に
は
な
ら
ず
、
現
場

で
の
利
用
調
整
が
担
保
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
修
学
旅
行
等
の
団
体
が

自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
際
の
用

船
や
、
も
ず
く
や
海
ぶ
ど
う
と
い
っ
た
水
産

物
の
ホ
テ
ル
へ
の
供
給
な
ど
、
村
内
に
お
い
て

観
光
経
済
を
循
環
さ
せ
る
一
定
の
仕
組
み
が

根
付
い
て
お
り
、
多
様
な
関
係
者
が
観
光
へ

の
理
解
を
示
す
土
壌
が
で
き
て
い
る
こ
と
が

同
村
の
強
み
で
あ
る
。

サ
ン
ゴ
養
殖
の
新
た
な
観
光
活
用

　

恩
納
村
の
サ
ン
ゴ
養
殖
技
術
と
実
績
は

間
違
い
な
く
そ
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
る
。

１
９
９
９
年
に
漁
協
内
に
サ
ン
ゴ
養
殖
研
究

株
式
会
社
サ
ス
チ
ュ
ア　

代
表
取
締
役　

山
岸 

豊

「
世
界
一
サ
ン
ゴ
に
や
さ
し
い
村
」を
目
指
す
恩
納
村

恩
納
村

ケ
ー
ス

7
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会
が
発
足
し
て
以
来
、
地
道
な
研
究
努
力
を

実
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
も
ず
く
や

海
ぶ
ど
う
の
養
殖
・
生
産
地
で
あ
り
、
養
殖

設
備
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
し
て
い
た
こ
と
も
大

き
な
要
因
で
あ
る
が
、
そ
の
ベ
ー
ス
に
あ
る
の

は
前
述
の
利
用
調
整
ル
ー
ル
に
よ
る
漁
業
振

興
基
金
を
漁
業
者
の
人
材
育
成
や
研
究
開
発

の
財
源
と
し
て
確
保
で
き
た
こ
と
が
大
き
い
。

つ
ま
り
、
観
光
経
済
を
循
環
さ
せ
る
仕
組
み

を
持
ち
得
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
と
も
言
え
る
。

　

サ
ン
ゴ
養
殖
は
前
例
が
無
く
、
ま
さ
に
手

探
り
の
状
態
で
始
め
ら
れ
た
。
サ
ン
ゴ
の
苗

を
取
り
付
け
る
基
台
や
食
害
を
防
ぐ
器
具
の

開
発
・
改
良
、
植
え
付
け
る
種
と
場
所
の
選

定
・
時
期
の
検
証
等
、
様
々
な
試
行
錯
誤
と

そ
の
結
果
の
デ
ー
タ
分
析
に
よ
っ
て
、
確
か
な

ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
答

え
の
一
つ
が
同
漁
協
が
開
発
し
た
「
ひ
び
建
て

方
式
に
よ
る
サ
ン
ゴ
養
殖
」
で
あ
る
。
こ
れ
は

海
底
に
打
ち
込
ん
だ
鉄
筋
の
上
約
50
㎝
の
と

こ
ろ
に
サ
ン
ゴ
の
基
台
を
取
り
付
け
る
も
の

で
、
海
底
か
ら
一
定
の
高
さ
を
確
保
で
き
る
こ

と
か
ら
、
オ
ニ
ヒ
ト
デ
や
レ
イ
シ
ガ
イ
ダ
マ
シ

の
食
害
に
も
遭
い
に
く
く
、
成
長
も
早
い
。
さ

ら
に
は
天
然
サ
ン
ゴ
に
比
べ
白
化
す
る
割
合

が
１
／
４
程
度
に
な
っ
た
。

　

当
初
サ
ン
ゴ
養
殖
は
、
大
規
模
白
化
で
ほ

ぼ
全
滅
し
た
サ
ン
ゴ
と
サ
ン
ゴ
礁
の
再
生
を

目
的
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
き
た
が
、
高
い

養
殖
技
術
を
獲
得
し
た
近
年
で
は
「
サ
ン
ゴ

養
殖
の
観
光
活
用
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
サ

ン
ゴ
養
殖
は
、
陸
上
の
養
殖
施
設
で
の
苗
作

り
に
始
ま
り
、
養
生
期
間
を
経
て
海
中
の
養

殖
場
に
移
さ
れ
る
。
３
〜
４
年
で
一
定
の
大
き

さ
に
成
長
し
た
サ
ン
ゴ
に
は
、
カ
ラ
フ
ル
な

魚
や
甲
殻
類
が
棲
み
込
み
、
ま
さ
に
サ
ン
ゴ

礁
生
態
系
を
再
現
し
た
景
観
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
サ
ン
ゴ
養
殖
に
よ
る
観
光
資
源
は
、

村
内
の
修
学
旅
行
の
受
け
入
れ
事
業
者
や
ダ

イ
ビ
ン
グ
事
業
者
ら
に
よ
っ
て
、
苗
作
り
体

験
や
サ
ン
ゴ
畑
の
観
察
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
／

ダ
イ
ビ
ン
グ
と
し
て
活
用
さ
れ
て
お
り
、
恩

納
村
を
訪
れ
る
来
訪
者
に
サ
ン
ゴ
を
よ
り
深

く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
貴
重
な
普
及
啓
発

の
機
会
と
も
な
っ
て
い
る
。

世
界
一サ
ン
ゴ
に
や
さ
し
い
村
へ

　

恩
納
村
は
２
０
１
８
年
７
月
に
「
世
界
一

サ
ン
ゴ
に
や
さ
し
い
村
」
を
宣
言
す
る
。
観
光 

リ
ゾ
ー
ト
先
進
地
と
し
て
常
に
開
発
と
保
全

の
狭
間
で
苦
悩
し
て
き
た
恩
納
村
だ
か
ら
こ

そ
辿
り
着
い
た
、
ま
さ
に
持
続
可
能
な
観
光

を
目
指
す
宣
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。リ
ゾ
ー

ト
開
発
に
楔
を
打
ち
込
ん
だ
恩
納
村
環
境
保

全
条
例
、
利
用
調
整
ル
ー
ル
、
そ
し
て
サ
ン

ゴ
養
殖
技
術
の
確
立
と
観
光
活
用
。
こ
れ
ら

は
観
光
の
拡
大
に
よ
っ
て
失
い
か
ね
な
い
自

然
資
源
と
地
域
の
暮
ら
し
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
守
る
た
め
の
防
衛
措
置
で
あ
っ
た
と
も
受

け
取
れ
、
同
宣
言
は
こ
れ
ま
で
の
様
々
な
取

り
組
み
に
共
通
の
ゴ
ー
ル
が
示
さ
れ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
あ
る
と
高
く
評
価
し
た
い
。

　

サ
ン
ゴ
は
言
う
ま
で
も
な
く
サ
ン
ゴ
礁
生

態
系
の
要
で
あ
り
、
恩
納
村
に
も
た
ら
さ
れ

る
全
て
の
水
産
・
観
光
資
源
の
両
方
を
支
え

る
生
物
で
あ
る
。
村
に
と
っ
て
最
も
大
切
な

生
物
で
あ
る
サ
ン
ゴ
は
、
地
球
温
暖
化
の
影

響
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
受
け
、
毎
夏
、
瀕
死
の
状

態
に
陥
っ
て
い
る
。

　

そ
の
サ
ン
ゴ
に
「
や
さ
し
い
村
」
を
目
指
す

と
い
う
。
村
役
場
で
は
、
全
課
を
横
断
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、各
課

で
担
え
る
「
サ
ン
ゴ
に
や
さ
し
い
」
施
策
の
洗

い
出
し
と
実
働
に
向
け
た
準
備
が
急
ピ
ッ
チ

で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
村
内
各
団
体
、

企
業
、
住
民
代
表
か
ら
構
成
さ
れ
る
地
域
づ

く
り
検
討
委
員
会
も
組
織
さ
れ
、
村
全
体
を

巻
き
込
ん
だ
推
進
体
制
も
整
え
ら
れ
た
。

　

目
指
す
の
は
「
世
界
一
」。
世
界
一
サ
ン
ゴ
に

や
さ
し
い
村
に
な
る
に
は
、
全
村
民
が
サ
ン
ゴ

を
知
り
、好
き
に
な
り
、や
さ
し
い
行
動
を「
日

常
化
」
で
き
る
か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
は
、
教

育
や
普
及
啓
発
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、一
歩

踏
み
込
ん
で
村
民
が
具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト
を

感
じ
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

あ
え
て
極
端
な
言
い
方
を
す
る
と
「
サ
ン
ゴ

に
や
さ
し
く
す
る
と
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
る
」

こ
と
を
実
感
し
て
も
ら
え
る
か
が
鍵
に
な
る
。

観
光
経
済
と
交
流
に
よ
る
恩
恵
を
、全
て
の
村

民
が
感
じ
た
時
こ
そ
「
世
界
一
サ
ン
ゴ
に
や
さ

し
い
村
」
が
誕
生
す
る
。
こ
れ
か
ら
の
恩
納
村

の
取
り
組
み
に
、
ぜ
ひ
と
も
注
目
頂
き
た
い
。
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僕
が
運
営
す
る
「
が
じ
ゅ
ま
る
自
然
学
校
」

の
母
体
で
あ
る
「
ホ
ー
ル
ア
ー
ス
自
然
学
校
」

は
、
１
９
９
８
年
か
ら
２
０
０
３
年
頃
に
か

け
て
沖
縄
県
が
取
り
組
む
自
然
体
験
活
動

指
導
者
養
成
事
業
に
関
わ
ら
せ
て
も
ら
っ

た
。
指
導
者
養
成
と
と
も
に
自
然
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
だ
と
聞
い
て

い
る
。
こ
こ
20
年
ほ
ど
の
間
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の

選
定
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
至
る
こ
と
を

全
県
的
に
や
っ
て
き
た
。
沖
縄
県
に
お
け
る

体
験
観
光
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
と
自
負

し
て
い
る
。

地
域
を
守
り
な
が
ら
利
用
し
、

育
て
て
い
き
た
い

　

僕
た
ち
に
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
観

点
か
ら
地
域
を
育
て
た
い
と
い
う
考
え
方
が

根
底
に
あ
る
。
い
ま
は
、
名
護
市
羽
地
に
拠

点
を
お
き
、
羽
地
エ
リ
ア
を
中
心
に
、
カ
ヤ
ッ

ク
を
し
た
り
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
し
た
り
す

る
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
が
じ
ゅ
ま
る
自
然
学
校
」
は
年
間
に

３
０
０
０
人
か
ら
４
０
０
０
人
程
度
の
来
訪

者
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
修
学
旅
行
が
中
心

な
の
で
、
毎
年
の
取
扱
者
数
に
は
ど
う
し
て

も
幅
が
で
て
し
ま
う
。
常
勤
の
ス
タ
ッ
フ
は

2
名
の
み
。
地
域
の
自
然
ガ
イ
ド
の
人
た
ち

が
集
ま
れ
る
よ
う
な
機
能
を
持
た
せ
た
い
と

考
え
て
い
る
。
事
業
と
し
て
は
、
な
か
な
か

黒
字
が
出
る
よ
う
な
モ
デ
ル
で
は
な
い
と
い

う
の
が
本
音
だ
。
沖
縄
県
の
北
部
エ
リ
ア
で

は
、
僕
ら
の
よ
う
に
企
業
体
と
し
て
活
動
し

て
い
る
団
体
は
少
な
い
。
個
人
事
業
主
と
し

て
ガ
イ
ド
を
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
媒

体
に
広
告
を
だ
し
て
個
人
客
を
集
め
る
と
い

う
モ
デ
ル
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
特
に
２
０
１
０

年
頃
か
ら
は
こ
の
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
た
。

こ
の
背
景
に
は
、リ
バ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ブ
ー

ム
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
き
っ
か
け

は
隣
の
大
宜
味
村
に
あ
る
「
タ
ー
滝
」
だ
。
夏

は
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
を
ガ
イ
ド
し
、
冬
は
タ
ー

滝
へ
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
案
内
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
年
間
通
じ
て
稼
げ
る
こ
と
が
見
通
せ

た
の
だ
と
思
う
。

　

広
告
に
「
タ
ー
滝
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」
を
銘

打
っ
た
商
品
に
火
が
つ
い
た
。し
か
し
フ
ィ
ー

ル
ド
名
が
表
に
出
た
こ
と
に
よ
っ
て
一
般
客

も
数
多
く
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
行
き
先

で
は
な
く
、
リ
バ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
題
材

に
し
て
、
そ
の
時
の
状
況
に
よ
っ
て
ガ
イ
ド

が
楽
し
み
方
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
く
べ
き

だ
っ
た
。
路
上
駐
車
が
増
え
て
地
元
住
民
に

迷
惑
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
膨
大
な
人

に
よ
っ
て
本
来
の
静
け
さ
が
失
わ
れ
た
。
滝

ま
で
の
河
床
を
歩
く
ア
プ
ロ
ー
チ
が
初
心
者

に
は
厳
し
い
ル
ー
ト
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
安
全
管
理
が
不
行
き
届
き
の
利
用
が
増

大
し
た
。
荒
天
時
に
は
事
故
も
お
き
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
う
け
て
地
元
行
政
は
対
応

策
を
う
ち
、
利
用
の
調
整
を
試
み
て
い
る
。

　

結
果
と
し
て
タ
ー
滝
へ
の
ル
ー
ト
が
悪
天

候
に
よ
っ
て
閉
鎖
さ
れ
る
と
、
僕
ら
の
地
元

で
あ
る
真
喜
屋
（
ま
き
や
）
に
も
人
が
訪
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
以
前
か
ら
訪

問
者
も
増
え
て
い
た
た
め
真
喜
屋
を
守
り
な

が
ら
利
用
し
て
い
こ
う
と
い
う
活
動
は
し
て

い
た
が
、
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
さ
ら

な
る
観
光
客
の
増
加
に
は
あ
せ
っ
た
。
具
体

的
に
は
、
真
喜
屋
を
利
用
す
る
事
業
者
が
集

ま
っ
て
「
保
全
利
用
協
定
」
を
締
結
し
よ
う

と
考
え
て
い
た
。
保
全
利
用
協
定
と
は
、
そ

の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
事
業

者
が
自
然
環
境
の
保
全
と
持
続
可
能
な
利
用

を
目
的
と
し
て
策
定
し
た
自
主
ル
ー
ル
を
沖

縄
県
知
事
が
認
定
す
る
と
い
う
も
の
で
、
沖

縄
振
興
特
別
措
置
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

事
業
者
同
士
で
作
る
自
主
ル
ー
ル
と
い
う
の

が
ポ
イ
ン
ト
だ
。
一
方
で
保
全
利
用
協
定
に

よ
っ
て
場
所
や
名
前
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
、

か
え
っ
て
人
が
集
ま
る
可
能
性
が
高
ま
る
の

で
は
な
い
か
と
不
安
も
感
じ
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
の
利
用
に

責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む

　

と
り
あ
え
ず
周
辺
の
ガ
イ
ド
を
集
め
て

「
真
喜
屋
の
滝
」
の
現
状
を
調
査
し
た
。
保
全

利
用
協
定
に
つ
い
て
も
話
し
つ
つ
、
現
状
を

シ
ェ
ア
し
よ
う
と
集
ま
っ
た
。
す
る
と
、
や
は

り
フ
ィ
ー
ル
ド
の
客
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

学
童
保
育
の
人
た
ち
を
よ
く
見
か
け
る
が
、

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
つ
け
て
お
ら
ず
安
全

面
で
課
題
が
あ
っ
た
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
に
穴

を
掘
っ
て
ト
イ
レ
に
し
た
り
と
か
し
て
い
た
。

溺
れ
か
け
た
子
供
を
助
け
た
ガ
イ
ド
も
い

た
。
そ
し
て
引
率
者
た
ち
が
そ
の
状
況
に
気

付
い
て
い
な
い
。
危
険
な
飛
び
込
み
も
見
か

け
た
。
入
り
口
部
分
の
空
き
地
で
の
車
の
止

め
方
も
よ
く
な
い
。
個
人
で
訪
れ
る
人
の
多

が
じ
ゅ
ま
る
自
然
学
校　

代
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小
林 

政
文

真
喜
屋
の
滝
の
保
全
と
利
用

真
喜
屋

ケ
ー
ス

8

170929_235特集3.indd   34 2017/10/02   午前10:31



35

特集
持続可能な観光
　事例報告　現場に学ぶ解決力3

第235号 October 2017

く
は
県
内
客
。
県
在
住
の
外
国
人
も
見
か
け

る
。
事
業
者
が
県
外
か
ら
の
観
光
客
を
連
れ

て
く
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

　

保
全
利
用
協
定
と
い
う
目
標
を
た
て
、
話

し
合
い
を
重
ね
る
う
ち
に
集
ま
る
事
業
者
は

徐
々
に
増
え
て
い
っ
た
。
そ
の
年
は
と
に
か

く
お
客
さ
ん
が
多
く
、
何
と
も
い
え
な
い
危

機
感
で
呼
び
掛
け
あ
っ
た
ら
す
ぐ
集
ま
っ
て

く
れ
た
。
ご
み
拾
い
活
動
も
し
た
。
現
場
で

フ
ィ
ー
ル
ド
の
使
い
方
を
話
し
合
っ
た
。
僕

ら
は
フ
ィ
ー
ル
ド
が
好
き
で
そ
こ
を
案
内
し

て
い
る
の
で
、変
化
に
は
す
ご
く
敏
感
に
な
っ

て
い
る
。
仕
事
場
で
も
あ
る
の
で
、
自
分
た

ち
の
た
め
に
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

　

保
全
利
用
協
定
を
目
指
す
た
め
に
、
地
元

の
真
喜
屋
区
に
説
明
し
に
行
っ
た
り
、
名
護

市
の
羽
地
支
所
を
訪
れ
た
り
も
し
た
。
僕
の

「
が
じ
ゅ
ま
る
自
然
学
校
」
は
真
喜
屋
区
に
対

し
て
利
用
者
数
に
応
じ
た
環
境
負
担
金
を
支

払
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
も
あ
っ
て

真
喜
屋
区
と
の
信
頼
関
係
が
で
き
て
い
た
こ

と
も
幸
い
だ
っ
た
。

　

あ
い
さ
つ
に
訪
れ
た
と
き
、
真
喜
屋
区
長

は
こ
こ
数
年
の
利
用
者
の
増
加
に
危
機
感
が

あ
る
と
言
っ
て
い
た
。
本
来
な
ら
ば
地
元
住

民
の
秘
密
の
場
所
と
し
て
、
ひ
っ
そ
り
と
た

た
ず
ん
で
い
て
ほ
し
か
っ
た
。
集
落
の
周
辺

を
猛
ス
ピ
ー
ド
で
走
っ
て
い
る
車
等
も
確
認

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
対
応
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
屎
尿
の
こ
と
も
気
に
し
て

お
り
、
き
れ
い
な
水
質
を
保
ち
た
い
、
と
い

う
話
だ
っ
た
。
真
喜
屋
区
の
役
員
の
方
た
ち

へ
の
説
明
の
場
で
は
看
板
設
置
や
道
の
整
備

な
ど
の
具
体
的
な
話
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
の

区
民
総
会
の
場
で
は
保
全
利
用
協
定
の
推

進
に
賛
同
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
た
だ
い

た
。
地
元
の
応
援
が
と
て
も
心
強
か
っ
た
。

　

名
護
市
に
も
相
談
に
行
っ
た
が
、
関
連
地

の
所
有
者
と
の
調
整
の
必
要
性
か
ら
、
具
体

的
な
進
展
は
な
か
っ
た
が
、
問
題
意
識
を
共

有
し
て
い
た
だ
け
る
担
当
に
で
あ
え
た
の
は

良
か
っ
た
。
た
だ
、
自
主
ル
ー
ル
が
保
全
利
用

協
定
と
し
て
県
知
事
認
定
を
受
け
る
に
は
、

地
元
へ
は
説
明
で
よ
い
が
、
地
権
者
の
同
意

が
必
要
に
な
る
。
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
認
定
を
受
け
な
い
ま
で

も
事
業
者
間
で
自
主
ル
ー
ル
を
徹
底
し
、
他

の
来
訪
者
に
も
遵
守
を
呼
び
掛
け
て
い
く
こ

と
に
し
た
。

　

事
業
者
は
、
増
え
て
い
る
。
ス
タ
ー
ト
時

点
で
は
６
社
だ
っ
た
が
、
い
ま
で
は
13
社
に

な
っ
た
。
こ
こ
を
利
用
し
て
い
る
ガ
イ
ド
に

声
を
掛
け
て
、
仲
間
に
な
る
よ
う
に
言
っ
て

い
る
。
同
意
と
い
う
か
、
み
ん
な
で
育
て
て
い

こ
う
と
い
う
文
脈
だ
。
み
ん
な
自
然
ガ
イ
ド

で
食
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド

は
い
く
つ
も
持
っ
て
い
て
、
そ
の
う
ち
の
一
つ

が
真
喜
屋
と
い
う
こ
と
だ
。

　

僕
た
ち
の
自
主
ル
ー
ル
を
ど
う
や
っ
て
一

般
の
人
に
発
信
し
て
い
く
か
を
考
え
、
ワ
ッ

ペ
ン
と
ル
ー
ル
の
書
か
れ
た
紙
を
常
に
持
ち

歩
く
こ
と
に
し
た
。
メ
ン
バ
ー
内
で
分
担
し

て
作
成
し
た
。
ル
ー
ル
の
骨
格
は
、
①
環
境

保
全
、
②
地
域
へ
の
配
慮
、
③
安
全
管
理
、
の

３
つ
だ
。
し
か
し
、一
般
客
に
こ
れ
ら
を
伝
え

る
の
に
は
苦
労
し
て
い
る
。
声
掛
け
が
辛
い

と
か
、
な
か
な
か
声
が
で
な
い
と
い
う
こ
と

も
聞
く
。
と
に
か
く
ル
ー
ル
の
根
拠
と
い
う

か
、
社
会
的
な
位
置
づ
け
が
不
明
瞭
だ
か
ら

だ
。
僕
ら
は
今
日
の
出
来
事
や
感
じ
た
こ
と

を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
し
て
共
有
し
て
い
る
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
協
働
の
意
識
を
も

ち
、お
互
い
に
め
げ
な
い
よ
う
に
励
ま
し
合
っ

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
事
業
者
が
地
域
貢
献
と
い
う

か
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
利
用
に
責
任
を
も
っ
て

持
続
可
能
な
観
光
に
取
り
組
む
こ
と
。
こ
う

い
う
こ
と
を
勝
手
に
や
っ
て
い
る
の
は
、
多

分
、
世
界
最
先
端
だ
よ
と
い
っ
て
い
る
。
俺
た

ち
は
プ
ロ
ガ
イ
ド
と
し
て
プ
ラ
イ
ド
を
も
っ

て
頑
張
ろ
う
と
話
し
て
い
る
。

　

動
機
は
地
域
貢
献
だ
が
、
僕
と
し
て
は
自

然
ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事
が
認
知
さ
れ
産
業
と

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も

僕
ら
の
業
界
は
自
分
た
ち
で
育
て
る
と
い
う

こ
と
を
強
く
意
識
し
て
い
る
。（
談
）

文
・
写
真
：
寺
崎
竜
雄

真喜屋の滝

自主ルールの内容
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国
連
世
界
観
光
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
が

定
め
た
「
持
続
可
能
な
観
光
国
際
年
」
を
機

に
、本
誌『
観
光
文
化
』の
テ
ー
マ
と
し
て「
持

続
可
能
な
観
光
」
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し

た
。「
短
期
的
な
経
済
的
利
益
よ
り
、
地
域
固

有
の
生
態
系
や
文
化
の
保
全
を
通
じ
て
長
期

的
な
経
済
的
利
益
に
つ
な
げ
る
べ
し
」
と
い

う
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
主
張
（
中
島
：
世
界
の
潮

流
）
は
ま
さ
に
時
宜
を
得
た
も
の
だ
。
石
森

（
座
談
会
）
が
触
れ
た
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
行

き
過
ぎ
た
観
光
振
興
に
対
し
て
デ
モ
が
行
わ

れ
て
い
る
」
と
い
う
現
象
に
対
し
、
観
光
に
よ

る
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
が
一
部
に
集
中
し
て
い

る
が
故
と
す
る
論
調
の
み
に
耳
を
傾
け
て
よ

い
の
だ
ろ
う
か
。
我
が
国
を
訪
れ
る
外
国
人

観
光
客
数
は
９
月
に
は
２
０
０
０
万
人
を
上

回
り
、
こ
の
勢
い
を
た
た
え
る
声
が
メ
デ
ィ

ア
を
賑に

ぎ

わ
せ
て
い
る
。一
方
で
、
負
の
イ
ン
パ

ク
ト
を
指
摘
す
る
声
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。

　

筆
者
ら
は
、
１
９
９
０
年
代
か
ら
研
究
目

線
と
実
践
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
持
続
可
能

な
観
光
に
向
き
合
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
20

年
も
前
に
石
森
が
主
張
し
た
「
観
光
革
命
・

観
光
ビ
ッ
グ
バ
ン
」（
例
え
ば
、
石
森
秀
三

（
１
９
９
７
）「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
観
光
ビ
ッ

グ
バ
ン
」『
月
刊
観
光
』
No
３
６
７
）
を
具
体

的
に
イ
メ
ー
ジ
し
、
そ
の
時
に
観
光
が
地
域

社
会
に
何
を
も
た
ら
す
の
か
と
い
う
こ
と
を

予
見
す
る
に
は
力
不
足
で
あ
っ
た
。
少
し
で

も
挽
回
す
べ
く
、
こ
の
特
集
テ
ー
マ
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
よ
う
と
考
え
た
。

　

さ
て
、
企
画
に
あ
た
り
、
持
続
可
能
な
観

光
の
定
義
や
概
念
、
そ
の
背
景
を
め
ぐ
る
理

論
の
応
酬
は
避
け
よ
う
と
思
っ
た
。
定
義
や

経
緯
が
無
意
味
な
の
で
は
な
く
、
議
論
の
場

を
机
上
よ
り
現
場
に
置
き
た
か
っ
た
。
具
体

の
出
来
事
を
伝
え
ら
れ
れ
ば
、
持
続
可
能
と

い
う
表
現
の
意
味
合
い
や
重
要
性
は
誰
も
が

直
感
的
に
理
解
し
得
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ

て
、
特
集
記
事
を
こ
こ
ま
で
読
み
進
め
ら
れ

れ
ば
本
号
の
趣
旨
を
果
た
し
た
こ
と
に
な
る

の
だ
が
、
こ
の
「
視
座
」
に
は
総
括
の
役
割
も

あ
る
の
で
、
各
論
を
引
き
な
が
ら
し
ば
し
自

説
の
展
開
を
試
み
た
い
。

持
続
可
能
性
を
拒
む
も
の

　

最
初
に
、各
ケ
ー
ス
に
書
か
れ
て
い
る
「
観

光
の
持
続
可
能
性
を
拒
む
行
為
や
現
象
（
イ

ン
パ
ク
ト
）」、「
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
る
客

体
」、「
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
要
因
」
を

積
み
上
げ
る
作
業
を
通
し
て
「
持
続
可
能
な

観
光
」
が
直
面
す
る
課
題
を
考
察
す
る
。
表

１
は
、「
客
体
」
と
「
要
因
」
を
分
類
軸
と
し

て
作
っ
た
セ
ル
に
、「
イ
ン
パ
ク
ト
」
を
配
置

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
る
客
体
は

・	「
観
光
資
源
（
自
然
・
人
文
）」

・	「
利
用
者
・
来
訪
者
」

・	「
地
場
産
業
」

・	「
住
民
の
暮
ら
し
」

に
分
類
し
た
。
中
島
（
ケ
ー
ス
６
）
が
座
間

味
村
で
の
実
践
と
し
て
同
様
な
分
類
を
紹
介

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
筆
者
ら
に
よ
る
諸
研

究
（
例
え
ば
、
奥
日
光
を
ケ
ー
ス
と
し
た
持

続
可
能
性
指
標
を
活
用
し
た
観
光
地
管
理

に
関
す
る
実
践
的
研
究
）
に
倣
っ
た
も
の
で
、

我
が
国
で
の
持
続
可
能
な
観
光
を
考
え
る
軸

と
し
て
積
み
上
げ
て
き
た
論
で
あ
る
。

　

ま
た
、
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
要
因
は

次
の
よ
う
に
区
分
し
た
。

・	「
過
剰
利
用
（
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
）
や
利
用

量
の
増
大
」
に
起
因
す
る
こ
と

・	「
利
用
者
の
無
知
や
無
理
解
」
に
起
因
す
る

こ
と

・	「
観
光
地
の
開
発
や
整
備
」
に
起
因
す
る	

こ
と

過
剰
利
用
や
利
用
量
の
増
大
に
起
因
す
る

イ
ン
パ
ク
ト

　

秋
葉
（
ケ
ー
ス
１
）
は
観
光
利
用
が
拡
大

す
る
過
程
で
起
き
得
る
こ
と
と
し
て
、
野
生

動
物
の
軋あ

つ

轢れ
き

、
山
岳
地
域
の
し
尿
問
題
、
脆ぜ

い

「持続可能」を考える
理事・観光地域研究部長　寺崎 竜雄
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弱じ
ゃ
く

な
自
然
地
帯
に
お
け
る
植
生
の
破
壊
、
利

用
の
集
中
に
よ
る
混
雑
や
渋
滞
な
ど
を
挙

げ
、
こ
れ
ら
は
「
過
剰
利
用
（
オ
ー
バ
ー
ユ
ー

ス
）
や
利
用
量
の
増
大
」
に
起
因
す
る
も
の

だ
と
述
べ
て
い
る
。

　

斎
場
御
嶽
（
ケ
ー
ス
５
）
の
石
畳
の
磨
耗

は
、「
過
剰
利
用
」
に
起
因
す
る
「
観
光
資
源

（
自
然
・
人
文
）」
が
受
け
る
イ
ン
パ
ク
ト
で

あ
る
。
座
間
味
村
（
ケ
ー
ス
６
）
に
お
け
る

無
秩
序
な
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や
ダ
イ

ビ
ン
グ
が
ク
ジ
ラ
や
サ
ン
ゴ
の
生
態
を
傷
つ

け
る
と
い
う
状
況
も
「
利
用
量
」
に
関
連
す

る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
資
源
の
損
壊
に
よ
り

資
源
の
観
光
魅
力
が
低
減
し
、
利
用
者
の
満

足
度
と
と
も
に
誘
客
力
を
損
な
う
。

　
「
利
用
量
」
が
「
利
用
者
・
来
訪
者
」
に
及

ぼ
す
イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て
は
、
渋
滞
や
混
雑

が
分
か
り
や
す
い
例
だ
ろ
う
。
ま
た
、
過
剰

利
用
に
よ
り
本
来
の
静
け
さ
が
失
せ
る
と
い

う
状
況
（
真
喜
屋
：
ケ
ー
ス
８
）
も
利
用
の

満
足
度
を
阻
害
す
る
。
利
用
者
が
感
じ
る
混

雑
感
を
も
と
に
し
て
環
境
収
容
力
（
キ
ャ
リ

ン
グ
・
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
を
決
め
よ
う
と
す

る
研
究
が
あ
る
よ
う
に
、
利
用
環
境
が
観
光

資
源
の
観
光
経
済
価
値
を
大
き
く
左
右
す

る
の
で
あ
る
。

　

山
岸
（
ケ
ー
ス
７
）
は
恩
納
村
沿
岸
域
の

利
用
調
整
ル
ー
ル
を
好
例
と
し
て
紹
介
す
る

が
、
逆
説
的
に
、
海
域
の
無
秩
序
な
観
光
利

用
は
漁
業
者
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
が

容
易
に
想
像
で
き
る
。「
過
剰
利
用
」
が
「
地

場
産
業
」
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

も
た
ら
す
例
で
あ
る
。
今
回
の
報
告
に
は
な

い
が
、
田
園
景
観
を
楽
し
み
に
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
る
北
海
道
の
「
美
瑛
の
丘
」
で
は
、

写
真
撮
影
の
た
め
に
い
わ
ゆ
る
土
足
で
畑
の

中
に
立
ち
入
る
と
い
う
迷
惑
行
為
が
後
を
絶

た
な
い
と
聞
く
（
写
真
1
参
照
）。「
利
用
量
」

の
増
加
に
よ
り
、
観
光
行
動
が
負
の
方
向
に

多
様
化
し
た
こ
と
も
一
因
だ
ろ
う
。

表1  この特集で報告された実例をもとにした観光の持続可能性を拒む行為や現象（インパクト）
インパクトをもたらす

要因
インパクトを
受ける客体

過剰利用（オーバーユース）や
利用量の増大に起因すること

利用者の無知や無理解に
起因すること

観光地の開発や整備に
起因すること

観光資源（自然・人文） ・野生動物との軋轢（知床）
・山岳地域のし尿問題（知床）
・脆弱な高山帯や湿地などにおける
植生の破壊（知床）
・踏圧による石畳の摩耗（斎場御嶽）
・クジラの生態への悪影響（座間味）
・サンゴなど海中環境への悪影響
（座間味）

・ごみの散乱（真喜屋）
・し尿による水質悪化（真喜屋）

・陸域開発時の赤土流出による
サンゴ被害（恩納村）
・必然性のない施設誘致による
本来魅力の喪失（一般）

利用者・来訪者 ・混雑や渋滞（知床）
・本来の静けさの消失（真喜屋）
・予約が難しくなる（一般）

・優れた自然の造形の未認識による
感動の低減（奥入瀬）
・荒天時の事故（真喜屋）
・危険行為による事故（真喜屋）
・観光客による喧噪（北アルプス）

・ヒグマとの遭遇による危険（知
床）
・ヒグマとの遭遇懸念による利用
禁止（知床）

地場産業 ・漁業への悪影響（恩納村 ・農業者の作業場への立ち入り（一
般）

・観光収入の他地域への流出（ニ
セコ）

住民の暮らし ・渋滞による緊急車両の通行困難（斎
場御嶽）
・路上駐車による近隣住民への迷惑
（真喜屋）
・地元住民が大切にしてきた場所の
利用（真喜屋）

・香炉への乗り上がり（斎場御嶽）
・ウタキへの入り込み（久高島）
・水着姿で集落内を歩くことによる風
紀の乱れ（久高島）

（注）複数のセルに関わる「行為や現象（インパクト）」は最も関連が深いと考えるところに配置した。

写真1　美瑛の丘の畑に立てられた注意喚起の看板
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観
光
地
の
開
発
や
整
備
に
起
因
す
る

イ
ン
パ
ク
ト

　

知
床
（
ケ
ー
ス
１
）
は
、
計
画
的
に
ヒ
グ

マ
リ
ス
ク
を
抑
え
て
、
利
用
者
の
安
全
と
利

用
機
会
の
確
保
、
加
え
て
地
元
の
経
済
活
動

の
安
定
化
を
創
出
し
た
好
例
で
あ
る
。
逆
に
、

た
と
い
う
。
あ
る
人
か
ら
は
「
私
た
ち
の
暮

ら
し
ぶ
り
を
見
た
観
光
客
が
投
げ
か
け
た
心

な
い
言
葉
が
忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と

も
聞
い
た
。
心
の
傷
は
回
復
す
る
の
だ
ろ
う

か
。
観
光
は
脅
威
に
も
な
る
。

　

河
井
（
ケ
ー
ス
２
）
は
奥
入
瀬
を
訪
れ
る

利
用
者
の
様
子
を
「
歩
道
沿
い
に
展
示
さ
れ

て
い
る
あ
ま
た
の
自
然
造
形
美
と
じ
っ
く
り

向
き
あ
っ
て
く
れ
る
ビ
ジ
タ
ー
は
少
な
い
」

と
表
現
し
、
地
域
の
本
質
を
楽
し
ん
で
い
な

い
と
い
う
。
教
養
と
し
て
の
情
報
が
足
り
な

い
た
め
に
、
本
来
は
享
受
で
き
る
は
ず
の
旅

の
楽
し
み
が
十
分
に
得
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
で

あ
る
。

　

沖
縄
で
は
観
光
客
に
水
着
姿
で
集
落
内
を

歩
く
行
為
（
久
高
島
：
ケ
ー
ス
５
）
を
慎
む

よ
う
促
し
た
張
り
紙
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
旅
先
の
全
て
が
観
光
地

だ
と
認
識
す
る
利
用
者
の
無
頓
着
さ
に
よ
る

こ
と
だ
と
思
う
が
、
暮
ら
し
の
安
心
感
を
直

撃
す
る
行
為
に
違
い
な
い
。
信
仰
の
対
象
と

し
て
い
る
場
所
へ
の
入
り
込
み
や
、
神
事
へ

の
無
配
慮
（
久
高
島
）
は
、マ
ナ
ー
違
反
で
は

済
ま
さ
れ
な
い
暴
挙
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、
旅
行
中
に
見
た
沖
縄
県
波
照
間

島
の
集
落
内
の
商
店
の
入
り
口
に
貼
ら
れ
た

「
波
照
間
島
内
の
人
々
に
と
っ
て
は
大
切
な

生
活
の
場
所
に
な
っ
て
い
る
の
を
忘
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
（
写
真
2
参
照
）」
と
い
う
言
葉

に
愕
然
と
し
た
こ
と
が
あ
る
。
先
に
紹
介
し

た
美
瑛
で
は
、
カ
メ
ラ
の
フ
レ
ー
ム
の
中
で

作
業
す
る
農
業
者
に
対
し
て
、
そ
こ
か
ら
立

ち
去
る
よ
う
に
声
を
荒
ら
げ
た
来
訪
者
が
い

　

近
年
で
は
特
徴
的
な
生
活
文

化
に
触
れ
る
た
め
に
、
住
民
の

生
活
域
や
そ
の
近
く
に
ま
で
観

光
客
が
入
り
込
む
こ
と
が
頻
繁

に
な
っ
た
。「
観
光
地
で
は
な
い
か
ら
来
ら
れ

て
も
困
る（
青
山
：
座
談
会
）」
と
い
う
声
は
、

「
住
民
の
暮
ら
し
」
に
関
わ
る
切
実
な
不
安

を
訴
え
た
も
の
だ
。
利
用
者
が
起
こ
す
渋
滞

が
住
民
の
日
常
生
活
を
不
便
に
す
る
ケ
ー
ス

〔
斎
場
御
嶽
、
真
喜
屋
〕
は
分
か
り
や
す
い
。

地
元
の
人
た
ち
が
大
切
な
も
の
と
し
て
残
し

て
お
き
た
か
っ
た
場
所
に
大
量
の
観
光
客
が

入
り
込
む
〔
真
喜
屋
〕
と
い
う
状
況
は
、「
ふ

る
さ
と
性
」
を
阻
害
す
る
重
大
な
イ
ン
パ
ク

ト
で
あ
る
。

利
用
者
の
無
知
や
無
理
解
に
起
因
す
る

イ
ン
パ
ク
ト

　

小
林
（
ケ
ー
ス
８
）
が
報
告
す
る
ご
み
の	

ポ
イ
捨
て
や
ト
イ
レ
問
題
は
利
用
者
の
マ

ナ
ー
に
関
わ
る
こ
と
だ
。
悪
意
の
あ
る
も
の

も
あ
れ
ば
、
単
に
無
知
で
あ
る
が
故
と
い
う

こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
水
難
事
故
の
発
生
は
、

観
光
情
報
に
加
え
て
、
安
全
管
理
に
関
わ
る

情
報
の
不
足
、
リ
ス
ク
管
理
の
無
理
解
に
起

因
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
「
観
光
資

源
」「
利
用
者
」
が
受
け
る
イ
ン
パ
ク
ト
と
し

て
整
理
で
き
る
。

写真2　波照間島の商店の入口に貼ってあった「観光客へのお願い」
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（
青
山
：
座
談
会
）
が
指
摘
す
る
「
必
然
性
の

な
い
施
設
の
誘
致
に
よ
り
本
来
の
魅
力
を
失

い
空
間
を
台
無
し
に
す
る
」
と
い
う
状
況
を

招
い
た
要
因
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
れ
ば
よ
い

だ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
独
特
の
歴
史
や
生
活
文
化
に
根

差
し
た
景
観
を
観
光
魅
力
と
し
て
保
全
し
つ

つ
、
観
光
的
な
演
出
に
よ
っ
て
賑
わ
う
観
光

地
が
あ
る
と
す
る
。
来
訪
者
の
増
大
に
よ
っ

て
産
業
構
造
が
劇
的
に
変
わ
り
、
地
域
振
興

と
い
う
面
で
の
評
価
は
高
い
。
し
か
し
、
長
い

時
を
か
け
て
積
み
上
げ
、
受
け
継
が
れ
て
き

た
こ
と
や
も
の
、
暮
ら
し
ぶ
り
が
受
動
的
に
、

不
可
逆
的
に
変
容
し
た
。
こ
れ
も
こ
の
地
の

歴
史
と
な
る
の
だ
が
、
こ
の
変
革
は
１
０
０

年
後
に
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
だ
ろ	

う
か
。

　

二
神
（『
観
光
文
化
』
２
１
６
号
）
は
Ｕ
Ｎ

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
よ
る
「
観
光
の
持
続
可
能
な
発
展
」

の
定
義
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

⑴
環
境
資
源
の
最
適
な
利
用

⑵
ホ
ス
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
社
会
文
化
的
真

正
性
の
尊
重

⑶
長
期
的
経
済
活
動
の
保
証

い
た
る
と
こ
ろ
で
直
面
し
得
る
持
続
可
能
性

を
阻
害
す
る
脅
威
を
想
定
し
つ
つ
、
非
常
に

簡
潔
に
表
現
し
て
い
る
。
我
が
国
で
は
と
か

く
「
環
境
資
源
」
と
「
経
済
活
動
」
に
着
目
し

が
ち
（
あ
く
ま
で
も
日
頃
感
じ
て
い
る
印
象

に
す
ぎ
な
い
が
）
で
あ
る
こ
と
に
対
し
、「
ホ

ス
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
社
会
文
化
的
真
正
性

の
尊
重
」
と
い
う
主
張
は
、
な
い
が
し
ろ
に
し

が
ち
な
課
題
を
見
事
に
突
い
て
い
る
。
た
く

ま
し
い
想
像
力
で
「
社
会
文
化
的
真
正
性
」

の
概
念
を
考
え
観
光
地
の
開
発
と
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

持
続
可
能
性
に
ど
う
向
き
合
う
か

ル
ー
ル
に
よ
る
利
用
者
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　

持
続
可
能
性
を
妨
げ
よ
う
と
す
る
イ
ン	

パ
ク
ト
へ
の
備
え
と
し
て
、「
利
用
（
量
お
よ

び
無
知
や
無
理
解
）」
に
起
因
す
る
こ
と
に
は

「
利
用
の
ル
ー
ル
」
で
対
応
す
る
ケ
ー
ス
が
普

及
し
て
き
た
。

　
「
法
律
」
と
い
う
枠
組
み
を
利
用
し
た
例
と

し
て
「
知
床
五
湖
利
用
調
整
地
区
制
度
」
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
（
ケ
ー
ス
１
）。
こ
れ
は
自

然
公
園
法
（
２
０
０
３
年
に
改
正
、
施
行
）
に

よ
る
制
度
で
あ
り
、
現
在
は
吉
野
熊
野
国
立

公
園
の
「
西
大
台
利
用
調
整
地
区
」
と
合
わ

せ
全
国
の
２
カ
所
で
運
用
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
立
ち
入
り
を
強
制
的
に
抑
制
で
き

る
法
律
と
し
て
、
他
に
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
法
」
が
あ
り
、
特
定
自
然
観
光
資
源
の
指

定
に
よ
り
「
特
定
行
為
の
制
限
」
や
「
立
入

制
限
」
を
実
施
可
能
と
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
の
重
要
な
概
念
は
、「
順
応
的
管

理
」
と
「
協
働
型
管
理
」
だ
ろ
う
。
秋
葉
は
知

床
で
の
制
度
運
用
の
ポ
リ
シ
ー
と
し
て
両
者

を
解
説
し
て
い
る
。
順
応
的
管
理
に
欠
か
せ

な
い
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
枠
組
み
と
し
て
「
持

続
可
能
性
指
標
（
Ｓ
Ｔ
Ｉ
）」（
ケ
ー
ス
６
）
は

各
地
に
広
ま
っ
て
ほ
し
い
。
こ
の
要
所
は
関

係
者
の
連
携
体
に
よ
る
状
態
監
視
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
縦
割
り
廃
止
と

い
う
点
に
あ
る
。

　
「
恩
納
村
の
沿
岸
域
の
利
用
調
整
ル
ー
ル
」

は
協
働
型
管
理
と
い
う
面
に
お
い
て
も
非
常

に
優
れ
た
ル
ー
ル
で
あ
る
。
ル
ー
ル
策
定
に

向
け
た
過
程
に
は
利
害
調
整
上
の
困
難
が
伴

う
場
合
が
多
く
、
今
回
の
レ
ポ
ー
ト
に
は
書

き
き
れ
な
い
事
柄
も
多
い
に
違
い
な
い
が
、

ホ
テ
ル
、
観
光
関
連
事
業
者
、
漁
協
、
行
政
の

連
携
は
実
に
優
れ
た
枠
組
み
だ
。

　

沖
縄
県
限
定
の
仕
組
み
だ
が
、
沖
縄
振

興
特
別
措
置
法
（
２
０
０
２
年
施
行
）
に

基
づ
く
保
全
利
用
協
定
に
注
目
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
対
象
地
で
活
動
す
る
事
業

者
が
協
調
し
て
自
主
的
に
策
定
す
る
ル
ー

ル
を
「
保
全
利
用
協
定
」
と
し
、
そ
の
内

容
が
適
当
で
あ
れ
ば
県
知
事
が
認
定
す

る
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
小
林
（
ケ
ー
ス

８
）
は
、
事
業
者
の
取
り
ま
と
め
役
と
し

て
自
発
的
に
こ
の
枠
組
み
を
利
用
し
て
持

続
可
能
な
観
光
に
取
り
組
も
う
と
し
て	

い
る
。

　

座
間
味
村
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会

に
よ
る
ル
ー
ル
や
、
座
間
味
村
ダ
イ
ビ
ン
グ

協
会
の
ル
ー
ル
も
ま
た
事
業
者
の
連
携
体
が

作
り
上
げ
た
ル
ー
ル
で
あ
る
（
ケ
ー
ス
６
）。

い
ず
れ
も
関
係
者
の
相
互
監
視
を
も
と
に

ル
ー
ル
の
効
力
を
発
揮
し
よ
う
と
す
る
い
わ

ゆ
る
自
主
ル
ー
ル
で
あ
る
。

　

筆
者
は
こ
の
よ
う
な
事
業
者
の
連
携
体

に
よ
る
自
主
ル
ー
ル
を
含
め
、
守
ろ
う
と
す

る
特
定
の
資
源
や
エ
リ
ア
ご
と
に
策
定
し
運

用
す
る
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
に
注
目
し
て
い
る
。

強
制
力
を
疑
問
視
す
る
意
見
も
耳
に
す
る

が
、
当
事
者
の
強
い
責
任
感
を
伴
う
問
題
解

決
手
段
と
し
て
意
義
深
い
。

　

と
こ
ろ
で
喜
瀬
（
ケ
ー
ス
５
）
は
ロ
ー
カ

ル
ル
ー
ル
に
関
わ
る
基
礎
自
治
体
の
役
割
に

つ
い
て
「
市
と
い
う
マ
ク
ロ
な
も
の
が
管
理

す
る
と
多
様
な
考
え
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ

り
、
ど
う
し
て
も
漠
然
と
し
て
し
ま
う
」
と

い
う
。「
対
象
資
源
と
の
距
離
が
近
い
行
政
区

レ
ベ
ル
で
の
対
応
が
望
ま
し
い
」
と
し
、
そ
こ

で
定
め
る
決
ま
り
事
を
「
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ル
ー

ル
」
と
表
現
す
る
。
そ
し
て
、
地
域
住
民
に
よ

る
資
源
管
理
に
つ
な
げ
る
た
め
に
こ
の
場
所

で
生
活
で
き
る
条
件
を
整
え
、
自
治
力
を
鍛
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れ
る
地
域
の
伝
統
芸
能
や
祭
り
に
対
し
、
観

光
対
象
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
担
い

手
を
育
て
て
い
く
と
い
う
例
を
見
て
き
た
。

積
極
的
な
観
光
活
用
に
よ
る
広
義
の
資
源
管

理
と
い
う
面
に
も
さ
ら
に
光
を
当
て
た
い
も	

の
だ
。

持
続
可
能
な
観
光
の
姿

　

本
誌
の
座
談
会
で
は
「
旅
人
」
目
線
に
よ

る
持
続
可
能
性
を
考
え
て
み
た
か
っ
た
。
斉

藤
は
、「
自
分
で
決
め
る
旅
の
醍
醐
味
と
そ
の

裏
腹
の
自
己
責
任
、
そ
し
て
そ
の
旅
の
実
現

こ
そ
が
、
人
間
の
成
長
を
促
し
、
人
の
旅
を

持
続
可
能
な
も
の
に
す
る
」
と
言
っ
た
。

　

青
山
は
、「
人
と
の
触
れ
合
い
こ
そ
が
旅
の

面
白
さ
で
あ
り
、
こ
の
実
現
に
は
、
訪
れ
る

人
の
気
遣
い
が
大
切
だ
と
し
、
さ
ら
に
迎
え

入
れ
る
側
が
信
念
や
ポ
リ
シ
ー
を
持
っ
て
対

応
す
れ
ば
来
訪
者
は
お
の
ず
と
敬
意
を
も
っ

て
楽
し
ん
で
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
。

　

石
森
は
「
観
光
は
ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト
の
双

方
を
幸
せ
に
し
て
地
域
活
性
化
に
貢
献
で
き

る
営
み
」
で
あ
り
「
人
育
て
こ
そ
が
持
続
可

能
な
観
光
に
必
要
だ
」
と
い
う
。

　

持
続
可
能
な
観
光
の
姿
を
、
河
井
は
「
そ

れ
ぞ
れ
思
う
ま
ま
に
豊
か
な
時
間
を
味
わ
っ

て
い
る
」
と
表
現
し
た
。
加
藤
は
「
自
然
環
境

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
広
義
の
資
源
管
理
」

と
し
て
捉
え
、
基
礎
自
治
体
に
そ
の
役
割
を

期
待
し
た
い
。

啓
発
型
の
管
理

　

曽
我
（
ケ
ー
ス
４
）
は
、
綾
町
の
照
葉
樹

林
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
活
用
し
て
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
に
結
び
つ
け
た
取
り
組
み

を
書
い
て
い
る
。「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
へ

の
登
録
に
よ
っ
て
人
間
社
会
と
自
然
と
の
共

生
を
目
指
す
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
世
界
が
注

目
し
、
認
知
度
も
高
ま
っ
た
」
と
い
う
。
河
井

（
ケ
ー
ス
２
）
は
、「
地
域
の
本
質
を
継
続
的

に
楽
し
ん
で
く
れ
る
タ
イ
プ
の
ビ
ジ
タ
ー
を

増
や
す
こ
と
に
主
眼
を
置
く
べ
き
」
だ
と
し
、

「
自
然
情
報
を
集
積
・
整
理
し
、そ
れ
を
活
用
・

提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
が
重
要
」
だ
と
主
張
す

る
。
こ
れ
ら
は
利
用
者
の
行
動
を
抑
制
的
に

扱
う
の
で
は
な
く
、
啓
発
や
啓
蒙
に
よ
っ
て

優
れ
た
利
用
環
境
や
、
管
理
運
営
手
法
を
作

ろ
う
と
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

加
藤
（
ケ
ー
ス
３
）
は
「
生な

り

業わ
い

と
観
光
は

保
全
と
開
発
と
い
う
対
立
に
は
な
ら
ず
、
生

業
活
動
の
基
盤
と
な
る
環
境
保
全
へ
の
知

恵
、
技
術
、
倫
理
観
（
海
女
文
化
）
を
観
光
に

取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
光
が
生
業
の

維
持
管
理
に
役
立
つ
」と
い
う
。
筆
者
は
こ
れ

ま
で
に
後
継
者
不
足
に
よ
り
継
承
が
危
ぶ
ま

え
て
い
く
こ
と
が
基
礎
自
治
体

の
役
目
だ
と
主
張
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は

「
観
光
資
源
」「
利
用
者
・
来
訪

者
」「
地
場
産
業
」「
住
民
の
暮
ら
し
」
の
状

態
を
総
合
的
に
把
握
し
対
処
し
よ
う
と
す
る

へ
の
感
謝
や
畏
怖
と
い
う
精
神
性
を
維
持
す

る
こ
と
」
だ
と
い
う
。

　

そ
し
て
斉
藤
は
「
旅
を
続
け
て
い
る
の
は

旅
は
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
か
ら
で
、
そ
れ

は
人
生
も
同
じ
。
だ
か
ら
旅
は
行
く
価
値
が

あ
る
」
と
語
る
。

　
「
よ
き
旅
人
」
で
あ
る
こ
と
こ
そ
持
続	

可
能
な
観
光
を
実
現
す
る
根
源
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

よ
り
よ
い
観
光
の
場
と
機
会
を
創
る
た
め

に
、
今
後
も
一
つ
一
つ
の
現
場
の
具
体
的
な
問

題
解
決
行
動
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

（
て
ら
さ
き　

た
つ
お
）

小笠原村発行の「小笠原ルールブック」。村内の14の利用のルールや制度を紹介している。
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注1）基調講演はMr.Bob Harayda
氏（Senior Vice Presidents＆
CFO,Marina Bay Sands Pte 
Ltd）により、“Prospect and 
Issue of Integrated Resort 
Development: Experience 
of the Sands Group”という
テーマでおこなわれた。

注2）APTAの発表によると、ポスター
セッションも含めた論文の採択
数は79.5％とのことである。採
択された論文の発表要旨は
http://apta.asia/wp/wp-
content/uploads/2017/09
/APTA2017_ABSTRACT_P
ROCEEDINGS.pdfで見ること
ができる。

注3）次年度はフィリピンのボラカイ
島での開催が予定されている。

ACCESS FOR ALL? BEACH ACCESS AND EQUITY IN THE DETROIT METROPOLITAN AREA

EFFECT OF FRANCHISING ON INDUSTRY COMPETITION: THE MODERATING ROLE OF THE HOSPITALITY INDUSTRY

HYBRID REVENUE FORECASTING SYSTEM FOR INTERNATIONAL HOTELS

A STUDY ON THE ASSESSING MODEL OF POTENTIAL FOR ORGANIC AGRITOURISM DEVEROPMENT

TOURISM DEVELOPMENT AND REGIONAL PRODUCTIVITY EFFICIENCY: EVIDENCE FROM SOUTHWESTERN CHINA

THE MEASURE AND DETERMINANTS OF TOUR GUIDES’ ETHICAL BEHAVIOR: AN EMPIRICAL STUDY IN MAINLAND CHINA 

UNDERSTANDING THE DECREASING TREND OF INTERNATIONAL ARRIVALS TO CHINA BY SEGMENTING TOURISTS:
THE CASE OF QUEENSLAND RESIDENTS 

HOTEL EMPLOYEE WORK VALUES IN INDONESIA

THE EFFECT OF MONETARY AND NONMONETARY PROMOTION ON CONSUMER PERCEPTIONS

ASYMMETRIC TOURIST RESPONSES TO EXCHANGE RATE UNCERTAINRY: 
NEW EVIDENCE FROM INBOUND TOURIST FLOWS IN SOUTH KOREA

世
界
的
な
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。
ま

た
、
活
き
活
き
と
発
表
を
し
て
い
る
研
究
者

が
多
く
、
質
疑
応
答
に
お
い
て
も
、
参
加
者

と
発
表
者
が
一
体
と
な
っ
て
活
発
な
議
論
が

展
開
さ
れ
て
い
る
点
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　
発
表
論
文
の
中
か
ら
最
も
優
れ
た
研
究
に

贈
ら
れ
るT

he B
est P

aper A
w
ard

に
は
、

フ
ロ
リ
ダ
大
学
のJin W

on K
im

氏
と
ミ
シ

ガ
ン
州
立
大
学
のS

arah 
N

icholls

氏
に
よ

る「A
C
C
E
S
S
 

F
O

R
 

A
L
L

? 
B
E
A
C
H

 

A
C
C
E
S
S
 

A
N

D
 

E
Q

U
IT

Y
 

IN
 

T
H

E
 

D
E
T
R
O

IT
 M

E
T
R
O

P
O

LIT
A
N

 A
R
E
A

」

が
選
ば
れ
た
。T

he B
est P

aper A
w
ard

の
候
補
は
表
2
の
通
り
で
あ
る
。

　
2
0
1
7
年
6
月
18
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
、
韓
国
・
釜
山
の
ノ
ボ
テ
ル
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
釜

山
を
会
場
に2

3
rd A

sia P
acific T

ourism
 A

ssociation A
nnual C

onference

（
以
下
、

第
23
回
A
P
T
A
年
次
国
際
会
議
）
が
開
催
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
会
議
の
様
子
と
研
究
発
表

の
動
向
、
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

会
議
の
様
子
と
研
究
発
表
の
動
向

　
A
P
T
A
年
次
国
際
会
議
は
、A

sia P
acific T

ourism
 A

ssociation

（
以
下
、A
P
T
A
）が

年
に
１
回
開
催
す
る
国
際
会
議
で
あ
る
。
今
年
は
、
23
年
ぶ
り
に
第
１
回
目
の
開
催
地
で
あ
る

釜
山
で
開
催
さ
れ
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
4
日
間
に
わ
た
り
、
基
調
講
演（
注
1
）、
研
究
発
表
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
、
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
カ
ナ
ダ
、
中
国
、
ド
イ
ツ
、
香
港
、
イ
ン
ド
な
ど
25
カ
国
か
ら

A
P
T
A

年
次
国
際
会
議

参
加
報
告

観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
　

旅
の
図
書
館
長
　

企
画
室
長
　

主
任
研
究
員
　

福
永
香
織

観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
　

清
水 

愛

観
光

研
究
レ
ビ
ュ
ー

23
回

第

●
韓
国
・
東
亜
大
学
のH

ai-S
ik S

o
h
n

教

授
ら
を
中
心
に
1
9
9
5
年
に
設
立
さ
れ

た
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
分
野
の

国
際
組
織
。

●
年
1
回
の
国
際
会
議
の
開
催
、 S

o
cial 

S
ciences C

itation Index

（
S
S
C
I
）

に
登
録
さ
れ
て
い
る
学
術
誌A

sia P
acific 

Jo
u
rn

al 
o
f 

T
o
u
rism

 
R

esearch

（
A
P
J
T
R
）の
発
行
、 A

P
T
A
 e-N

ew
s 

L
etter

の
発
行
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

編
集
責
任
者
は
香
港
理
工
大
学
のK

aye 

C
h
o
n

氏
が
つ
と
め
て
お
り
、 

A
P
T
A
の

メ
ン
バ
ー
で
あ
れ
ば
無
料
で
ア
ク
セ
ス
が

可
能
で
あ
る
。

●
各
国
の
観
光
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
界

の
交
流
機
会
を
提
供
し
、研
究
者
と
実
務

家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
、研
究
成
果
お

よ
び
実
践
事
例
の
共
有
に
よ
る
観
光
研
究

や
観
光
産
業
の
質
の
向
上
を
目
的
と
し
て

い
る
。

の

概要

表 2 BEST PAPER CANDIDATES

表 1 テーマ別研究発表件数

開
会
式
の
様
子

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子

Jin Won Kim, University of Florida;Sarah Nicholls,Mishigan State University

著者

テーマ 件数

タイトル

Kyung-A Sun, Temple University,Seoki Lee, Pennsylvania State University

Yi-Hui Liang, I-Shou university

De-Jian Liu, National Kaohsiung University of Hospitality and Tourism; Ching-Chen Shen, 
National Kaohsiung University of Hospitality and Tourism

Bo Zhou, Management School,Xiamen University; Yanping Xu, Xiamen University

Xiaoyi Wu, Xiamen University; Xuemin Zhang, Xiamen University; Derong Lin, Xiamen University

Guang-hui Qiao, Human University of Science & Technology;Yong-hai Li, Henan University of Technology;
Bruce Prideaux, Central Queensland University; Deng-hui Zhang

Sienny Thio, The Hong Kong Polytechnic University; Brian King, The Hong Kong Polytechnic University

Mina Woo, Sogang University;Yameng Wang, University of Surrey ; Sangwon Park, University of Surrey

Junwook Chi, University of Hawaii at Manoa

2
9
3
人
が
参
加
し
、
終
日
、
盛
ん
に
交
流
す
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。

　
研
究
発
表
は
、
テ
ー
マ
別
に
5
つ
の
会
場
に
分
か
れ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
1
人
あ
た
り
15
分

の
発
表
と
5
分
の
質
疑
応
答
時
間
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
平
均
4
人
程
度
で
１
つ
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
大
学
に
所
属
す
る
研
究
者
の
発
表
が
大
半
を
占
め
る
が
、
シ
ン
ク
タ

ン
ク
の
研
究
員
に
よ
る
発
表
も
5
件（
4.6
％
）み
ら
れ
た
。
ま
た
、
日
本
か
ら
は
立
教
大
学
、
和
歌

山
大
学
、
高
崎
経
済
大
学
、
帝
京
大
学
、
芝
浦
工
業
大
学
、
千
葉
大
学
、
東
京
工
業
大
学
、
杏

林
大
学
の
ほ
か
、
民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
2
社
が
発
表
を
お
こ
な
っ
た
。
発
表
件
数
は
11
件（
10.2
％
）

で
あ
っ
た
。

　
テ
ー
マ
は
21
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
最
も
発
表
件
数
が
多
か
っ
た
の
が「T

o
u
rism

 

M
anagem

ent

」（
24
件
）で
あ
り
、次
い
で
、「H

ospitality 
M

anagem
ent

」（
7
件
）、「T

ourism
 

E
ducation

」（
7
件
）、「R

egional T
ourism

」（
6
件
）、「T

ourism
 IT

」（
6
件
）と
続
く（
表
1
）。

　
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
I
T
・
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
や

A
irbnb

を
テ
ー
マ
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
多
く
の
研
究
者
が
集
ま
っ
て
お
り
、

24
7
7
6
6
5
4
4
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
3
3
3

107
※Thesis-in-progress SessionとPoster Sessionは含まない。

Tourism Management

Hospitality Management

Tourism Education

Regional Tourism

Tourism IT

Foodservice Management

Human Resource Management

Food/agritourism

Media & Tour

Culture & Heritage

Special Topics

Methods in Travel & Tourism

Sustainability

Research in Tourism & Hospitality

Festivals

Gaming Management

Tourism Economics

Special Tourism

Peer-to-Peer Accommodation

Strategic Management

Health & Medical

計

「
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
将
来
展
望
と
方
向
性
」

C
apital U

niversity of Econom
ics and B

usiness, C
hina Jeffrey Li 

氏

1

「
持
続
可
能
な
観
光
地
の
競
争
力
」

C
ollege of H

otel and T
ourism

 M
anagem

ent, 
K

yung H
ee U

niversity, South K
orea C

hulm
o K

oo 

氏

3

「
パ
ー
ト
ナ
ー
を
つ
な
ぐ
ス
マ
ー
ト
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」

D
epartm

ent of International T
ourism

 and H
ospitality, 

I-Shou U
niversity, T

aiw
an R

osanna Leung 

氏

2 　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
近
年
注
目
が
集
ま
る
「
ス
マ
ー
ト
」
と
い

う
考
え
方
の
中
で
、
観
光
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
と
は
何
か
、
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
本
セ

ッ
シ
ョ
ン
の
内
容
を
紹
介
し
た
い
。

　
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
テ
ー
マ
に
お
こ
な
わ
れ
た
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、Jin

w
en 

U
niversity of S

cience and T
echnology, T

aiw
an

のY
ulan Y

uan

氏
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

ー
を
つ
と
め
、
3
名
の
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら
話
題
提
供
を
し
て
議
論
が
展
開
さ

れ
た
。
各
発
表
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　Jeffrey 
L
i

氏
は
、
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
表
現
が
流
行
り
言
葉
の
よ
う
に
使
わ
れ
、

必
要
性
も
叫
ば
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
定
義
や
ニ
ー
ズ
が
整
理
さ
れ
て
い
な
い
と
指
摘
し
た
。

そ
の
上
で
、
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
「
革
命
的
観
光
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
で
あ
る
と
し
、
①
旅
行

者
へ
の
情
報
提
供
、
②
個
別
の
旅
行
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
、
③
場
所
・
チ
ャ
ネ
ル
・
時
間
を
問

わ
な
い
旅
行
者
へ
の
情
報
提
供
、
④
観
光
事
業
再
編
と
観
光
団
体
の
最
適
化
、
⑤
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

に
よ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
変
革
や
旅
行
者
経
験
の
向
上
で
あ
る
と
定
義
し
た
。

　R
osanna 

Leung

氏
は
、
特
に
中
小
企
業
な
ど
が
I
T
に
投
資
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
挙
げ

た
一
方
で
、
天
気
や
経
済
と
い
っ
た
全
て
の
要
素
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
強
固
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

可
能
に
す
る
と
述
べ
た
。
そ
の
上
で
、
例
え
ば
A
I
を
利
用
し
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
良

い
シ
ナ
リ
オ
を
打
ち
出
す
等
、
①
統
計
的
お
よ
び
運
用
的
な
視
点
に
役
立
つ
こ
と
、
②
集
計
さ
れ

〝S
m

art T
ou

rism
:C

h
allen

ges for th
e F

u
tu

re

〞

Ａ
Ｐ
Ｔ
Ａ
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン

た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
は
全
て
を
統
合
す
る
力
を
持
つ
こ
と
、
③
ク
ラ
ウ
ド
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
統

合
や
デ
ー
タ
の
所
有
権
と
い
っ
た
面
で
課
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　C
hulm

o K
oo

氏
は
、
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
「
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る
こ
と
、
I
C
T
へ
の

準
備
は
観
光
産
業
の
重
要
な
要
素
の
1
つ
で
あ
る
こ
と
、
競
争
力
を
高
め
る
こ
と
が
観
光
産
業
に

と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
競
争
力
強
化
の
た

め
に
は
、
①
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
、
②
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上
、
③
快
適
性
の
拡
大
、
④
観

光
産
業
従
事
者
の
支
援
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　
以
上
3
名
の
話
題
提
供
の
後
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
のY

ulan 
Y
uan

氏
は
、
ス
マ
ー
ト
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
あ
く
ま
で
も
未
来
に
向
け
た
概
念
で
あ
り
、
必
ず
し
も
I
T
に
頼
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
、
か
つ
、
旅
行
者
の
行
動
は
I
T
だ
け
で
は
測
れ
な
い
側
面
が
あ
る
こ
と
を
補
足
し
た
。

　
会
場
の
参
加
者
か
ら
は
、
「
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
は
ど
の
立
場
か
ら
み
る
か
に
よ
っ

て
変
わ
る
も
の
で
あ
り
、
ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
が
必
要
で
は
な
い
か
」
「
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
へ
の
投
資
や
ア
ク
セ
ス
が
難
し
い
中
小
企
業
は
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
波
に
乗
る
の
が

難
し
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
意
見
が
挙
が
っ
た
。

お
わ
り
に

　
A
P
T
A
の
特
徴
と
し
て
は
、
扱
わ
れ
る
研
究
テ
ー
マ
や
参
加
す
る
研
究
者
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
が
多
様
で
あ
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
普
段
接
点
が
少
な
い
分
野
の
研
究

や
、
情
報
が
入
り
づ
ら
い
各
国
の
観
光
動
向
や
課
題
を
効
率
良
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
点
は
有
意

義
で
あ
る
と
感
じ
た
。
国
内
の
学
会
と
は
異
な
る
海
外
の
国
際
会
議
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
研
究

の
視
点
、
ア
プ
ロ
ー
チ
、
研
究
ス
タ
イ
ル
な
ど
様
々
な
面
に
お
い
て
刺
激
を
受
け
た
。
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注1）基調講演はMr.Bob Harayda
氏（Senior Vice Presidents＆
CFO,Marina Bay Sands Pte 
Ltd）により、“Prospect and 
Issue of Integrated Resort 
Development: Experience 
of the Sands Group”という
テーマでおこなわれた。

注2）APTAの発表によると、ポスター
セッションも含めた論文の採択
数は79.5％とのことである。採
択された論文の発表要旨は
http://apta.asia/wp/wp-
content/uploads/2017/09
/APTA2017_ABSTRACT_P
ROCEEDINGS.pdfで見ること
ができる。

注3）次年度はフィリピンのボラカイ
島での開催が予定されている。

ACCESS FOR ALL? BEACH ACCESS AND EQUITY IN THE DETROIT METROPOLITAN AREA

EFFECT OF FRANCHISING ON INDUSTRY COMPETITION: THE MODERATING ROLE OF THE HOSPITALITY INDUSTRY

HYBRID REVENUE FORECASTING SYSTEM FOR INTERNATIONAL HOTELS

A STUDY ON THE ASSESSING MODEL OF POTENTIAL FOR ORGANIC AGRITOURISM DEVEROPMENT

TOURISM DEVELOPMENT AND REGIONAL PRODUCTIVITY EFFICIENCY: EVIDENCE FROM SOUTHWESTERN CHINA

THE MEASURE AND DETERMINANTS OF TOUR GUIDES’ ETHICAL BEHAVIOR: AN EMPIRICAL STUDY IN MAINLAND CHINA 

UNDERSTANDING THE DECREASING TREND OF INTERNATIONAL ARRIVALS TO CHINA BY SEGMENTING TOURISTS:
THE CASE OF QUEENSLAND RESIDENTS 

HOTEL EMPLOYEE WORK VALUES IN INDONESIA

THE EFFECT OF MONETARY AND NONMONETARY PROMOTION ON CONSUMER PERCEPTIONS

ASYMMETRIC TOURIST RESPONSES TO EXCHANGE RATE UNCERTAINRY: 
NEW EVIDENCE FROM INBOUND TOURIST FLOWS IN SOUTH KOREA

世
界
的
な
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。
ま

た
、
活
き
活
き
と
発
表
を
し
て
い
る
研
究
者

が
多
く
、
質
疑
応
答
に
お
い
て
も
、
参
加
者

と
発
表
者
が
一
体
と
な
っ
て
活
発
な
議
論
が

展
開
さ
れ
て
い
る
点
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　
発
表
論
文
の
中
か
ら
最
も
優
れ
た
研
究
に

贈
ら
れ
るT

he B
est P

aper A
w
ard

に
は
、

フ
ロ
リ
ダ
大
学
のJin W

on K
im

氏
と
ミ
シ

ガ
ン
州
立
大
学
のS

arah 
N

icholls

氏
に
よ

る「A
C
C
E
S
S
 

F
O

R
 

A
L
L

? 
B
E
A
C
H

 

A
C
C
E
S
S
 

A
N

D
 

E
Q

U
IT

Y
 

IN
 

T
H

E
 

D
E
T
R
O

IT
 M

E
T
R
O

P
O

LIT
A
N

 A
R
E
A

」

が
選
ば
れ
た
。T

he B
est P

aper A
w
ard

の
候
補
は
表
2
の
通
り
で
あ
る
。

　
2
0
1
7
年
6
月
18
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
、
韓
国
・
釜
山
の
ノ
ボ
テ
ル
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
釜

山
を
会
場
に2

3
rd A

sia P
acific T

ourism
 A

ssociation A
nnual C

onference

（
以
下
、

第
23
回
A
P
T
A
年
次
国
際
会
議
）
が
開
催
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
会
議
の
様
子
と
研
究
発
表

の
動
向
、
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

会
議
の
様
子
と
研
究
発
表
の
動
向

　
A
P
T
A
年
次
国
際
会
議
は
、A

sia P
acific T

ourism
 A

ssociation

（
以
下
、A
P
T
A
）が

年
に
１
回
開
催
す
る
国
際
会
議
で
あ
る
。
今
年
は
、
23
年
ぶ
り
に
第
１
回
目
の
開
催
地
で
あ
る

釜
山
で
開
催
さ
れ
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
4
日
間
に
わ
た
り
、
基
調
講
演（
注
1
）、
研
究
発
表
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
、
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
カ
ナ
ダ
、
中
国
、
ド
イ
ツ
、
香
港
、
イ
ン
ド
な
ど
25
カ
国
か
ら

A
P
T
A

年
次
国
際
会
議

参
加
報
告

観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
　

旅
の
図
書
館
長
　

企
画
室
長
　

主
任
研
究
員
　

福
永
香
織

観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
　

清
水 

愛

観
光

研
究
レ
ビ
ュ
ー

23
回

第

●
韓
国
・
東
亜
大
学
のH

ai-S
ik S

o
h
n

教

授
ら
を
中
心
に
1
9
9
5
年
に
設
立
さ
れ

た
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
分
野
の

国
際
組
織
。

●
年
1
回
の
国
際
会
議
の
開
催
、 S

o
cial 

S
ciences C

itation Index

（
S
S
C
I
）

に
登
録
さ
れ
て
い
る
学
術
誌A

sia P
acific 

Jo
u
rn

al 
o
f 

T
o
u
rism

 
R

esearch

（
A
P
J
T
R
）の
発
行
、 A

P
T
A
 e-N

ew
s 

L
etter

の
発
行
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

編
集
責
任
者
は
香
港
理
工
大
学
のK

aye 

C
h
o
n

氏
が
つ
と
め
て
お
り
、 

A
P
T
A
の

メ
ン
バ
ー
で
あ
れ
ば
無
料
で
ア
ク
セ
ス
が

可
能
で
あ
る
。

●
各
国
の
観
光
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
界

の
交
流
機
会
を
提
供
し
、研
究
者
と
実
務

家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
、研
究
成
果
お

よ
び
実
践
事
例
の
共
有
に
よ
る
観
光
研
究

や
観
光
産
業
の
質
の
向
上
を
目
的
と
し
て

い
る
。

の

概要

表 2 BEST PAPER CANDIDATES

表 1 テーマ別研究発表件数

開
会
式
の
様
子

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子

Jin Won Kim, University of Florida;Sarah Nicholls,Mishigan State University

著者

テーマ 件数

タイトル

Kyung-A Sun, Temple University,Seoki Lee, Pennsylvania State University

Yi-Hui Liang, I-Shou university

De-Jian Liu, National Kaohsiung University of Hospitality and Tourism; Ching-Chen Shen, 
National Kaohsiung University of Hospitality and Tourism

Bo Zhou, Management School,Xiamen University; Yanping Xu, Xiamen University

Xiaoyi Wu, Xiamen University; Xuemin Zhang, Xiamen University; Derong Lin, Xiamen University

Guang-hui Qiao, Human University of Science & Technology;Yong-hai Li, Henan University of Technology;
Bruce Prideaux, Central Queensland University; Deng-hui Zhang

Sienny Thio, The Hong Kong Polytechnic University; Brian King, The Hong Kong Polytechnic University

Mina Woo, Sogang University;Yameng Wang, University of Surrey ; Sangwon Park, University of Surrey

Junwook Chi, University of Hawaii at Manoa

2
9
3
人
が
参
加
し
、
終
日
、
盛
ん
に
交
流
す
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。

　
研
究
発
表
は
、
テ
ー
マ
別
に
5
つ
の
会
場
に
分
か
れ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
1
人
あ
た
り
15
分

の
発
表
と
5
分
の
質
疑
応
答
時
間
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
平
均
4
人
程
度
で
１
つ
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
大
学
に
所
属
す
る
研
究
者
の
発
表
が
大
半
を
占
め
る
が
、
シ
ン
ク
タ

ン
ク
の
研
究
員
に
よ
る
発
表
も
5
件（
4.6
％
）み
ら
れ
た
。
ま
た
、
日
本
か
ら
は
立
教
大
学
、
和
歌

山
大
学
、
高
崎
経
済
大
学
、
帝
京
大
学
、
芝
浦
工
業
大
学
、
千
葉
大
学
、
東
京
工
業
大
学
、
杏

林
大
学
の
ほ
か
、
民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
2
社
が
発
表
を
お
こ
な
っ
た
。
発
表
件
数
は
11
件（
10.2
％
）

で
あ
っ
た
。

　
テ
ー
マ
は
21
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
最
も
発
表
件
数
が
多
か
っ
た
の
が「T

o
u
rism

 

M
anagem

ent

」（
24
件
）で
あ
り
、次
い
で
、「H

ospitality 
M

anagem
ent

」（
7
件
）、「T

ourism
 

E
ducation

」（
7
件
）、「R

egional T
ourism

」（
6
件
）、「T

ourism
 IT

」（
6
件
）と
続
く（
表
1
）。

　
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
I
T
・
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
や

A
irbnb

を
テ
ー
マ
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
多
く
の
研
究
者
が
集
ま
っ
て
お
り
、

24
7
7
6
6
5
4
4
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
3
3
3

107
※Thesis-in-progress SessionとPoster Sessionは含まない。

Tourism Management

Hospitality Management

Tourism Education

Regional Tourism

Tourism IT

Foodservice Management

Human Resource Management

Food/agritourism

Media & Tour

Culture & Heritage

Special Topics

Methods in Travel & Tourism

Sustainability

Research in Tourism & Hospitality

Festivals

Gaming Management

Tourism Economics

Special Tourism

Peer-to-Peer Accommodation

Strategic Management

Health & Medical

計

「
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
将
来
展
望
と
方
向
性
」

C
apital U

niversity of Econom
ics and B

usiness, C
hina Jeffrey Li 

氏

1

「
持
続
可
能
な
観
光
地
の
競
争
力
」

C
ollege of H

otel and T
ourism

 M
anagem

ent, 
K

yung H
ee U

niversity, South K
orea C

hulm
o K

oo 

氏

3

「
パ
ー
ト
ナ
ー
を
つ
な
ぐ
ス
マ
ー
ト
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」

D
epartm

ent of International T
ourism

 and H
ospitality, 

I-Shou U
niversity, T

aiw
an R

osanna Leung 

氏

2 　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
近
年
注
目
が
集
ま
る
「
ス
マ
ー
ト
」
と
い

う
考
え
方
の
中
で
、
観
光
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
と
は
何
か
、
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
本
セ

ッ
シ
ョ
ン
の
内
容
を
紹
介
し
た
い
。

　
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
テ
ー
マ
に
お
こ
な
わ
れ
た
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、Jin

w
en 

U
niversity of S

cience and T
echnology, T

aiw
an

のY
ulan Y

uan

氏
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

ー
を
つ
と
め
、
3
名
の
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら
話
題
提
供
を
し
て
議
論
が
展
開
さ

れ
た
。
各
発
表
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　Jeffrey 
L
i

氏
は
、
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
表
現
が
流
行
り
言
葉
の
よ
う
に
使
わ
れ
、

必
要
性
も
叫
ば
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
定
義
や
ニ
ー
ズ
が
整
理
さ
れ
て
い
な
い
と
指
摘
し
た
。

そ
の
上
で
、
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
「
革
命
的
観
光
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
で
あ
る
と
し
、
①
旅
行

者
へ
の
情
報
提
供
、
②
個
別
の
旅
行
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
、
③
場
所
・
チ
ャ
ネ
ル
・
時
間
を
問

わ
な
い
旅
行
者
へ
の
情
報
提
供
、
④
観
光
事
業
再
編
と
観
光
団
体
の
最
適
化
、
⑤
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

に
よ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
変
革
や
旅
行
者
経
験
の
向
上
で
あ
る
と
定
義
し
た
。

　R
osanna 

Leung

氏
は
、
特
に
中
小
企
業
な
ど
が
I
T
に
投
資
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
挙
げ

た
一
方
で
、
天
気
や
経
済
と
い
っ
た
全
て
の
要
素
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
強
固
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

可
能
に
す
る
と
述
べ
た
。
そ
の
上
で
、
例
え
ば
A
I
を
利
用
し
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
良

い
シ
ナ
リ
オ
を
打
ち
出
す
等
、
①
統
計
的
お
よ
び
運
用
的
な
視
点
に
役
立
つ
こ
と
、
②
集
計
さ
れ

〝S
m

art T
ou

rism
:C

h
allen

ges for th
e F

u
tu

re

〞

Ａ
Ｐ
Ｔ
Ａ
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン

た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
は
全
て
を
統
合
す
る
力
を
持
つ
こ
と
、
③
ク
ラ
ウ
ド
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
統

合
や
デ
ー
タ
の
所
有
権
と
い
っ
た
面
で
課
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　C
hulm

o K
oo

氏
は
、
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
「
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る
こ
と
、
I
C
T
へ
の

準
備
は
観
光
産
業
の
重
要
な
要
素
の
1
つ
で
あ
る
こ
と
、
競
争
力
を
高
め
る
こ
と
が
観
光
産
業
に

と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
競
争
力
強
化
の
た

め
に
は
、
①
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
、
②
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上
、
③
快
適
性
の
拡
大
、
④
観

光
産
業
従
事
者
の
支
援
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　
以
上
3
名
の
話
題
提
供
の
後
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
のY

ulan 
Y
uan

氏
は
、
ス
マ
ー
ト
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
あ
く
ま
で
も
未
来
に
向
け
た
概
念
で
あ
り
、
必
ず
し
も
I
T
に
頼
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
、
か
つ
、
旅
行
者
の
行
動
は
I
T
だ
け
で
は
測
れ
な
い
側
面
が
あ
る
こ
と
を
補
足
し
た
。

　
会
場
の
参
加
者
か
ら
は
、
「
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
は
ど
の
立
場
か
ら
み
る
か
に
よ
っ

て
変
わ
る
も
の
で
あ
り
、
ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
が
必
要
で
は
な
い
か
」
「
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
へ
の
投
資
や
ア
ク
セ
ス
が
難
し
い
中
小
企
業
は
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
波
に
乗
る
の
が

難
し
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
意
見
が
挙
が
っ
た
。

お
わ
り
に

　
A
P
T
A
の
特
徴
と
し
て
は
、
扱
わ
れ
る
研
究
テ
ー
マ
や
参
加
す
る
研
究
者
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
が
多
様
で
あ
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
普
段
接
点
が
少
な
い
分
野
の
研
究

や
、
情
報
が
入
り
づ
ら
い
各
国
の
観
光
動
向
や
課
題
を
効
率
良
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
点
は
有
意

義
で
あ
る
と
感
じ
た
。
国
内
の
学
会
と
は
異
な
る
海
外
の
国
際
会
議
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
研
究

の
視
点
、
ア
プ
ロ
ー
チ
、
研
究
ス
タ
イ
ル
な
ど
様
々
な
面
に
お
い
て
刺
激
を
受
け
た
。
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注1）基調講演はMr.Bob Harayda
氏（Senior Vice Presidents＆
CFO,Marina Bay Sands Pte 
Ltd）により、“Prospect and 
Issue of Integrated Resort 
Development: Experience 
of the Sands Group”という
テーマでおこなわれた。

注2）APTAの発表によると、ポスター
セッションも含めた論文の採択
数は79.5％とのことである。採
択された論文の発表要旨は
http://apta.asia/wp/wp-
content/uploads/2017/09
/APTA2017_ABSTRACT_P
ROCEEDINGS.pdfで見ること
ができる。

注3）次年度はフィリピンのボラカイ
島での開催が予定されている。
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TOURISM DEVELOPMENT AND REGIONAL PRODUCTIVITY EFFICIENCY: EVIDENCE FROM SOUTHWESTERN CHINA

THE MEASURE AND DETERMINANTS OF TOUR GUIDES’ ETHICAL BEHAVIOR: AN EMPIRICAL STUDY IN MAINLAND CHINA 
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HOTEL EMPLOYEE WORK VALUES IN INDONESIA
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世
界
的
な
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。
ま

た
、
活
き
活
き
と
発
表
を
し
て
い
る
研
究
者

が
多
く
、
質
疑
応
答
に
お
い
て
も
、
参
加
者

と
発
表
者
が
一
体
と
な
っ
て
活
発
な
議
論
が

展
開
さ
れ
て
い
る
点
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　
発
表
論
文
の
中
か
ら
最
も
優
れ
た
研
究
に

贈
ら
れ
るT

he B
est P

aper A
w
ard

に
は
、

フ
ロ
リ
ダ
大
学
のJin W

on K
im

氏
と
ミ
シ

ガ
ン
州
立
大
学
のS

arah 
N

icholls

氏
に
よ

る「A
C
C
E
S
S
 

F
O

R
 

A
L
L

? 
B
E
A
C
H

 

A
C
C
E
S
S
 

A
N

D
 

E
Q

U
IT

Y
 

IN
 

T
H

E
 

D
E
T
R
O

IT
 M

E
T
R
O

P
O

LIT
A
N

 A
R
E
A

」

が
選
ば
れ
た
。T

he B
est P

aper A
w
ard

の
候
補
は
表
2
の
通
り
で
あ
る
。

　
2
0
1
7
年
6
月
18
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
、
韓
国
・
釜
山
の
ノ
ボ
テ
ル
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
釜

山
を
会
場
に2

3
rd A

sia P
acific T

ourism
 A

ssociation A
nnual C

onference

（
以
下
、

第
23
回
A
P
T
A
年
次
国
際
会
議
）
が
開
催
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
会
議
の
様
子
と
研
究
発
表

の
動
向
、
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

会
議
の
様
子
と
研
究
発
表
の
動
向

　
A
P
T
A
年
次
国
際
会
議
は
、A

sia P
acific T

ourism
 A

ssociation

（
以
下
、A
P
T
A
）が

年
に
１
回
開
催
す
る
国
際
会
議
で
あ
る
。
今
年
は
、
23
年
ぶ
り
に
第
１
回
目
の
開
催
地
で
あ
る

釜
山
で
開
催
さ
れ
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
4
日
間
に
わ
た
り
、
基
調
講
演（
注
1
）、
研
究
発
表
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
、
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
カ
ナ
ダ
、
中
国
、
ド
イ
ツ
、
香
港
、
イ
ン
ド
な
ど
25
カ
国
か
ら

A
P
T
A

年
次
国
際
会
議

参
加
報
告

観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
　

旅
の
図
書
館
長
　

企
画
室
長
　

主
任
研
究
員
　

福
永
香
織

観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
　

清
水 

愛

観
光

研
究
レ
ビ
ュ
ー

23
回

第

●
韓
国
・
東
亜
大
学
のH

ai-S
ik S

o
h
n

教

授
ら
を
中
心
に
1
9
9
5
年
に
設
立
さ
れ

た
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
分
野
の

国
際
組
織
。

●
年
1
回
の
国
際
会
議
の
開
催
、 S

o
cial 

S
ciences C

itation Index

（
S
S
C
I
）

に
登
録
さ
れ
て
い
る
学
術
誌A

sia P
acific 

Jo
u
rn

al 
o
f 

T
o
u
rism

 
R

esearch

（
A
P
J
T
R
）の
発
行
、 A

P
T
A
 e-N

ew
s 

L
etter

の
発
行
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

編
集
責
任
者
は
香
港
理
工
大
学
のK

aye 

C
h
o
n

氏
が
つ
と
め
て
お
り
、 

A
P
T
A
の

メ
ン
バ
ー
で
あ
れ
ば
無
料
で
ア
ク
セ
ス
が

可
能
で
あ
る
。

●
各
国
の
観
光
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
界

の
交
流
機
会
を
提
供
し
、研
究
者
と
実
務

家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
、研
究
成
果
お

よ
び
実
践
事
例
の
共
有
に
よ
る
観
光
研
究

や
観
光
産
業
の
質
の
向
上
を
目
的
と
し
て

い
る
。

の

概要

表 2 BEST PAPER CANDIDATES

表 1 テーマ別研究発表件数

開
会
式
の
様
子

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子

Jin Won Kim, University of Florida;Sarah Nicholls,Mishigan State University

著者

テーマ 件数

タイトル

Kyung-A Sun, Temple University,Seoki Lee, Pennsylvania State University

Yi-Hui Liang, I-Shou university

De-Jian Liu, National Kaohsiung University of Hospitality and Tourism; Ching-Chen Shen, 
National Kaohsiung University of Hospitality and Tourism

Bo Zhou, Management School,Xiamen University; Yanping Xu, Xiamen University

Xiaoyi Wu, Xiamen University; Xuemin Zhang, Xiamen University; Derong Lin, Xiamen University

Guang-hui Qiao, Human University of Science & Technology;Yong-hai Li, Henan University of Technology;
Bruce Prideaux, Central Queensland University; Deng-hui Zhang

Sienny Thio, The Hong Kong Polytechnic University; Brian King, The Hong Kong Polytechnic University

Mina Woo, Sogang University;Yameng Wang, University of Surrey ; Sangwon Park, University of Surrey

Junwook Chi, University of Hawaii at Manoa

2
9
3
人
が
参
加
し
、
終
日
、
盛
ん
に
交
流
す
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。

　
研
究
発
表
は
、
テ
ー
マ
別
に
5
つ
の
会
場
に
分
か
れ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
1
人
あ
た
り
15
分

の
発
表
と
5
分
の
質
疑
応
答
時
間
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
平
均
4
人
程
度
で
１
つ
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
大
学
に
所
属
す
る
研
究
者
の
発
表
が
大
半
を
占
め
る
が
、
シ
ン
ク
タ

ン
ク
の
研
究
員
に
よ
る
発
表
も
5
件（
4.6
％
）み
ら
れ
た
。
ま
た
、
日
本
か
ら
は
立
教
大
学
、
和
歌

山
大
学
、
高
崎
経
済
大
学
、
帝
京
大
学
、
芝
浦
工
業
大
学
、
千
葉
大
学
、
東
京
工
業
大
学
、
杏

林
大
学
の
ほ
か
、
民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
2
社
が
発
表
を
お
こ
な
っ
た
。
発
表
件
数
は
11
件（
10.2
％
）

で
あ
っ
た
。

　
テ
ー
マ
は
21
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
最
も
発
表
件
数
が
多
か
っ
た
の
が「T

o
u
rism

 

M
anagem

ent

」（
24
件
）で
あ
り
、次
い
で
、「H

ospitality 
M

anagem
ent

」（
7
件
）、「T

ourism
 

E
ducation

」（
7
件
）、「R

egional T
ourism

」（
6
件
）、「T

ourism
 IT

」（
6
件
）と
続
く（
表
1
）。

　
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
I
T
・
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
や

A
irbnb

を
テ
ー
マ
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
多
く
の
研
究
者
が
集
ま
っ
て
お
り
、

24
7
7
6
6
5
4
4
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
3
3
3

107
※Thesis-in-progress SessionとPoster Sessionは含まない。

Tourism Management

Hospitality Management

Tourism Education

Regional Tourism

Tourism IT

Foodservice Management

Human Resource Management

Food/agritourism

Media & Tour

Culture & Heritage

Special Topics

Methods in Travel & Tourism

Sustainability

Research in Tourism & Hospitality

Festivals

Gaming Management

Tourism Economics

Special Tourism

Peer-to-Peer Accommodation

Strategic Management

Health & Medical

計

「
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
将
来
展
望
と
方
向
性
」

C
apital U

niversity of Econom
ics and B

usiness, C
hina Jeffrey Li 

氏

1

「
持
続
可
能
な
観
光
地
の
競
争
力
」

C
ollege of H

otel and T
ourism

 M
anagem

ent, 
K

yung H
ee U

niversity, South K
orea C

hulm
o K

oo 

氏

3

「
パ
ー
ト
ナ
ー
を
つ
な
ぐ
ス
マ
ー
ト
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」

D
epartm

ent of International T
ourism

 and H
ospitality, 

I-Shou U
niversity, T

aiw
an R

osanna Leung 

氏

2 　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
近
年
注
目
が
集
ま
る
「
ス
マ
ー
ト
」
と
い

う
考
え
方
の
中
で
、
観
光
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
と
は
何
か
、
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
本
セ

ッ
シ
ョ
ン
の
内
容
を
紹
介
し
た
い
。

　
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
テ
ー
マ
に
お
こ
な
わ
れ
た
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、Jin

w
en 

U
niversity of S

cience and T
echnology, T

aiw
an

のY
ulan Y

uan

氏
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

ー
を
つ
と
め
、
3
名
の
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら
話
題
提
供
を
し
て
議
論
が
展
開
さ

れ
た
。
各
発
表
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　Jeffrey 
L
i

氏
は
、
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
表
現
が
流
行
り
言
葉
の
よ
う
に
使
わ
れ
、

必
要
性
も
叫
ば
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
定
義
や
ニ
ー
ズ
が
整
理
さ
れ
て
い
な
い
と
指
摘
し
た
。

そ
の
上
で
、
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
「
革
命
的
観
光
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
で
あ
る
と
し
、
①
旅
行

者
へ
の
情
報
提
供
、
②
個
別
の
旅
行
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
、
③
場
所
・
チ
ャ
ネ
ル
・
時
間
を
問

わ
な
い
旅
行
者
へ
の
情
報
提
供
、
④
観
光
事
業
再
編
と
観
光
団
体
の
最
適
化
、
⑤
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

に
よ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
変
革
や
旅
行
者
経
験
の
向
上
で
あ
る
と
定
義
し
た
。

　R
osanna 

Leung

氏
は
、
特
に
中
小
企
業
な
ど
が
I
T
に
投
資
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
挙
げ

た
一
方
で
、
天
気
や
経
済
と
い
っ
た
全
て
の
要
素
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
強
固
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

可
能
に
す
る
と
述
べ
た
。
そ
の
上
で
、
例
え
ば
A
I
を
利
用
し
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
良

い
シ
ナ
リ
オ
を
打
ち
出
す
等
、
①
統
計
的
お
よ
び
運
用
的
な
視
点
に
役
立
つ
こ
と
、
②
集
計
さ
れ

〝S
m

art T
ou

rism
:C

h
allen

ges for th
e F

u
tu

re

〞

Ａ
Ｐ
Ｔ
Ａ
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン

た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
は
全
て
を
統
合
す
る
力
を
持
つ
こ
と
、
③
ク
ラ
ウ
ド
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
統

合
や
デ
ー
タ
の
所
有
権
と
い
っ
た
面
で
課
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　C
hulm

o K
oo

氏
は
、
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
「
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る
こ
と
、
I
C
T
へ
の

準
備
は
観
光
産
業
の
重
要
な
要
素
の
1
つ
で
あ
る
こ
と
、
競
争
力
を
高
め
る
こ
と
が
観
光
産
業
に

と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
競
争
力
強
化
の
た

め
に
は
、
①
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
、
②
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上
、
③
快
適
性
の
拡
大
、
④
観

光
産
業
従
事
者
の
支
援
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　
以
上
3
名
の
話
題
提
供
の
後
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
のY

ulan 
Y
uan

氏
は
、
ス
マ
ー
ト
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
あ
く
ま
で
も
未
来
に
向
け
た
概
念
で
あ
り
、
必
ず
し
も
I
T
に
頼
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
、
か
つ
、
旅
行
者
の
行
動
は
I
T
だ
け
で
は
測
れ
な
い
側
面
が
あ
る
こ
と
を
補
足
し
た
。

　
会
場
の
参
加
者
か
ら
は
、
「
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
は
ど
の
立
場
か
ら
み
る
か
に
よ
っ

て
変
わ
る
も
の
で
あ
り
、
ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
が
必
要
で
は
な
い
か
」
「
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
へ
の
投
資
や
ア
ク
セ
ス
が
難
し
い
中
小
企
業
は
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
波
に
乗
る
の
が

難
し
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
意
見
が
挙
が
っ
た
。

お
わ
り
に

　
A
P
T
A
の
特
徴
と
し
て
は
、
扱
わ
れ
る
研
究
テ
ー
マ
や
参
加
す
る
研
究
者
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
が
多
様
で
あ
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
普
段
接
点
が
少
な
い
分
野
の
研
究

や
、
情
報
が
入
り
づ
ら
い
各
国
の
観
光
動
向
や
課
題
を
効
率
良
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
点
は
有
意

義
で
あ
る
と
感
じ
た
。
国
内
の
学
会
と
は
異
な
る
海
外
の
国
際
会
議
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
研
究

の
視
点
、
ア
プ
ロ
ー
チ
、
研
究
ス
タ
イ
ル
な
ど
様
々
な
面
に
お
い
て
刺
激
を
受
け
た
。
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注1）基調講演はMr.Bob Harayda
氏（Senior Vice Presidents＆
CFO,Marina Bay Sands Pte 
Ltd）により、“Prospect and 
Issue of Integrated Resort 
Development: Experience 
of the Sands Group”という
テーマでおこなわれた。

注2）APTAの発表によると、ポスター
セッションも含めた論文の採択
数は79.5％とのことである。採
択された論文の発表要旨は
http://apta.asia/wp/wp-
content/uploads/2017/09
/APTA2017_ABSTRACT_P
ROCEEDINGS.pdfで見ること
ができる。

注3）次年度はフィリピンのボラカイ
島での開催が予定されている。
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界
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、
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活
き
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発
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と
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学
のS

arah 
N

icholls

氏
に
よ

る「A
C
C
E
S
S
 

F
O

R
 

A
L
L

? 
B
E
A
C
H

 

A
C
C
E
S
S
 

A
N

D
 

E
Q

U
IT

Y
 

IN
 

T
H

E
 

D
E
T
R
O

IT
 M

E
T
R
O

P
O

LIT
A
N

 A
R
E
A

」

が
選
ば
れ
た
。T

he B
est P

aper A
w
ard

の
候
補
は
表
2
の
通
り
で
あ
る
。

　
2
0
1
7
年
6
月
18
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
、
韓
国
・
釜
山
の
ノ
ボ
テ
ル
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
釜

山
を
会
場
に2

3
rd A

sia P
acific T

ourism
 A

ssociation A
nnual C

onference

（
以
下
、

第
23
回
A
P
T
A
年
次
国
際
会
議
）
が
開
催
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
会
議
の
様
子
と
研
究
発
表

の
動
向
、
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

会
議
の
様
子
と
研
究
発
表
の
動
向

　
A
P
T
A
年
次
国
際
会
議
は
、A

sia P
acific T

ourism
 A

ssociation

（
以
下
、A
P
T
A
）が

年
に
１
回
開
催
す
る
国
際
会
議
で
あ
る
。
今
年
は
、
23
年
ぶ
り
に
第
１
回
目
の
開
催
地
で
あ
る

釜
山
で
開
催
さ
れ
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
4
日
間
に
わ
た
り
、
基
調
講
演（
注
1
）、
研
究
発
表
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
、
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
カ
ナ
ダ
、
中
国
、
ド
イ
ツ
、
香
港
、
イ
ン
ド
な
ど
25
カ
国
か
ら

A
P
T
A

年
次
国
際
会
議

参
加
報
告

観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
　

旅
の
図
書
館
長
　

企
画
室
長
　

主
任
研
究
員
　

福
永
香
織

観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
　

清
水 

愛

観
光

研
究
レ
ビ
ュ
ー

23
回

第

●
韓
国
・
東
亜
大
学
のH

ai-S
ik S

o
h
n

教

授
ら
を
中
心
に
1
9
9
5
年
に
設
立
さ
れ

た
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
分
野
の

国
際
組
織
。

●
年
1
回
の
国
際
会
議
の
開
催
、 S

o
cial 

S
ciences C

itation Index

（
S
S
C
I
）

に
登
録
さ
れ
て
い
る
学
術
誌A

sia P
acific 

Jo
u
rn

al 
o
f 

T
o
u
rism

 
R

esearch

（
A
P
J
T
R
）の
発
行
、 A

P
T
A
 e-N

ew
s 

L
etter

の
発
行
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

編
集
責
任
者
は
香
港
理
工
大
学
のK

aye 

C
h
o
n

氏
が
つ
と
め
て
お
り
、 

A
P
T
A
の

メ
ン
バ
ー
で
あ
れ
ば
無
料
で
ア
ク
セ
ス
が

可
能
で
あ
る
。

●
各
国
の
観
光
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
界

の
交
流
機
会
を
提
供
し
、研
究
者
と
実
務

家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
、研
究
成
果
お

よ
び
実
践
事
例
の
共
有
に
よ
る
観
光
研
究

や
観
光
産
業
の
質
の
向
上
を
目
的
と
し
て

い
る
。

の

概要

表 2 BEST PAPER CANDIDATES

表 1 テーマ別研究発表件数

開
会
式
の
様
子

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子

Jin Won Kim, University of Florida;Sarah Nicholls,Mishigan State University

著者

テーマ 件数

タイトル

Kyung-A Sun, Temple University,Seoki Lee, Pennsylvania State University

Yi-Hui Liang, I-Shou university

De-Jian Liu, National Kaohsiung University of Hospitality and Tourism; Ching-Chen Shen, 
National Kaohsiung University of Hospitality and Tourism

Bo Zhou, Management School,Xiamen University; Yanping Xu, Xiamen University

Xiaoyi Wu, Xiamen University; Xuemin Zhang, Xiamen University; Derong Lin, Xiamen University

Guang-hui Qiao, Human University of Science & Technology;Yong-hai Li, Henan University of Technology;
Bruce Prideaux, Central Queensland University; Deng-hui Zhang

Sienny Thio, The Hong Kong Polytechnic University; Brian King, The Hong Kong Polytechnic University

Mina Woo, Sogang University;Yameng Wang, University of Surrey ; Sangwon Park, University of Surrey

Junwook Chi, University of Hawaii at Manoa

2
9
3
人
が
参
加
し
、
終
日
、
盛
ん
に
交
流
す
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。

　
研
究
発
表
は
、
テ
ー
マ
別
に
5
つ
の
会
場
に
分
か
れ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
1
人
あ
た
り
15
分

の
発
表
と
5
分
の
質
疑
応
答
時
間
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
平
均
4
人
程
度
で
１
つ
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
大
学
に
所
属
す
る
研
究
者
の
発
表
が
大
半
を
占
め
る
が
、
シ
ン
ク
タ

ン
ク
の
研
究
員
に
よ
る
発
表
も
5
件（
4.6
％
）み
ら
れ
た
。
ま
た
、
日
本
か
ら
は
立
教
大
学
、
和
歌

山
大
学
、
高
崎
経
済
大
学
、
帝
京
大
学
、
芝
浦
工
業
大
学
、
千
葉
大
学
、
東
京
工
業
大
学
、
杏

林
大
学
の
ほ
か
、
民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
2
社
が
発
表
を
お
こ
な
っ
た
。
発
表
件
数
は
11
件（
10.2
％
）

で
あ
っ
た
。

　
テ
ー
マ
は
21
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
最
も
発
表
件
数
が
多
か
っ
た
の
が「T

o
u
rism

 

M
anagem

ent

」（
24
件
）で
あ
り
、次
い
で
、「H

ospitality 
M

anagem
ent

」（
7
件
）、「T

ourism
 

E
ducation

」（
7
件
）、「R

egional T
ourism

」（
6
件
）、「T

ourism
 IT

」（
6
件
）と
続
く（
表
1
）。

　
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
I
T
・
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
や

A
irbnb

を
テ
ー
マ
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
多
く
の
研
究
者
が
集
ま
っ
て
お
り
、

24
7
7
6
6
5
4
4
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
3
3
3

107
※Thesis-in-progress SessionとPoster Sessionは含まない。

Tourism Management

Hospitality Management

Tourism Education

Regional Tourism

Tourism IT

Foodservice Management

Human Resource Management

Food/agritourism

Media & Tour

Culture & Heritage

Special Topics

Methods in Travel & Tourism

Sustainability

Research in Tourism & Hospitality

Festivals

Gaming Management

Tourism Economics

Special Tourism

Peer-to-Peer Accommodation

Strategic Management

Health & Medical

計

「
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
将
来
展
望
と
方
向
性
」

C
apital U

niversity of Econom
ics and B

usiness, C
hina Jeffrey Li 

氏

1

「
持
続
可
能
な
観
光
地
の
競
争
力
」

C
ollege of H

otel and T
ourism

 M
anagem

ent, 
K

yung H
ee U

niversity, South K
orea C

hulm
o K

oo 

氏

3

「
パ
ー
ト
ナ
ー
を
つ
な
ぐ
ス
マ
ー
ト
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」

D
epartm

ent of International T
ourism

 and H
ospitality, 

I-Shou U
niversity, T

aiw
an R

osanna Leung 

氏

2 　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
近
年
注
目
が
集
ま
る
「
ス
マ
ー
ト
」
と
い

う
考
え
方
の
中
で
、
観
光
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
と
は
何
か
、
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
本
セ

ッ
シ
ョ
ン
の
内
容
を
紹
介
し
た
い
。

　
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
テ
ー
マ
に
お
こ
な
わ
れ
た
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、Jin

w
en 

U
niversity of S

cience and T
echnology, T

aiw
an

のY
ulan Y

uan

氏
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

ー
を
つ
と
め
、
3
名
の
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら
話
題
提
供
を
し
て
議
論
が
展
開
さ

れ
た
。
各
発
表
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　Jeffrey 
L
i

氏
は
、
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
表
現
が
流
行
り
言
葉
の
よ
う
に
使
わ
れ
、

必
要
性
も
叫
ば
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
定
義
や
ニ
ー
ズ
が
整
理
さ
れ
て
い
な
い
と
指
摘
し
た
。

そ
の
上
で
、
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
「
革
命
的
観
光
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
で
あ
る
と
し
、
①
旅
行

者
へ
の
情
報
提
供
、
②
個
別
の
旅
行
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
、
③
場
所
・
チ
ャ
ネ
ル
・
時
間
を
問

わ
な
い
旅
行
者
へ
の
情
報
提
供
、
④
観
光
事
業
再
編
と
観
光
団
体
の
最
適
化
、
⑤
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

に
よ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
変
革
や
旅
行
者
経
験
の
向
上
で
あ
る
と
定
義
し
た
。

　R
osanna 

Leung

氏
は
、
特
に
中
小
企
業
な
ど
が
I
T
に
投
資
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
挙
げ

た
一
方
で
、
天
気
や
経
済
と
い
っ
た
全
て
の
要
素
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
強
固
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

可
能
に
す
る
と
述
べ
た
。
そ
の
上
で
、
例
え
ば
A
I
を
利
用
し
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
良

い
シ
ナ
リ
オ
を
打
ち
出
す
等
、
①
統
計
的
お
よ
び
運
用
的
な
視
点
に
役
立
つ
こ
と
、
②
集
計
さ
れ

〝S
m

art T
ou

rism
:C

h
allen

ges for th
e F

u
tu

re

〞

Ａ
Ｐ
Ｔ
Ａ
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン

た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
は
全
て
を
統
合
す
る
力
を
持
つ
こ
と
、
③
ク
ラ
ウ
ド
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
統

合
や
デ
ー
タ
の
所
有
権
と
い
っ
た
面
で
課
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　C
hulm

o K
oo

氏
は
、
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
「
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る
こ
と
、
I
C
T
へ
の

準
備
は
観
光
産
業
の
重
要
な
要
素
の
1
つ
で
あ
る
こ
と
、
競
争
力
を
高
め
る
こ
と
が
観
光
産
業
に

と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
競
争
力
強
化
の
た

め
に
は
、
①
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
、
②
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上
、
③
快
適
性
の
拡
大
、
④
観

光
産
業
従
事
者
の
支
援
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　
以
上
3
名
の
話
題
提
供
の
後
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
のY

ulan 
Y
uan

氏
は
、
ス
マ
ー
ト
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
あ
く
ま
で
も
未
来
に
向
け
た
概
念
で
あ
り
、
必
ず
し
も
I
T
に
頼
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
、
か
つ
、
旅
行
者
の
行
動
は
I
T
だ
け
で
は
測
れ
な
い
側
面
が
あ
る
こ
と
を
補
足
し
た
。

　
会
場
の
参
加
者
か
ら
は
、
「
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
は
ど
の
立
場
か
ら
み
る
か
に
よ
っ

て
変
わ
る
も
の
で
あ
り
、
ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
が
必
要
で
は
な
い
か
」
「
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
へ
の
投
資
や
ア
ク
セ
ス
が
難
し
い
中
小
企
業
は
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
波
に
乗
る
の
が

難
し
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
意
見
が
挙
が
っ
た
。

お
わ
り
に

　
A
P
T
A
の
特
徴
と
し
て
は
、
扱
わ
れ
る
研
究
テ
ー
マ
や
参
加
す
る
研
究
者
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
が
多
様
で
あ
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
普
段
接
点
が
少
な
い
分
野
の
研
究

や
、
情
報
が
入
り
づ
ら
い
各
国
の
観
光
動
向
や
課
題
を
効
率
良
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
点
は
有
意

義
で
あ
る
と
感
じ
た
。
国
内
の
学
会
と
は
異
な
る
海
外
の
国
際
会
議
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
研
究

の
視
点
、
ア
プ
ロ
ー
チ
、
研
究
ス
タ
イ
ル
な
ど
様
々
な
面
に
お
い
て
刺
激
を
受
け
た
。

APTA
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に
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
あ
る
か
。

市
角
氏
…
問
題
の
本
質
を
捉
え
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
そ
の
案
件
は
ほ
ぼ
解
決
で
き
た
と

思
っ
て
い
い
。
問
題
の
本
質
を
捉
え
る
た
め

に
は
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
中
に
飛
び
込
ん
で

課
題
を
共
有
し
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
求
め
て

い
る
こ
と
や
困
っ
て
い
る
こ
と
を
徹
底
的
に

探
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
。
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
が
幸
せ
に
し
た
い
人
、
つ
ま
り
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
に
も
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
い
る
の
で
、
そ

う
い
っ
た
人
た
ち
を
い
か
に
幸
せ
に
す
る
か

を
意
識
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

参
加
者
…
最
近
、
モ
ノ
よ
り
コ
ト
だ
と
言
わ

れ
る
場
面
が
多
い
が
、
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
の

成
功
事
例
な
ど
は
あ
る
か
。

市
角
氏
…
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
は
画
面
の
中

で
完
結
す
る
世
界
か
ら
抜
け
出
し
て
、
い
か

に
モ
ノ
を
通
し
て
コ
ト
を
作
る
方
向
に
い
く

か
を
考
え
て
い
る
。
そ
の
地
域
の
野
菜
を
使

っ
て
作
る
V
E
G
E
S
U
S
H
I
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
ま
さ
に
そ
の
一
環
で
始
め
た
も

の
で
あ
る
。
地
域
の
野
菜
の
価
値
を
地
元
の

方
や
観
光
客
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

こ
と
で
、
多
く
の
地
域
か
ら
依
頼
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

　
ま
た
、
鹿
児
島
県
垂
水
市
の
企
業
か
ら
飲

料
水
が
な
か
な
か
売
れ
な
い
と
い
う
相
談
を

い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
る
。
先
方
か
ら
は
、

参
加
者
…
市
角
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
手
が
け
ら

れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
事
例
で
特
徴
的
な
も
の
を

教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
デ
ザ
イ
ン

も
効
果
を
求
め
ら
れ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
か
。

市
角
氏
…
丸
の
内
の
ユ
ビ
キ
タ
ス
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
「E

arth
 L

iteracy P
ro

gram

」の

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
た
こ
と

が
あ
る
。
そ
の
一
環
で
、
歴
史
や
周
辺
情
報

を
仕
込
ん
だ
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
プ
レ
ー
ト
に
表

示
し
、
そ
れ
を
丸
の
内
の
あ
ち
こ
ち
に
配
置

し
て
お
客
様
に
め
ぐ
っ
て
も
ら
う
と
い
う
試

み
を
お
こ
な
っ
た
。
当
時
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が

出
始
め
た
ば
か
り
の
頃
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
、
こ
う
し
た
活
用
方
法
が
全
国
に
波
及
し

た
と
い
う
意
味
で
は
効
果
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
は
、
提
案
し
た
手
法

や
視
点
が
ど
う
評
価
さ
れ
る
か
、
他
の
地
域

に
も
採
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
気
に
な
る
。

参
加
者
…
街
並
み
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

市
角
氏
…
「
デ
ザ
イ
ン
表
現
」
と
「
デ
ザ
イ

ン
思
考
」
の
２
つ
の
レ
イ
ヤ
ー
が
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。
デ
ザ
イ
ン
表
現
で
い
う
と
、
余

計
な
も
の
（
ノ
イ
ズ
）
が
乱
立
し
て
お
ら
ず
、

デ
ザ
イ
ン
に
統
一
感
が
あ
る
か
ど
う
か
が
重

要
で
あ
る
し
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
で
い
う
と
、

そ
の
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
が
反
映
さ
れ
た
景
観

が
存
在
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
重
要
に
な
る
。

例
え
ば
、
秋
葉
原
や
築
地
は
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ

し
て
い
る
雰
囲
気
が
良
さ
で
あ
り
、
こ
れ
が

き
れ
い
に
整
理
整
頓
さ
れ
て
し
ま
う
と
魅
力

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
思
う
。
外
か
ら
ど

う
見
ら
れ
て
い
る
か
を
い
か
に
地
元
の
方
が

意
識
で
き
て
い
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
い
い
と
い
う
考
え
方
の

も
と
で
創
ら
れ
る
も
の
は
ノ
イ
ズ
に
な
る
が
、

地
域
全
体
の
中
で
ど
う
い
っ
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン

に
な
る
の
か
を
考
え
た
上
で
創
ら
れ
て
い
る

も
の
は
１
つ
の
パ
ー
ツ
と
し
て
機
能
す
る
の

だ
と
思
う
。

参
加
者
…
１
つ
の
も
の
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
際

に
多
様
な
関
係
者
が
関
わ
る
と
、
要
望
や
想

い
が
集
ま
り
す
ぎ
て
し
ま
い
、
余
計
な
も
の

を
削
ぎ
落
と
し
て
い
く
と
い
う
作
業
が
困
難

に
な
る
と
思
う
。
こ
う
い
っ
た
際
に
デ
ザ
イ

ナ
ー
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

市
角
氏
…
最
終
決
定
を
す
る
の
は
地
域
側
に

な
る
た
め
、
地
域
に
関
係
者
の
調
整
や
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
で
き
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
い

る
か
ど
う
か
が
重
要
に
な
る
。
デ
ザ
イ
ナ
ー

は
、
あ
く
ま
で
も
誘
導
す
る
立
場
で
あ
る
が
、

地
域
に
納
得
し
て
い
た
だ
け
そ
う
な
言
葉
を

選
ん
で
意
見
を
述
べ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

参
加
者
…
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
問
題
点
や
課
題

を
把
握
で
き
て
お
ら
ず
、
ど
う
し
た
い
か
が

見
え
な
い
場
合
も
多
い
が
、
そ
う
い
っ
た
時

　
2
0
1
7
年
6
月
28
日（
水
）、
第
９
回
た

び
と
し
ょ
C
a
f
e
「
観
光
地
づ
く
り
に
必

要
な
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
研

究
者
、
図
書
館
職
員
な
ど
25
名
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
観
光
地
で
は
、
W
e
b
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
、
地
域
の
魅
力
や
情
報
を
発
信
す
る
た

め
に
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
を
作
成
し
ま
す
が
、

多
様
な
関
係
者
が
関
わ
る
中
で
、
ど
の
よ
う

●
デ
ザ
イ
ン
は
ア
ー
ト
と
は
異
な
る
。
デ
ザ

イ
ン
の
仕
事
の
本
質
は
、
作
る
こ
と
を
通
し

て
人
の
気
持
ち
を
動
か
す
こ
と
で
あ
り
、
理

性
と
感
性
の
両
方
を
用
い
た
問
題
の
解
決
法

で
あ
る
。

活 動 報 告

「たびとしょCafe」
を

開催
【
第
１
部
】

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る

話
題
提
供

【
第
2
部
】

意
見
交
換

9 回第

に
形
に
し
て
い
け
ば
よ
い
か
を
悩
ん
で
い
る

例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

●
ロ
ジ
カ
ル
な
思
考
だ
け
で
は
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
起
き
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、
芸
術
の
分
野
に
ヒ
ン
ト
を
求
め
る

人
も
増
え
て
い
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生

み
出
す
た
め
の
「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」
は
企
業

や
自
治
体
で
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。

●
デ
ザ
イ
ン
思
考
は
、「
共
感
」「
問
題
定
義
」

「
創
造
」「
試
作
」「
検
証
」と
い
う
５
段
階
の
ス

テ
ッ
プ
と
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
て
お
こ
な

う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
右
脳
を
使
っ
て
自

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
デ
ザ
イ
ナ

ー
の
話
を
普
段
聞
く
機
会
が
な
い
た
め
、
大

変
参
考
に
な
っ
た
」「
デ
ザ
イ
ン
の
基
本
的

な
考
え
方
は
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
応
用
が
で

き
る
」「
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
立
場
、
発
注
す

る
地
域
の
立
場
な
ど
、
多
様
な
立
場
か
ら
の

質
問
が
飛
び
交
う
質
疑
応
答
が
勉
強
に
な
っ

た
」
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
セ
ス
に
重
点
を
置
い

て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
デ
ザ
イ
ン

と
し
て
形
に
な
る
前
の
問
題
定
義
を
丁
寧
に

お
こ
な
う
こ
と
、
盛
り
込
み
た
い
情
報
の
絞

り
込
み
を
お
こ
な
う
こ
と
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を
い
か
に
幸
せ
に
す
る
か

を
意
識
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
我
々
の
よ

う
に
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
す
る
立
場
と
も

通
じ
る
面
が
あ
り
、
改
め
て
重
要
性
を
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
は
観
光
地
づ
く
り

そ
の
も
の
に
と
っ
て
も
必
要
な
要
素
で
あ
り
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
み
な
ら
ず
、
地
域
側
も
そ
の

考
え
方
を
い
か
に
共
有
で
き
る
か
が
今
後
の

課
題
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で
す
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

旅
の
図
書
館
長
　
企
画
室
長
　
福
永
香
織
）

高
い
Ｐ
Ｈ
値
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
デ
ザ
イ
ン
に

し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
が
、
ユ
ー
ザ
ー
の

視
点
で
考
え
る
と
家
の
中
に
主
張
の
激
し
い

パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
が
あ
る
と
疲
れ
て
し

ま
う
。
店
に
置
く
の
で
あ
れ
ば
目
立
つ
必
要

が
あ
る
の
は
わ
か
る
が
、
購
入
し
た
後
は
、

家
具
の
よ
う
に
生
活
に
溶
け
込
む
デ
ザ
イ
ン

が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
そ

こ
で
、
水
の
入
っ
て
い
る
段
ボ
ー
ル
が
そ
の

ま
ま
家
具
調
の
フ
ァ
イ
ル
ボ
ッ
ク
ス
に
な
る

よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
と
こ
ろ
、
置
い
て
も

邪
魔
に
な
ら
な
い
の
で
買
い
た
い
と
い
う
声

を
多
く
い
た
だ
い
た
。
水
と
い
う
モ
ノ
を
通

し
て
、
そ
の
先
に
ど
う
い
っ
た
生
活
空
間
や

風
景
が
あ
る
か
と
い
う
コ
ト
を
考
え
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
と
思
う
。

参
加
者
…
な
か
な
か
そ
の
地
域
に
行
け
な
い

場
合
や
納
品
ま
で
の
時
間
が
短
い
場
合
も
あ

る
と
思
う
が
、
地
域
の
特
色
や
良
さ
を
ど
の

よ
う
に
探
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
地
域
と

長
く
付
き
合
っ
て
い
く
た
め
に
デ
ザ
イ
ナ
ー

側
と
し
て
は
ど
う
い
っ
た
心
が
け
を
し
て
い

る
の
か
。

市
角
氏
…
休
日
は
で
き
る
だ
け
旅
行
を
す
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
色
々
な
タ
イ
プ
の
地
域

を
見
て
お
く
と
、「
共
感
」
と
し
て
の
情
報

が
自
分
の
中
に
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
、
地
域
が
抱

え
る
課
題
な
ど
も
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
な
る
。

由
な
ア
イ
デ
ア
を
出
す
「
発
散
思
考
」
と
、

左
脳
を
使
っ
て
客
観
的
か
つ
論
理
的
に
判
断

す
る
「
収
束
思
考
」
を
相
互
に
働
か
せ
る
こ

と
が
重
要
と
な
る
。

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
は
、
デ
ザ
イ
ン
を
好
き

嫌
い
で
話
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
現
場
に
お
い

て
、
感
情
や
感
覚
で
は
な
く
論
理
的
に
話
を

す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
。
そ
の
際
に
、

相
手
が
使
う
言
葉
に
言
い
換
え
て
説
明
を
す

る
と
い
う
こ
と
も
意
識
し
て
い
る
。

●
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
情
報
を
全
て
盛
り
込
み

た
が
る
観
光
地
が
多
い
が
、
い
っ
た
ん
こ
れ

ま
で
大
事
に
し
て
き
た
こ
と
を
捨
て
る
と
ど

う
な
る
か
を
考
え
て
み
て
ほ
し
い
。
今
ま
で

見
え
て
こ
な
か
っ
た
地
域
の
魅
力
を
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
、
他
地
域
と
の
差
別
化
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、
船
便
の

関
係
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
観
光
客
数
が
限
ら

れ
る
小
笠
原
村
で
は
、
興
味
本
位
で
訪
れ
て

ゴ
ミ
を
落
と
し
て
帰
っ
て
行
く
人
を
増
や
す

の
で
は
な
く
、
小
笠
原
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て

く
れ
る
人
を
増
や
し
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、

世
界
遺
産
を
全
面
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を

や
め
た
。
小
笠
原
村
観
光
局
の
サ
イ
ト
は
利

用
者
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
選
択
肢
を
絞

り
込
み
、
シ
ン
プ
ル
に
情
報
提
供
を
お
こ
な

っ
て
い
る
。

●
地
域
の
関
係
者
と
一
緒
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
例
も
多
く
み
ら
れ
る

が
、
作
成
の
過
程
を
通
し
て
地
域
の
魅
力
を

再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
愛
や
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
い
う

意
味
で
効
果
的
で
あ
る
。

●
観
光
地
で
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
際
は
、
旅

行
者
と
住
民
の
両
方
に
寄
り
添
う
こ
と
、
試

作
と
検
証
を
繰
り
返
す
こ
と
、
削
ぎ
落
と
す

こ
と
の
3
点
が
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
要

素
を
養
う
た
め
に
は
、
自
ら
も
移
動（
旅
行
）

を
し
て
地
域
側
と
旅
行
者
側
の
視
点
を
持
つ

こ
と
、
そ
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
の
目
と
デ
ザ
イ

ン
思
考
を
養
っ
て
お
く
こ
と
、
デ
ザ
イ
ナ
ー

任
せ
に
せ
ず
協
創
す
る
こ
と
、
長
く
付
き
合

え
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
（
パ
ー
ト
ナ
ー
）
を
選
ぶ

こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。

図 3
デザイン思考

（デザインシンキング）
のサイクル

（市角氏発表資料
より）

共感
生活者にふれあい
五感を動員して
情報を取得
する

定義
共感で得た情報から

生活者の
本当のニーズを
探しだす

検証
試作した物や事を
実際に体験者に
なって検証
していく

創造
真のニーズを
満たすための
創造的な仮説を
導き出す

試作
早い段階で手を動かし
最小限のクオリティで
仮説の検証を
行う

市
角
壮
玄（
い
ち
ず
み
・
そ
う
げ
ん
）

1
9
8
0
年 

千
葉
県
生
ま
れ
。 ア
ー
ト
ディレ
ク
タ
ー
、デ
ザイ
ナ
ー
。

ビ
ジ
ネ
ス・ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
大
学
経
営
学
部
講
師
、デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウッド
バンコ
ク
校
講
師
。

伊
勢
志
摩
サ
ミット
関
連
の
デ
ザイン
や
那
智
勝
浦
町
の
多
言
語
A
R
観
光
ガ
イ
ド
な
ど
を
は
じ
め
、

C
I
や
パッケ
ー
ジ
な
ど
の
グ
ラ
フィッ
ク
デ
ザイン、We
b
デ
ザイン、

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
ション
な
ど
を
多
数
手
が
け
る
。

2
0
1
6
年
度
に
開
講
し
た「
地
方
創
生
カ
レッジ
」（
内
閣
府
） で
は

「
魅
力
あ
る
観
光
地
域
デ
ザイン 

| 

デ
ザインの
視
点
か
ら
問
題
を
解
決
す
る 

| 

」を
担
当
。

著
書
に『
V
E
G
E
S
U
S
H
I 

パ
リ
が
恋
し
た
、

野
菜
を
使った
ケ
ー
キ
の
よ
う
な
お
寿
司
』（
2
0
1
7
） が
あ
る
。

　
今
回
は
、
観
光
地
の
W
e
b
や
ポ
ス
タ
ー

な
ど
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
を
多
数
手

が
け
る
市
角
壮
玄
氏
を
お
招
き
し
、
デ
ザ
イ

い
ち

ず
み

そ
う

げ
ん

ン
の
思
考
・
形
成
プ
ロ
セ
ス
や
観
光
地
に
お

け
る
デ
ザ
イ
ン
の
課
題
・
展
望
等
に
つ
い
て

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
話
の
ポ
イ
ン
ト
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に
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
あ
る
か
。

市
角
氏
…
問
題
の
本
質
を
捉
え
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
そ
の
案
件
は
ほ
ぼ
解
決
で
き
た
と

思
っ
て
い
い
。
問
題
の
本
質
を
捉
え
る
た
め

に
は
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
中
に
飛
び
込
ん
で

課
題
を
共
有
し
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
求
め
て

い
る
こ
と
や
困
っ
て
い
る
こ
と
を
徹
底
的
に

探
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
。
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
が
幸
せ
に
し
た
い
人
、
つ
ま
り
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
に
も
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
い
る
の
で
、
そ

う
い
っ
た
人
た
ち
を
い
か
に
幸
せ
に
す
る
か

を
意
識
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

参
加
者
…
最
近
、
モ
ノ
よ
り
コ
ト
だ
と
言
わ

れ
る
場
面
が
多
い
が
、
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
の

成
功
事
例
な
ど
は
あ
る
か
。

市
角
氏
…
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
は
画
面
の
中

で
完
結
す
る
世
界
か
ら
抜
け
出
し
て
、
い
か

に
モ
ノ
を
通
し
て
コ
ト
を
作
る
方
向
に
い
く

か
を
考
え
て
い
る
。
そ
の
地
域
の
野
菜
を
使

っ
て
作
る
V
E
G
E
S
U
S
H
I
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
ま
さ
に
そ
の
一
環
で
始
め
た
も

の
で
あ
る
。
地
域
の
野
菜
の
価
値
を
地
元
の

方
や
観
光
客
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

こ
と
で
、
多
く
の
地
域
か
ら
依
頼
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

　
ま
た
、
鹿
児
島
県
垂
水
市
の
企
業
か
ら
飲

料
水
が
な
か
な
か
売
れ
な
い
と
い
う
相
談
を

い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
る
。
先
方
か
ら
は
、

参
加
者
…
市
角
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
手
が
け
ら

れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
事
例
で
特
徴
的
な
も
の
を

教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
デ
ザ
イ
ン

も
効
果
を
求
め
ら
れ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
か
。

市
角
氏
…
丸
の
内
の
ユ
ビ
キ
タ
ス
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
「E
arth

 L
iteracy P

ro
gram

」の

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
た
こ
と

が
あ
る
。
そ
の
一
環
で
、
歴
史
や
周
辺
情
報

を
仕
込
ん
だ
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
プ
レ
ー
ト
に
表

示
し
、
そ
れ
を
丸
の
内
の
あ
ち
こ
ち
に
配
置

し
て
お
客
様
に
め
ぐ
っ
て
も
ら
う
と
い
う
試

み
を
お
こ
な
っ
た
。
当
時
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が

出
始
め
た
ば
か
り
の
頃
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
、
こ
う
し
た
活
用
方
法
が
全
国
に
波
及
し

た
と
い
う
意
味
で
は
効
果
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
は
、
提
案
し
た
手
法

や
視
点
が
ど
う
評
価
さ
れ
る
か
、
他
の
地
域

に
も
採
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
気
に
な
る
。

参
加
者
…
街
並
み
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

市
角
氏
…
「
デ
ザ
イ
ン
表
現
」
と
「
デ
ザ
イ

ン
思
考
」
の
２
つ
の
レ
イ
ヤ
ー
が
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。
デ
ザ
イ
ン
表
現
で
い
う
と
、
余

計
な
も
の
（
ノ
イ
ズ
）
が
乱
立
し
て
お
ら
ず
、

デ
ザ
イ
ン
に
統
一
感
が
あ
る
か
ど
う
か
が
重

要
で
あ
る
し
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
で
い
う
と
、

そ
の
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
が
反
映
さ
れ
た
景
観

が
存
在
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
重
要
に
な
る
。

例
え
ば
、
秋
葉
原
や
築
地
は
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ

し
て
い
る
雰
囲
気
が
良
さ
で
あ
り
、
こ
れ
が

き
れ
い
に
整
理
整
頓
さ
れ
て
し
ま
う
と
魅
力

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
思
う
。
外
か
ら
ど

う
見
ら
れ
て
い
る
か
を
い
か
に
地
元
の
方
が

意
識
で
き
て
い
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
い
い
と
い
う
考
え
方
の

も
と
で
創
ら
れ
る
も
の
は
ノ
イ
ズ
に
な
る
が
、

地
域
全
体
の
中
で
ど
う
い
っ
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン

に
な
る
の
か
を
考
え
た
上
で
創
ら
れ
て
い
る

も
の
は
１
つ
の
パ
ー
ツ
と
し
て
機
能
す
る
の

だ
と
思
う
。

参
加
者
…
１
つ
の
も
の
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
際

に
多
様
な
関
係
者
が
関
わ
る
と
、
要
望
や
想

い
が
集
ま
り
す
ぎ
て
し
ま
い
、
余
計
な
も
の

を
削
ぎ
落
と
し
て
い
く
と
い
う
作
業
が
困
難

に
な
る
と
思
う
。
こ
う
い
っ
た
際
に
デ
ザ
イ

ナ
ー
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

市
角
氏
…
最
終
決
定
を
す
る
の
は
地
域
側
に

な
る
た
め
、
地
域
に
関
係
者
の
調
整
や
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
で
き
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
い

る
か
ど
う
か
が
重
要
に
な
る
。
デ
ザ
イ
ナ
ー

は
、
あ
く
ま
で
も
誘
導
す
る
立
場
で
あ
る
が
、

地
域
に
納
得
し
て
い
た
だ
け
そ
う
な
言
葉
を

選
ん
で
意
見
を
述
べ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

参
加
者
…
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
問
題
点
や
課
題

を
把
握
で
き
て
お
ら
ず
、
ど
う
し
た
い
か
が

見
え
な
い
場
合
も
多
い
が
、
そ
う
い
っ
た
時

　
2
0
1
7
年
6
月
28
日（
水
）、
第
９
回
た

び
と
し
ょ
C
a
f
e
「
観
光
地
づ
く
り
に
必

要
な
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
研

究
者
、
図
書
館
職
員
な
ど
25
名
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
観
光
地
で
は
、
W
e
b
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
、
地
域
の
魅
力
や
情
報
を
発
信
す
る
た

め
に
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
を
作
成
し
ま
す
が
、

多
様
な
関
係
者
が
関
わ
る
中
で
、
ど
の
よ
う

●
デ
ザ
イ
ン
は
ア
ー
ト
と
は
異
な
る
。
デ
ザ

イ
ン
の
仕
事
の
本
質
は
、
作
る
こ
と
を
通
し

て
人
の
気
持
ち
を
動
か
す
こ
と
で
あ
り
、
理

性
と
感
性
の
両
方
を
用
い
た
問
題
の
解
決
法

で
あ
る
。

活 動 報 告

「たびとしょCafe」
を

開催
【
第
１
部
】

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る

話
題
提
供

【
第
2
部
】

意
見
交
換

9 回第

に
形
に
し
て
い
け
ば
よ
い
か
を
悩
ん
で
い
る

例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

●
ロ
ジ
カ
ル
な
思
考
だ
け
で
は
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
起
き
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、
芸
術
の
分
野
に
ヒ
ン
ト
を
求
め
る

人
も
増
え
て
い
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生

み
出
す
た
め
の
「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」
は
企
業

や
自
治
体
で
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。

●
デ
ザ
イ
ン
思
考
は
、「
共
感
」「
問
題
定
義
」

「
創
造
」「
試
作
」「
検
証
」と
い
う
５
段
階
の
ス

テ
ッ
プ
と
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
て
お
こ
な

う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
右
脳
を
使
っ
て
自

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
デ
ザ
イ
ナ

ー
の
話
を
普
段
聞
く
機
会
が
な
い
た
め
、
大

変
参
考
に
な
っ
た
」「
デ
ザ
イ
ン
の
基
本
的

な
考
え
方
は
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
応
用
が
で

き
る
」「
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
立
場
、
発
注
す

る
地
域
の
立
場
な
ど
、
多
様
な
立
場
か
ら
の

質
問
が
飛
び
交
う
質
疑
応
答
が
勉
強
に
な
っ

た
」
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
セ
ス
に
重
点
を
置
い

て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
デ
ザ
イ
ン

と
し
て
形
に
な
る
前
の
問
題
定
義
を
丁
寧
に

お
こ
な
う
こ
と
、
盛
り
込
み
た
い
情
報
の
絞

り
込
み
を
お
こ
な
う
こ
と
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を
い
か
に
幸
せ
に
す
る
か

を
意
識
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
我
々
の
よ

う
に
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
す
る
立
場
と
も

通
じ
る
面
が
あ
り
、
改
め
て
重
要
性
を
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
は
観
光
地
づ
く
り

そ
の
も
の
に
と
っ
て
も
必
要
な
要
素
で
あ
り
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
み
な
ら
ず
、
地
域
側
も
そ
の

考
え
方
を
い
か
に
共
有
で
き
る
か
が
今
後
の

課
題
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で
す
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

旅
の
図
書
館
長
　
企
画
室
長
　
福
永
香
織
）

高
い
Ｐ
Ｈ
値
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
デ
ザ
イ
ン
に

し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
が
、
ユ
ー
ザ
ー
の

視
点
で
考
え
る
と
家
の
中
に
主
張
の
激
し
い

パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
が
あ
る
と
疲
れ
て
し

ま
う
。
店
に
置
く
の
で
あ
れ
ば
目
立
つ
必
要

が
あ
る
の
は
わ
か
る
が
、
購
入
し
た
後
は
、

家
具
の
よ
う
に
生
活
に
溶
け
込
む
デ
ザ
イ
ン

が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
そ

こ
で
、
水
の
入
っ
て
い
る
段
ボ
ー
ル
が
そ
の

ま
ま
家
具
調
の
フ
ァ
イ
ル
ボ
ッ
ク
ス
に
な
る

よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
と
こ
ろ
、
置
い
て
も

邪
魔
に
な
ら
な
い
の
で
買
い
た
い
と
い
う
声

を
多
く
い
た
だ
い
た
。
水
と
い
う
モ
ノ
を
通

し
て
、
そ
の
先
に
ど
う
い
っ
た
生
活
空
間
や

風
景
が
あ
る
か
と
い
う
コ
ト
を
考
え
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
と
思
う
。

参
加
者
…
な
か
な
か
そ
の
地
域
に
行
け
な
い

場
合
や
納
品
ま
で
の
時
間
が
短
い
場
合
も
あ

る
と
思
う
が
、
地
域
の
特
色
や
良
さ
を
ど
の

よ
う
に
探
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
地
域
と

長
く
付
き
合
っ
て
い
く
た
め
に
デ
ザ
イ
ナ
ー

側
と
し
て
は
ど
う
い
っ
た
心
が
け
を
し
て
い

る
の
か
。

市
角
氏
…
休
日
は
で
き
る
だ
け
旅
行
を
す
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
色
々
な
タ
イ
プ
の
地
域

を
見
て
お
く
と
、「
共
感
」
と
し
て
の
情
報

が
自
分
の
中
に
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
、
地
域
が
抱

え
る
課
題
な
ど
も
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
な
る
。

由
な
ア
イ
デ
ア
を
出
す
「
発
散
思
考
」
と
、

左
脳
を
使
っ
て
客
観
的
か
つ
論
理
的
に
判
断

す
る
「
収
束
思
考
」
を
相
互
に
働
か
せ
る
こ

と
が
重
要
と
な
る
。

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
は
、
デ
ザ
イ
ン
を
好
き

嫌
い
で
話
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
現
場
に
お
い

て
、
感
情
や
感
覚
で
は
な
く
論
理
的
に
話
を

す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
。
そ
の
際
に
、

相
手
が
使
う
言
葉
に
言
い
換
え
て
説
明
を
す

る
と
い
う
こ
と
も
意
識
し
て
い
る
。

●
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
情
報
を
全
て
盛
り
込
み

た
が
る
観
光
地
が
多
い
が
、
い
っ
た
ん
こ
れ

ま
で
大
事
に
し
て
き
た
こ
と
を
捨
て
る
と
ど

う
な
る
か
を
考
え
て
み
て
ほ
し
い
。
今
ま
で

見
え
て
こ
な
か
っ
た
地
域
の
魅
力
を
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
、
他
地
域
と
の
差
別
化
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、
船
便
の

関
係
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
観
光
客
数
が
限
ら

れ
る
小
笠
原
村
で
は
、
興
味
本
位
で
訪
れ
て

ゴ
ミ
を
落
と
し
て
帰
っ
て
行
く
人
を
増
や
す

の
で
は
な
く
、
小
笠
原
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て

く
れ
る
人
を
増
や
し
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、

世
界
遺
産
を
全
面
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を

や
め
た
。
小
笠
原
村
観
光
局
の
サ
イ
ト
は
利

用
者
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
選
択
肢
を
絞

り
込
み
、
シ
ン
プ
ル
に
情
報
提
供
を
お
こ
な

っ
て
い
る
。

●
地
域
の
関
係
者
と
一
緒
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
例
も
多
く
み
ら
れ
る

が
、
作
成
の
過
程
を
通
し
て
地
域
の
魅
力
を

再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
愛
や
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
い
う

意
味
で
効
果
的
で
あ
る
。

●
観
光
地
で
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
際
は
、
旅

行
者
と
住
民
の
両
方
に
寄
り
添
う
こ
と
、
試

作
と
検
証
を
繰
り
返
す
こ
と
、
削
ぎ
落
と
す

こ
と
の
3
点
が
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
要

素
を
養
う
た
め
に
は
、
自
ら
も
移
動（
旅
行
）

を
し
て
地
域
側
と
旅
行
者
側
の
視
点
を
持
つ

こ
と
、
そ
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
の
目
と
デ
ザ
イ

ン
思
考
を
養
っ
て
お
く
こ
と
、
デ
ザ
イ
ナ
ー

任
せ
に
せ
ず
協
創
す
る
こ
と
、
長
く
付
き
合

え
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
（
パ
ー
ト
ナ
ー
）
を
選
ぶ

こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。

図 3
デザイン思考

（デザインシンキング）
のサイクル

（市角氏発表資料
より）

共感
生活者にふれあい
五感を動員して
情報を取得
する

定義
共感で得た情報から

生活者の
本当のニーズを
探しだす

検証
試作した物や事を
実際に体験者に
なって検証
していく

創造
真のニーズを
満たすための
創造的な仮説を
導き出す

試作
早い段階で手を動かし
最小限のクオリティで
仮説の検証を
行う

市
角
壮
玄（
い
ち
ず
み
・
そ
う
げ
ん
）

1
9
8
0
年 

千
葉
県
生
ま
れ
。 ア
ー
ト
ディレ
ク
タ
ー
、デ
ザイ
ナ
ー
。

ビ
ジ
ネ
ス・ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
大
学
経
営
学
部
講
師
、デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウッ
ド
バンコ
ク
校
講
師
。

伊
勢
志
摩
サ
ミット
関
連
の
デ
ザイン
や
那
智
勝
浦
町
の
多
言
語
A
R
観
光
ガ
イ
ド
な
ど
を
は
じ
め
、

C
I
や
パッケ
ー
ジ
な
ど
の
グ
ラ
フィッ
ク
デ
ザイン、We
b
デ
ザイン、

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
ション
な
ど
を
多
数
手
が
け
る
。

2
0
1
6
年
度
に
開
講
し
た「
地
方
創
生
カ
レッジ
」（
内
閣
府
） で
は

「
魅
力
あ
る
観
光
地
域
デ
ザイン 

| 

デ
ザインの
視
点
か
ら
問
題
を
解
決
す
る 

| 

」を
担
当
。

著
書
に『
V
E
G
E
S
U
S
H
I 

パ
リ
が
恋
し
た
、

野
菜
を
使った
ケ
ー
キ
の
よ
う
な
お
寿
司
』（
2
0
1
7
） が
あ
る
。

　
今
回
は
、
観
光
地
の
W
e
b
や
ポ
ス
タ
ー

な
ど
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
を
多
数
手

が
け
る
市
角
壮
玄
氏
を
お
招
き
し
、
デ
ザ
イ

い
ち

ず
み

そ
う

げ
ん

ン
の
思
考
・
形
成
プ
ロ
セ
ス
や
観
光
地
に
お

け
る
デ
ザ
イ
ン
の
課
題
・
展
望
等
に
つ
い
て

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
話
の
ポ
イ
ン
ト
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に
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
あ
る
か
。

市
角
氏
…
問
題
の
本
質
を
捉
え
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
そ
の
案
件
は
ほ
ぼ
解
決
で
き
た
と

思
っ
て
い
い
。
問
題
の
本
質
を
捉
え
る
た
め

に
は
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
中
に
飛
び
込
ん
で

課
題
を
共
有
し
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
求
め
て

い
る
こ
と
や
困
っ
て
い
る
こ
と
を
徹
底
的
に

探
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
。
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
が
幸
せ
に
し
た
い
人
、
つ
ま
り
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
に
も
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
い
る
の
で
、
そ

う
い
っ
た
人
た
ち
を
い
か
に
幸
せ
に
す
る
か

を
意
識
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

参
加
者
…
最
近
、
モ
ノ
よ
り
コ
ト
だ
と
言
わ

れ
る
場
面
が
多
い
が
、
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
の

成
功
事
例
な
ど
は
あ
る
か
。

市
角
氏
…
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
は
画
面
の
中

で
完
結
す
る
世
界
か
ら
抜
け
出
し
て
、
い
か

に
モ
ノ
を
通
し
て
コ
ト
を
作
る
方
向
に
い
く

か
を
考
え
て
い
る
。
そ
の
地
域
の
野
菜
を
使

っ
て
作
る
V
E
G
E
S
U
S
H
I
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
ま
さ
に
そ
の
一
環
で
始
め
た
も

の
で
あ
る
。
地
域
の
野
菜
の
価
値
を
地
元
の

方
や
観
光
客
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

こ
と
で
、
多
く
の
地
域
か
ら
依
頼
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

　
ま
た
、
鹿
児
島
県
垂
水
市
の
企
業
か
ら
飲

料
水
が
な
か
な
か
売
れ
な
い
と
い
う
相
談
を

い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
る
。
先
方
か
ら
は
、

参
加
者
…
市
角
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
手
が
け
ら

れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
事
例
で
特
徴
的
な
も
の
を

教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
デ
ザ
イ
ン

も
効
果
を
求
め
ら
れ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
か
。

市
角
氏
…
丸
の
内
の
ユ
ビ
キ
タ
ス
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
「E

arth
 L

iteracy P
ro

gram

」の

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
た
こ
と

が
あ
る
。
そ
の
一
環
で
、
歴
史
や
周
辺
情
報

を
仕
込
ん
だ
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
プ
レ
ー
ト
に
表

示
し
、
そ
れ
を
丸
の
内
の
あ
ち
こ
ち
に
配
置

し
て
お
客
様
に
め
ぐ
っ
て
も
ら
う
と
い
う
試

み
を
お
こ
な
っ
た
。
当
時
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が

出
始
め
た
ば
か
り
の
頃
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
、
こ
う
し
た
活
用
方
法
が
全
国
に
波
及
し

た
と
い
う
意
味
で
は
効
果
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
は
、
提
案
し
た
手
法

や
視
点
が
ど
う
評
価
さ
れ
る
か
、
他
の
地
域

に
も
採
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
気
に
な
る
。

参
加
者
…
街
並
み
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

市
角
氏
…
「
デ
ザ
イ
ン
表
現
」
と
「
デ
ザ
イ

ン
思
考
」
の
２
つ
の
レ
イ
ヤ
ー
が
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。
デ
ザ
イ
ン
表
現
で
い
う
と
、
余

計
な
も
の
（
ノ
イ
ズ
）
が
乱
立
し
て
お
ら
ず
、

デ
ザ
イ
ン
に
統
一
感
が
あ
る
か
ど
う
か
が
重

要
で
あ
る
し
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
で
い
う
と
、

そ
の
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
が
反
映
さ
れ
た
景
観

が
存
在
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
重
要
に
な
る
。

例
え
ば
、
秋
葉
原
や
築
地
は
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ

し
て
い
る
雰
囲
気
が
良
さ
で
あ
り
、
こ
れ
が

き
れ
い
に
整
理
整
頓
さ
れ
て
し
ま
う
と
魅
力

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
思
う
。
外
か
ら
ど

う
見
ら
れ
て
い
る
か
を
い
か
に
地
元
の
方
が

意
識
で
き
て
い
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
い
い
と
い
う
考
え
方
の

も
と
で
創
ら
れ
る
も
の
は
ノ
イ
ズ
に
な
る
が
、

地
域
全
体
の
中
で
ど
う
い
っ
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン

に
な
る
の
か
を
考
え
た
上
で
創
ら
れ
て
い
る

も
の
は
１
つ
の
パ
ー
ツ
と
し
て
機
能
す
る
の

だ
と
思
う
。

参
加
者
…
１
つ
の
も
の
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
際

に
多
様
な
関
係
者
が
関
わ
る
と
、
要
望
や
想

い
が
集
ま
り
す
ぎ
て
し
ま
い
、
余
計
な
も
の

を
削
ぎ
落
と
し
て
い
く
と
い
う
作
業
が
困
難

に
な
る
と
思
う
。
こ
う
い
っ
た
際
に
デ
ザ
イ

ナ
ー
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

市
角
氏
…
最
終
決
定
を
す
る
の
は
地
域
側
に

な
る
た
め
、
地
域
に
関
係
者
の
調
整
や
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
で
き
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
い

る
か
ど
う
か
が
重
要
に
な
る
。
デ
ザ
イ
ナ
ー

は
、
あ
く
ま
で
も
誘
導
す
る
立
場
で
あ
る
が
、

地
域
に
納
得
し
て
い
た
だ
け
そ
う
な
言
葉
を

選
ん
で
意
見
を
述
べ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

参
加
者
…
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
問
題
点
や
課
題

を
把
握
で
き
て
お
ら
ず
、
ど
う
し
た
い
か
が

見
え
な
い
場
合
も
多
い
が
、
そ
う
い
っ
た
時

　
2
0
1
7
年
6
月
28
日（
水
）、
第
９
回
た

び
と
し
ょ
C
a
f
e
「
観
光
地
づ
く
り
に
必

要
な
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
研

究
者
、
図
書
館
職
員
な
ど
25
名
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
観
光
地
で
は
、
W
e
b
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
、
地
域
の
魅
力
や
情
報
を
発
信
す
る
た

め
に
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
を
作
成
し
ま
す
が
、

多
様
な
関
係
者
が
関
わ
る
中
で
、
ど
の
よ
う

●
デ
ザ
イ
ン
は
ア
ー
ト
と
は
異
な
る
。
デ
ザ

イ
ン
の
仕
事
の
本
質
は
、
作
る
こ
と
を
通
し

て
人
の
気
持
ち
を
動
か
す
こ
と
で
あ
り
、
理

性
と
感
性
の
両
方
を
用
い
た
問
題
の
解
決
法

で
あ
る
。

活 動 報 告

「たびとしょCafe」
を

開催
【
第
１
部
】

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る

話
題
提
供

【
第
2
部
】

意
見
交
換

9 回第

に
形
に
し
て
い
け
ば
よ
い
か
を
悩
ん
で
い
る

例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

●
ロ
ジ
カ
ル
な
思
考
だ
け
で
は
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
起
き
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、
芸
術
の
分
野
に
ヒ
ン
ト
を
求
め
る

人
も
増
え
て
い
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生

み
出
す
た
め
の
「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」
は
企
業

や
自
治
体
で
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。

●
デ
ザ
イ
ン
思
考
は
、「
共
感
」「
問
題
定
義
」

「
創
造
」「
試
作
」「
検
証
」と
い
う
５
段
階
の
ス

テ
ッ
プ
と
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
て
お
こ
な

う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
右
脳
を
使
っ
て
自

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
デ
ザ
イ
ナ

ー
の
話
を
普
段
聞
く
機
会
が
な
い
た
め
、
大

変
参
考
に
な
っ
た
」「
デ
ザ
イ
ン
の
基
本
的

な
考
え
方
は
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
応
用
が
で

き
る
」「
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
立
場
、
発
注
す

る
地
域
の
立
場
な
ど
、
多
様
な
立
場
か
ら
の

質
問
が
飛
び
交
う
質
疑
応
答
が
勉
強
に
な
っ

た
」
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
セ
ス
に
重
点
を
置
い

て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
デ
ザ
イ
ン

と
し
て
形
に
な
る
前
の
問
題
定
義
を
丁
寧
に

お
こ
な
う
こ
と
、
盛
り
込
み
た
い
情
報
の
絞

り
込
み
を
お
こ
な
う
こ
と
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を
い
か
に
幸
せ
に
す
る
か

を
意
識
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
我
々
の
よ

う
に
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
す
る
立
場
と
も

通
じ
る
面
が
あ
り
、
改
め
て
重
要
性
を
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
は
観
光
地
づ
く
り

そ
の
も
の
に
と
っ
て
も
必
要
な
要
素
で
あ
り
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
み
な
ら
ず
、
地
域
側
も
そ
の

考
え
方
を
い
か
に
共
有
で
き
る
か
が
今
後
の

課
題
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で
す
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

旅
の
図
書
館
長
　
企
画
室
長
　
福
永
香
織
）

高
い
Ｐ
Ｈ
値
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
デ
ザ
イ
ン
に

し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
が
、
ユ
ー
ザ
ー
の

視
点
で
考
え
る
と
家
の
中
に
主
張
の
激
し
い

パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
が
あ
る
と
疲
れ
て
し

ま
う
。
店
に
置
く
の
で
あ
れ
ば
目
立
つ
必
要

が
あ
る
の
は
わ
か
る
が
、
購
入
し
た
後
は
、

家
具
の
よ
う
に
生
活
に
溶
け
込
む
デ
ザ
イ
ン

が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
そ

こ
で
、
水
の
入
っ
て
い
る
段
ボ
ー
ル
が
そ
の

ま
ま
家
具
調
の
フ
ァ
イ
ル
ボ
ッ
ク
ス
に
な
る

よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
と
こ
ろ
、
置
い
て
も

邪
魔
に
な
ら
な
い
の
で
買
い
た
い
と
い
う
声

を
多
く
い
た
だ
い
た
。
水
と
い
う
モ
ノ
を
通

し
て
、
そ
の
先
に
ど
う
い
っ
た
生
活
空
間
や

風
景
が
あ
る
か
と
い
う
コ
ト
を
考
え
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
と
思
う
。

参
加
者
…
な
か
な
か
そ
の
地
域
に
行
け
な
い

場
合
や
納
品
ま
で
の
時
間
が
短
い
場
合
も
あ

る
と
思
う
が
、
地
域
の
特
色
や
良
さ
を
ど
の

よ
う
に
探
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
地
域
と

長
く
付
き
合
っ
て
い
く
た
め
に
デ
ザ
イ
ナ
ー

側
と
し
て
は
ど
う
い
っ
た
心
が
け
を
し
て
い

る
の
か
。

市
角
氏
…
休
日
は
で
き
る
だ
け
旅
行
を
す
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
色
々
な
タ
イ
プ
の
地
域

を
見
て
お
く
と
、「
共
感
」
と
し
て
の
情
報

が
自
分
の
中
に
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
、
地
域
が
抱

え
る
課
題
な
ど
も
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
な
る
。

由
な
ア
イ
デ
ア
を
出
す
「
発
散
思
考
」
と
、

左
脳
を
使
っ
て
客
観
的
か
つ
論
理
的
に
判
断

す
る
「
収
束
思
考
」
を
相
互
に
働
か
せ
る
こ

と
が
重
要
と
な
る
。

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
は
、
デ
ザ
イ
ン
を
好
き

嫌
い
で
話
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
現
場
に
お
い

て
、
感
情
や
感
覚
で
は
な
く
論
理
的
に
話
を

す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
。
そ
の
際
に
、

相
手
が
使
う
言
葉
に
言
い
換
え
て
説
明
を
す

る
と
い
う
こ
と
も
意
識
し
て
い
る
。

●
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
情
報
を
全
て
盛
り
込
み

た
が
る
観
光
地
が
多
い
が
、
い
っ
た
ん
こ
れ

ま
で
大
事
に
し
て
き
た
こ
と
を
捨
て
る
と
ど

う
な
る
か
を
考
え
て
み
て
ほ
し
い
。
今
ま
で

見
え
て
こ
な
か
っ
た
地
域
の
魅
力
を
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
、
他
地
域
と
の
差
別
化
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、
船
便
の

関
係
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
観
光
客
数
が
限
ら

れ
る
小
笠
原
村
で
は
、
興
味
本
位
で
訪
れ
て

ゴ
ミ
を
落
と
し
て
帰
っ
て
行
く
人
を
増
や
す

の
で
は
な
く
、
小
笠
原
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て

く
れ
る
人
を
増
や
し
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、

世
界
遺
産
を
全
面
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を

や
め
た
。
小
笠
原
村
観
光
局
の
サ
イ
ト
は
利

用
者
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
選
択
肢
を
絞

り
込
み
、
シ
ン
プ
ル
に
情
報
提
供
を
お
こ
な

っ
て
い
る
。

●
地
域
の
関
係
者
と
一
緒
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
例
も
多
く
み
ら
れ
る

が
、
作
成
の
過
程
を
通
し
て
地
域
の
魅
力
を

再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
愛
や
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
い
う

意
味
で
効
果
的
で
あ
る
。

●
観
光
地
で
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
際
は
、
旅

行
者
と
住
民
の
両
方
に
寄
り
添
う
こ
と
、
試

作
と
検
証
を
繰
り
返
す
こ
と
、
削
ぎ
落
と
す

こ
と
の
3
点
が
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
要

素
を
養
う
た
め
に
は
、
自
ら
も
移
動（
旅
行
）

を
し
て
地
域
側
と
旅
行
者
側
の
視
点
を
持
つ

こ
と
、
そ
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
の
目
と
デ
ザ
イ

ン
思
考
を
養
っ
て
お
く
こ
と
、
デ
ザ
イ
ナ
ー

任
せ
に
せ
ず
協
創
す
る
こ
と
、
長
く
付
き
合

え
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
（
パ
ー
ト
ナ
ー
）
を
選
ぶ

こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。

図 3
デザイン思考

（デザインシンキング）
のサイクル

（市角氏発表資料
より）

共感
生活者にふれあい
五感を動員して
情報を取得
する

定義
共感で得た情報から

生活者の
本当のニーズを
探しだす

検証
試作した物や事を
実際に体験者に
なって検証
していく

創造
真のニーズを
満たすための
創造的な仮説を
導き出す

試作
早い段階で手を動かし
最小限のクオリティで
仮説の検証を
行う

市
角
壮
玄（
い
ち
ず
み
・
そ
う
げ
ん
）

1
9
8
0
年 

千
葉
県
生
ま
れ
。 ア
ー
ト
ディレ
ク
タ
ー
、デ
ザイ
ナ
ー
。

ビ
ジ
ネ
ス・ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
大
学
経
営
学
部
講
師
、デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウッ
ド
バンコ
ク
校
講
師
。

伊
勢
志
摩
サ
ミット
関
連
の
デ
ザイン
や
那
智
勝
浦
町
の
多
言
語
A
R
観
光
ガ
イ
ド
な
ど
を
は
じ
め
、

C
I
や
パッケ
ー
ジ
な
ど
の
グ
ラ
フィッ
ク
デ
ザイン、We
b
デ
ザイン、

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
ション
な
ど
を
多
数
手
が
け
る
。

2
0
1
6
年
度
に
開
講
し
た「
地
方
創
生
カ
レッジ
」（
内
閣
府
） で
は

「
魅
力
あ
る
観
光
地
域
デ
ザイン 

| 

デ
ザインの
視
点
か
ら
問
題
を
解
決
す
る 

| 

」を
担
当
。

著
書
に『
V
E
G
E
S
U
S
H
I 

パ
リ
が
恋
し
た
、

野
菜
を
使った
ケ
ー
キ
の
よ
う
な
お
寿
司
』（
2
0
1
7
） が
あ
る
。

　
今
回
は
、
観
光
地
の
W
e
b
や
ポ
ス
タ
ー

な
ど
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
を
多
数
手

が
け
る
市
角
壮
玄
氏
を
お
招
き
し
、
デ
ザ
イ

い
ち

ず
み

そ
う

げ
ん

ン
の
思
考
・
形
成
プ
ロ
セ
ス
や
観
光
地
に
お

け
る
デ
ザ
イ
ン
の
課
題
・
展
望
等
に
つ
い
て

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
話
の
ポ
イ
ン
ト
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直
島

旅
行
や
観
光
に

つ
い
て
の
考
察
は
、

非
日
常
性
、コ
ト
消
費
の

格
好
の
事
例
研
究

　
解
釈
レ
ベ
ル
理
論
に
関
連
す
る
研
究
も
含

め
て
、
こ
れ
ま
で
に
行
っ
て
き
た
私
の
研
究

の
ほ
と
ん
ど
は
、
有
形
の
製
品
に
関
す
る
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
消
費
者
行
動
に
焦
点
を
当

て
て
き
た
が
、
観
光
に
関
連
し
た
研
究
を
実

施
し
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
１
つ
が
、
観
光

庁
の
「
産
官
学
共
同
研
究
成
果
に
基
づ
い
た

観
光
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
育
成
の
た
め

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
モ
デ
ル
作
成
事
業
」
の
１

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
、
若
年

層
に
人
気
の
あ
る
旅
行
先
の
１
つ
と
し
て
香

川
県
の
直
島
を
と
り
あ
げ
て
事
例
研
究
を
行

っ
た
。
研
究
を
す
す
め
る
に
際
し
て
、
共
同

研
究
者
数
名
で
直
島
を
訪
れ
、
観
光
協
会
や

直
島
福
武
美
術
館
の
方
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
っ
た
り
、
若
年
層
の
方
々
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
成
果
の
一
部

は
、「
現
代
ア
ー
ト
の
島
「
直
島
」
〜
非
日

常
性
と
経
験
価
値
の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン

〜
」（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、

31
巻
4
号
、
2
0
1
2
年
）
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
事
例
研
究
で
は
、
直
島
の
魅
力
を
形

成
し
て
い
る
も
の
の
１
つ
が
「
非
日
常
性
」

だ
と
い
う
こ
と
を
考
察
し
た
。
島
の
風
景
の

中
に
現
代
ア
ー
ト
が
溶
け
込
ん
で
い
る
こ
と

自
体
が
、
直
島
を
訪
れ
る
人
々
に
非
日
常
性

を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
に
加
え
て
、
船
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー

チ
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
若
者
の
多
く

が
、
船
を
利
用
し
て
直
島
を
訪
れ
る
こ
と
が

非
日
常
性
の
感
覚
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る

と
回
答
し
て
い
る
。

　
直
島
に
限
ら
ず
、
非
日
常
性
を
感
じ
る
こ

と
は
、
旅
行
の
魅
力
の
大
き
な
要
素
だ
と
思

わ
れ
る
。
忙
し
い
日
常
生
活
と
は
異
な
る
空

間
と
時
の
流
れ
を
経
験
す
る
こ
と
こ
そ
が
、

旅
行
の
大
き
な
価
値
で
あ
る
と
考
え
る
人
は

多
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
旅
行
に
行
か
な
け

れ
ば
非
日
常
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
例
と
し
て
、

家
具
小
売
り
チ
ェ
ー
ン
の
イ
ケ
ア
を
考
え
て

み
よ
う
。
イ
ケ
ア
で
買
物
を
し
た
多
く
の
人

は
楽
し
い
と
い
う
感
想
を
持
つ
と
い
う
が
、

そ
の
理
由
の
１
つ
と
し
て
、
イ
ケ
ア
が
非
日

常
的
と
も
言
え
る
独
特
な
買
物
空
間
を
提
供

し
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め

の
工
夫
の
１
つ
が
売
場
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で

あ
る
。
イ
ケ
ア
で
は
、
1
階
か
ら
エ
ス
カ
レ

ー
タ
に
乗
っ
て
2
階
の
売
場
に
入
っ
て
い
く

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
多
く
の
買
物
客
は
、

１
階
に
置
い
て
あ
る
買
物
袋
、
メ
ジ
ャ
ー
、

鉛
筆
と
い
う
3
点
セ
ッ
ト
を
取
り
、
そ
れ
を

持
っ
て
エ
ス
カ
レ
ー
タ
で
2
階
の
入
口
に
向

か
う
。
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
イ
ケ
ア
の
売
場
空

間
に
向
か
っ
て
い
く
の
だ
と
い
う
気
分
が
醸

成
さ
れ
る
。
イ
ケ
ア
の
買
物
客
の
中
に
は
、

エ
ス
カ
レ
ー
タ
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ

て
、
ま
る
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
入
っ
て
い

く
よ
う
な
ワ
ク
ワ
ク
感
を
覚
え
る
と
い
う
人

も
少
な
く
な
い
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
旅
行
以
外
の
領
域
に
お
い

て
、
よ
り
身
近
な
非
日
常
性
を
提
供
す
る
こ

と
も
、
有
効
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
方
法
の

１
つ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
今
日
の
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
や
消
費
者
行
動
の
領
域
で
は
、「
モ

ノ
か
ら
コ
ト
へ
」
と
い
う
こ
と
が
キ
ー
ワ
ー

ド
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
消
費
者
が
大
き

な
魅
力
を
感
じ
る
代
表
的
な
コ
ト
の
１
つ
で

あ
る
旅
行
や
観
光
の
特
徴
を
考
察
す
る
こ
と

が
、
一
般
的
な
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
対
象
と

し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
上
の
示
唆
に
つ
な
が

る
こ
と
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

解
釈
レ
ベ
ル
理
論

　
私
の
研
究
分
野
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
消

費
者
行
動
で
あ
る
。
継
続
的
に
研
究
を
行
っ

て
い
る
テ
ー
マ
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
そ
の

う
ち
の
１
つ
が
「
解
釈
レ
ベ
ル
理
論
」
で
あ

る
。
解
釈
レ
ベ
ル
理
論
は
、
対
象
と
の
心
理

的
距
離
の
遠
近
に
よ
っ
て
人
の
解
釈
の
仕
方

が
異
な
る
と
い
う
こ
と
に
焦
点
を
当
て
て
い

る
。
心
理
的
距
離
に
は
、
時
間
的
距
離
、
地

理
的
距
離
、
社
会
的
距
離
（
e
x.
近
い
友
人

と
遠
い
知
人
）
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
対
象
と

の
距
離
が
遠
い
場
合
に
は
、
高
次
レ
ベ
ル
の

解
釈
が
行
わ
れ
や
す
く
、
物
事
を
構
造
的
、

目
標
関
連
的
、
本
質
的
な
視
点
で
捉
え
よ
う

と
す
る
。
逆
に
、
対
象
と
の
距
離
が
近
い
と

き
に
は
低
次
レ
ベ
ル
の
解
釈
が
行
わ
れ
や
す

く
、
文
脈
的
、
目
標
非
関
連
的
、
副
次
的
な

視
点
で
物
事
が
捉
え
ら
れ
や
す
い
。
遠
い
距

離
に
対
応
す
る
高
次
解
釈
は
W
h
y
問
題
に

関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
近
距
離
に
対
応
す
る

低
次
解
釈
は
H
o
w
問
題
に
関
わ
っ
て
い
る

と
も
さ
れ
る
。

　
上
記
の
こ
と
を
説
明
す
る
例
と
し
て
旅
行

の
計
画
を
考
え
て
み
よ
う
。
半
年
先
の
旅
行

計
画
を
考
え
る
場
合
に
は
、
時
間
的
距
離
が

守
口 

剛（
も
り
ぐ
ち・た
け
し
）

早
稲
田
大
学
商
学
学
術
院
教
授
。財
団
法
人
流
通
経
済
研

究
所
、立
教
大
学
を
経
て
、2
0
0
5
年
よ
り
現
職
。早
稲
田

大
学
政
治
経
済
学
部
卒
業
、東
京
工
業
大
学
大
学
院
博
士

課
程
理
工
学
研
究
科
経
営
工
学
専
攻
修
了
、博
士（
工
学
）。

日
本
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ・サ
イ
エ
ン
ス
学
会
理
事
、日
本
商
業
学
会
理
事
、日
本

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
会
理
事
。主
な
著
書
に
、『
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
効
果
分
析
』

2
0
0
2
年・朝
倉
書
店
、『
ブ
ラ
ン
ド
評
価
手
法
〜
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
視
点
に

よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
〜
』2
0
1
4
年・朝
倉
書
店（
共
編
著
）、『
消
費
者
行
動
論

〜
購
買
心
理
か
ら
ニ
ュ
ー
ロ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ま
で
〜
』2
0
1
2
年・八
千
代

出
版（
共
編
著
）、『
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
デ
ー
タ
分
析
』2
0
1
0
年・朝
倉
書

店（
共
著
）、な
ど
。

遠
い
た
め
に
、「
何
故
旅
行
に
行
く
の
か
」

「
旅
行
の
意
義
は
何
か
」
と
い
う
よ
う
な

W
h
y
の
視
点
で
計
画
を
考
え
や
す
い
。
旅

行
の
期
日
が
迫
っ
て
く
る
と
、
「
目
的
地
に

は
ど
の
よ
う
に
行
け
ば
よ
い
の
か
」「
旅
先

で
ど
う
や
っ
て
過
ご
す
の
か
」
と
い
う
よ
う

な
H
o
w
の
視
点
が
色
濃
く
な
っ
て
く
る
。

こ
の
よ
う
に
、
旅
行
ま
で
の
時
間
的
距
離
に

よ
っ
て
解
釈
の
仕
方
が
変
化
す
る
た
め
に
、

旅
行
に
求
め
る
こ
と
が
変
わ
っ
て
き
た
り
、

旅
行
先
の
選
択
基
準
が
変
化
す
る
こ
と
が
起

こ
り
得
る
。

　
解
釈
レ
ベ
ル
理
論
は
社
会
心
理
学
の
領
域

で
生
ま
れ
て
発
展
し
て
き
た
が
、
近
年
で
は

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
消
費
者
行
動
の
領
域
で

も
研
究
が
進
展
し
て
い
る
。
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
購
入
す
る
ま
で
の
時
間
的
距
離
、
友
人

や
知
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
る
際
の
社
会
的

距
離
な
ど
に
よ
っ
て
製
品
へ
の
選
好
や
選
択

基
準
が
異
な
る
こ
と
な
ど
が
、
多
く
の
研
究

で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
上
述
し
た
例
の

よ
う
に
、
観
光
者
行
動
や
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
領
域
に
お
い
て
も
、
解
釈
レ
ベ
ル
理

論
か
ら
大
き
な
示
唆
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

「
モ
ノ
か
ら
コ
ト
」の
時
代
の
、

旅
と
観
光

早
稲
田
大
学
商
学
学
術
院
教
授
　

守
口 

剛

連載
Ⅰ
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直
島

旅
行
や
観
光
に

つ
い
て
の
考
察
は
、

非
日
常
性
、コ
ト
消
費
の

格
好
の
事
例
研
究

　
解
釈
レ
ベ
ル
理
論
に
関
連
す
る
研
究
も
含

め
て
、
こ
れ
ま
で
に
行
っ
て
き
た
私
の
研
究

の
ほ
と
ん
ど
は
、
有
形
の
製
品
に
関
す
る
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
消
費
者
行
動
に
焦
点
を
当

て
て
き
た
が
、
観
光
に
関
連
し
た
研
究
を
実

施
し
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
１
つ
が
、
観
光

庁
の
「
産
官
学
共
同
研
究
成
果
に
基
づ
い
た

観
光
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
育
成
の
た
め

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
モ
デ
ル
作
成
事
業
」
の
１

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
、
若
年

層
に
人
気
の
あ
る
旅
行
先
の
１
つ
と
し
て
香

川
県
の
直
島
を
と
り
あ
げ
て
事
例
研
究
を
行

っ
た
。
研
究
を
す
す
め
る
に
際
し
て
、
共
同

研
究
者
数
名
で
直
島
を
訪
れ
、
観
光
協
会
や

直
島
福
武
美
術
館
の
方
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
っ
た
り
、
若
年
層
の
方
々
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
成
果
の
一
部

は
、「
現
代
ア
ー
ト
の
島
「
直
島
」
〜
非
日

常
性
と
経
験
価
値
の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン

〜
」（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、

31
巻
4
号
、
2
0
1
2
年
）
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
事
例
研
究
で
は
、
直
島
の
魅
力
を
形

成
し
て
い
る
も
の
の
１
つ
が
「
非
日
常
性
」

だ
と
い
う
こ
と
を
考
察
し
た
。
島
の
風
景
の

中
に
現
代
ア
ー
ト
が
溶
け
込
ん
で
い
る
こ
と

自
体
が
、
直
島
を
訪
れ
る
人
々
に
非
日
常
性

を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
に
加
え
て
、
船
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー

チ
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
若
者
の
多
く

が
、
船
を
利
用
し
て
直
島
を
訪
れ
る
こ
と
が

非
日
常
性
の
感
覚
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る

と
回
答
し
て
い
る
。

　
直
島
に
限
ら
ず
、
非
日
常
性
を
感
じ
る
こ

と
は
、
旅
行
の
魅
力
の
大
き
な
要
素
だ
と
思

わ
れ
る
。
忙
し
い
日
常
生
活
と
は
異
な
る
空

間
と
時
の
流
れ
を
経
験
す
る
こ
と
こ
そ
が
、

旅
行
の
大
き
な
価
値
で
あ
る
と
考
え
る
人
は

多
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
旅
行
に
行
か
な
け

れ
ば
非
日
常
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
例
と
し
て
、

家
具
小
売
り
チ
ェ
ー
ン
の
イ
ケ
ア
を
考
え
て

み
よ
う
。
イ
ケ
ア
で
買
物
を
し
た
多
く
の
人

は
楽
し
い
と
い
う
感
想
を
持
つ
と
い
う
が
、

そ
の
理
由
の
１
つ
と
し
て
、
イ
ケ
ア
が
非
日

常
的
と
も
言
え
る
独
特
な
買
物
空
間
を
提
供

し
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め

の
工
夫
の
１
つ
が
売
場
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で

あ
る
。
イ
ケ
ア
で
は
、
1
階
か
ら
エ
ス
カ
レ

ー
タ
に
乗
っ
て
2
階
の
売
場
に
入
っ
て
い
く

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
多
く
の
買
物
客
は
、

１
階
に
置
い
て
あ
る
買
物
袋
、
メ
ジ
ャ
ー
、

鉛
筆
と
い
う
3
点
セ
ッ
ト
を
取
り
、
そ
れ
を

持
っ
て
エ
ス
カ
レ
ー
タ
で
2
階
の
入
口
に
向

か
う
。
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
イ
ケ
ア
の
売
場
空

間
に
向
か
っ
て
い
く
の
だ
と
い
う
気
分
が
醸

成
さ
れ
る
。
イ
ケ
ア
の
買
物
客
の
中
に
は
、

エ
ス
カ
レ
ー
タ
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ

て
、
ま
る
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
入
っ
て
い

く
よ
う
な
ワ
ク
ワ
ク
感
を
覚
え
る
と
い
う
人

も
少
な
く
な
い
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
旅
行
以
外
の
領
域
に
お
い

て
、
よ
り
身
近
な
非
日
常
性
を
提
供
す
る
こ

と
も
、
有
効
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
方
法
の

１
つ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
今
日
の
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
や
消
費
者
行
動
の
領
域
で
は
、「
モ

ノ
か
ら
コ
ト
へ
」
と
い
う
こ
と
が
キ
ー
ワ
ー

ド
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
消
費
者
が
大
き

な
魅
力
を
感
じ
る
代
表
的
な
コ
ト
の
１
つ
で

あ
る
旅
行
や
観
光
の
特
徴
を
考
察
す
る
こ
と

が
、
一
般
的
な
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
対
象
と

し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
上
の
示
唆
に
つ
な
が

る
こ
と
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

解
釈
レ
ベ
ル
理
論

　
私
の
研
究
分
野
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
消

費
者
行
動
で
あ
る
。
継
続
的
に
研
究
を
行
っ

て
い
る
テ
ー
マ
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
そ
の

う
ち
の
１
つ
が
「
解
釈
レ
ベ
ル
理
論
」
で
あ

る
。
解
釈
レ
ベ
ル
理
論
は
、
対
象
と
の
心
理

的
距
離
の
遠
近
に
よ
っ
て
人
の
解
釈
の
仕
方

が
異
な
る
と
い
う
こ
と
に
焦
点
を
当
て
て
い

る
。
心
理
的
距
離
に
は
、
時
間
的
距
離
、
地

理
的
距
離
、
社
会
的
距
離
（
e
x.
近
い
友
人

と
遠
い
知
人
）
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
対
象
と

の
距
離
が
遠
い
場
合
に
は
、
高
次
レ
ベ
ル
の

解
釈
が
行
わ
れ
や
す
く
、
物
事
を
構
造
的
、

目
標
関
連
的
、
本
質
的
な
視
点
で
捉
え
よ
う

と
す
る
。
逆
に
、
対
象
と
の
距
離
が
近
い
と

き
に
は
低
次
レ
ベ
ル
の
解
釈
が
行
わ
れ
や
す

く
、
文
脈
的
、
目
標
非
関
連
的
、
副
次
的
な

視
点
で
物
事
が
捉
え
ら
れ
や
す
い
。
遠
い
距

離
に
対
応
す
る
高
次
解
釈
は
W
h
y
問
題
に

関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
近
距
離
に
対
応
す
る

低
次
解
釈
は
H
o
w
問
題
に
関
わ
っ
て
い
る

と
も
さ
れ
る
。

　
上
記
の
こ
と
を
説
明
す
る
例
と
し
て
旅
行

の
計
画
を
考
え
て
み
よ
う
。
半
年
先
の
旅
行

計
画
を
考
え
る
場
合
に
は
、
時
間
的
距
離
が

守
口 

剛（
も
り
ぐ
ち・た
け
し
）

早
稲
田
大
学
商
学
学
術
院
教
授
。財
団
法
人
流
通
経
済
研

究
所
、立
教
大
学
を
経
て
、2
0
0
5
年
よ
り
現
職
。早
稲
田

大
学
政
治
経
済
学
部
卒
業
、東
京
工
業
大
学
大
学
院
博
士

課
程
理
工
学
研
究
科
経
営
工
学
専
攻
修
了
、博
士（
工
学
）。

日
本
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ・サ
イ
エ
ン
ス
学
会
理
事
、日
本
商
業
学
会
理
事
、日
本

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
会
理
事
。主
な
著
書
に
、『
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
効
果
分
析
』

2
0
0
2
年・朝
倉
書
店
、『
ブ
ラ
ン
ド
評
価
手
法
〜
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
視
点
に

よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
〜
』2
0
1
4
年・朝
倉
書
店（
共
編
著
）、『
消
費
者
行
動
論

〜
購
買
心
理
か
ら
ニ
ュ
ー
ロ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ま
で
〜
』2
0
1
2
年・八
千
代

出
版（
共
編
著
）、『
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
デ
ー
タ
分
析
』2
0
1
0
年・朝
倉
書

店（
共
著
）、な
ど
。

遠
い
た
め
に
、「
何
故
旅
行
に
行
く
の
か
」

「
旅
行
の
意
義
は
何
か
」
と
い
う
よ
う
な

W
h
y
の
視
点
で
計
画
を
考
え
や
す
い
。
旅

行
の
期
日
が
迫
っ
て
く
る
と
、
「
目
的
地
に

は
ど
の
よ
う
に
行
け
ば
よ
い
の
か
」「
旅
先

で
ど
う
や
っ
て
過
ご
す
の
か
」
と
い
う
よ
う

な
H
o
w
の
視
点
が
色
濃
く
な
っ
て
く
る
。

こ
の
よ
う
に
、
旅
行
ま
で
の
時
間
的
距
離
に

よ
っ
て
解
釈
の
仕
方
が
変
化
す
る
た
め
に
、

旅
行
に
求
め
る
こ
と
が
変
わ
っ
て
き
た
り
、

旅
行
先
の
選
択
基
準
が
変
化
す
る
こ
と
が
起

こ
り
得
る
。

　
解
釈
レ
ベ
ル
理
論
は
社
会
心
理
学
の
領
域

で
生
ま
れ
て
発
展
し
て
き
た
が
、
近
年
で
は

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
消
費
者
行
動
の
領
域
で

も
研
究
が
進
展
し
て
い
る
。
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
購
入
す
る
ま
で
の
時
間
的
距
離
、
友
人

や
知
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
る
際
の
社
会
的

距
離
な
ど
に
よ
っ
て
製
品
へ
の
選
好
や
選
択

基
準
が
異
な
る
こ
と
な
ど
が
、
多
く
の
研
究

で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
上
述
し
た
例
の

よ
う
に
、
観
光
者
行
動
や
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
領
域
に
お
い
て
も
、
解
釈
レ
ベ
ル
理

論
か
ら
大
き
な
示
唆
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

「
モ
ノ
か
ら
コ
ト
」の
時
代
の
、

旅
と
観
光

早
稲
田
大
学
商
学
学
術
院
教
授
　

守
口 
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だより

リニューアル開館１周年を迎えて

1．来館者の動向（傾向）

2．図書・資料の受け入れと利用（閲覧）

5．トピック－国連世界観光機関（UNWTO）の「寄託図書館」認定

6．専門図書館としてのさらなる機能充実と魅力向上に向けて（おわりに）

3．企画展示
　館内では、各所で当財団の研究成果や当館の蔵書を紹

介する企画展示を行ってきました。1階のギャラリーでは、

「観光資源の評価」「機関誌観光文化40年のあゆみ」「温

泉まちづくり研究会9年間の歩み」「インバウンド市場の動

向」などをテーマとしたパネル展示や「近代日本における旅

行案内書の変遷」などをテーマにした古書紹介を行ってき

ました。ガーデンラウンジでは、当財団がお勧めする「一度

は読みたい観光研究書＆実務書100冊」や「旅心を誘う、

旅の本のレジェンド30選」などを引き続き展示しています。

　また地下1階メインライブラリーでは、当財団専門委員

が選ぶ「わたしの一冊」（本誌連載中）や、本誌各号の特集

テーマに合わせた関連図書のウォール展示も開始しました。

4．知見やネットワークを共有する観光の
研究・情報プラットフォームとしての図書館利用

　図書空間を活用した多様な研究者・実務者の交流の場

の創出は、当館の目指す方向の一つで、メインライブラリー

全体を活用した会議の開催は延べ17日を数えます（土・日

開催を含む）。また旧館時代の2015年度からスタートした

「たびとしょCafe」は、リニューアル開館後も継続的に開催し

ており、これまでの開催回数は2017年8月までに10回を数

えます。当館の交流イベントとして定着するとともに、回を重

ねるごとに図書館とゲストスピーカー、参加者等のネットワー

クが広がりを見せています（過去の「たびとしょCafe」の開催

概要は、本誌の活動報告やホームページをご参照ください）。

　旅の図書館は、移転まで約2年半の準備期間を経てリニ

ューアル開館しましたが、目指す図書館の実現に向けては、

ようやくその基盤ができたばかりの段階です。安定的な運

営体制の確立、レファレンス機能の強化、資料のアーカイ

ブ化等々、取り組むべき課題は少なくありません。

　開館後の図書館に対しては、皆様から様々なご感想、ご

意見（要望）をいただいております（表２）。こうした皆様の

声を参考にさせていただきながら、当館の目標である「観

光研究の種をまく図書館」、「観光の実務者に実践のヒント

を提供できる図書館」、そして「観光の研究・情報のプラット

フォームとなる図書館」に少しでも近づくべく、これからも取

り組んでまいります。

　引き続き運営へのご支援・ご協力を賜りますとともに、皆さ

まのご来館をお待ち申し上げております。 （おおすみ かずし）

　当館は、2017年3月、国連世界観光機関（UNWTO）の

「寄託図書館」に認定されました（国内では立教大学新座

図書館に次いで2館目）。現在館内メインライブラリーに

は、UNWTOの刊行物を集めたコーナーを設置しています。

今後、国際的な統計をはじめとした主要統計や特定テーマ

のレポート類などのさらなる充実を図り公開してまいります。

　当館では毎月、新刊図書を中心に観光関連図書やガイ

ドブック、当財団調査報告書等100～150冊ほどの受け入

れを行っています（非公開資料を含む）。この11ヶ月間で

は、未登録であった資料や寄贈図書の受け入れも多く、約

1,700冊が当館の蔵書に加わりました。

　また、当館では今のところ外部への貸し出しは行っていま

せんが、メインライブラリーの蔵書を対象にした閲覧記録

によると、当財団の研究員を含めた利用者全体では、この

11ヶ月間に約3,000冊（2,975冊）の図書・資料が閲覧さ

れました（利用者がカウンターに返却した図書・資料に限

定）。

　閲覧冊数の多い資料を挙げると、全体では統計資料や

古いガイドブック・雑誌などが多く閲覧されました（表１）。個

別に見ると、❶『るるぶ情報版（バックナンバー）（260冊）、

❷『旅行年報』（88冊）、❸『トラベルジャーナル（バックナン

バー合本）』（52冊）の順となっています。統計資料は観光

研究を進める上で欠かせない資料ですが、当館の特徴的

な蔵書である古いガイドブックや観光関連雑誌のバックナ

ンバーなども、観光地の変遷や観光産業の歴史を研究する

上でよく閲覧されていることがうかがえます。

　閉架資料を含め閲覧申請が必要な資料については、デ

ジタルコレクション『ツーリスト』・『旅』（53人）、古書・稀覯

書（37人）、1985年以前の時刻表（31人）、都道府県別の

観光統計（8人）等で、当館所蔵の貴重資料も多数の方に

ご利用いただきました。

　旅の図書館は当財団調査研究部門とともに東京都港区

南青山に移転し、「観光の研究や実務に役立つ図書館」を

コンセプトとする新たな図書館として2016（平成28）年10

月にリニューアル開館しました。再開館後も多くの皆様にご

来館いただき、本年10月、無事リニューアル開館１周年を

　再開館後11ヶ月間の開館日数は191日で、この間の来

館者数は延べ2,796人、一日当たりの来館者数の平均は

14.6人でした。

　入館時の利用申請記録より来館者の傾向を見ると、来

館回数は、移転後「初めて」の方が61.9％、「再来館」の方

が38.1％で、各月とも新規来館者が6～7割、リピーター（2

回以上来館された方）が3～4割となっています（10月はほ

ぼ「初めて」の方が多いため、2016年11月～2017年8月

の10ヶ月間で集計）。来館者の中には、旧館の時代からご

利用いただいている方も少なくありませんが、移転後に初

めて当館を知ってお越しになられる方も多くおられます。

　性別では男性1,371人（49％）、女性1,425人（51％）と

ほぼ半々。年代別では❶20代（21.2％）、❷40代（19.7

％）、❸50代（18.8％）、❹60代（16.0％）、❺30代（14.5

％）の順で、幅広い年代にご利用いただいています（無回答

を除く）。

　旧館時代の「テーマのある旅を応援する図書館」から

「観光の研究や実務に役立つ図書館」へとコンセプトを変

更したことにより、来館者層も変わりつつあります。

　来館者を職業別に見ると、❶その他（37.8％）、❷学生

（17.7％）、❸観光実務者（宿泊業、旅行業、交通事業、観

光関連団体、省庁・自治体、調査機関・シンクタンク、マスコ

ミ）（23.5％）、❹無職（14.4％）の順となっています（無回答

を除く）（図1）。リニューアル後当館が主たる利用者に想

定している観光の研究者、実務者および学生の利用割合

は全体の約5割、また来館目的では、「調査・研究」「仕事で

の利用」が41.1％となっています（図２）。

　来館者の中でも予想以上に利用の多かったのが学生で

す。特に8～11月の夏から秋にかけての時期は、論文や

文献探し等を目的とした学生の利用が目立ちました。

　また、観光の研究者（大学教員など）や実務者の中には、

北海道や沖縄など遠方からはるばるお越しになる方や、一

定期間連日資料をお調べに来館される方もおり、当館の資

料がお役立ていただけていることをありがたく思っています。

　一方で、観光の実務者、とりわけ地域の観光行政や観光

地の実務に携わる方の利用はまだそれほど多くありません。

今後、より観光の実務の参考文献の収集や当館を活用し

た地域の情報発信の場として積極的にご活用いただけれ

ばと思っています。

　なお、当館をよく利用される方を対象に希望者に発行し

ている「たびとしょカード」の発行者数は、8月末までで326

人となりました。本カードをお持ちになると、再来館時の利

用申請手続きが簡易になるほか、当財団および図書館か

らのメールニュースを定期的にお届けするなど便利ですの

でぜひお勧めいたします。

迎えることができました。皆様には、これまで当館の運営に

多大なるご協力を賜り心より御礼申し上げます。

　本号では、リニューアル開館１周年を記念して、再開館

後約１年間（2016年10月3日～本年8月末までの11ヶ月

間）の来館者の動向や運営状況についてご紹介します。

順位 資料名 著者／出版社 資料の種別 閲覧冊数

るるぶ（情報版）
旅行年報
トラベルジャーナル
観光白書
ポケットガイド
新日本ガイド
日本観光研究学会 全国大会 学術論文集
日本国有鉄道百年史（全18卷）
地球の歩き方
観光の実態と志向
JNTO訪日旅行データハンドブック
データで見る訪日インバウンド市場トレンド
都道府県入込資料
エース JTB 合冊版
エース JTB 日本の旅
レジャー白書
月刊るるぶ
日本のオンライン旅行市場調査
温泉
ロンリープラネット
JTB  REPORT
訪日外国人の消費動向
旅と生活の未来地図
新ポケット温泉案内

JTBパブリッシング

（公財）日本交通公社

トラベルジャーナル

観光庁

日本交通公社出版事業局

日本交通公社出版事業局

日本観光研究学会

日本国有鉄道

ダイヤモンド・ビッグ社

日本観光振興協会

日本政府観光局

JTB総合研究所

各都道府県

ジェイティービー

ジェイティービー

日本生産性本部

日本交通公社出版事業局

ブックウェイ

日本温泉協会

Lonely Planet Publications

JTB総合研究所

観光庁

ジェイティービー

日本交通公社

1
2
3
4
4
6
7
7
9
10
10
12
12
12
15
15
15
18
18
18
21
22
22
22

雑誌（バックナンバー）

観光統計

雑誌（バックナンバー合本）

観光統計

ガイドブック（バックナンバー）

ガイドブック（バックナンバー）

学術誌

基礎文献

ガイドブック（バックナンバー）

観光統計

観光統計

観光研究（T分類）

観光統計

旅行商品（パンフレット）

旅行商品（パンフレット）

観光統計

雑誌（バックナンバー合本）

観光研究（T分類）

雑誌（バックナンバー合本）

ガイドブック（バックナンバー）

観光統計

観光統計

観光統計

古書・貴重資料

260

88

52

38

38

33

22

22

21

20

20

15

15

15

14

14

14

13

13

13

12

10

10

10

※閉架資料

感
想

表 1 よく閲覧された資料（10冊以上）

表 2 旅の図書館にいただいた感想・要望（抜粋）

観光
実務者23.5

%

25.7
%

15.5
%

5.2
%

19.6
%

28.6
%

3.0
%

2.4
%

17.7
%14.4

%

37.8
%

6.5
%

調査・
研究

仕事での
利用

教養を
高める 

趣味

旅行の
下調べ

雑誌の
閲覧

その他

学生無職

教員

その他

図 2
来館
目的

図 1
来館者
（職業別）

旅の図書館

２No.

●旅の専門図書館としての役割をこれからも続けてほしい。
●日本唯一の旅の観光図書・資料館として大いに期待。
●日本に一つしかない。これからも継続して蔵書を増やしてほしい。50年後、100年後、すばらしい財産になる。
●興味ある図書が豊富にあり、今後、仕事・プライベート両面で是非利用したい。
●旅行会社とは別の切り口での情報発信に期待。
●図書館を使いたくなりました。観光、地域活性化のネタなら「旅の図書館」という知名度になればいい。
●旅・観光の情報拠点、発信基地として、開かれた場であってほしい。
●「動き」のある図書館づくりを志向されたらいい。「本があり、見せるだけ」の図書館ではもったいない。
●貴重書の公開は専門図書館としてすばらしい取り組み。
●自治体からの派遣職員にもぜひすすめたい。
●資料収集もさることながら、企画展、たびとしょCafeなど「旅の知のセンター」となるよう期待。
●観光系学部等の大学生との交流がもっと発生すると、将来の観光人材のためにも良いのでは。

要
望

●日本の観光資料の拠点となってほしい。
●旅行、観光、交通に関するデータベースとして機能してほしい。
●利用時間、目的等の拡大。
●ぜひ週末も開館してほしい。土日どちらかでも利用可能だとありがたい。
●土日祝の開館、オンラインメディア（記事）の館内閲覧環境の整備。
●一般的に市販されていない書籍を充実してほしい。
●海外の研究機関などでの観光研究の動向なども情報発信してほしい。
●海外の研究書を増やしてほしい。目指せコーネル大学図書館。
●貴重本、古書の充実。
●調査報告書・統計類の収集にも力点を置いてほしい。
●経年的な資料を今後もしっかり守ってほしい。
●研究会や異業種交流会などの利活用。学生ゼミなどの開催への便宜を図ってほしい。
●社会人もさることながら、学生が旅の図書館を利用し、ツーリズム産業に興味をもってもらいたい。
●ＷiFi（Free）環境の整備。
●旅の本の推薦リストを作ってほしい。
●図書の貸出。
●展示物をもっと増やしてもらえると興味がより深まる。
●所蔵資料を活用した展示会等、公開の機会を増やしてほしい。
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　私
の
専
門
は
、
観
光
地
計
画
で
あ
る
。
風

景
、
美
味
し
い
食
べ
物
、
地
域
の
文
化
、
歴

史
な
ど
を
訪
れ
る
人
に
最
大
限
、
楽
し
ん
で

も
ら
い
、
ま
た
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
観
光

地
と
し
て
持
続
的
に
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ

て
計
画
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
最
終
的
な
目

標
で
あ
る
。
こ
の
目
標
に
対
し
て
、
当
初
は
、

工
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
新
し
い
世
界

が
開
け
る
と
信
じ
て
い
た
。
当
時
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
が
計
画
に
使
わ
れ
始
め
た
時
代
で
、

統
計
解
析
や
地
図
デ
ー
タ
を
デ
ジ
タ
ル
化
し

て
地
形
解
析
を
行
な
っ
た
り
、
ま
た
計
量
心

理
学
の
手
法
を
取
り
入
れ
る
な
ど
大
き
な
可

能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

　し
か
し
、
そ
の
方
法
論
の
転
機
に
な
っ
た

の
が
、
皮
肉
な
こ
と
で
あ
る
が
、
観
光
計
画

と
は
、
や
や
離
れ
た
送
電
線
の
景
観
対
策
計

画
で
あ
っ
た
。
当
初
は
、
送
電
線
の
景
観
へ

の
影
響
要
因
を
多
変
量
解
析
に
よ
っ
て
分
析

し
、
改
善
点
を
提
案
し
た
り
、
心
理
実
験
の

方
法
を
工
夫
し
た
り
と
景
観
工
学
的
手
法
を

使
っ
て
、
対
策
を
検
討
し
、
そ
れ
な
り
の
結

論
は
得
た
が
、
納
得
い
く
結
果
で
は
な
か
っ

た
。
送
電
線
の
景
観
対
策
は
、
あ
く
ま
で
影

響
を
少
な
く
す
る
た
め
対
策
で
あ
っ
て
、
同

じ
よ
う
な
構
造
の
吊
り
橋
が
観
光
対
象
と
な

っ
て
い
る
よ
う
に
、〝
美
の
対
象
と
な
る
送

電
線
〞
に
な
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
方
法
で

は
と
て
も
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
な
い
も
ど
か
し

さ
を
感
じ
た
。
工
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
限
界

だ
っ
た
。

　さ
て
、
前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
こ
の

時
に
丁
度
、
指
導
を
受
け
て
い
た
中
村
良
夫

先
生
が
出
版
さ
れ
た
の
が
『
風
景
学
入
門
』

だ
っ
た
。
入
門
と
い
う
に
は
、
幅
広
い
知
識

と
学
識
が
な
い
と
読
み
こ
な
せ
な
い
や
や
難

解
な
本
だ
っ
た
が
、
一
読
し
て
、
私
が
ぶ
つ

か
っ
た
壁
を
乗
り
こ
え
る
様
々
な
ヒ
ン
ト
に

満
ち
て
い
る
こ
と
が
了
解
で
き
た
。
そ
れ
は
、

風
景
と
は
主
観
的
な
現
象
で
あ
り
、
人
間
自

体
を
深
く
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
風
景
を
観
る
と
い
う

こ
と
は
、
群
盲
、
象
を
な
で
る
が
ご
と
き
で
、

一
つ
の
見
方
、
学
問
的
立
場
（
デ
ィ
シ
プ
リ

ン
）
か
ら
見
た
だ
け
で
は
、〝
象
〞
の
一
部

を
触
っ
た
に
過
ぎ
ず
、
象
の
形
を
促
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
全
体
像
に
近
づ
く
た
め
に

は
、
異
な
る
方
向
、
見
方
か
ら
観
る
必
要
が

あ
る
と
気
づ
い
た
。
そ
れ
以
来
、
デ
ィ
シ
プ

リ
ン
を
超
越
す
る
こ
と
を
た
め
ら
わ
な
く
な

っ
た
。
『
風
景
学
入
門
』
の
中
に
は
、
風
景

に
つ
い
て
の
多
く
の
学
問
領
域
を
ベ
ー
ス
に

し
た
見
方
が
示
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
文

学
や
絵
画
な
ど
芸
術
作
品
が
風
景
と
深
い
関

係
に
あ
る
こ
と
が
多
く
の
事
例
と
と
も
に
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
本
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、
私
の

送
電
線
景
観
の
取
り
組
み
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
の
で
あ
る
が
、
今
か
ら
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
、
先
に
進
め
な

く
な
っ
た
時
期
に
、
運
良
く
巡
り
あ
っ
た
こ

と
に
感
謝
し
て
い
る
。
し
か
し
、
当
時
、
問

題
意
識
が
な
い
漫
然
と
し
た
状
態
で
読
ん
だ

な
ら
ば
、
私
自
身
の
そ
れ
以
降
の
観
光
研
究

全
体
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
を
大
き
く
変
え
る

ほ
ど
の
影
響
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　風
景
・
景
観
は
、
広
い
意
味
で
の
観
光
の

一
つ
の
分
野
に
過
ぎ
な
い
が
、
現
在
も
、
観

光
地
計
画
や
観
光
地
の
持
続
的
発
展
に
関
す

る
研
究
を
こ
の
本
か
ら
学
ん
だ
人
間
の
主
観

を
科
学
す
る
と
い
う
立
場
を
大
切
に
行
っ
て

い
る
。

連載
Ⅱ

当財団専門委員

わたしの１冊
10 回第

安
島
博
幸（
や
す
じ
ま・ひ
ろ
ゆ
き
）

1
9
5
0
年
東
京
都
生
ま
れ
。東

京
工
業
大
学
工
学
部
卒
業
。東
京

工
業
大
学
社
会
工
学
科
助
手
、金

沢
工
業
大
学
建
築
学
科
教
授
、立

教
大
学
観
光
学
部
教
授
な
ど
を
経
て
、現
職
。工
学

博
士
。元
日
本
観
光
研
究
学
会
会
長
。東
京
都
観
光

事
業
審
議
会
会
長
。観
光
地
、リ
ゾ
ー
ト
の
計
画
に

関
わ
る
基
礎
的
な
研
究
と
観
光
ま
ち
づ
く
り
計
画

の
方
法
論
を
研
究
対
象
と
し
て
い
る
。最
近
、特
に

関
心
を
持
っ
て
い
る
テ
ー
マ
は「
観
光
地・リ
ゾ
ー

ト
の
歴
史
的
研
究
」お
よ
び「
観
光
地
の
持
続
的
発

展
に
関
す
る
理
論
的
研
究
」な
ど
。

「風景学入門」
跡見学園女子大学・観光コミュニティ学部 教授

安島博幸

中村良夫 著
中公新書 1982年
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だより

リニューアル開館１周年を迎えて

1．来館者の動向（傾向）

2．図書・資料の受け入れと利用（閲覧）

5．トピック－国連世界観光機関（UNWTO）の「寄託図書館」認定

6．専門図書館としてのさらなる機能充実と魅力向上に向けて（おわりに）

3．企画展示
　館内では、各所で当財団の研究成果や当館の蔵書を紹

介する企画展示を行ってきました。1階のギャラリーでは、

「観光資源の評価」「機関誌観光文化40年のあゆみ」「温

泉まちづくり研究会9年間の歩み」「インバウンド市場の動

向」などをテーマとしたパネル展示や「近代日本における旅

行案内書の変遷」などをテーマにした古書紹介を行ってき

ました。ガーデンラウンジでは、当財団がお勧めする「一度

は読みたい観光研究書＆実務書100冊」や「旅心を誘う、

旅の本のレジェンド30選」などを引き続き展示しています。

　また地下1階メインライブラリーでは、当財団専門委員

が選ぶ「わたしの一冊」（本誌連載中）や、本誌各号の特集

テーマに合わせた関連図書のウォール展示も開始しました。

4．知見やネットワークを共有する観光の
研究・情報プラットフォームとしての図書館利用

　図書空間を活用した多様な研究者・実務者の交流の場

の創出は、当館の目指す方向の一つで、メインライブラリー

全体を活用した会議の開催は延べ17日を数えます（土・日

開催を含む）。また旧館時代の2015年度からスタートした

「たびとしょCafe」は、リニューアル開館後も継続的に開催し

ており、これまでの開催回数は2017年8月までに10回を数

えます。当館の交流イベントとして定着するとともに、回を重

ねるごとに図書館とゲストスピーカー、参加者等のネットワー

クが広がりを見せています（過去の「たびとしょCafe」の開催

概要は、本誌の活動報告やホームページをご参照ください）。

　旅の図書館は、移転まで約2年半の準備期間を経てリニ

ューアル開館しましたが、目指す図書館の実現に向けては、

ようやくその基盤ができたばかりの段階です。安定的な運

営体制の確立、レファレンス機能の強化、資料のアーカイ

ブ化等々、取り組むべき課題は少なくありません。

　開館後の図書館に対しては、皆様から様々なご感想、ご

意見（要望）をいただいております（表２）。こうした皆様の

声を参考にさせていただきながら、当館の目標である「観

光研究の種をまく図書館」、「観光の実務者に実践のヒント

を提供できる図書館」、そして「観光の研究・情報のプラット

フォームとなる図書館」に少しでも近づくべく、これからも取

り組んでまいります。

　引き続き運営へのご支援・ご協力を賜りますとともに、皆さ

まのご来館をお待ち申し上げております。 （おおすみ かずし）

　当館は、2017年3月、国連世界観光機関（UNWTO）の

「寄託図書館」に認定されました（国内では立教大学新座

図書館に次いで2館目）。現在館内メインライブラリーに

は、UNWTOの刊行物を集めたコーナーを設置しています。

今後、国際的な統計をはじめとした主要統計や特定テーマ

のレポート類などのさらなる充実を図り公開してまいります。

　当館では毎月、新刊図書を中心に観光関連図書やガイ

ドブック、当財団調査報告書等100～150冊ほどの受け入

れを行っています（非公開資料を含む）。この11ヶ月間で

は、未登録であった資料や寄贈図書の受け入れも多く、約

1,700冊が当館の蔵書に加わりました。

　また、当館では今のところ外部への貸し出しは行っていま

せんが、メインライブラリーの蔵書を対象にした閲覧記録

によると、当財団の研究員を含めた利用者全体では、この

11ヶ月間に約3,000冊（2,975冊）の図書・資料が閲覧さ

れました（利用者がカウンターに返却した図書・資料に限

定）。

　閲覧冊数の多い資料を挙げると、全体では統計資料や

古いガイドブック・雑誌などが多く閲覧されました（表１）。個

別に見ると、❶『るるぶ情報版（バックナンバー）（260冊）、

❷『旅行年報』（88冊）、❸『トラベルジャーナル（バックナン

バー合本）』（52冊）の順となっています。統計資料は観光

研究を進める上で欠かせない資料ですが、当館の特徴的

な蔵書である古いガイドブックや観光関連雑誌のバックナ

ンバーなども、観光地の変遷や観光産業の歴史を研究する

上でよく閲覧されていることがうかがえます。

　閉架資料を含め閲覧申請が必要な資料については、デ

ジタルコレクション『ツーリスト』・『旅』（53人）、古書・稀覯

書（37人）、1985年以前の時刻表（31人）、都道府県別の

観光統計（8人）等で、当館所蔵の貴重資料も多数の方に

ご利用いただきました。

　旅の図書館は当財団調査研究部門とともに東京都港区

南青山に移転し、「観光の研究や実務に役立つ図書館」を

コンセプトとする新たな図書館として2016（平成28）年10

月にリニューアル開館しました。再開館後も多くの皆様にご

来館いただき、本年10月、無事リニューアル開館１周年を

　再開館後11ヶ月間の開館日数は191日で、この間の来

館者数は延べ2,796人、一日当たりの来館者数の平均は

14.6人でした。

　入館時の利用申請記録より来館者の傾向を見ると、来

館回数は、移転後「初めて」の方が61.9％、「再来館」の方

が38.1％で、各月とも新規来館者が6～7割、リピーター（2

回以上来館された方）が3～4割となっています（10月はほ

ぼ「初めて」の方が多いため、2016年11月～2017年8月

の10ヶ月間で集計）。来館者の中には、旧館の時代からご

利用いただいている方も少なくありませんが、移転後に初

めて当館を知ってお越しになられる方も多くおられます。

　性別では男性1,371人（49％）、女性1,425人（51％）と

ほぼ半々。年代別では❶20代（21.2％）、❷40代（19.7

％）、❸50代（18.8％）、❹60代（16.0％）、❺30代（14.5

％）の順で、幅広い年代にご利用いただいています（無回答

を除く）。

　旧館時代の「テーマのある旅を応援する図書館」から

「観光の研究や実務に役立つ図書館」へとコンセプトを変

更したことにより、来館者層も変わりつつあります。

　来館者を職業別に見ると、❶その他（37.8％）、❷学生

（17.7％）、❸観光実務者（宿泊業、旅行業、交通事業、観

光関連団体、省庁・自治体、調査機関・シンクタンク、マスコ

ミ）（23.5％）、❹無職（14.4％）の順となっています（無回答

を除く）（図1）。リニューアル後当館が主たる利用者に想

定している観光の研究者、実務者および学生の利用割合

は全体の約5割、また来館目的では、「調査・研究」「仕事で

の利用」が41.1％となっています（図２）。

　来館者の中でも予想以上に利用の多かったのが学生で

す。特に8～11月の夏から秋にかけての時期は、論文や

文献探し等を目的とした学生の利用が目立ちました。

　また、観光の研究者（大学教員など）や実務者の中には、

北海道や沖縄など遠方からはるばるお越しになる方や、一

定期間連日資料をお調べに来館される方もおり、当館の資

料がお役立ていただけていることをありがたく思っています。

　一方で、観光の実務者、とりわけ地域の観光行政や観光

地の実務に携わる方の利用はまだそれほど多くありません。

今後、より観光の実務の参考文献の収集や当館を活用し

た地域の情報発信の場として積極的にご活用いただけれ

ばと思っています。

　なお、当館をよく利用される方を対象に希望者に発行し

ている「たびとしょカード」の発行者数は、8月末までで326

人となりました。本カードをお持ちになると、再来館時の利

用申請手続きが簡易になるほか、当財団および図書館か

らのメールニュースを定期的にお届けするなど便利ですの

でぜひお勧めいたします。

迎えることができました。皆様には、これまで当館の運営に

多大なるご協力を賜り心より御礼申し上げます。

　本号では、リニューアル開館１周年を記念して、再開館

後約１年間（2016年10月3日～本年8月末までの11ヶ月

間）の来館者の動向や運営状況についてご紹介します。

順位 資料名 著者／出版社 資料の種別 閲覧冊数

るるぶ（情報版）
旅行年報
トラベルジャーナル
観光白書
ポケットガイド
新日本ガイド
日本観光研究学会 全国大会 学術論文集
日本国有鉄道百年史（全18卷）
地球の歩き方
観光の実態と志向
JNTO訪日旅行データハンドブック
データで見る訪日インバウンド市場トレンド
都道府県入込資料
エース JTB 合冊版
エース JTB 日本の旅
レジャー白書
月刊るるぶ
日本のオンライン旅行市場調査
温泉
ロンリープラネット
JTB  REPORT
訪日外国人の消費動向
旅と生活の未来地図
新ポケット温泉案内

JTBパブリッシング

（公財）日本交通公社

トラベルジャーナル

観光庁

日本交通公社出版事業局

日本交通公社出版事業局

日本観光研究学会

日本国有鉄道

ダイヤモンド・ビッグ社

日本観光振興協会

日本政府観光局

JTB総合研究所

各都道府県

ジェイティービー

ジェイティービー

日本生産性本部

日本交通公社出版事業局

ブックウェイ

日本温泉協会

Lonely Planet Publications

JTB総合研究所

観光庁

ジェイティービー

日本交通公社

1
2
3
4
4
6
7
7
9
10
10
12
12
12
15
15
15
18
18
18
21
22
22
22

雑誌（バックナンバー）

観光統計

雑誌（バックナンバー合本）

観光統計

ガイドブック（バックナンバー）

ガイドブック（バックナンバー）

学術誌

基礎文献

ガイドブック（バックナンバー）

観光統計

観光統計

観光研究（T分類）

観光統計

旅行商品（パンフレット）

旅行商品（パンフレット）

観光統計

雑誌（バックナンバー合本）

観光研究（T分類）

雑誌（バックナンバー合本）

ガイドブック（バックナンバー）

観光統計

観光統計

観光統計

古書・貴重資料
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38

33
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15

15

14

14

14

13

13

13

12
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10

10
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感
想

表 1 よく閲覧された資料（10冊以上）

表 2 旅の図書館にいただいた感想・要望（抜粋）
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図 2
来館
目的

図 1
来館者
（職業別）

旅の図書館

２No.

●旅の専門図書館としての役割をこれからも続けてほしい。
●日本唯一の旅の観光図書・資料館として大いに期待。
●日本に一つしかない。これからも継続して蔵書を増やしてほしい。50年後、100年後、すばらしい財産になる。
●興味ある図書が豊富にあり、今後、仕事・プライベート両面で是非利用したい。
●旅行会社とは別の切り口での情報発信に期待。
●図書館を使いたくなりました。観光、地域活性化のネタなら「旅の図書館」という知名度になればいい。
●旅・観光の情報拠点、発信基地として、開かれた場であってほしい。
●「動き」のある図書館づくりを志向されたらいい。「本があり、見せるだけ」の図書館ではもったいない。
●貴重書の公開は専門図書館としてすばらしい取り組み。
●自治体からの派遣職員にもぜひすすめたい。
●資料収集もさることながら、企画展、たびとしょCafeなど「旅の知のセンター」となるよう期待。
●観光系学部等の大学生との交流がもっと発生すると、将来の観光人材のためにも良いのでは。

要
望

●日本の観光資料の拠点となってほしい。
●旅行、観光、交通に関するデータベースとして機能してほしい。
●利用時間、目的等の拡大。
●ぜひ週末も開館してほしい。土日どちらかでも利用可能だとありがたい。
●土日祝の開館、オンラインメディア（記事）の館内閲覧環境の整備。
●一般的に市販されていない書籍を充実してほしい。
●海外の研究機関などでの観光研究の動向なども情報発信してほしい。
●海外の研究書を増やしてほしい。目指せコーネル大学図書館。
●貴重本、古書の充実。
●調査報告書・統計類の収集にも力点を置いてほしい。
●経年的な資料を今後もしっかり守ってほしい。
●研究会や異業種交流会などの利活用。学生ゼミなどの開催への便宜を図ってほしい。
●社会人もさることながら、学生が旅の図書館を利用し、ツーリズム産業に興味をもってもらいたい。
●ＷiFi（Free）環境の整備。
●旅の本の推薦リストを作ってほしい。
●図書の貸出。
●展示物をもっと増やしてもらえると興味がより深まる。
●所蔵資料を活用した展示会等、公開の機会を増やしてほしい。

第235号 October 2017 第235号 October 201753 54 51 5252

50_54_観光文化_234号_連載2.indd   51 2017/09/29   午後8:02



だより

リニューアル開館１周年を迎えて

1．来館者の動向（傾向）

2．図書・資料の受け入れと利用（閲覧）

5．トピック－国連世界観光機関（UNWTO）の「寄託図書館」認定

6．専門図書館としてのさらなる機能充実と魅力向上に向けて（おわりに）

3．企画展示
　館内では、各所で当財団の研究成果や当館の蔵書を紹

介する企画展示を行ってきました。1階のギャラリーでは、

「観光資源の評価」「機関誌観光文化40年のあゆみ」「温

泉まちづくり研究会9年間の歩み」「インバウンド市場の動

向」などをテーマとしたパネル展示や「近代日本における旅

行案内書の変遷」などをテーマにした古書紹介を行ってき

ました。ガーデンラウンジでは、当財団がお勧めする「一度

は読みたい観光研究書＆実務書100冊」や「旅心を誘う、

旅の本のレジェンド30選」などを引き続き展示しています。

　また地下1階メインライブラリーでは、当財団専門委員

が選ぶ「わたしの一冊」（本誌連載中）や、本誌各号の特集

テーマに合わせた関連図書のウォール展示も開始しました。

4．知見やネットワークを共有する観光の
研究・情報プラットフォームとしての図書館利用

　図書空間を活用した多様な研究者・実務者の交流の場

の創出は、当館の目指す方向の一つで、メインライブラリー

全体を活用した会議の開催は延べ17日を数えます（土・日

開催を含む）。また旧館時代の2015年度からスタートした

「たびとしょCafe」は、リニューアル開館後も継続的に開催し

ており、これまでの開催回数は2017年8月までに10回を数

えます。当館の交流イベントとして定着するとともに、回を重

ねるごとに図書館とゲストスピーカー、参加者等のネットワー

クが広がりを見せています（過去の「たびとしょCafe」の開催

概要は、本誌の活動報告やホームページをご参照ください）。

　旅の図書館は、移転まで約2年半の準備期間を経てリニ

ューアル開館しましたが、目指す図書館の実現に向けては、

ようやくその基盤ができたばかりの段階です。安定的な運

営体制の確立、レファレンス機能の強化、資料のアーカイ

ブ化等々、取り組むべき課題は少なくありません。

　開館後の図書館に対しては、皆様から様々なご感想、ご

意見（要望）をいただいております（表２）。こうした皆様の

声を参考にさせていただきながら、当館の目標である「観

光研究の種をまく図書館」、「観光の実務者に実践のヒント

を提供できる図書館」、そして「観光の研究・情報のプラット

フォームとなる図書館」に少しでも近づくべく、これからも取

り組んでまいります。

　引き続き運営へのご支援・ご協力を賜りますとともに、皆さ

まのご来館をお待ち申し上げております。 （おおすみ かずし）

　当館は、2017年3月、国連世界観光機関（UNWTO）の

「寄託図書館」に認定されました（国内では立教大学新座

図書館に次いで2館目）。現在館内メインライブラリーに

は、UNWTOの刊行物を集めたコーナーを設置しています。

今後、国際的な統計をはじめとした主要統計や特定テーマ

のレポート類などのさらなる充実を図り公開してまいります。

　当館では毎月、新刊図書を中心に観光関連図書やガイ

ドブック、当財団調査報告書等100～150冊ほどの受け入

れを行っています（非公開資料を含む）。この11ヶ月間で

は、未登録であった資料や寄贈図書の受け入れも多く、約

1,700冊が当館の蔵書に加わりました。

　また、当館では今のところ外部への貸し出しは行っていま

せんが、メインライブラリーの蔵書を対象にした閲覧記録

によると、当財団の研究員を含めた利用者全体では、この

11ヶ月間に約3,000冊（2,975冊）の図書・資料が閲覧さ

れました（利用者がカウンターに返却した図書・資料に限

定）。

　閲覧冊数の多い資料を挙げると、全体では統計資料や

古いガイドブック・雑誌などが多く閲覧されました（表１）。個

別に見ると、❶『るるぶ情報版（バックナンバー）（260冊）、

❷『旅行年報』（88冊）、❸『トラベルジャーナル（バックナン

バー合本）』（52冊）の順となっています。統計資料は観光

研究を進める上で欠かせない資料ですが、当館の特徴的

な蔵書である古いガイドブックや観光関連雑誌のバックナ

ンバーなども、観光地の変遷や観光産業の歴史を研究する

上でよく閲覧されていることがうかがえます。

　閉架資料を含め閲覧申請が必要な資料については、デ

ジタルコレクション『ツーリスト』・『旅』（53人）、古書・稀覯

書（37人）、1985年以前の時刻表（31人）、都道府県別の

観光統計（8人）等で、当館所蔵の貴重資料も多数の方に

ご利用いただきました。

　旅の図書館は当財団調査研究部門とともに東京都港区

南青山に移転し、「観光の研究や実務に役立つ図書館」を

コンセプトとする新たな図書館として2016（平成28）年10

月にリニューアル開館しました。再開館後も多くの皆様にご

来館いただき、本年10月、無事リニューアル開館１周年を

　再開館後11ヶ月間の開館日数は191日で、この間の来

館者数は延べ2,796人、一日当たりの来館者数の平均は

14.6人でした。

　入館時の利用申請記録より来館者の傾向を見ると、来

館回数は、移転後「初めて」の方が61.9％、「再来館」の方

が38.1％で、各月とも新規来館者が6～7割、リピーター（2

回以上来館された方）が3～4割となっています（10月はほ

ぼ「初めて」の方が多いため、2016年11月～2017年8月

の10ヶ月間で集計）。来館者の中には、旧館の時代からご

利用いただいている方も少なくありませんが、移転後に初

めて当館を知ってお越しになられる方も多くおられます。

　性別では男性1,371人（49％）、女性1,425人（51％）と

ほぼ半々。年代別では❶20代（21.2％）、❷40代（19.7

％）、❸50代（18.8％）、❹60代（16.0％）、❺30代（14.5

％）の順で、幅広い年代にご利用いただいています（無回答

を除く）。

　旧館時代の「テーマのある旅を応援する図書館」から

「観光の研究や実務に役立つ図書館」へとコンセプトを変

更したことにより、来館者層も変わりつつあります。

　来館者を職業別に見ると、❶その他（37.8％）、❷学生

（17.7％）、❸観光実務者（宿泊業、旅行業、交通事業、観

光関連団体、省庁・自治体、調査機関・シンクタンク、マスコ

ミ）（23.5％）、❹無職（14.4％）の順となっています（無回答

を除く）（図1）。リニューアル後当館が主たる利用者に想

定している観光の研究者、実務者および学生の利用割合

は全体の約5割、また来館目的では、「調査・研究」「仕事で

の利用」が41.1％となっています（図２）。

　来館者の中でも予想以上に利用の多かったのが学生で

す。特に8～11月の夏から秋にかけての時期は、論文や

文献探し等を目的とした学生の利用が目立ちました。

　また、観光の研究者（大学教員など）や実務者の中には、

北海道や沖縄など遠方からはるばるお越しになる方や、一

定期間連日資料をお調べに来館される方もおり、当館の資

料がお役立ていただけていることをありがたく思っています。

　一方で、観光の実務者、とりわけ地域の観光行政や観光

地の実務に携わる方の利用はまだそれほど多くありません。

今後、より観光の実務の参考文献の収集や当館を活用し

た地域の情報発信の場として積極的にご活用いただけれ

ばと思っています。

　なお、当館をよく利用される方を対象に希望者に発行し

ている「たびとしょカード」の発行者数は、8月末までで326

人となりました。本カードをお持ちになると、再来館時の利

用申請手続きが簡易になるほか、当財団および図書館か

らのメールニュースを定期的にお届けするなど便利ですの

でぜひお勧めいたします。

迎えることができました。皆様には、これまで当館の運営に

多大なるご協力を賜り心より御礼申し上げます。

　本号では、リニューアル開館１周年を記念して、再開館

後約１年間（2016年10月3日～本年8月末までの11ヶ月

間）の来館者の動向や運営状況についてご紹介します。

順位 資料名 著者／出版社 資料の種別 閲覧冊数

るるぶ（情報版）
旅行年報
トラベルジャーナル
観光白書
ポケットガイド
新日本ガイド
日本観光研究学会 全国大会 学術論文集
日本国有鉄道百年史（全18卷）
地球の歩き方
観光の実態と志向
JNTO訪日旅行データハンドブック
データで見る訪日インバウンド市場トレンド
都道府県入込資料
エース JTB 合冊版
エース JTB 日本の旅
レジャー白書
月刊るるぶ
日本のオンライン旅行市場調査
温泉
ロンリープラネット
JTB  REPORT
訪日外国人の消費動向
旅と生活の未来地図
新ポケット温泉案内

JTBパブリッシング

（公財）日本交通公社

トラベルジャーナル

観光庁

日本交通公社出版事業局
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表 1 よく閲覧された資料（10冊以上）

表 2 旅の図書館にいただいた感想・要望（抜粋）
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旅の図書館

２No.

●旅の専門図書館としての役割をこれからも続けてほしい。
●日本唯一の旅の観光図書・資料館として大いに期待。
●日本に一つしかない。これからも継続して蔵書を増やしてほしい。50年後、100年後、すばらしい財産になる。
●興味ある図書が豊富にあり、今後、仕事・プライベート両面で是非利用したい。
●旅行会社とは別の切り口での情報発信に期待。
●図書館を使いたくなりました。観光、地域活性化のネタなら「旅の図書館」という知名度になればいい。
●旅・観光の情報拠点、発信基地として、開かれた場であってほしい。
●「動き」のある図書館づくりを志向されたらいい。「本があり、見せるだけ」の図書館ではもったいない。
●貴重書の公開は専門図書館としてすばらしい取り組み。
●自治体からの派遣職員にもぜひすすめたい。
●資料収集もさることながら、企画展、たびとしょCafeなど「旅の知のセンター」となるよう期待。
●観光系学部等の大学生との交流がもっと発生すると、将来の観光人材のためにも良いのでは。

要
望

●日本の観光資料の拠点となってほしい。
●旅行、観光、交通に関するデータベースとして機能してほしい。
●利用時間、目的等の拡大。
●ぜひ週末も開館してほしい。土日どちらかでも利用可能だとありがたい。
●土日祝の開館、オンラインメディア（記事）の館内閲覧環境の整備。
●一般的に市販されていない書籍を充実してほしい。
●海外の研究機関などでの観光研究の動向なども情報発信してほしい。
●海外の研究書を増やしてほしい。目指せコーネル大学図書館。
●貴重本、古書の充実。
●調査報告書・統計類の収集にも力点を置いてほしい。
●経年的な資料を今後もしっかり守ってほしい。
●研究会や異業種交流会などの利活用。学生ゼミなどの開催への便宜を図ってほしい。
●社会人もさることながら、学生が旅の図書館を利用し、ツーリズム産業に興味をもってもらいたい。
●ＷiFi（Free）環境の整備。
●旅の本の推薦リストを作ってほしい。
●図書の貸出。
●展示物をもっと増やしてもらえると興味がより深まる。
●所蔵資料を活用した展示会等、公開の機会を増やしてほしい。
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だより

リニューアル開館１周年を迎えて

1．来館者の動向（傾向）

2．図書・資料の受け入れと利用（閲覧）

5．トピック－国連世界観光機関（UNWTO）の「寄託図書館」認定

6．専門図書館としてのさらなる機能充実と魅力向上に向けて（おわりに）

3．企画展示
　館内では、各所で当財団の研究成果や当館の蔵書を紹

介する企画展示を行ってきました。1階のギャラリーでは、

「観光資源の評価」「機関誌観光文化40年のあゆみ」「温

泉まちづくり研究会9年間の歩み」「インバウンド市場の動

向」などをテーマとしたパネル展示や「近代日本における旅

行案内書の変遷」などをテーマにした古書紹介を行ってき

ました。ガーデンラウンジでは、当財団がお勧めする「一度

は読みたい観光研究書＆実務書100冊」や「旅心を誘う、

旅の本のレジェンド30選」などを引き続き展示しています。

　また地下1階メインライブラリーでは、当財団専門委員

が選ぶ「わたしの一冊」（本誌連載中）や、本誌各号の特集

テーマに合わせた関連図書のウォール展示も開始しました。

4．知見やネットワークを共有する観光の
研究・情報プラットフォームとしての図書館利用

　図書空間を活用した多様な研究者・実務者の交流の場

の創出は、当館の目指す方向の一つで、メインライブラリー

全体を活用した会議の開催は延べ17日を数えます（土・日

開催を含む）。また旧館時代の2015年度からスタートした

「たびとしょCafe」は、リニューアル開館後も継続的に開催し

ており、これまでの開催回数は2017年8月までに10回を数

えます。当館の交流イベントとして定着するとともに、回を重

ねるごとに図書館とゲストスピーカー、参加者等のネットワー

クが広がりを見せています（過去の「たびとしょCafe」の開催

概要は、本誌の活動報告やホームページをご参照ください）。

　旅の図書館は、移転まで約2年半の準備期間を経てリニ

ューアル開館しましたが、目指す図書館の実現に向けては、

ようやくその基盤ができたばかりの段階です。安定的な運

営体制の確立、レファレンス機能の強化、資料のアーカイ

ブ化等々、取り組むべき課題は少なくありません。

　開館後の図書館に対しては、皆様から様々なご感想、ご

意見（要望）をいただいております（表２）。こうした皆様の

声を参考にさせていただきながら、当館の目標である「観

光研究の種をまく図書館」、「観光の実務者に実践のヒント

を提供できる図書館」、そして「観光の研究・情報のプラット

フォームとなる図書館」に少しでも近づくべく、これからも取

り組んでまいります。

　引き続き運営へのご支援・ご協力を賜りますとともに、皆さ

まのご来館をお待ち申し上げております。 （おおすみ かずし）

　当館は、2017年3月、国連世界観光機関（UNWTO）の

「寄託図書館」に認定されました（国内では立教大学新座

図書館に次いで2館目）。現在館内メインライブラリーに

は、UNWTOの刊行物を集めたコーナーを設置しています。

今後、国際的な統計をはじめとした主要統計や特定テーマ

のレポート類などのさらなる充実を図り公開してまいります。

　当館では毎月、新刊図書を中心に観光関連図書やガイ

ドブック、当財団調査報告書等100～150冊ほどの受け入

れを行っています（非公開資料を含む）。この11ヶ月間で

は、未登録であった資料や寄贈図書の受け入れも多く、約

1,700冊が当館の蔵書に加わりました。

　また、当館では今のところ外部への貸し出しは行っていま

せんが、メインライブラリーの蔵書を対象にした閲覧記録

によると、当財団の研究員を含めた利用者全体では、この

11ヶ月間に約3,000冊（2,975冊）の図書・資料が閲覧さ

れました（利用者がカウンターに返却した図書・資料に限

定）。

　閲覧冊数の多い資料を挙げると、全体では統計資料や

古いガイドブック・雑誌などが多く閲覧されました（表１）。個

別に見ると、❶『るるぶ情報版（バックナンバー）（260冊）、

❷『旅行年報』（88冊）、❸『トラベルジャーナル（バックナン

バー合本）』（52冊）の順となっています。統計資料は観光

研究を進める上で欠かせない資料ですが、当館の特徴的

な蔵書である古いガイドブックや観光関連雑誌のバックナ

ンバーなども、観光地の変遷や観光産業の歴史を研究する

上でよく閲覧されていることがうかがえます。

　閉架資料を含め閲覧申請が必要な資料については、デ

ジタルコレクション『ツーリスト』・『旅』（53人）、古書・稀覯

書（37人）、1985年以前の時刻表（31人）、都道府県別の

観光統計（8人）等で、当館所蔵の貴重資料も多数の方に

ご利用いただきました。

　旅の図書館は当財団調査研究部門とともに東京都港区

南青山に移転し、「観光の研究や実務に役立つ図書館」を

コンセプトとする新たな図書館として2016（平成28）年10

月にリニューアル開館しました。再開館後も多くの皆様にご

来館いただき、本年10月、無事リニューアル開館１周年を

　再開館後11ヶ月間の開館日数は191日で、この間の来

館者数は延べ2,796人、一日当たりの来館者数の平均は

14.6人でした。

　入館時の利用申請記録より来館者の傾向を見ると、来

館回数は、移転後「初めて」の方が61.9％、「再来館」の方

が38.1％で、各月とも新規来館者が6～7割、リピーター（2

回以上来館された方）が3～4割となっています（10月はほ

ぼ「初めて」の方が多いため、2016年11月～2017年8月

の10ヶ月間で集計）。来館者の中には、旧館の時代からご

利用いただいている方も少なくありませんが、移転後に初

めて当館を知ってお越しになられる方も多くおられます。

　性別では男性1,371人（49％）、女性1,425人（51％）と

ほぼ半々。年代別では❶20代（21.2％）、❷40代（19.7

％）、❸50代（18.8％）、❹60代（16.0％）、❺30代（14.5

％）の順で、幅広い年代にご利用いただいています（無回答

を除く）。

　旧館時代の「テーマのある旅を応援する図書館」から

「観光の研究や実務に役立つ図書館」へとコンセプトを変

更したことにより、来館者層も変わりつつあります。

　来館者を職業別に見ると、❶その他（37.8％）、❷学生

（17.7％）、❸観光実務者（宿泊業、旅行業、交通事業、観

光関連団体、省庁・自治体、調査機関・シンクタンク、マスコ

ミ）（23.5％）、❹無職（14.4％）の順となっています（無回答

を除く）（図1）。リニューアル後当館が主たる利用者に想

定している観光の研究者、実務者および学生の利用割合

は全体の約5割、また来館目的では、「調査・研究」「仕事で

の利用」が41.1％となっています（図２）。

　来館者の中でも予想以上に利用の多かったのが学生で

す。特に8～11月の夏から秋にかけての時期は、論文や

文献探し等を目的とした学生の利用が目立ちました。

　また、観光の研究者（大学教員など）や実務者の中には、

北海道や沖縄など遠方からはるばるお越しになる方や、一

定期間連日資料をお調べに来館される方もおり、当館の資

料がお役立ていただけていることをありがたく思っています。

　一方で、観光の実務者、とりわけ地域の観光行政や観光

地の実務に携わる方の利用はまだそれほど多くありません。

今後、より観光の実務の参考文献の収集や当館を活用し

た地域の情報発信の場として積極的にご活用いただけれ

ばと思っています。

　なお、当館をよく利用される方を対象に希望者に発行し

ている「たびとしょカード」の発行者数は、8月末までで326

人となりました。本カードをお持ちになると、再来館時の利

用申請手続きが簡易になるほか、当財団および図書館か

らのメールニュースを定期的にお届けするなど便利ですの

でぜひお勧めいたします。

迎えることができました。皆様には、これまで当館の運営に

多大なるご協力を賜り心より御礼申し上げます。

　本号では、リニューアル開館１周年を記念して、再開館

後約１年間（2016年10月3日～本年8月末までの11ヶ月

間）の来館者の動向や運営状況についてご紹介します。
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●旅の専門図書館としての役割をこれからも続けてほしい。
●日本唯一の旅の観光図書・資料館として大いに期待。
●日本に一つしかない。これからも継続して蔵書を増やしてほしい。50年後、100年後、すばらしい財産になる。
●興味ある図書が豊富にあり、今後、仕事・プライベート両面で是非利用したい。
●旅行会社とは別の切り口での情報発信に期待。
●図書館を使いたくなりました。観光、地域活性化のネタなら「旅の図書館」という知名度になればいい。
●旅・観光の情報拠点、発信基地として、開かれた場であってほしい。
●「動き」のある図書館づくりを志向されたらいい。「本があり、見せるだけ」の図書館ではもったいない。
●貴重書の公開は専門図書館としてすばらしい取り組み。
●自治体からの派遣職員にもぜひすすめたい。
●資料収集もさることながら、企画展、たびとしょCafeなど「旅の知のセンター」となるよう期待。
●観光系学部等の大学生との交流がもっと発生すると、将来の観光人材のためにも良いのでは。

要
望

●日本の観光資料の拠点となってほしい。
●旅行、観光、交通に関するデータベースとして機能してほしい。
●利用時間、目的等の拡大。
●ぜひ週末も開館してほしい。土日どちらかでも利用可能だとありがたい。
●土日祝の開館、オンラインメディア（記事）の館内閲覧環境の整備。
●一般的に市販されていない書籍を充実してほしい。
●海外の研究機関などでの観光研究の動向なども情報発信してほしい。
●海外の研究書を増やしてほしい。目指せコーネル大学図書館。
●貴重本、古書の充実。
●調査報告書・統計類の収集にも力点を置いてほしい。
●経年的な資料を今後もしっかり守ってほしい。
●研究会や異業種交流会などの利活用。学生ゼミなどの開催への便宜を図ってほしい。
●社会人もさることながら、学生が旅の図書館を利用し、ツーリズム産業に興味をもってもらいたい。
●ＷiFi（Free）環境の整備。
●旅の本の推薦リストを作ってほしい。
●図書の貸出。
●展示物をもっと増やしてもらえると興味がより深まる。
●所蔵資料を活用した展示会等、公開の機会を増やしてほしい。
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Economics of Sustainable Tourism

生物多様性と保護地域の国際関係 対立から共生へ

Planning for Tourism, Leisure and Sustainability: 
International Case Studies
サステイナブル・スイス─未来志向のエネルギー、建築、交通

観光地の持続的発展とまちづくり

開発と環境保護の国際比較 観光政策の視点から

私たちの世界遺産❶ 持続可能な美しい地域づくり

観光につける薬 サスティナブル・ツーリズム理論
Sustainable Development of Tourism - 
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tourism operations
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Planning for a sustainable environment : A Report
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National Parks　Loving them to death?
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持続型観光（サステイナブル・ツーリズム）の代表ともいえるエコツーリズムの
置かれた状況を真正面から見据え、エコツーリズムの課題と本来目指すべき
ものを描きだす。数あるエコツーリズム関連本の中で出色の一冊。

『エコツーリズムと持続可能な開発 楽園はだれのもの?』
Ecotourism and sustanable development Who owns paradise? Second Edition

観光における‘サステイナブル’の新たな概念の必要性を考察し、またそれを
コミュニティや民間事業者・保護地区担当者に応用するにあたり再考すべき
枠組みに目を向けた一冊。実用的応用がなされた事例も効果的に取り上げ
られている。

『Reframing Sustainable Tourism』
Reframing Sustainable Tourism Dordrecht

本書はサステイナブル・ツーリズムの実践とマネジメントに光をあて、様々な
実例を取り上げながら、観光の多様な分野や世界各地のサステイナブル・ツ
ーリズムの幅広い定義を紹介している。環境保全に留まらず、経済・社会的側
面から観光が’サステイナブル’である方法を探求。

『Sustainable Tourism Managemant』
Sustainable Tourism Management. Oxfordshire

観光研究の重要な分野における知識と議論に貢献した主要論文を通し、観
光と開発について例示した4巻のうちの一巻。本書では観光と開発の関係性
について知ることを軸に、「サステイナブルな開発」という概念の理解を基に

「サステイナブルな観光開発」を探る。

『TOURISM AND DEVELOPMENT』
Tourism and Development. Los Angeles

観光促進による旅行者の増加は、様々な地域環境の悪化を引き起こす。観
光地の交通計画、ごみ・トイレ対策、水環境保全、景観整備など、旅行者
の快適な観光と、地域住民の生活環境の向上につながるインフラ整備の技
術的知識をわかりやすく解説。

『観光まちづくりのエンジニアリング』観光振興と環境保全の両立

自然そのものを観光のメインとする保護区などでは、持続的に自然の価値を
守ることこそが、観光や地域の発展につながる。IUCN(国際自然保護連合)が
すすめる実践的「ガイドライン」。海外各地の先進的な事例が満載。

『自然保護とサステイナブル・ツーリズム』実践的ガイドライン

温泉まちづくり研究会は、まちづくりに熱心に取り組む温泉地が集まり、温泉地共通の課題について解決方法を探り、全国
に情報発信することを目的に2008年に発足しました。この「総括レポート」は2016年に開催した3回の研究会の内容を取
りまとめたものです。第1回（7月）は、黒川、湯布院、道後の各温泉の、熊本地震発生後の状況についてお話を伺うとともに、
研究会で今後考えていくべきテーマについて議論を深めました。第2回（10月）は、5月のＧ7伊勢志摩サミット開催地となっ
た鳥羽温泉郷を会場に、今後の温泉地での国際MICE開催に際しての知見として、サミット開催地に求められた対応、課題

とその対応策、開催効果、開催後の展開などについて議論や情報共有を行いました。第3回（1月）は、「温泉地の観光推進組織（ＤＭO）を
考える」と題して、ＤＭＯの基本的な役割や海外の現況、会員温泉地での取り組み状況、今後の取り組み推進に向けた課題や対応策など
について討議しました。 Ａ4判、９４ページ、本体価格1500円+税

『温泉まちづくり 2016年度 温泉まちづくり研究会 総括レポート』（発行：2017年3月）

講義録としては3冊目となる本書では、我が国の観光地の基本的かつ長年の課題である「滞在化」に焦点を当てています。
「滞在化」は地域特性によって多様な形態があり、地域側に求められる対応策もさまざま。本書では、全国各地の多様な課
題認識に応えられるよう、スキーリゾート（倶知安町）、高原リゾート（軽井沢町）、温泉地（別府市）、まちなかの空き家の活
用（尾道市）という４つの事例を取り上げ、現場での実践者と学識研究者の双方を講師にお招きし、解説していただいてい
ます。 A4判74ページ/本体価格1,000円+税

『平成28年度 観光地経営講座 講義録』（発行：2017年3月）

訪日外国人市場の成熟化やLCCなどの登場で今後はFITが進展し、地方への訪問頻度が増えることが予想される中、外国
人観光客の消費を地域経済活性化に結び付けるという視点が重要となります。本特集ではこうした視点に立ち、インバウ
ンド先進観光地の中長期的な動向と施策の変遷（特集２）や、観光地での消費活動別に先進的な事例（特集３）を整理し
ました。また、「ジャパンガイド」の編集長であるシャウエッカー氏へのインタビューを行い、「着地」と「発地」の両面から考察
を行いました。A4判64ページ/本体価格1,000円+税。

233号（2017年4月発行） 特集：外国人観光客の消費を地域経済活性化につなげるに

DMOはデスティネーション・マネジメント(Destination Management)およびデスティネーション・マーケティング(Destination 
Marketing)を担う組織とされ、観光による地域振興の司令塔として期待されている。もともと、マネジメントもマーケティング
も企業経営用語であるが、地域を企業に置き換えれば解るようにマネジメント(経営・管理)あってのマーケティングである。
しかしながら、デスティネーション・マネジメントの概念の誕生や変遷については、必ずしも共通の理解となっていない。そこ
で、本概念の定義や実態について、学術面、実践面の両面から整理を行い、わが国における展開と方向について検討して

みる。 A4判58ページ/本体価格1,000円+税

234号（2017年7月発行） 特集：デスティネーション・マネジメントの潮流
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　N
H
K
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ち
ゅ
ら
さ
ん
」
で

脚
光
を
浴
び
た
「
小
浜
島
」
が
、
今
ま
た
別
の
意
味
で

世
界
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。
話
題
の
的
は
「
K
B
G

84
（
ケ
イ
ビ
ー
ジ
ー
・
エ
イ
テ
ィ
ー
フ
ォ
ー
）」
と
言
う

名
の
ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト
で
あ
る
。
普
通
で
な
い
の
は

そ
の
メ
ン
バ
ー
構
成
だ
。
平
均
年
齢
84
歳
、
最
高
齢
は

97
歳
、
1
9
9
3
年
か
ら
島
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
う
ふ
た
き
会
」
が
サ
ポ

ー
ト
す
る
、
ご
長
寿
ア
イ
ド
ル
「
小
浜
島
ば
あ
ち
ゃ
ん

合
唱
団
（K

oham
ajim

a B
aachan G

asshoudan

）」

こ
そ
が
、
そ
の
話
題
の
主
役
で
あ
る
。

「
天
国
に
一
番
近
い
ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト
！
」
と
い
う

ド
キ
ッ
す
る
様
な
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
笑
顔
で
掲
げ
、

2
0
1
5
年
10
月
に
は
遂
に
C
D
デ
ビ
ュ
ー
も
果
た
し
、

島
で
撮
影
さ
れ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
が
ネ
ッ
ト
で

紹
介
さ
れ
る
や
瞬
く
間
に
世
界
の
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
を

中
心
に
ホ
ッ
ト
な
ニ
ュ
ー
ス
が
駆
け
巡
っ
た
。
イ
ギ
リ

ス
の
B
B
C
が
わ
ざ
わ
ざ
周
囲
16
キ
ロ
、
人
口
6
0
0

名
足
ら
ず
の
日
本
最
南
端
の
離
島
を
取
材
に
訪
れ
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
は
国
内
最
大
級
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
に

招
聘
さ
れ
、
そ
の
一
部
始
終
が
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
番
組
と

し
て
N
H
K
B
S
1
で
放
映
さ
れ
る
な
ど
、
話
題
性
に

事
欠
か
な
い
か
ら
本
気
で
凄
い
。
彼
女
達
の
最
大
の
夢

で
あ
る
「
紅
白
歌
合
戦
」
初
出
場
も
い
よ
い
よ
見
え
て

来
た
！ 

… 

と
周
辺
も
鼻
息
荒
く
な
っ
て
し
ま
う
の
も
無

理
は
な
い
。
た
だ
し
こ
の
事
案
、
少
々
急
が
ね
ば
な
ら

な
い
。
ご
高
齢
ア
イ
ド
ル
に
と
っ
て
1
年
1
年
は
生
死

に
関
わ
る
案
件
だ
か
ら
で
あ
る
。
悠
長
に
「
来
年
こ
そ

持続可能な取組に
不可欠な

『笑顔』の理由

沖縄文化芸術振興アドバイザー
南島詩人

平田大一

巻 頭 言

は
！
」
等
と
語
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　そ
も
そ
も
、
こ
の
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
合
唱
団
」
今
か

ら
20
数
年
前
、
小
浜
島
が
実
家
の
私
の
も
と
に
訪
れ
た

「
う
ふ
た
き
会
」
リ
ー
ダ
ー
の
花
城
キ
ミ
さ
ん
（
同
時

70
歳
）
か
ら
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
6
缶
で
口
説
か
れ
て
結

成
し
た
も
の
で
呆
け
防
止
の
リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね
た
「
う

た
あ
し
び
ー（
歌
遊
び
）」が
始
ま
り
だ
っ
た
。
1
9
9
9

年
に
私
が
演
出
家
と
し
て
本
格
的
な
活
動
開
始
す
る
に

あ
た
り
島
を
離
れ
る
も
合
唱
団
の
取
り
組
み
は
そ
の
後

も
脈
々
と
続
き
、
結
成
か
ら
2
0
年
に
あ
た
る

2
0
1
3
年
9
月
地
域
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
た
団
体

な
ど
に
贈
ら
れ
る
「
サ
ン
ト
リ
ー
地
域
文
化
賞
」
の
受

賞
を
機
に
一
気
に
全
国
的
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
州
の
保
健
省
上
級
国
務
大
臣
エ
イ
ミ

ー
・
コ
ー
ル
さ
ん
は
こ
う
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。「
長
寿

社
会
に
直
面
し
て
い
る
我
が
国
に
と
っ
て
、
豊
か
に
老

い
る
こ
と
は
最
大
の
関
心
事
で
あ
り
課
題
で
も
あ
り
ま

す
。
K
B
G
84
の
皆
さ
ん
の
美
し
く
老
い
る
姿
は
我
々

の
理
想
な
の
で
す
」

　夫
に
先
立
た
れ
、
中
に
は
息
子
を
も
グ
ソ
ー
（
後
生

＝
あ
の
世
）
に
見
送
る
な
ど
、
様
々
な
艱
難
辛
苦
を
乗

り
越
え
て
今
が
あ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
の
底
抜
け
な
明

る
さ
は
、
世
代
も
地
域
を
も
包
み
込
む
母
性
愛
の
塊
で

あ
る
。
国
や
文
化
の
違
い
も
超
え
た
ま
さ
に
「
ち
ゅ
ら

さ
ん
の
オ
バ
ー
」
の
笑
顔
が
地
域
観
光
の
文
化
資
源
と

し
て
、
新
た
な
交
流
文
化
の
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
る
の
で
あ
る
。

企
画
に
あ
た
り
、

持
続
可
能
な
観
光
の
定
義
や
概
念
、

そ
の
背
景
を
め
ぐ
る
理
論
の
応
酬
は
避
け
よ
う
と
思
っ
た
。

定
義
や
経
緯
が
無
意
味
な
の
で
は
な
く
、

議
論
の
場
を
机
上
よ
り
現
場
に
置
き
た
か
っ
た
。

具
体
の
出
来
事
を
伝
え
ら
れ
れ
ば
、

持
続
可
能
と
い
う
表
現
の
意
味
合
い
や
重
要
性
は

誰
も
が
直
感
的
に
理
解
し
得
る
だ
ろ
う
。
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Economics of Sustainable Tourism

生物多様性と保護地域の国際関係 対立から共生へ

Planning for Tourism, Leisure and Sustainability: 
International Case Studies
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観光地の持続的発展とまちづくり
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私たちの世界遺産❶ 持続可能な美しい地域づくり
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持続型観光（サステイナブル・ツーリズム）の代表ともいえるエコツーリズムの
置かれた状況を真正面から見据え、エコツーリズムの課題と本来目指すべき
ものを描きだす。数あるエコツーリズム関連本の中で出色の一冊。

『エコツーリズムと持続可能な開発 楽園はだれのもの?』
Ecotourism and sustanable development Who owns paradise? Second Edition

観光における‘サステイナブル’の新たな概念の必要性を考察し、またそれを
コミュニティや民間事業者・保護地区担当者に応用するにあたり再考すべき
枠組みに目を向けた一冊。実用的応用がなされた事例も効果的に取り上げ
られている。

『Reframing Sustainable Tourism』
Reframing Sustainable Tourism Dordrecht

本書はサステイナブル・ツーリズムの実践とマネジメントに光をあて、様々な
実例を取り上げながら、観光の多様な分野や世界各地のサステイナブル・ツ
ーリズムの幅広い定義を紹介している。環境保全に留まらず、経済・社会的側
面から観光が’サステイナブル’である方法を探求。

『Sustainable Tourism Managemant』
Sustainable Tourism Management. Oxfordshire

観光研究の重要な分野における知識と議論に貢献した主要論文を通し、観
光と開発について例示した4巻のうちの一巻。本書では観光と開発の関係性
について知ることを軸に、「サステイナブルな開発」という概念の理解を基に

「サステイナブルな観光開発」を探る。

『TOURISM AND DEVELOPMENT』
Tourism and Development. Los Angeles

観光促進による旅行者の増加は、様々な地域環境の悪化を引き起こす。観
光地の交通計画、ごみ・トイレ対策、水環境保全、景観整備など、旅行者
の快適な観光と、地域住民の生活環境の向上につながるインフラ整備の技
術的知識をわかりやすく解説。

『観光まちづくりのエンジニアリング』観光振興と環境保全の両立

自然そのものを観光のメインとする保護区などでは、持続的に自然の価値を
守ることこそが、観光や地域の発展につながる。IUCN(国際自然保護連合)が
すすめる実践的「ガイドライン」。海外各地の先進的な事例が満載。

『自然保護とサステイナブル・ツーリズム』実践的ガイドライン

温泉まちづくり研究会は、まちづくりに熱心に取り組む温泉地が集まり、温泉地共通の課題について解決方法を探り、全国
に情報発信することを目的に2008年に発足しました。この「総括レポート」は2016年に開催した3回の研究会の内容を取
りまとめたものです。第1回（7月）は、黒川、湯布院、道後の各温泉の、熊本地震発生後の状況についてお話を伺うとともに、
研究会で今後考えていくべきテーマについて議論を深めました。第2回（10月）は、5月のＧ7伊勢志摩サミット開催地となっ
た鳥羽温泉郷を会場に、今後の温泉地での国際MICE開催に際しての知見として、サミット開催地に求められた対応、課題

とその対応策、開催効果、開催後の展開などについて議論や情報共有を行いました。第3回（1月）は、「温泉地の観光推進組織（ＤＭO）を
考える」と題して、ＤＭＯの基本的な役割や海外の現況、会員温泉地での取り組み状況、今後の取り組み推進に向けた課題や対応策など
について討議しました。 Ａ4判、９４ページ、本体価格1500円+税

『温泉まちづくり 2016年度 温泉まちづくり研究会 総括レポート』（発行：2017年3月）

講義録としては3冊目となる本書では、我が国の観光地の基本的かつ長年の課題である「滞在化」に焦点を当てています。
「滞在化」は地域特性によって多様な形態があり、地域側に求められる対応策もさまざま。本書では、全国各地の多様な課
題認識に応えられるよう、スキーリゾート（倶知安町）、高原リゾート（軽井沢町）、温泉地（別府市）、まちなかの空き家の活
用（尾道市）という４つの事例を取り上げ、現場での実践者と学識研究者の双方を講師にお招きし、解説していただいてい
ます。 A4判74ページ/本体価格1,000円+税

『平成28年度 観光地経営講座 講義録』（発行：2017年3月）

訪日外国人市場の成熟化やLCCなどの登場で今後はFITが進展し、地方への訪問頻度が増えることが予想される中、外国
人観光客の消費を地域経済活性化に結び付けるという視点が重要となります。本特集ではこうした視点に立ち、インバウ
ンド先進観光地の中長期的な動向と施策の変遷（特集２）や、観光地での消費活動別に先進的な事例（特集３）を整理し
ました。また、「ジャパンガイド」の編集長であるシャウエッカー氏へのインタビューを行い、「着地」と「発地」の両面から考察
を行いました。A4判64ページ/本体価格1,000円+税。

233号（2017年4月発行） 特集：外国人観光客の消費を地域経済活性化につなげるに

DMOはデスティネーション・マネジメント(Destination Management)およびデスティネーション・マーケティング(Destination 
Marketing)を担う組織とされ、観光による地域振興の司令塔として期待されている。もともと、マネジメントもマーケティング
も企業経営用語であるが、地域を企業に置き換えれば解るようにマネジメント(経営・管理)あってのマーケティングである。
しかしながら、デスティネーション・マネジメントの概念の誕生や変遷については、必ずしも共通の理解となっていない。そこ
で、本概念の定義や実態について、学術面、実践面の両面から整理を行い、わが国における展開と方向について検討して

みる。 A4判58ページ/本体価格1,000円+税

234号（2017年7月発行） 特集：デスティネーション・マネジメントの潮流
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